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こ案 内

　補体シンポジウムはこのたび緑ゆたかな泉都大分・別府で開催されることに

なり、さきほどご案内申し上げましたところ、多数のご参加と演題のご応募

をいただき厚く御礼申し上げます。

　今回はご発表を一般講演およびワークショップの2形式に区分させていた

だきました。すなわち、一般講演を31題としこれを6つのセクションにし、

ワークショップを（1）「臨床に澄ける今日的課題：Immune　complexesと

Nephritic　faetor」の6題、（皿）「補体タンパクの表現形質と遺伝的支

配齢よびその異常症」の8題といたしました。これはご応募の演題が多数に

のぼbましたので、すべてのご講演につき、できるだけ十分につっこんだこ

討論をしていただくための試みです。この点をご理解下さb、とくに座長と

演者の諸兄諸姉にご協力していただけますなら幸甚に存じます。

　今年は米国よリァラバマ大学R。M。　Stroud教授を当シンポジウムに招

いてte　bます。こうした交流を機に我国の補体研究がますます盛んになbま

すことを心より願うものであります。

　日本の代表的温泉地別府です。気候風土にも恵まれ、また観光地としても

色々と楽しみの多いところです。不行き届きの点も多いと存じますが、リラ

ックスした雰囲気の中で、心ゆくまで活発なご討論を期待申し上げます。

　　　昭和54年8月

　　　　　　　　　　　　　　　　第16回補体シンポジウム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　世話人　　酒　井　好　古
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会　期

会　場

世話人

　　第16回補体シンポジウム

昭和54年8月24日（金）　14：00よb

　　　　　　　25日（土）

　　　　　　　26日（日）　12：00まで

〒874　大分県別府市田ノ湯町13番13号

　　　　　　地方職員共済組合別府保養所

　　　　　　　　　つ　る　み　荘

　　　　　　電話　0977－21－0101

九州大学温泉治療学研究所　酒井好古

〒874　大分県別府市鶴見原4546

　　　　　　電話　0977－24－5301

　　　　　　　　お知らせとお願い

（1）受　　付

　　　シンポジウム第1日正午よb会場入口で受付を行います。

　　　　年会費（抄録代）　　　　　　　　　　3，　000円

　　　　参加費（宿泊費，食費，懇親会費）　15，000円

　　　抄録は受付でts受けとb下さい。その際、ご宿泊の部屋をご案内いた

　　します。

（2）演　　説

　　　ご講演を一般講演とワークショップの2形式に区分させていただきま

　　したので、演者は座長のご指示に従ってご協力k・願い申し上げますとと

　　もに、時間を厳守下さいますよう夢願いいたします。

2
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）3（

）4（

（5）

（6）

（7）

　　　一般講演

　　　　　発　表　　　　10分

　　　　　討　論　　　　10分

　　　ワークショップ

　　　　　発　表　　　　10分

　　　　　総合討論　　　30分

スライド

　プロジェクター1台を設置しております。

　スライドは35mmサイズをご用意下さい。

座長への澄願い

　演題のご応募が多く、演説と討論の時間が十分でございませんが、演

者とご協力の上、円滑な進行と活発なディスカッションが展開さ：れます

よう御高配訟願いいたします。

宿泊と食事

　当日受付で宿泊の細部屋をご案内いたします。

　8月26日夕食、27日朝・昼食診よび懇親会、28日朝・昼食を用

意いたします。

懇　親　会

　日時　　8月25日（土）シンポジウム第2日午後6時15分より

　場所　　つ　る　み　荘

　多数のご来駕をお待ち申し上げます。

運営委員会

　運営委員各位にご案内いたします。

　　　　　　　　　　　　一3一



　　　　日　時　　8月25日（土）　シンポジウム第2日　正午よb

　　　　場　所　　つ　るみ荘

（8）交　　通

　　　大分空港一十　浜　　　　　バス　1時間5分（750円）

　　　北　浜　　　　．つるみ荘　　　　タクシ｝　約5分

　　　大分空港　　　つるみ荘　　　　タクシー　約1時間（約4，700円）

　　　大分空港　　　別府国際観光港　ホーバークラフト　約40分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2，000円）

　　　別府国際観光港一つるみ荘　　タクシー　約15分

　　　別府駅　　　つるみ荘　　　　徒歩　5分

畳1ラクテンチ
　　　囮杉の井ホテル 駅至城島高原

@阿蘇・熊本サ

@　　　　多

1九大温研

　　　　リ

S輪温泉
地獄地帯

会場
●つるみ荘

舞
断
み

■ o
青　　油 一一 道ハ

マ 撮記屋 富
路イ
@ウ口念翁

流
川別府駅

り　碑 士
見

託

至大分駅　　■ ■ 圏■［　■　一 一　　　一　　一 一　　　一　　一　　一 一 ＿＿至博多
町 　　　巳

zテル 通 日豊本線　北九州

りニュー 麗り

高崎山
つるた

@￡ り 国道lo号線
「？一 昇 →至ゴ

至大分市内 空港連絡 皇北浜バス停 大分空港方面

至北九州

　　　　　　バスのり場

別府国際観光港

空港行ホーベクラフト発着

別　府　湾
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　　　　　　　　第1日　8月24日（金）

一般演題（1）＝14200－15言25

　　　　　　　　　座長　　岡田秀親博士、長沢滋治博士

1．ジャコウネズミ（Suncus　murinus）の血清補体

　　　　　名古屋保健衛生大・医・微生物　深山昭雄、市川秀隆、高橋久英

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広沢　進、川本保子

2．K　一　76　COOHを使ってのEAC1，4b，2a，3b，　EAC4b，3b　cells

　　の簡単な作成法

　　　　阪大・医・細菌　　　　　　　　洪　郷秀、木下タロウ、井上公蔵

3．免疫粘着反応を応用した梅毒血清テスト（TPIAテスト）の臨床的意義

　　について

　　　　　東京都臨床研・補体トキソ部　　鈴木貴和、田中　忍、斑目君恵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北村ふじ子、嶋田孝吉

　　　　　東京都立大久保病院　　　　　　　河島敏夫

4．合成基質を用いた補体成分の簡易定量法について

　　　　　阪大・蛋白研　　　　　　　　新延道夫、人見裕司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　猪狩伸比古、藤井節郎

　　　　　　　　　　　Coffee　Break

ワークショップ（1）：15＝45－17＝25

　　　　　　　　　座長　　広瀬俊一博士、高橋守信博士

　　「臨床に謝る今日的課題：1㎜une　complexesならびに

　　　Nephritic　faetorJ
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5

6

7

＆

9

1251－Clq　binding　testによるウイルス肝炎患者血清中の

i㎜une　complexと、その性状に関する検討

　　　岡山大・第1内科　　　　　　荒木清典、辻　孝夫、井上純一、

　　　　　　　　　　　　　　　　尾上公昭、土屋正夫、篠原　徹、

　　　　　　　　　　　　　　　　長島秀夫

　　　熊山病院・内科　　　　　　　内藤紘彦

Clq　deviation　testによる各種腎疾患に澄ける血中免疫複合体と

補体系について

　　　順天堂大・内科（腎）　　　　中山秀英、小出　輝、大野丞二

　　　筑波大・医学系　　　　　　　桜井徹志、田村　昇

膠原病に澄けるCireulating　immune　complexesの検索　：

Clq　deviation　test，polyethylene　glyco1法およびAnti　一一

antibody法

　　　九大・温研内科　　　　　　　安田正之、江崎一子、酒井好古

　　　　　　　　　　　　　　　　延永　正

　　　九大・医・病院中検　　　　　太田敏行、大河内一雄

螢光標識clqによる肝組織内免疫複合物の局在

　　　岡山大・第1内科　　辻孝夫、荒木清典、井上純一

　　　　　　　　　　　　　　　　尾上公昭、土屋正夫、篠原　徹

　　　　　　　　　　　　　　　　長島秀夫

　　　熊山病院・内科　　　　　　　内藤紘彦

腎疾患におけるA1　te　rna、t　ive　pathway活性化因子について

　　　日大・第2内科　　　　　　　大井洋之、宮地秀尚、関　正人

　　　　　　　　　　　　　　　　阿部理一郎、金沢和俊、波多野道信
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　　　　　静岡県西部浜松医療センター　名和紀之

10．　Nephritie　factor（Ne：F）活性を認めたPartial

　　Lipodysdro　Ph　y（PLD）の1例

　　　　　阪大・第1内科　　　　　　　中西　功、赤垣洋二、藤原芳広

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上田尚彦、安東明夫、阿部　裕

　　　　　滋賀大・第3内科　　　　　　折田義正

　　　　　大阪府立成人病センター　　　稲井真弥、永木和義

　　　　　倉敷中央病院・小児科　　　　武田修明

　　　　　　　　　　　　　　夕　　　食

一般講演（皿）：19＝00－21＝25

　　　　　　　　　座長　　井上公蔵博士、永木和義博士

11．ポリエチレングリコール法による補体の分離条件の検討

　　　　　東京都臨床研・補体トキソ部　田中　忍、斑目君恵、北村ふじ子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木貴和、嶋田孝吉、’西岡久寿弥

12，　C4bの限定分解反応一新しV・　C4b誘導体の分離

　　　　　北大・薬・衛生化学　　　　　長沢滋治、市原千嘉子

　　　　　アラバマ州立大学　　　　　　R．M。　Stroud

13．マウスC4－binding　Proteinの精製

　　　　　九大・第1外科・臨床免疫　　甲斐祥一

　　　　　ニューヨーク大・病理　　　　V．Nussenzweig、藤田頼三

14．　Cell－bound　C3b　の構造変化と活性

　　　　　大阪府立成人病センター　　　飯田恭子、永木和義、稲井真弥
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1　5．

1　6．

1　7．

補体alternative　pat　hwayの活性化を制御する低分子物質（10w

molecularweight　inaetivator，　LMW－INA）のヒト尿からの分離

とその作用機序について

　　　大阪府立成入病センター　　　　永木和義、松本美佐子、北野悦子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲井真弥

EAC1－8　の溶血への糖の影響

　　　大阪府立成人病センター　　　　北村　肇、稲井真弥

モルモットSCsb－9のC9溶血活性について

　　　阪大・医・細菌　　　　　　　　　木下タロウ、洪郷秀、井上公蔵

自由討論　　21：50一
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　　　　　　　　第2日　8月25日（土）

一般講演（皿）＝8＝50－10＝55

　　　　　　　　　座長　　近藤元治博士ss鳥巣要道博士

18．　Clsの活性化抑制作用について

　　　　　丸善化成　　　　　　　　　　吉田正也

　　　　　浜松医大・第2生理　　　　　高田明和

19．　BCG，　OK一一　432（Picibanil），PS－K（K：restin）および

　　：Levamisoleのモルモット補体系に対する影響

　　　　　京都府立医大・第3内科　　　加藤治樹、西堀秀嗣、若松善和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古川泰正、横江信義、細川計明

　　　　　京都府立医大・第1内科　　　近藤元治

20．人型結核菌体抽出物質（SSM）のヒト免疫能診よび補体系に対する影響

　　　　　京都府立医大・第3内科　　　横江信義、若松美和、加藤治樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池崎　稔、細川計明

　　　　　京都府立医大・第1内科　　　古川泰正、近藤元治

21．彩粒球による02radical産生に誇けるS：LE血清因子の影響：

　　補体レセプターとの関係

　　　　　九大・温研内科　　　　　　　神宮政男、酒井好古、延永　正

22．貧食作用と：FactorB産生について

　　　　　名古屋保健衛生大・医・微生物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川本保子、市川秀隆、深山昭雄i
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23．レンチナンによる補体第2経路活性化と腫瘍細胞障害性マクロファージ

　　誘導の関連一抗腫瘍性に澄ける意義

味の素・中央研究所

メイン大・微生物研

羽室淳爾、鹿島信一、光本浩司

He　Ue　Sehorlemmer

U．　Hadding

Do　Bitter　一一　Sue　rmann

Coffee　Break

招待講演＝10＝55－11：55

　　　　　　　　座長　　西岡久寿弥博士

　　Complement　：　Review　of　Regulator　Aetivities

　　　　アラバマ大　　　　　　　　　R．M。　Stroud教授

昼 食

一般講演（IV）：14：00－15：45

　　　　　　　　　座長　　深山昭雄博士、辻孝夫博士

24．　〔ユ4C〕一一　L　一一　Leue　ineの感染時ラット補体への取込み

　　　　　和洋女子大　　　　　　　　　坂本元子

　　　　　東京都臨床研　　　　　　　　西岡久寿弥、嶋田孝吉

25．ウイルス肝炎における肝内clqの組織沈着一とくにHBs抗原との

　　かかわb合いを中心に一

　　　　　岡山大・第1内科　　　 井上純一、辻孝夫、荒木清典

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篠原　徹、尾上公昭、土屋正夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長島秀夫
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　　　　　熊山病院・内科　　　　　　　内藤紘彦

26．抗補体剤K：一76によるendotoxin肝障害の阻止効果について

　　　　　岡山大・第1内科　　　 尾上公昭、辻孝夫、荒木清典

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篠原　徹、土屋正夫、井上純一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長島秀夫

　　　　　熊山病院・内科　　　　　　　内藤紘彦

27．原発性肝癌における補体

　　　　　京都府立大・第1内科　　　　田上広樹、渡辺幸一、吉川敏一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤元治

　　　　　京都府立大・第3内科　　　　松村直幸、西田康一、細川二二

28．　Immunopotentiator　OK一一　432（PIC）投一与癌患者の補体系の変

　　動

　　　　　国立大阪病院・臨床検査部　　船橋修之

　　　　　国立循環器病センター・臨床検査部　　　児玉順三

　　　　　国立大阪病院・外科　　　　　岡崎　晃、河原　勉、沼田憲男

　　　　　国立大阪病院・産婦人科　　　小沢　満、田村博昭

　　　　　国立大阪病院・泌尿器科　　　三江庄司

　　　　　　　　　　　　Coffee　Break

　ワークショップ（皿）：16：05－18＝05

　　　　　　　　　座長　　橘武彦博士、北村肇博士

　　　「補体タンパクの表現形質と遺伝的支配ならびにその異常症」
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29．マウスC4活性の多様性と測定法

　　　　　東北大・抗研・免疫　　　　　福岡良博、奥田智子、橘　武彦

30．マウスC3の構造遺伝子座のクロモゾーム上の位置決定

　　　　　金沢大・がん研・免疫生物部　坂井俊之助

　　　　　金沢大・医・実験動物施設　　早川純一郎

　　　　　金沢大・がん研・免疫生物部　天野重豊、高橋守信

31．霊長類の補体系皿。赤血球と血小板の補体レセプター

　　　　　東北大・抗研・免疫　　　　　奥田智子、橘　武彦

　　　　　京大・霊長研・生化学　　　　高橋健治

32．家兎にteけるC6欠損形質の遺伝と2，3の特性

　　　　　農林水産省畜産試験場・育種部　　阿部恒雄、小松正憲

　　　　　金沢大・がん研　　　　　　　山本健一、右田俊介

33．　日本人にX・けるC3（遺伝的）多型現象の研究

　　　　　京都府立医大・法医学　　　　西岡弘明、阪田　潔、山沢吉平

　　　　　神奈川県立こども医療センター　　　　　兵頭行夫、小菅啓司

　　　　　名古屋保健衛生大・小児科　　矢崎雄彦

　　　　　大阪府立成人病センター　　　北村　肇

34．H：ereditary　Angioedema（HAE）の1家系と浮腫発現機序に関す

　　る考察

　　　　　北大・第2内科　　　　　　　河野通史、知本武久、藤咲　淳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姫宮秀行

　　　　　札幌鉄道病院・第1内科　　　三神昭雄i
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35．

36．

C3欠損の1家系

　　　神奈川県立こども医療センター

　　　大阪府立成人病センター　　　北村

遺伝性補体第9成分欠損症

　　　東大・物療内科

懇　親　会 1　8：1　5　一一一　20：00

　　小菅啓司、兵頭行夫

肇、永木和義、稲井真弥

行山　康、卵原忠雄、谷本潔昭

広瀬俊一、堀内淑彦
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　　　　　　　　　第3日　8月26日（日）

一般講演（V）＝⑤：50一一9＝55

　　　　　　　　　座長　　白石聰博士、手嶋秀毅博士

37．骨・関節疾患における血清中および関節二二のclqと。3について

奈良医大・細菌

　　　　　阪大・整形外科

38．血清clq値に関する検討

　　　　　福島医大・第2内科

39．アトピー性皮膚炎と血清C5値

　　　　　東京都立大久保病院・皮膚科

東京都臨床研

植田真永、佐々木隆子、米増国雄

樫葉周三

越智隆弘

吉田　浩、細川康子、渡辺一夫

渡辺　進、鈴木秀幸、佐藤幹夫

森藤隆夫、粕川礼司

河島敏夫、古賀道之、安本良博

堀内佳代子

嶋田孝吉、西岡久寿弥

40．じんま疹va・teける補体成分の動態（2報）

　　　　　昭和大・第1内科　　　　　　韓　啓司、中嶋憲章、杉崎徹三

　　　　　　　　　　　　　Ccfree　Break

一般講演（Vl）言10＝15－12：00

　　　　　　　　　座長　　戸山　康博士、天野哲基博士
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4：L　SLE患者に誇ける補体の動態

　　　　　昭和医大・第1内科　　　　　韓　啓司、中嶋憲章、杉崎徹三

42．補体Cold　activation　とイオン強度

　　　　　京都府立医大・第1内科　　　堀田忠弘、竹村周平、近藤元治

　　　　　京都府立医大・第3内科　　　西堀秀嗣、松村直幸、西田康一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池崎　稔、細川計明

43．補体のCold　activationとAnti　一一　immunoglobulin

　　　　　京都府立医大・第1内科　　　竹村周平、田上広樹、渡辺幸一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀田忠弘、吉川敏一、近藤元治

　　　　　京都府立医大・第3内科　　　細川解明

44．　ヒト抗体よbなる抗原抗体複合体の補体による可溶化

　　　　　金沢大・がん研・免疫生物部　高橋守信、野中真弓

　　　　　東大・物療内科　　　　　　　広瀬俊一

45。免疫複合体一補体反応tlC　teけるR：Fの影響について

　　　　　東大・物療内科　　　　　　　広瀬俊一、大浜用入郎、行山康

　　　　　金沢大・がん研　　　　　　　　高橋守信

　　　　　　　　　　　　　昼　　　食

　　　　　　　　　　　　　解　　　今
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●

1 ジャ　ユ　ウネ　スPミ　（Suncus　murinus）　d）血謂「；六体

課江、昭錐：・＄，り誘・隆・高オ喬久芙・広至尺進・1・〕本蝋予

　　　（石右屋保健：術生尺導・鼠・徴注物）

　屯疫導総踊廃R適1r・　・S・爽験勧物とtz．マウスが叢も頻繁・澗・・ろれ

るが、そ・虹肴袖体価の剥定ぼ．死り裏験動物の似い才翼な　非常・ミ困

葉監でめる。撰しつて輸体。関与する乏、疫ゑ．2k・っ解初噛1？．マウ入ξイ夷用するア艮

り斎tく｝・1　Fgl．　t　Utい・るつが現オ民である．我々は．最”it一．ジャ・ウネズミ．

の二二と繁殖1こ成功、、テ糺准．夷験：三物杷っ労何ご’．　ミカ1㍉初lzっ・・マ生物

二二搬討乏加えっnある。ジィコウネズい‡、農臥貞の一渡マー，マラス．

ラット“リも霊長司k貴1曼三々・ト劾牢哲τあると之｝り夙ている．ま物う）s的

藷煙賞囲勧・・こする一連。宍験力・、・　Z・て＼hX・・S・；、こり動物が補嚇腔

1ミ秩Kろ砥うか盃か芝知る目的ぐ．Yq血肴補体価ld・ろび1ミ捌イ季双冷塞忙

の測爽芝ec　b　1ミ。

並1．　ジ．マコウネスごミ4フ」血ユ＿ラ肴一

　…一…日冷の動物り血晴朋・・r・．血肴亦離後個？R凍縮係有、1・吻

と．7㌧し、～t倹東縞保あ11“もつRっ・・て萄体価ξ測史1夜。

2　、　　全；浦体イ西　（　CH50　）

　全禰体価つ測史1い奪．普通1・作製ロこ鳥作赤魚球（EA）芝授用kle。　C1，

C4・C2の各蘭二八かの剰史・い♂．ヒト六体凧痂かう作製しr・i・・・…di・・ec…

み，1・かモLモッ｝；萄’体あkあかう’作製．tたもつξ用・・．　EDTA－Cと｛て、8ラッ

ト二二鯛ロ・。C・の9疫Xt・A　e・eび・act・rBり店性守既級のfi　・t、て・測定

lzこ9

墨
1．企祷体価

　・H・・、r・33±35て一．可S・〈　rs・・補俸番怯で剥た，1似る個体り血者U・

一1・すること・ミcl’ll禰伽亜（CH・・一・・）・議1く萩少Lr・．そつ理・封・督明て駒

あろ．

Z．衛体夙介・・，・4，・・及び・の旛飢ラ古性

　ジャコウネズミりオ甫体塚、分つなかで秦血、‘古性つ利史が可晦ヒであったもつ

・奪、ClとB7ぐt，）”であっ△。　Fig．11k吊すとみ1♪．c1ラ古注￠、　C2謙とtてC29P

一16一



E　　イ更　）q　・1．　　た　　と・　‘ミ1　∴　　づ暖　．も　　鋭峯〔　z’　巧　　リ　　、

oxyc2hu　1便珊しZ・とミ・ぎ低値　　2．0

芝示｛1；．二丁、C4，C2活．“m　・

は、ヒト、毛ILモワト由来り
補　イ季．2寡＼ノる）＼　芝E’r種　　乏　　組　e7’ノe≧〉・　わ　　ノせ＿　・て・

烽P冥候て’一ミ1“が・・！“。一’・　h－　c3・m

の轟血潅性・1；’・．・EAC、429Pと．．毛　な

ル，e．ツト・一一鯛奴・．11・0

便｝月べ表裏駿でゆ剰定不可能　　1

で・わう《が、．エ㎜・・eadh・・enceで

　　　　へ別・《剰；（‘すると、1600※3200

倍．あ・ム価ξ．示しlこ。　f・・t・tB．．

ラ孟・十珪＝、｛r．　モ，L／E．ットji1ゴ．球．dy　ix

jロL芝用いみ方写を、τ測定す．ると

マウス．ヒト血済と剛・漣囲

内の活性ミ示しム（T・b・…　）。　Fig．・

c2gp

一一一一一
@oxyc2hu

＿一＿＿一一「一一一一＝一　一

。　　　　o　’　　　o

o　　　　o　oo　　　　o　00D　　　　くt　　　　　　　　　N
c刈　　　　㍉◎　　　　　　　　　　ぐり

一　　　　X　SN＼　　　　電一→　　　　　　　　　r一→

一

Concentration　of　Cl

Table　1．　Serurn　complement　of　Suncus　murintts

　　　Dilution　of　serum（　63％　lysis　）

C1

4
ハ
∠
3

C
C
商
U
factor　B

70，000　c2gP
　　　　　hu1，640　C2

　400

　190

1，600　一　3，200　（　IA　）

　880

3．｛り4K垣．清墨ミ白つ特性

　300日冷取．上、のジヤ　コウネズ

ミ血叡れ・一スアEフート
膜で電気泳動すると！3頗或R．

M2父ノ〉隔り嫁を示、た。　e吹が

免疫グロブリンであみ■・舌かR

ついて・↑現左：挾’討・？であ；う．

　考察

現友ジマコウネズいr裏験動物卿・繁殖申で’6り、ゑ擾SS的荊知・イ姻

て・ミる．か孟かゆ、更R太老：り・動物芝調べ汽’．ヒでラ長史ぞ眠るベミぐあみ。し

び、．少数例でぼわるが．この動物の．虹宿必補・体価が箸一通，の方三気で刻定で

eろ・・と磁爽て防㌃脚替奴分の委憧も’1回り血肴か引私た・…t－

m。di。亡e　ce11　Eイ夷溢することPN　“リ可龍で巧ううと恩わ眠ろ．

一ユ7一



2． K一ア6C・・H荻・てのEACT，41iti’；”22・，3b，　EAC4b・3b　ce11・の簡単な年成法．

　　　　　帯　99，1秀，木下ヲロウ，　i｝一上ム萩（阪．x，丞，、畑菌）

　面的
　EACT，4b，2・，3b　i・t・m・di・t・・e11・（3，補俸の・・mb・ane　attack爬・hani、沼・，・lassical　C5

・。nve，t、，eを研兆ずも上τ重薯なi・t・m・di・te　ce11・ごあり．　EAC4b，3b　cell・1さ榊序

の・1t・・native　P・th・・y齢の角揃1謹辱なi，t・㎜，di、t。、e11，τある．　81＝．

’これら・のintermediate　cells　l3，　Blymphocyte　E，検：弘～1「5の1二」し4吏4つれ．乙し〕る。

従末，・AC丁・砺；　，3　cell・｛さEAσ，4b・e11・ヒ．尽くe　｛　functi・nallyに矛融lr乙

C2・C3堺1用IZ年・Z禾r・。　t　p・し，この方法訓3，　EACT，4b　cell・を作も

のも・財‘属后易∂ひく．縮酬rこC2，C3を1∬雪鰯ζ．今風3，趣

1承二品C5継段ア物i・hibit・・とkて唐子Lr二K－76C・・H（弼回1ヨ韓疫彦

a，1イ7＊）を利酬Z，毛1レe・。ト或い‘矛人同時靖恢・ZEAC了・4T5：・25；55・3

ce11・，　EAC4b，3b・e11・の憎憎な年威ラ去斜鼻い・π報巻σ・い．

　おム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sd）RPgPの1初方

　5mg　Zymosan　＋　1．Oml　of　guinea　pig　serum

Stirred　for　60　min　at　Oec

　　ロしコまじむビ　　

Sup．

Added　5皿g　Zy皿osan

Stirred　for　60　mtn　at　120C

一’一””’ s一一一d－

Centrifuged
r一“一一”一一一’一’一一n

sup．

（RP）

Ppt．

（zp）

（2）　RBgP　　ヒ　　RBhu　　の　f「F　ク　　万

　RBgP‘；IF－56。C，30ノ下等｝翅Li哩し，　RBhu‘≡チ500C，

30分熱1ひZ埋【z得r＝。

σ）毛1レ毛ハントと人血zう青1＝よる

　　　　　　　　　　　へ唱EACT，4b，2a，3b，5　ce11・の1助万

ω4・g！・1のK－76c・・N・3岩と，eレ毛・ソト

幼肴原液工期を混合し，・・C乙…emight

撹伽《r・俊3・1・9／・1のEAを2容入

れZ，30・C　Z・・30／躯反刀ごeる。

ω4・g！・1のK－76C・・N・｝6a”と、ヒト血清

原液2唇Σ混合し，e）レー（1ット」血清の

湯倉ど絶群・，・・c乙・・vemight虜祥ごぜ，をの中（＝i　1．2・1・10／・1　EAを1各と，

こらi（，4・gノ・1K－76c・・N・を3唇入kZ，3・・cτ％介反応ごぜる．今旦：液と

（　Z　（｝，　sGvB＋＋　（sucrose・一Veronal　buffered　saline　with　Ca＋＋　and　Mg＋＋，　pH　7．3，　u＝o．os）　5　．

反鳶｛㌶分量の冷lr乙SGVB＋＋｝　nitえZ．滋πしさらに，1司譲衝勲3回

海争πる。

（4）モ1レ后ット・ノ《a　RP　［一・　etるEACT，rm，・，3b　cellsの作ク方．

作り方‘ぴ．よ．と1司IFネな方ラ去乙：・fFるバ．　whole　serumのイ弍ク1二RP　i舅旨い，　EAの濃

、度を1！10‘二〔Z作る。
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（ラ）毛ル毛Ψ卜 tノくのRPを侠・

　EAC4b，3bgp

　　　　　　　　　　　　　　　　　もZのEAC4b，3bピellsの1勘万

　　　　　　　　　　　　　　　　　EAC4b，3bhu

　1　volu”）e　of　guinea　pig　RP

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十十＋　3　volumes　of　4mg／tpl’　K－76　COONa　i　n　SGVB

　　　　　　　　　　　’

　2　volumes　of　human　RP

＋　6　volumes　of　4mg／ml　K－76　COONa　i　n　SGVB’＋

Stirred　overnight　at　OOC
Stirred　overnight　at　OOC

＋　2　volumes　of　3　x　I　O8　lml　EA　in　SGVB＋＋

Incubated　for　30　min　at　30QC

＋　1　volume　of　1．2　x　lo9／ml　EA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋年
＋　3　volumes　of　4mg／ml　K－76　COONa　i　n　SGVB

Incubated　for　50　min　at　30QC

Centrifuged　and　washed　three　times　with　EDTA－GVB

Resuspended　in　EDTA－GVB

Incubated　for　3hr　at　37eC

Centrifuged　and　washed　three　times　with　Mg－EG丁A－GVB

Resus’垂獅рп@in　Mg－EGTA－GVB

Stored　at　OOC

麸EACL㎜」，　EAC1，4b，2・，3b　i・t・㎜・di・te　ce11・のオ鎖

eJレe・，トi・t・叩・di・te　c・11・（EACT・4b・2・・3b・戸）を37・Cび3二間加温し，　C2を

decayさセ：ると，　EAC1・，4b・3b・P　cellsをf暑る二tゴミ乙・きる。　　このce11とfunctional　ly

l覇駿い二C2諏演￠と、　T　maxを碧・1是（Zみると，　T・・x〆12分齢一三あ

ることが、分．r二。さら1二、このi・t・m・di・te　ce11・2，　P・・ify〔r一；　CS　t　anti－C5

anti・e・・m　　　　　　　C6－C99P・e・gentヒ菩に。ve・1・y　t乙1y・i・のi・hibition

　　　　　養　　　　　　　　　～プb1・ckざれるのヵ・“　e月らかとな・r二．

ス，　　　　　　　C・・di・祉のC5h・E，　C6－C99P　reagent　S用い■！C5

　　　　　　t“作・8遮隔線乙，

を堤儲果％全1・1y・i・がこがπ商裸

　　　縮蓬浸【†＝C59Pあるい‘3，

のti・，、ti。，を行研τみると，　Z・1．・の範囲1肋醐1蘭伽考昇弛，

medi　ate　cells

2

（
N
ご
悪
」
Φ
α
畠
9
酉
、
奪
．
6
く
の

。

の間1・inc・mp・tibilityが訳細れr二（図1，図2）．

　　2　　　　4
Retative　concentration

　　　　　図．1

0一一一一一一一K）

6　　　　8
Qf　Csgp

10

51

　
　
　
　
　
　
1

（
N
）
　
＝
Φ
り
　
」
Φ
α

　
　
　
5

　
　
　
0

n
の
石
n
．
而
N
∬
曽
．
F
Q
く
u
り

％

C5　　とし　inter一

EACT，’Z4E一：215’：b，2a，3，Pgp

　　rt　6Retati鴨concentration　of

　　　　　　　図2

　EAC「「，Z廊正「，恥u

Cshu
8

く図i，図2）

10
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EAC4b・3b　cell・ヒEAC4b，3b，P　ce11・の柱噴

図ろ　ゐ、

10

図4・　2

図5．

1

，li

　B

10

ノ

1

　　　　一一一b－
V400　V200　llloo　’　114co　l12CD　ltloo
　　Concentration　ot　serum

Q一一一一一一〇　Cgp－Mg－EGTA

トー→　　RPgP口Mg’EGTA

H　RBgp’Mg－EGTA

H　Cgp－EDTA

／
／

／

A
7
も
！

　
2

1

B

一．一e一一一〇一　O
um　11roO　ltloo　’　II400　11200　ltloo
　　　Cencentration　ot　sertrn

三
h一

EAC4b，3bgp

Chu騨岡9－EGTA

RPhu一凹9－EGTA

RBhu－Mg－EGTA

Chu－EDTA

，li

　Enc4b3bha

1．0

11400　l1200　ltloo　U’VV’堰n2600di7fo6t200

　　　Corx　entration　of　serum

一
凹

Cgp－Mg－EGTA

RPgp’Mg’EGTA

Chu－Mg一一EGTA

RPhu－Mg－EG丁A

ltloo

RP・■“作ら　k　r：　EAc4b，3b・e11・1チ，　C－Mg－

EGTAτ・　（手溶血を二三〆，RP－Mg－EGTA，

Rb－Mg－EGTA，　C－EDTAでt」，溶血を匙さ

ない。　一方，・h・1・・e・um乙・漏

」？！　r’一　EAC4b，3b，i5“　ce11・tl，　C－Mg－EGTAと

RP－Mg－EG丁Aの1山野諮競急冴力・）

RB，矧9－EGTA　C－EDTAτ1お二三応さな

い●　　こ：の」＝う1∂・L結｝果v＼ら！

・h・1・・e・um汐作・rC　i・t，㎜曲te　ce11、

」二t”’ Cpr・perdi・（P）が1諦」し，

EAC4b，3b，戸cells』ノ3，　Z‘1ること

バ哨らいとな，r二（図3）、

人あ湯，合毛三二の茜果バ得られ

に（図4・）．

最イ麦‘こ，EAC4b，3bgP　ic　EAC4b，3bh、を

Mg－EGTAのrG　n下e一，人減杣簿

と毛，レeッ　ト、補f本どの，反／孟｝をPし

較u二等，両血晴菩1二同杯のジ各

血が鴨走多るこ乙かく日月ら〃、とrF？r二

（図与）．

　1結論

　・lassicaい1t・mative内縫蹄の解

哲を行なうのに二野に壷辱：な

intermediate　cellsZ：●あるEACT，廊

ce11・tEAC4b・3bce11・tE；，従禾眼ら

れ「二研究皇u“のみ1か・利（1？1得

なη・，1ヒヵNS．、奉研究1てより，1唇

易ド乱れζ♂う（：な．r＝．

これに」：・Z，・lassica1　P・th・・y　l（

お・けち補砕・の工期反応2星1鎖の山手

耕ぐ，alt・mative　p・th・・yの解和〆

非夢に唇易になると藝月S・e　Z“き，

二二の甚堤的或い【3，り畠扉温石行

究の、発言｛：ノ（きな茸献〆期符乙・

きる。



3．　　二丁iオ占着反応k応用しτ＜旧事血1ラ青テ　eト（一rPエAテ又ト　）の

　　　臨床的意義1ミつ“て。

o金三木章和．田中　 忍．勇き｛［目君恵，ゴヒ村ふじ3、山鳥、臼：巷吉

　河畠放欠　　　（・卸蕨評床計．禰’体・トキソ部
　　　　　　ポ
、都犬三保病彦）

　骸z‘♂．免寝コk6着反府（以下．工A三二ヒ略ず．）乙悔毒・血ラ青テストに応困

〔に梅尋免痘求占着ラ去一τP工A法乙困“《：梅毒二二のクロ療後の血中・乖言忌乙

追志しτ読・祝理紙日潮賄・q司・6　・n．ご・吻陶三二1学的按責ラ去し

tτ要，rで成諭ぐ得ら‘k　T・のゼ、1の臨斥的意二二め報Tiう．

　〔オ法］

　てPエAテストcT　．　N．（s。nの記法L一部改良しこ園・・τ・．τP坑原疲

O’3猟Z、　；護ノ検三二0・05側L乏・補二本（モルモ・ソトこノ索ヲ夜）0、05’夙d、乙加えrc審く鹸ド管

1て、50％ヒト。型血球漉αll，，，．e．溺二二し．　）7・乙30分反庚つ⇔。乏の彼

！oooep〃しで3！分間遠lc’し．老の上．ヲ肴’中1くヲ美点｝するτP数乙言ナ貝ヨtlずろ●毒吉果

‘丁．コ）←・一1レ菅上門中のTP数とめrs対比乙求め、エA指教』してft

元し仁。工A指数20％♪×下乙陽フ竺、5’0％以．t乙葭†生しし、1｛め間乙ブゑ陽γ主

とすろ”（tl　色基準乙畜更けrく．

　［結果hよが薦察］

　1。　　TP工Aラ去．と4・セzの不二專言詮断ヲ：去乞のtじ較。

　1司一無二血tA，：っ・t　z、τPエA法る理行・の梅毒血ヲ青ノ検’二二の中ク・6、グ

ラ　ス板7去　、　TPHAヲ二二‡　び　FτA－ABSヌ去　の　3彦　と4＃困　し　、　工A　三去　とfe‘η’梅

毒診断ラ去しのtt較も行っK。現品1ご廷バ34つ例につロZ宴施しに二二、

潔のようq点〃べ明りかにrJッrc。①定僅的（被検血靖の原疲に拓1すう工A

循数で臓示しr・もの）r“・Lt二三果・・5．エA法ヒ他・検査ラ去との一駁痢江

、ゲラ　ス蔽法一65％．　丁PHA二一22％　　F 「A－ABS法一73％ごあり．　　エA

5X　c；、　HA広とより血・・三二結果をli：す二と忌明5ク・1；億フrく。まrくグラ

ス阪法ご陰，’昂る、噂4勧イ動挨体…　．エAヲ去ご1塙厨飢ts　7τ・卯吻

く　、　更　1・．　FTA－ABSヲ去F易γ隻ごあ　う　の　己＝　、エA　ジ去lIF侶多．ア易γエビあ　つ　r：df”数かご

珍《春昆療・芝れ，’3、2％の高亭を占めfく。②定量的比：較・で‘Tl仁述う法のう

う最．も一二辛が島“TP目Aラム｛＝為“乙も一司一目A価る示（τこ群の各検体

px“ AエA法ご‘9　e・rPtり幡のあう坑イ本価る示して分敢しz“r二．（図一ユ♪

以上の結果か弘工Aヲ知域だ3法と‘liS　th　rl　t　it　rc　w　s・・乞が’・A・pk・・：　r」

リ祠瞬・・二君価の変動stリ杷握し易・検査法ごあううと推定，しr2。

　2．　二丁　P　反t｝9・（　TP工Aヲ去、・　TP卜iA三亥　）　の反ノ武i・Y包：m／F目ユ；重：点　1てつtlての
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縷討．

　患煮佃矯E　Saph・Ctex　G－2。。カラムごデ1レず過し、主乞・乙78鍵び

19s両画分，chげ御左体分和る：C較しτ・．その締果、t－t・A樹奉め沽窪σ主

とLq75画分に集中しZ“5elミターTし、エA抗体パ舌γ鉱醐画分で“の

’分（poy’人ごあワ，工A法バ1『∫航体・す砿わう工砂図抗体斥舛しζ金を被fJ

反飛ごあろ：と乙確認しrc。

　3，加療彼の切中三体価の追跡紡果1ミつstて，

　顕性梅毒例にっ“て、老の柔ラ台療蒔。・殆蚤蒔的・・平体価調・」憎しr・とこ

5．HA瓶ビ吻ロ獅・よろ坑体イ西の愛動齪めらUt　rs…，τ・。し・・しr勘・

ちエAラ去e・’　・x　e“ラス三法と類似しf・傾伺称・、加編・よる坑体∫函の減ケ

雌瞭さ‘IL　T・．（図一2♪　い勧ぐ．〃吻ス級釦喰鉱後じエA法1乱陽

性値跡し下すζhV、両反痴τ庫目違する．

　4．唇着旧痢の繕時的r」ゲ1レ引過1・よる追跡縮果につ、，て。

　顕性例について、ゼの経蒔的r5坑俸分和の変動乙追跡【τこ諦舅、〃ρ療iミ

併，て主しし（lqs画分・・んσ軒た体ラ二二磁破減・／1レ、・定斎1・7ε野分

へ移行して・1く・と・・’　efi　b　0・1・「s　7τ・・（図一3）すrS・hろ一心・・よ

う工A坑悸・価の低下ぼ、19βiり｝び7＄二分ビの憎体．活性の低巳ミ起因すう

もの　こあうが．埼に　19s杭f本イ西のイ下下1＝影響さ　れる。ラ二男安η果t；　TP工Aイ西

の低下．ずrc　hう、工鱒励軸藏少と・う形ビ追跡ご5b二とが示・as　4t

1て。

　以上のよう6TPIAタ去乙項，行下肴寝査：広と比較しτ・結果．以下め事項ov

明確にriっτく。

　①てPエAラZc；ク・ラZ＊反法JPHA該拐びFTA一ハB誠とt9　一S　ts　s6蜥

のk　fiorx　s　A　eる．特1く同じτPZ坑原ししご・ZHA咳しの夏応ソ’1・e相

邊1丁天5い。

　②tの反応ノ1・tTO“ラズ回附のぞeeと類イ以しz‘X・1る・P・“　，　BFPの識9’i　v・・

可能ビあう。

　③目A法し比較しrc場合、工A；：x　ti　l紹画工の杭不一工押割体一に対す

う反於性ク憎ド常’8く高く、初期梅毒の診断咳に角勧であう。

　④カロre　・：；ろ網不価の城壇ま、特に1♂杭俸め減・1アヒ関連性ヵ筋るkめ

・・、エAヲ幻陥療二野1屹広として応用ごきう。
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4．　　　　　念蔵差羽2用いτ、補勢威分め簡易定’量法についマ

　　犬阪夫学蛋・白丁窃「現所新延迫，天，人見裕司，猫下伸vtも，藤四声節

電朱，袖絨分碇量可訪ラ亥ヒレ’z　・U，下血訓弛1羽・・筋臥あろ

い4C1‘～《erα～e，C窃Aチうに酪豪1舌柱乏哲っ丁…固チに！7　uマ屯Acetll　・一

研幽1・・t・・，A・三一A・7一効’6t・両腫籔ヒ・て・　di・K解雛て調層

6；Zt・7N”・thう。　し・’し句び亀e7，い↑L｝｛，．・M彫編一k一短試協ソ，倒之ば

引回う毛柱のτ易含雪び磨後ザ’函いギ＠、操f乍ず頑雑であり，診欲甚傾乏固、・ft

夕易Ae　lく1守、洛易1二足零墨｛るづ￠・丁度あ低、、二tび・難莫で働う。

轍・撮亀舶繍嚇論縫領しz瀬姻齢ρ嗣…茜秀異
体（Ace亡γ1－T7　b－Ct一仰A亡ゐγ’ester，To　s〆1一乙γs－tX－napA亡AM！llSteh　，！今ぐe亡〆／一　Gll一乙γ∫一Ct一〃ゆ乃℃Aγ！eSrぞr’

f・　sγi一ん7。〆一η4アAtAγ〆e・ee　k’R・。一町ρ一！二一〆一榊・あプ1ぞSter・Be”冒・1！一n揚e－Va　1一んヲーd－napAeir〆ぞ∫でe　r’

ρ一V・FLec－t一乙γ・一点納1・・脚）開発し，組織〆徹中・：Ei　9・瞳白鏑覇

下め徽’量定，母宏につい？の篠訂を行11っzN）3vPN”，今回。’｝Ac￠《ゾ1－Tlr－Ot－nOPゐ一

てAプ1・・…醐・派血肥べ・レ1・餌うc1・・，・．・・下野定孕琵附し勧でン

ニOPにつttマめ思想をマ心て述べ3二てヒ15．

　奪↑，c・…t・・ra・・e　aび。・臼・ついマめ麹癒劾狂秘の・〈一　ptoLipAtAγ！・畑

屋ザ瓜！k〆！ester　7・・）う！1‘Ctγt－71r・己。あγ1ぞ‘f貯，7』3〆’一ムγ5→Ptぜ昂ノ！esce・h，A‘ecγ！一G17一乙〆s一

吻ぞtA7／este　r　，71・51〆一！触・inceA〆ん・tek1　ftl・・ぞ調べマみた。　”i7ッe5ヲ玄t・1［み榊ん

tA〆’c・τ￠h諺毎俸あ場台，1Pt孝和海に∫り遡．離し夜d一　nal・Atん’乏ジアゾニウ

ム齢笥・’Pツ7・リンブ鎚セ後ユ叡し形冗嚴を酢翫路解しマタイ伽
で叱を定’掌側るお三二であ，，α！勺！e5tぞP誘導俸ハ場！診1譲じドロキサメー艦ラム

乏li司いて行でて」っt’一。　 そハ雪叩，表1竃＝｛ヲrエψm・5」うに，Cl　e5てerase　lこ丁ゲ

・・でtl　fe・γμγ・一〆一陣あ・ゐノ・・τe・，　A肥・γ’一砺乙γ5－d一　・・RAtAllesre　r，ん・・ノ！巧・一〇t－napん研

eSt・bの衡・繍し’α’k・1…e・th　tSAa　・7　A・C・〆／一・　G！y一ケ・耀4，1・・te・，A…，！一！嬉

…殉ノ・……・…！一η・一州！…ぞM順・早し、乱f　9　・・　iilb定量伽勲

乏蝋加に藪し乖等割A。・・ソ’一丁！囲砺1鯉泳罰則腕1℃a5t，吾。・叫

1シトメー脚扁γ！eSte、rで1‡樹30　f告あ磨堅め」二暑ザ認ヵち二三。　一再，C4アでは

A・《tγレ碕一ムγ・・二一n・7pA・t・Aγ！e・￠ekに対13落粧ザ最毛為く、　Alkソ1esて￠rA場！≧は，

，4　ce　Crl－4二一傾。￠みγ！e∫でゼ倉7k解ラ舌小笠と1と13℃，！ら。｛てγ’一G！γ一乙γs一〆一n　apAtA7／e　・・　te　hで

iX翻g・彪あ廊下の一L：昇ゲ霧終のら，，1，i．　k。　以工あfうF・く一pmc・nAτAIIぞSre・h乏用

い毛走量宏1τ爵腹9、・｛堅く，ろ種」病熊1身におげ3蛋自今解麟・奈th変仁と微壷

b，，試料で履出しう珂絢馳赤レて・・う。そ・Z・・ハ・・祉み・ナ轡鰯・照

乏用、・5て1ヒにまり毎清マめCi　e～ceraseめ定ノ量’1粧1＝クqマ調べて冴7…。

鰐伽怖勲鱒梅創廟，趨衝捜碕釈門嫡・・勅恥，C1訂孟・脇に



し勧航嫁回，　　　　，ゆ　　c・・s（e…e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
彦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

晦…縫とC恪，。ra，e；・e・粧潤う叡フ・1？　tr・・乱二彫5郵

6一　rOP　AtAブ’cs亡e　r＊解ヲZ　42σC1こ5《￠肱9ぞ；引A’ゐκ。M　あういt’；1

チリ囲毎！躰3t二ろ｛グらC1　es（e　rase　で・あう。　　二のおう転に＃り，

d，CI　esで￠rびseσ向z看235　”f　で・kラ則氾可能であ5二℃｛ダ瓠めb乳・

、，　cta、、t’・，．a／　pa・んva、・／祷す湘嚇畷動矯翫縄のSZ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　の
｛躰な。　　三下、alてerxatt’ve戸℃ん倣／因1｝z・・あうβ’P　にっq？毛

φ鰍§鱒体経駄・て用・雨謁盗め鰐柚・揃
う許文∫で報老勿　各。

　　　　　　　　　　　　　　　　　綴衝三夜石先脅し　％￠め　　　レ糾めA・《・γ1－Ty卜

as．　Taplath　s／　icste・永解発1性を宿で頽窮寺を博く　　　て萩原キ箆悸複な悸毛

餌A諺む撮愉勲難局U釣魁丘L髄鶴寺護ししzRmaS・
　　　　図1

Ao￠《γ1／Tl　h一

（二le～cerase、《キπ蜂に

ゆ酔
て　　。隻

，〃く一　nopあdi11一

位靖穿

　　　　て・・

　　ノザUr千

マ殺訂しでuうdi（・・

Ta，ble　1

Comparison　of　the　ReZat±ve　Sensit±vity　on　Hydro－
1y七iご　Activities　to　various　Synthetic　Subs七ra’ヒes
ofi　Clesterase　and　Clr

Alkylester

Qく■Naph七hy1－

ester

Substra・ヒes

Acetyl－7“yr－Ethylester

Acetyl－Arg－Methylester

Acetyl－Gly－Lys・一Methylester

Tosyl－Arg－Methylester

Tosyl・一Lys－Methylester

Acetyl－Tyr－ct一一NE

［［’osy1一一一Lys－ct－NE

Tosyl－Arg－0く一NE

Acety：L－Gly一工、ys一画一NE

Pro－Phe－Arg一一〇r－NE

Benzoyi－Phe－Val－Arg－pt－NE

D－Val－Leu－Lys－OX一・NE

clg C：L量

1．0

1．　5．

6．2

0．3

0．4

N．D　．．

1．O

O．8

0．1

N．D．

30．7

49．8

7．8

41．3

　6．0

　3．O

IO．O

2．l

O．2

2．2

39．2

4．8

ユ．0

5．0

N．D．：not　detectable
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Fig．　1

昼tandard　Curve　on　Acety1一「ryr－o（’一naphthyles’ヒer

Hydrolytic　Activity　of　Clesterase　in　Human
Serum
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5．

咋吻胸旗…；3ウイ1レ又暇記者嫡物沸鴎
ヒ，その柱ガi三叉了5減討

荒言秀典，比彦夫，チ仁飽一，尾上即召ノpS正夫戸嚇・紋ノ

表鳥秀ぜノの藤下脱蝋（x鼠あx　穿一丁脅／’）kX熊あ病彦乙　下剃）

e7・A1レ鮒髪帰σ3血矯転＿喫。画・♂筏楓関下灸ぞ母白

尿図関連z瓶教撮vSがト，更に免変集確肋鋤叡f神レz・
臼論証勧梗棚ピ旧知野兎（7／P一プ♪リメカニズムKb丈哲玖
％二二じZいbbう・Pt2　A3．昧下め添ケγ聰ヅウムκおU想うイレス

離三吟＆f卿卿吻（（2－／s　RA　．．）〆つ・，　Z瀦レ妙冷チ

I」　，　・〈9・・；リe！肝励13亭〆り・1・一一紬嫉鞭・物〃諏

κつuZ授訂し吻Z・牧考す5。

縁・・　Pt　th　X　4　S一二小下し、別丁千丁鎌κ2二巴鮒う

蘇レk鋤縦平炉彫用いk・
　0／2　・rX・maua＆・S；］einc‘e　6才拡暇縄レラクトパ’レ下り㌧ゼ伍

z・・　1・P　kラベ’レレヨ幽躍泌婦）・　’2‘」一ag．eth・吻露助・17…SY　‘tc

儲血三脚辺庫穂後山超速絶破・Z分鼻レms々砺物観’
獅・T・：．慢二野剣擁回廊衙卵購乙・・麟・ai」l」er　・・一　・Gt吻厩

の9“S　Z・0／9砂鉱物祀鋤るPのミ汀下野うべ’レレ・鰭
爆震勾配超速祀　 みよび　　7夕％sps－PAげE　セ～ラをラZ・分、ゑ援孜レ・洛

r・・a多鋤歴同定レrc，醍疎レZ　・iF・・ルW卿3，a一　T？a，此酬，尋

の7Za，s　E　Pvん伽％ρ碗伽τ⑫）、タOe　KZ齢・’吻Pレ・！2pm・　rpt”4．

τ函心しtc・豹K．催偽，d3・4Znv　fWtlen　Z，撒〃β・源ω夙A・Z・”
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　疸耳’纏7の四隣により綴融2トのう則歪や“可髄～vr｝ソ，凹凹看みの轍
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1｛：辮霊過による轍刷本の働きち飛駅に潤し陰四駅は数17碓し、・
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複4≧体ち矩ξ情乙し修。そ札緒果，つれ巧の・乗畠、必覧は下旬漠印二1致して免4隻履
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晦椥；Sソ諺擁峠各種督継z・・例よソの6・e痴捧’ニフ1’z検

隷ち晒諭卿三四二牲姻勃働図蝉応和ぼどく
冷拠勤二四〃・4ウ暖彫乱こ紡灘、丁丁例1二7“て
Va〃・’t‘レのλ法爾7毎φ励5夷箔鋪81，〃，・／〃Eヶτ43襯・匂

悔〃’稲左3∠レ．　3，）iVC．　．z・分灰二巴仇酬〃砂Mしし庵気糺

三智1二Zε3の“・ntive　slct　n　g　gAgKレ声。補体価はCH　sc左rハa／’ecの方）2モ

で’ oCiZ・　’　csLて3ぐ。ダてg’β（βeゐ吻〃・慮縄）’P（β野

筋氏二型’さ峰）9SRiP卜Sソ野焼し芹。
検伽無漏ヒF7“てSec（Vt；，se　detisi’ty　c」rc・d，k“v，t　X一二tiて

記憶。
’2F　T；伽尤1堕∫幽・∫e　4Bトよジ1脚ハ・ads・icbemt左づアー7た

e

　（綿果およ1外・元案）

　7人の寳寝農民眉1二おvギ乙　Aい⑳等｝二さi｝方済3よ伏　レhiiofaの方幽

の酪τ世評蜂．ワ1、の榔　の’楠三二1媛ユのぐ“とくで・あツ．

Ml）向ノ）　3　aSO，　SLE　Zノ働．　A会ん1　ノ乙づ列であ）プ三〇

　即酬の31月置　）35”’も℃．3紛反八下田で考郊レtsいh召誌蜘』1・eな

翻露鍮ゑ契難餓軍ll蜜癒廉
　cT・rノ詠、砂州締の獅暗類の鮪辮跨1一温・陣出現レT・　t‘”1’舞．

刻艦鋪rlη”効伽ル1・易学斜5剛二’鯵鏑シ
Z7m。～伽ん卿戒を伽え’■ザ㌧17叱お馬∫償’タ7％㍗40φ灰《’・塵・ノく似＿



瀦1・フ・ドこ＼紬点筋ムマiて3つ⑩1ゾas軌膨勘・，，触沈並レ’e

湘由酬￠節噺加す黙掬響左ラ囎加た（彫九
　6々）剣ヲ’7諏御∫8・勧5疹鍵・φ翻「㊨訴が dW’T｝（穿～ヤPh噌∫e

4Bco　l。LMTL　1巳用n乙　Ln咀凶耀aべSoレ』ぞレ｛丈7左ク行ッノ≡・と，＝・・3／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．乙4列しモL

7Sl・一致し、エ・・m眺α・｛・・，レレρい士で脚反蝋乙），　Z　N〈　S／1・副（￡（

pHZ・Z）で1釦半白た姻3．図4）・
今回の榊て・湘陣割裾、1＝つ“て離で動荘Va　1（vta．の方議

で∫陰介宝の．血清力い房7往しアL、手一1＝この時・）辻y・・し主イ窒子四体左示“なh、「・7iE．．。

即咽勤こ鴨‘ヒく駅の極期や功臣騰・時ドー斑て鹸し’乱

　以上

①A圃讐のモ1しモ・・ド餌岬1・野壷、はし／Ali。”r・Us幽e翫・包

・賄號ご致し勧、デト。い・し画面＼端正肋緯の1＄、（t一致確

ρ

②Z7り杣τ一致し芦蝋1・7・IZの挨討τ㌧hea」tr　stA』k　ts

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

鋤羅繁惚離脇繋讐髪櫛魏鵬
　　　賦脈な鱒γはA會巫SL圧の冬擬の瀦㈹二③

四国・’諭卜・乞D捗やの幣・離稀艦権薄ゆあ

「気Llc工

Cornplernent　levels　in　seven　patients

TyPe　Of　patient
Renal　disease

CHso　Ctlq．gC^4р戟DgC ^3р戟@CgS　Cg9　P〟@mgB
^dl

MPGN@II：　heat　stabie　lit　：3　3Z’4　NiD．　7：　9B40　iOg42　144．4

　　KY　13“　57　18．8　N．D，　34　40　37　IS．6

SLE @畿　　i：拐11：1：．、99’51：●511．5：：：1

　　　　わ　セユぬユユ　
AGN @gl　　l：甥3：：謝，。：l　l陵。．：1：1

N．D．　＝　not　ditected
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e，Nレモ、、ト薫・血斑一門三ム，・・T・WtのZsza　・：－1独・・NeF塊嘩生芝訳めt。

　　　　　　　　　　　　　　　　［・・Fのin　vi・・。・・跡3検訂］

D・・F三孟粧バ兎箔血嶺㌣のエgG　fracti。…　蒋・nyr　y　g　”’　t’“5ガtan　ti一工gG

。ffi。、ty。。、。㎜’
hS　Pt、”、輔ペモ．・・・…　に満干・＝・・F希・性1憲革蓮り1：

蒋．6tず、　ac・d…t・？　…“ff＼t・ttX下・…　粟験、・N「2pこのac’d　e’”te

z〈ll　曳tミ・

ユ），・。id　ph。。e～こ於、協作患＝蒐毛血霜’Z・HS琶嘆量…訟＼37・C　3・mi・．

i。cub。ti。。後C4，C2，c3，C5薬帖と譲恨一．寺で画晴・・GBGのエ・E・P・「E行tS　・

忙．n5，。。nt・。・・＼τNHSのお芭i・CUb…　ほtのをRいr＝・Fiq　lに

斥青揉に￠3遭惜の3｝ザ蒐鴫、tイ門下N．，　tc力“こC9＾値一下、「ポ鯉口も敵特かつ「＝。

一考GBG・e…t…し＝．．一　Lt　Xやや3憲・・GGG，GAGへの・。nv・・ti・・力’“下舵』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

　　　　　　　　　　　　Table　2

Binding　of　PLD　serum　z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g

　　　　　　　t。anti一工qG・epha「。se　　　に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一　E

　　　　　　　　　　　　　　　　　　c3　gconsumption　8　so

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z

Breakthrough　peak　20・6　8
acid　elli　te　（　lmg／rn1　〉　61．2　oR

control
　　no：ma1　工gG　（　1m⊆∫／皿：L　）　　　19・7　　　　　　　　　0

一 Fiq　1

盟 PLD＋N

［コ NHS

嗣

［

一

囮四i　　一 「

C4　　　C2 C3 C5

3）S・・id　phaseに卸す3菟乍霜＝EAC43b（・．5X・・曾／m・）にfact・r　B（0・1…g／m1），

fact。r　D（66。g／mエ）Z嗜」重・・之3・・C　2・mi。．　i。。Ub。ti。。後…db・ffer

（・。咽GV・）℃・1．魑・三一・AC43b・（・・5×・・9／m・）芝作爪Nr：・・りce”にNeF

Xts“　P　21f」11　np　Z．　kv　s　N；　30ec　20　rnin．　incubation　’sk　buffer　r“N　NS　；一IIU　s・

C－EDTA（。。S　2・．・…　ED・A．・V・で・諏・｛論釈、T・kの）12　A・え37．C　60　mi・・incub・ti。・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宝皐
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　　　　　　Fig　2

／i…グづ
一／／

口

35　70
50　100

140
200

1i1BO　（vglmt）

4ao　（nglml）

復　CΣD　豊唄、1定N　Z　芝蚤　　　●

号EAC43bBに、回覧SにC－EDTA

を知乏t萌・櫃芝、。。とし「：．

N・Flrt、‘11下之和えた疇め値

一と％？・　K．冒』　Fig　2にミ・3

様にN・F，下とtd。・e－

dependent　t；　C3bB　t　stabilize

し一に。

βIHの作卑一二ミめNeF
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（140；、“・9／ml）寺rはP（200・g／ml）に■・tabili・e

さtre・AC43b・（・．5X・・t／m・）に喪」1、蔦

β・H芝掴え3・．C　3・mi・・i・c・h・・i。・Q　b・ffer

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
で・1四四・・C－EDTA　Z　ne　z…孔門・Z計馬丁。bl。3

し＝キーr牒「＝Pしこ一（stabilize　さ眠†5　c3bB　t苫

β・日に靭decay芝境守セT　の【・±tr．　k、

NeFにSり・t・bi・i・eさvh・k　C3b・t－Sβ・日の

イ㌣霜乏嶺叶にく　い　こと勾’“蝸ガ）　1ミ．

　　　NeF　に　rぎ　り　　stable　　　t6　　C3　Convertase

Table　3

BiH　addition

z

　　（ug／ml　）

　none
　　O．Ps

　O．19

　0．ア8

　3．13

12．5

50．0

200．0

EAC43bBP

　O．851

　0．701

　0．548

　0．315

　0．222

　0．164

　0．143

　0．142

EAC43bBNeF

　1．604

1．510

1．474

1．415

1．31　3

1．262

C5　c。nvertaseザ覇歳さta　rい｝ガを確

触あ3tめ、　EAC43b（1．5Xldi／ml）t＝

fact。r　B（ユ勉q／m1）facto「D（66　ng／m1）を

加・えEAC43bB　rヒ作り、こ屯にNeF（140
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

メ9／m1）恒る30。C　20　min．　incubati。n，後

　buffer　ze　ユ．園…iSしい　　　C3（100　SFσ／m1｝　｛TミUぴ

　C5（100　SFU／m1）　寺tこ　、一蕃　両名　’li寸簡え，　370C　30

mi・・incub・ti。・奪上瓦のC3鉄、T　CS尭惜

芝劇争い・。・s㎜・・’。・ztrS（r＝・““　“・ヨ

・。…。・ヒ、R時…碗・わりt＝　b・ff・・§50

を鳶・，ie．3・．…mi…decayざre・r：キの（§
　　　　　　　　己

EAC43bBヒi＆ill　S　r．）芝漁いT：，Fig　3　・・

　Nミi〒．「「フ陳に　　NeF　に　占＝ソ　Solid　phase　に　不・・1

てC3酪び℃5　c。nvertase’）lv●二野tSれ．しか

：も　く，3とし5・セ四時、：寸1口え【応尭の、＝　さrり3蜜、い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　　　　　　　へ
C5・。nvertase　3遷即発蔵．め硬。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔寺とめ〕

1）本辞㍉一回臼・N・F鴨牲のPLD　1　」s験：しr＝．

2）NeF　tT　Pr。P・・dinと鼠燐．　cell。urface上の

双めt“．寺t“NeFでst・bili・e　tr　Lh　r；C3bBし言

β・H　の4㌣粛¶を｛9Yサにぐ　・・。

3）　NeF　べさ　Fluid　phaseに　さ～・、、■　　C3　convertase

りC5　c・nve　rtase【τ馬丁殻＼ttlい。このNeFつ

臨血三州『・にτ鳶鞭餉慧c9りみの低下モミ三「匿3

　　　　　Fig　3

一　EAC43bBNeF　＋C3＋Cs
g2gg一　EAC　43bBNeF　＋C3

：XZJ　EAC　43bBNeF　＋C　5

〔コEAC43bBd　＋C3＋C5

i

．

C3 C5

　　C3bBをstabilize・ケ3作RR蓋

　　　　Pr。perdinの場倉と4teり

芝馬賊「「δガS。・id　ph・・eと塁も

　　Fluid　pha・e、・？S・昏3作IR・es・・＝

　　　　　一つの犠弁し考ミ5・れ“に。
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10． N・ph・iti・fact・r（N・F）三輩桟’覧駕あ荘Pa「tial　Lip。dyst「。phy（PLD）の一　・Sl」S

ngX　）￥一X7“　Pt　キ勧功．一・K・垣三二．椥車9k．上電薗彦．

　　　　　　　　　守卑巳肩夫．ア可毛F　裕

・塑駆笈弛内科．厚田獣正
大：西府立毛、人残照）第一　吟声享ζ慰，永木和義

’飼解職・尉朗現科．武田修明

　PLD時食下・星雨ソs　ft・柳植物中稲芝斤．す璋薗不二噂曝三族毘㍗

あ3。こめ敦難・旧名血霜中にはN・Fが馬七度，に検出三眠ir＝MPGN

との心併例が欧米に■～…てキ丁丁｝され、zト　E症．と岬町系s・占び亀二四ヒ，の寓逼…．づザ

：S　es　vh　K・・3。し旭sp9・aL　，＝’tsLいτ、初L・の報店t非常に・鳴く，寺ち

…の検e・r・e・nn　i下症佛杓・・。今回我？、；…王臣・1・生の・LD一芝四一N一

・・Fのi・vit・・1・1SN　t－Vδ役専1芝屯く、・検蔵、r．ので報．店τ3。

　　　　　　　　〔｝症4列：　　t6才　支嗅」’］

〈王訴〉両：鱗毛い著縮・低補倭血症

〈甑往r〉・〈▽豪喉：「〉特記1「べ噛き￡の一t（1‘し

く現』病D6手頃セワ両纈葡。萎福ゴーみう眠一始めs52．㌣只一過へ匙・雪白

　尿一血尿　出現時に　c3周忌の低下に気何ヵ’岨3。駄後．．c3低値．ザギ等戴もす

　δ1ミめ低補弊血三症亙併唱うPLD　t考ミうれ蔦．

〈検i宣戴績〉肝キノう・血糎、ど・ハ婁陣芝潔めず。鷲窺価ヒこ3順キ

　ノう・廉所恥N’V正噂．

〈血尭補体系）　1）袖篠価es・・sび補導械翁（T・bユ）：CH・・は靭er琉，

Cl　－　Cg　i竜1i！！E、守　工ntermediate　cell　d乏需　い　一Ve　　　　　Tab：Le　l　　Complement　profile

tube三勾P，D”e　Minta，Ma「ti・1）の墾血

7｝；　つい三寸ノ　　factor　B　　（3iH　　t’ま　　sinqle　radial

immuno　diffution三裏　に　■　三二亀1足　、　τヒ◎　ナl　s》コ内

の値Sτr　s：1｝、・…暴・健、一r＝Po。ユ・d　n・rm・l　human

se「um（NHS）の／1直E母丁．　CH50の｛童．下．

補倭驚～翁一℃・昏C3うゴ他，の草合N＝比覧3医、　い

イ郵直芝X・＼たかC5，　P・。perdi・，PIH　nど

O」黒牌顧認めら蝋旭ガ’てミ。

2）N・F轟性：艶悉血囁キの・・F・S．・Nts　・IF。

エmmun・electr。ph。re・i・（エ．E．P．）宏C3塊血三S

　　　　　　　　　　　　　　ノ
難乞（漁礁櫓㌍二ぐ碑畦i）．　Arn。吐の

CHsO

Cl

C4

C2

C3

Cs

C6

C7

C8

Cg

F
万

B

BeH

　　9．3　u

IO5，000　u

33，000　u

　　620　u

　　800　u

195，000　u

12，000　u

14，000　u

144，000　u

29，200　u

　l17．1　？

　81．2　g

42．0　）

121，000　）

64，000）

　　950　）

47，000　）

249，000　）

10，300　）

13，600　）

160，000　）

31，800　｝

100　）

100　）
12．8　mg／dl　（　8．1－29．3　）

　95．3　g　〈　100　）



11．胸エテレンプリコづレ逐1誌榊云勧轍興野討

田中　愁．三目君彪、此湘ふじ3、鈴木働・、嶋倒考四

面囚久煮弥　　　　　（：舞鶴鋼．禰砕・トキゾ都）

近年辮轍嫡分離する豫揃処躍玖ヒして・d〈・）　Ptテレングi）　1一

；レ（V■a）r一よ6a／e）th・”9用・・ら叙・・る一力＼しこのPε脅1くよう

血忌加一鳥撃K魚よ曇空．2によ・ぞ報換庶条　枢・蜘1
号踏襲t忌避孤あ1、ノ分画K際｛て。条下検討歯系翫豹1て哲な・一報をβ

郷の』＝ろts5AZ㌧・な・・ようさあろ。そ〉で今・回・我々びPEq　i：よ
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〔痴係をく・霧島直《｝ムア勉1培り彩壕2うワ｝っし》ぐ剃胡しち・



5！穂備露礁研ン鯖珂心
門獅う⑫纏7財16’彦嚇ε恥・f，hua2　o，・9卿②疹セ嚇

雄ぴβ〃9・￠・d・・s…＝・4・ags＆ぺPアール’血温弓豫俸・〃欄の

離既つ糾《殉チ僻ご●餓動と・6㊨軽卿単鋤とe・　￥
麟別桝惜物・平編銘f－q7・sbmとxt・・冴謝憩錦3＆2
へ4／・3単戯91賀auB貝角し‘～5－NIZ・21／）2；　Zn，　2’　tl　3　S：／～379単位』御直

E7一しTe・IF－Te　EAe／一二漁勃4』が卿騨マ￠潟饒i蝦酔

tごFLpa　3）・いずれ《織腕2狗L》つヒ潮うか’棚お・Ze

綱力1沸麟’1ラ糊φづ鼓》＼rr・・子師み契・〆曜μ一
；」・・Fびr嚇綴鋪・…伽；麟を亥初痢勉￡勅・瑚乙／一8a
謬踏み硬卿ウ、いずれ砺廊の為・・1響暢三瓶》・しが心
しおリ

ラ欠1￠）弼の温細引’＝　」b　1ア畑‘1－Pの卿詫躯の瑚撫朔

双fち試みお。す丁｝わ9・」し詑の冷謹の・埆ε心ひ与ラkAがi∬才・稀あ1狼な’二

た。7イ1／別品帰あ・EACkee・気病御聯躰舜紡朔
のPkイqイ／ン弦たの浄砂ブあ》めかρf3らφ・ゼケい．　》〃レ柔’ζiSsθぐ？一〉・く

下の2っの安駿彦行，β。

6e叡タトの罐1げうつ欣研ンsi　fi　e．ttm

）sil　m　）”　h　‘）‘・〃7・e・Cl・迄蘇蕗ぱごEのあ》三瀬β喚ガκ

ケ朗多酬z三一・・／・の殉戸ε・㍗ク・EAじ！一8の瘍認みた・

離一雨rの篇，捻，諺鵡努ゴ裂1灘牌”　t；

7．4レBへ噸の卿・
a〆8・教えz4叡山唖醐7－Tn一一’τ幽躍二二研冴（薦π

‘7》fトず｝バイ■ン強な‘丁各回）中’つ；：・，）ケ》EAC／一8・〃り下血L彦剃乱す｝と

・揚勿繭Lρ・し》つLl外・・嬬力・に試し存・鵜の働1二擁とく
・廟、・7一〃欲やfi4　2・r；　G－VB中の＄，2tS　tr・y・1勾。ゼ・あ，T・。ン鶴

のンとつ一らff・o／一二海卿L》の1携の師ゴあ》つとがわゑ・

諦論
Dご9ρ」心癖の衡刀工プ喚イπ／擁あ施ヂゴ”；　ftZk　fE　i’あ｝・

　fV椀1物I」EAと己9ρ鋤和。8，2三宮瑚‘！一9訪鋤耐へ／7
　　γ擁痴論詰柳￡ら齢沁・うゴあら．

竃1了）

轟J轟離灘暗礁簾獅擁二’1
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17． eレ毛ヅトSCラb－4の四欝血活・幽くついて．

木下ヲロウ，　ラ菩　り即＝鳶，　井上2三胎　（1阪人．庭．｛細菌）．

黒
毛1レe・・ト補伽三都勘。・飢τ一生掲r二割厘応疲中｛て一筆一3鮮血

干ろ活柱即ちoqの活柱を示す偉紛尋バ形威される。この濡柱物偵を音紛

縮製r二筑・・1b副11・・一Eb・・hard（J：即制13S二4－3B，　le73）がヒト二二

Zi“報老しr（．≦ごSb－9・に相当回る，複合・俸ぴある穿バ判明（仁．，今回lg，　この毛

レ毛・ソト5‘5ゲ4に。よる石刃（多8の粥・」亟の滅序を明らヵ、‘〈冴べく実験を行な・

r二の乙・報岩冴る。

謎
・SCSb－4　th　fiS　pt・音鹸鯉：T・m・・a＆shi・・d・（・…m“n・物勿＝4’5，　／47／♪の方法

に拳じて緒1裂lt：04　2つ7トパづAキシダーぜ法がZ『1つベレ｛，iれを補

4　，2F」並z病【す昆ゼr二型「’o　Pt98is：，e　m　ZγmoLsean　z37“c、60ノ分間門柱6　d　r二．　反1語俵

薩lcし，」＝海、　z7アデ，7　■・a2・・，　t7ア・一入4S，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ショ纏鼠度勾函己直1じ

（10％、％一4ro　％吻♂，1の笈！分画）（．5乙勤一そを緒モ裂（r：．≦乙Sib－4（f，島介吾画

分1・剃め5幻・12匠四の刀ウントと，c備血肝主導獅lr二。ゲルロ過

均糖鯨勾引磁・C（2，冴べZ凹石PTA一丁β5（舗幅訓α，　Pt　7S，・／45TM

NaC2，ユPtM　EIDTA）中乃行な，r（．

。乙4ラ1葛「」血ラ吾オ生の：i演，1是；2≡シ弓乙一7（2x！07ce〃≦），　CB‘25’effective　molecules／ce11）と：老嫌

ラ孜，　あるい〔孝、　∠シ9乙一2sr（2x！oそ4〃5）とオi反回誘ヒE／全E量ユ．〃り2‘＝ノ∂：る」：ラtCE≡∠）万4。

6レ8物混ぜ137・c・t・6・命間反胃イ雛血孝を測是（r二56易一型製の趣呈

下手旧記の剤粍マィフにタィフ弦撚劇r二．EAC－7‘あ。5　z　？i

畢的1・醸筆才二二’ik76C・・三論瀦ノ・」■一・ゐ／z：解1B．
147の　を個il　Z作製しr二EAご1－3（芽…五角ほ〃、，本シン不。ブウム〔＝Z営み）

‘二．精《卜しt：乙2、6S，ご667毛t・1．自沢反、応5ゼ：Z年明／r《。　EAC－Bl♂，　EAC－7

1二精桜1‘二三BI及！た、ざぜz得r二．

藷果
lzﾍ露んrご毛1レ石噸庵、　Z卿働τ活椥ヒ〔r職シヨ下弦度勾配

勘斬うじ，麺めee　t・　（3　・・　（・，皇い齢1二乙裾姉翫1㌔カウ＞F

〆回朕5れ・1t・mative　p・th・・yの簿椥U・1胞Z，　kノた液中1・乙4活1生を河巨

穴分忌の埆ガミこれ4畢　vs’　，わがる（図1）。　この：活柁物負を，セ：ファデし7ス62の

個2），tフアレス4B（‘z　3）、シヨ労醸伽配二三酬r二。　Sらkrz

画冷【才，・uch…1・ny激び，・抗63｛・倣1辮覇威岨，抗6ぢ賄C41・灯
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【z互い‘・拠冴ζ一本・兼

酢畜泉Σテ秒威しr二．ズ・一トララプ

X　7’ラフィ吻結果，擁じ引・よ

効（齢呆｛二毛。ぞ瞭り込まれ

ていr二．こmうに祷線毛，絹製

【r二‘ラt抗6ケンcqじ擁乙4の

ラ照瑠・（二／合わゼζと，ごらら

賢聖κ齢‘・よう沢吻線

v、ら≦陣バ形成5れr二．勇疫

電気瀬力L・，棺匂レ毛ツト冷

血zラ者1＝対／zは2漆あ辣『酋1蒼皐

vS’dIわれrく〆，（メ／頒颪の♪に酢

綿｛＝のみ乙4が耳叉クム手A乙み

ク，β魑或の次二野修不1純物

e“あも闘えらk　rt，ケ・ル（二

日6－7ε　C2E壷湧冴ζじ0くβ自

玖の柔嵐綜仁和ち冴ζ所乙・a

み：洛血が匙ク，旛血斑｛あ賢

母抗鷹枷昧よる湾琳乙・
と毛1耀且止されるびノ藪崎間

抜：〔二‘さ抗6引二」ζ茨晦諒をメ域

えz，広ザっ偽．これらの浄〃・

ら，溜主物野馬1レ毛ツトの

5乙与わ一4であこし考之らkrt．

多PζPAcl・E　c・’　Ait　r冴もと，じト

sc　9b－4ヒ9く似rるパターン1”

あり，c勃，じ6．ζ：7．乙3〃り！右1

介る1才’つと，3ワfigm69バ倉

されzいしじ5†算・ツ幻て〆，

茜｛・じレ≦解んf湘当
冴もじ運われ4齢バ1ノ分8

禽位いζヒ下穿κ二．
　5乙Sb一イmEA乙r　31ψ『「冴も旛

血及祠3，ki，etics，　d。、e

・陀・p・・se　cu，ve；と毛（二e4（：よζ



灰／鳶・と一別乙3苓が・rも．　｝r二この及鳶1♂，技乙41＝ま・z阻窪ざ4べ，　これ

（31／分・9の抗乙そ乙たノN■1・・Y）．rニバ，擁05～頭3ノ全‘tlr且霞〆起ラなセ、・r＝（図4λ

　SCSb－qをEv・らEA乙一3ひ乙一m冴べZの1・t・・m・di・te　ce11に〃‘れr・杵身9C－B

rご｛丁P略画（r二，茜1て、右i・t・m・di・te　ce11瀟契齢姻・・ZSCsb－qa　raN

を側仕薦t，わn’・・‘・07級zの＝Xtit　iネ〔r誠乙イ・（乙ρ活争鉢比

べ4ヒ1⑳介のi以下τあっr二（表1）。

　じトtz清をio暢硬のz7m・鼠見お占小主4ヒい二俊　ショ糖塞，度勾画直‘じを行な

　　　　　　　　　　　　　　　　　マっr二が，（シ4活杜を禾冴巨大分る13形砥、ざれzあ・ら」，「・、5乙訪一4の位置：t：’1目当

すも齢1・，乙4阻蘇伽蜘られ，K・1b＆M凸11・・一Eb・・h・・dの騨乙一lhz　（　r＝・

、結論．

　毛レ之，．7卜≦乙％一4がご64弐をイ生を手ξレz：いζ事バ明らoN　i：　ibPク，月婁酵薯1＝関

／z不溜短あζ誘えられ乙きr二糊目中び葺みゑ価で、少なくt｛eレ

毛，ット差融1卜〔二おい乙1げそう乙ないじtsえられ乙。瀞酬ヂび形準ざれζイ髪期

及畝厳麟バ腰上の伽》5伽1・灘／得吻砺ζρ・ら，幽晦血
，及鳥を，腫上zゴ涯」し反応1ビ‘アむとらえζ事侍片子・箔9乙あsご毒わte十17　j（iL

t跡鞠い。≦CSb一似，複合傭全プ勧に出前、ite‘・廊6勿ζ伽㌧eq
rごロボ転移冴ζのか・Σ明らか・1く冴も事が1この疹」諺zゑ／蕾の襯を解P月4ζ

Adiをぴあζのび，規a，0恥じC4ΣそれぞれIZSIと乱311♂牙り勉＝ラベ1レしZ

熟暢百々ご≦CSb－qを形成1■・t・・m・di・te　ce11　M吸齢灘す（つつあ

る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　TA8LE　l　ReoctMty　of　guS爬邑plg　SC5b－9轟s　c㎝plement　c㎝ponent

N

O．2

　　　　　　　　　ドほじじをロセ　　ンおでヨ

1，嘉。朧d竃、te　ce11の　『一「

乱
謡、、

器：興
趣：：b

l艦＝1

g

g

g

g
9：．5

g’3　［E：1［1（g；：？TA）

g　（，［一，ED，le｝

e・i　［c，g：［；1

4g，i　：slcg）

Ol

O　2　4　6　8　　Retative　Concentration　of　Antiserum

　　7a，　　2　x　10　ce115／ml　tn　re盈ctIon　m1翼tures　after　all　the　reagents　wero　added．

b）　SCSb－9　complex　was　used　at　100　ttmes　the　amount　for　63X　lysts　of　EACI－8．

c）　Bars　indtcate　successtve　edditfons　of　reagents．

図4ワ　0，拡ご乙1，△、抗Cケ＋

昂‘一B　　▲〆野方＋抗。与ヌ几i哩E46一Σ1



18e Clsの渚性化抑制作用について

丸善化成㈱吉田正也
浜松医大第2生理高田明和

　補体系抑制物質には，生理的抑制物質及び薬理的抑制物質がある。このう

ち薬理的抑制物質とは，in　vitro，　in　vivoにおいて補体系に加えられ，抑制作

用を示すものを言うが，その中で各種アミノ酸及びその誘導体の補体抑制作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1），　2）
用や，抗線溶物質の補体抑制作用については種々の報告があり，その作用機

構や条件等についても検討されてきている。

　一方グリチルリチンは，甘草より抽出され，ステロイド様骨格を持つグリ

チルレチンと2つのグルクロン酸よりなっており，ステロイド類似の作用や

抗線溶作用を持つなど多元的な作用を示すが，その補体抑制作用については
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）この補体シンポジウムでも報告されている。

　また補体系は，各種補体成分

により構成されているがそのう

ちの補体第1成分C1の活性化の

抑制については，Taylor　and　Fud－

　　3）　　　　　　　　　　4）
enberg，　Haines　and　Lepow，　Tamura

　　　　ラ
and　Nels㎝らにより報告されてお

　　　　　　　　6）り，Sakai　and　Strcudは血漿をeu－

91（わulinにする際，0．06ML－Lysi－

neを加えるとCls→C語が抑制さ

れClsが得られることを報告し

ている。

　今回我々はCl喜のN－acetyl－L

一　tyrosine　ethyl　ester（ATEe）の水解

活性により，L－Lysine類似物質

グリチルリチン関連物質及びテ

ストステロンのClsの活性化阻

害を調べ興味ある知見を得たの

で報告する。

実験材料及び方法

Fig．1　Measurement　of　Clg

Plas鵬a　　＋　　ScanDle

　　　ト・…5・　T・・s－HC・pH　7．5

　　pH　7．5，RSC　O．04
　　0も11h。．

　　4。6。。p。，3。。i。．

　　　ro・O。うあτT∫’s謂・92rc・ξδL脚

　　・0・5m1　　＋　　ATEe（1　OPt！准／0．5ml）　0．5ml

　　　　　　37も　　0，30min．

　　　　　　NH20｝｛HCI・N・OH（1・1）1・5・1

　　　　　　　り　　　　　　37c，15min．

　　　　　一・一TCA　HC1　2m1
　　　　　一・・　F・C・31・・『

　　　　3000rpm，10min．
　　　　　1
　　　　0D　　　　　530

　悩ATEe
　　　N－Ace七y］．一一L一・Tyro：sine　Ethyl　es七er

　　　　　　　　　　　　monohydrate

　試料はt－AMCHA．　cis－AMCHA．EACA．　Citruline．　Arginine，Norleucine　L－Ly－

sine．　Ornithine．　Cysteine．　Glycyrrhetic　acid．　Dipotassium　g　lycyrrhizinate，　Mbno　anmonium
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glycyrrhizinate。　Glycyrrhetic　acid　hydrogen　succinate．　Testosteroneを用いた。操作は

次の通りである。正常ヒトplasmaを3000　rpm．10min．遠心分離し，その上澄6

ndに各試料0．67認を加える。次に0．005MTris　HCI　pH7．5RSCO，04で調整し，

0。C，1hr静置して4000　rpm．30min．遠心分離を行なった。残査を0．005MTris．

HCI－0．045M－L－Lysine　pH7．5　RSCO．04，12　ntで溶解せた後，生成したC19

にATEeを加え，Hesterin法に従ってATEe水解能を調べ，抑制率を求めた。

実験結果

　1）　L－Lysine類似物質

　抑制が認められたのは，L一　Lysine．　Arginine．　Ornithineであった。抑制率は

最終濃度0．06Mで30～55％で濃度が増すにつれて抑制率も高くなったが，

0．06～0．1Mでほぼ一定の値となり，それ以上濃度を増しても抑制率は変わ

らなかっrc。

　2）　グリチルリチン関連物質

　Glycyrrhetic　acid．　Dipotassium　glycyrrhizinate．　Glycyrrhetic　acid　hydrogen　succi－

nate．　Testosteroneに抑制が認められた。しかしMonoanmonium　glycyrrhizinateに

ついてはエタノールで溶解した場合，抑制を認めずアセトン，ジオキサンで

弱い抑制が認められた。

　また抑制率では0．01Mで30～90％であり，Glycyrrhetic　acidは，強い抑制を

示した。抑制率の傾向は，L－Lysine系と同じ動きを示した。

　　　　　　　　Fig．2％　In．hibi七ion　of　七he　activa七ion　of　Cls

　　（90）　（5，0）
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。
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　　0

　　　Tes七〇sterone
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　　．！／．§
　　　　　　　　　　む　　Dipo七？ssium　　　　　　：、→50

　　glycyrrhizin．a　te　・li

　　　　　　　　　H
　　　　　　　　　感
。！OV“一一一一一A一一一一“ro

　Glycyrrhe七ic　ncid
　　hydrogen　suceinate
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考察　　　　　　　　　Pig．3Stru。七ur。。f　Gly。yrrhi・in：．nd・・ユ・七・d

　1）Clsの活性化においてL－Lysine　　　　substances・

Arginine・　Ornithine．　Glycyrrhetic　acid．　H3C　〉〈EOOH

Dip・tassi・m　gly・yrrhi・i・・t・．　Gly・y・・h・一 @Glyey「「h’z’c姻。　H／

tic　acid　bydr・9・n・uccinat・・T・・t・一

@　　　　　HC　　CH3
・t…n・に活性化抑制が認められた・　　　　　　　，HH3

撫慧三1轡轟喜鐙3
瀦犠鼎の濃度で　。尉H
　2）L－Lysine類似物質の構造式を　　　　　H3C　　　　　H3　　　　0H

繍誌1細鱗職1畢磐3㎝CH
われる。一方グリチルリチン関連
　　　　　　　　　　　　　　　　Glycyrrhetic　acid
物質とL－Lysine類似物質とでは，　　hydrogen　succinate
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TcS七〇S「しerone

構造の類似性が無いにもかかわらず何れも抑制した。これよりグリチルリチ

ン関連物質とL－Lysine類似物質とでは，Cls活性化の抑制の作用機序が異な

っているように推察される。またグリチルリチン関連物質でも，抑制に関与

するのは，グルクロン酸骨格ではなく，グリチルレチン酸骨格すなわちステ

ロイド類似骨格が関与しているのではないかと推察される。

　3）試料の溶媒について考えると，Mono　aum　on　ium　glycyrrhizinateの場合，エタ

ノール溶解では抑制されず，アセトン，ジナキサンでは弱い抑制が認められ，

またGlycyrrhetic　acidとGlycyrrhetic　acid　hydrogen　succinateでは抑制率が異なっ

ている。これらの結果より溶媒の種類によって極性その他の変化が生じ，類

似物質にもかかわらず抑制率が異なるのではないかと推察される。

1）峯田周吉，高田明和他　第14回補体シンポジウム講演集75～78．1977

2）有本之嗣，高田明和他　第14回補体シンポジウム講演集79～82．1977

3）　N．　A．　Soter，　K．　F．　Austen　andl．　Gigli：　J．　lmmunol．　114：928，　1975

4）　A．L．　Haines　and　1．　H．　Lepow：J．　I　mmunol．　92：456，　1964

5）　N．　Tamura　and　R．　A．　Nelson，　Jr．：　J．　Immunol．　101：1333，　1968

6）　K．　Sakai　and　R．M．　S　troud：J．　lmmunol．　110：1010，　1973
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19．　BcG，　oK－432　（picibanii＞，　ps－K　（Krestin）

　椿系k三一する影響，

お奪OL”・Lev。mi。。1eのe’レ’毛ット補し

加藤治樹、初嘱委嗣、老松美ネに、占，り二二、ノ撲ξ工彬義、細，11計e日（京二

二立医科夫学　第3内糾）、迩藤元殆（1司　第’内ギD

　〈縮　茗〉　　　　　　　・　　　　　　・
垢在、＆kl〈煮ラ去レ破っ関・“・・h・’匂イられ」嫉鮪k勾赦りi－n。一

P。，。n，i。，。。勧破桐想も・う、こ軋うワ軟・怠補搾編性イbイ開老婚つ6

つ㊨N“あり（in　vitro）、 in　vivoκお・・てもOK－432，　PS－K，　Levamisole　ks“ヒ・卜海も’

砕V　N・’VXX昇6eSこヒ乞報告レ衣．今，9・な、　BCG’・K－432’PS－K’L・va－

mis。1eの3種類の望フ乙艇專量慧それそ“kもvもットに艇与し、これらの

秦刺9殻4量r．ξbetve・v・トネお二二κ灯庫53v唱の差賓r・ついて襖討レ

た　つ　て1・報告　す　る。

　く桝料G奪捉力i宏♪

薬剤襖昏臓5…t・・yゑ毛’VZツトヒBCG・・m・／・・’・m・／k・劣ご捉1m・／k・’

OK－432　0・2　mg／kq’　0・02　mq／kgお，‡　↓べ　0・002　mq／kg　rヒ　そ　kそ，十隻　麦．千，言三負守てn、　PS－K

2000　mg／kg，　600　mg／kg　16’　S　．tN“　60　rng／kg　，　Levamisole　100　mg／kg，　30　mg／kg　deN　S　“CL“

3mq／kg　tマ娘・れ趣2で＼SO日間毎日枝与し衣．

血靖：薬剤イ鋳前お搾杖与復1・日a　ts　r・・胡セ釣縁血し、選心《細変

一70ρ0鴎イ孝」．為・し1た．

ネ桝ラ後性の刎之二1評釈の血靴1剰い，CH・・酵干ろ乍血球（εA）のう套

血鰍・、ACH・・淫心キ“菰姻t覧（RaE，り溶血率で劉定しt・．

　補修蛋匂更量・：誠ンetvtットご仏‘3血略（富玄の嵐多）＄用い、三夜・拡散

多義で・須」定．レた。

　〈薙果〉

　θ・・一432の多碗叶補砕系へ櫛響
　OK－4320．2　mg／kg艇，与一κ・￥7てCH50，ACH50yま着a6　K；L尋しtk“’、　0。02　mq／kg’

・．0・2mg／kq授与で乱逆K低千レ、40qeic　r」・てCH5・vShり〆ぺ・b・・K∂le’．

・紬、・・、AC・5・vg…a復レ＠っrc．　C4、‘3沓白量S・．2　mg／kq授与で1わずe・K

増力・レ鱒・、。．。2m，／kq，。．。。2m，／、，談駈博鯉職ケレ（c．

））・・一K卿〃毛ット酬暫二品響

PS－K・…m・／・・，…m・／k・後4K勘CH・・，　ACH・・帽・目k」堺レ、Vg　K
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ACH5・に孜討昭妨紡K埼して／6・％確，しt・　k・・、・・m・／・・t〈Sて・

・・SL　CH・吋逆k軽度の低千es．レ、　ACH5・潮ヒ々硬46しts・bNうた．　OIGta

量、a　3？〈S群間で火国老ぐ納・・f・　h・、63・S・…m，／kq荻・トて・’御％κ

竃場レ、…m，／・，‘嬬kt・て6増加しt：眠・・m，／kg貫きイ・、915　t心　t，・

麦、Sbし驚知、ク崔．

　3i）　BcGり乏ノ吻71一ネ桝系へり影響

　BCG・mg／k，謄て“C・5・，　ACH・・Qke　ee　X　x　3し、・・mg／kg　K与　k　8・でt

b・　tsりxgしt・・h・“、・皿q／k畷与で噂人ぞ蝦二杷喧サうれ軸、・v・．尋噂、

琳鯛駅；葡レr・　％・、赦射・k後・・m・／・・孜餅て喀熾・・可撤．

634・m・／kg’ユ・m・／・…m・／kgの・1勲て・噌畑吻う撤．

　4）L・V・・ni・。・・のeMeット霜梓系へり影響

L・vami・…3・’i　g／kg艇干て“CH5・，　ACH5・rd　S　gし画亀亀、3mg／kg　K　6”で’・ぼや」ざ

不例レ、60q日Kろリレペ〃Kもtl電ワrc。…mg／kg撲与で1・な’匹申3匹い

ぐ倒置雨避！週間4Ai勾KZtレ、　CH5・’A・・5・K67〈e暖死すナらK・・Je・

つた。‘94・mg／k吸專て・↓くヶ齢・しk　kN“、…m・／kg榔Ml写蜘％1・卸6

伽軸・ウrc．　CB　・（13・mg／kg桜与て噌過・・サリれ曲・、3mq／kg夜与て・嚇ヒ

んり魅働℃・触℃・つた。

　〈葛豪〉

　εれらのimmun。P◎tentiat◎r超与K書うて、含撲与量KおするCH50，　ACH50

り動9・鯛1さ’咳4了し即吟ゑした，C・5・，　AC・5・のム昇ヒ砿・3蛋白量ヒ

欄園丁　・）・るヒ，委薬即吟群て・’e4　Sう6C3の量菌熾・k駒てCH・・，

AC・5・のエ尋の4鍍）・…n醐ぞin　1いる遭うkサえ捻勘・㌔esり馬下kく勧幾

騙極勉・7」）り野州・k。蘇州軸1の裾量ヒ・…’ACH5％り蘭孫寛

りうヒ、・K－432，PS一・で喧摂町尽吻・・雁練らη燐儲いs“・・．　BCG，

Levarttisoleσ》：六⊂量イ莱与て亀’Nぱ1ひしうCH50，　ACH50の」L」坪1ゴ柳窃りく｝十した．　ti三日看鴇く乙・3

量の増ヵ野僧鞭れ衣．こ～t　S4つりi㎜…p。…ti・t。・b、・in　vi》。て・1ヒ・のS

ラκ繍暦象レ（イf用うるd）熟・明うも・て・　tすrJい％“1亀　こkうでイ裂与づ3こ｛ヒtC＆

って・瀬轍レ、こ榔。…，A・…SLSfせて・・誼林猷掠る。
腫瘍も叢｝（お》γる瀾捧系り‘Bkg；）り・ヤで1、ヒりb、ク乙3り重零性蟹絶調さ・れて

い轡，み旧磁果or・らこlt　9　immun。・。tenti・…癒6穿、　es　CS匂量k影響老

i｛is・・｝9“レ・CH50’ACH50の工療促レ・そり4課ヒし下下でケし磁罐i賜

効衆磁搭揮贈る可肖色性鮒皐唆｛れ衣、
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20． 人懸二二三体“b・at物管文SSM）Akト艶渡貢ミdi、　sび袖σ該、・・

9：r・“る景歩響

横江信義・二言美和憩醗沿補守迦二三
細、、、言ヤ9同★も　、母ト正嚢，slS－wa一示＝冶

　　k京・愚も府愛［医．柔斗：尺・曽窯3肉科齢よび☆算曳肉｝斗）

K紺言】

　担癌生体N・お・ける低下しF．　tr体段砥《改善と巳的として，古でにBCG　6一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ　　　　　　　　　　　　　へはし“めE盲る、＼くつ為、のq樟特異も÷〕免1疫賦活廊1埋’魚柊さゆ～，タサくq成果δあ

げて＼、る。　この作田犠鳶践♂．りンベS＄1）6ら＼・、なて’フm7？一ジと中1心と古t　　’

緬申レ駐隻二二と賦活笥「うヒ・、3湾え売バ％い緯’、こ．Mらm物餐ハ中tミ、r

invitr。で繍体糸匙油性…代てるものn・・　2、リ，暇々tTネ高憐糸、と中IN・：’etrミ宿

主免渡疑（賦沽が・，瞳濡灸疫にお・、．て重辱ほ役割と演じて・・るので覧は癒・・

カ、ζ樗之’てき1モ・モこでBCG，　OK－432，　PS－Kが’in　vitro「ご；補体ら三ミヒkて

alternative　pathway　SL♪ta　4生1しし　，　｝　rセOK－432，　PS一・K，　Levami80］．eバ・’in　vivoごモ；、）

モ．，トSN　Sびしトの補体価Xと専さtrもte趣検獣㌧，trて’t：…縁告くてき

に．

今EI　tT’　、、0っ　tP　る　　い菊（　4へ▽’ケ　チ　　ン　s　　ヒ　し　’て　ti？［Sこ♪　d〈　る　　SSM　（Specific　Substance

M・・uy・mωバヒー亀義鞭あ・∫び・補体糸、・・、曜す影璽に・き検討・r＝．

【衆才料δ～tよ’VL・六法】

1）知「象眠・9び搬与一一k》乞；　糧癌生体でN’li’，　そQN　I自（添柵体｛価が嶺』く，）「ミ瞳

藻の蓮二展㌣代fを激芝、魯、4《看雨1こよ、）セベ本ハ覧寝試ミ齢・亥tいでe養4く．可らにハしこ．

ミk￥旦癒蔦令隻！・疫不：全着E　＊V　eeとしrミ。　すrs始～6tx．以、上の司鴬担癌高令惹bも

名の中…ら，PPD裾…肉辰応．　PHA後肉辰応め低値a永でpfk告選び，マ亀L・

SSM－A（2U9／m1）X、〈TK！r・A　Sる、＝SSM－B（0・2り9／mユ）XそWtぞ｛S、k　t回、淑乞週3LTX

漁日に霜気肉注」索「し，3　’rNI旬謎ξ最：しτこ．琴ミ剤授与煮、」～・ぶびギミ与向『始脅襲一ケN

ご’と忙諺ミ丘コし’丘ユ蒲ヒーη◎。⊂．で燥有八τミ．

2）夜内夜応・こ　PPD俣内夜’神・tτ・di。q。。。ti。　t。berc。1i。　E．　P甑服内辰応・
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てミ．　い「回ごヒめ検玉、ミ確㌧，R内逢斯蕊位E襲桑Gる様、こ噛憲、「三・
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rC〔乏復，　GVB＋＋X脹・r　O．03M　EGTA－Mg＋＋一GVBで葱当硫濃礒へ・aXX　V，EA…　Ptも落

雷毒でclassical　pathw・y・t，まr・　R・qEにSる溶血……e・でalternative　pathwayパも

小主｛℃達検言可し　尺．

【白白Σ

1）皿・　PHA渋内辰’鳶喧，　SSM－A
A幾与・回向tキ如玉黒、ぎ・意一続k．．　さ

PPD’｣pm　5…応で『Br司様画傾f司バおら猷従．
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Tもee＞と魁w・7帆も。　C、も賂ビ5もth群に於

てもsl’撫餅、みら1レkτミoCl一工NHで次τSSM－B，E！Gfi

で軽儀防電触ザ．あ”・r＝h・“　SSM－A群で・tτ隔と

へ，ビ埜｛ttTみも岱へ賑N、、良．　ぐ3Aお、ぶ「ぴ・一

P。。perdi・ぐ・τ一定ら《喚薗1τ得ら4・驚…　k．

（Fig・3）e

5）in　vi七「。に蕊・けう補怖活栓’1・SL・：SSM　i。・．N2

ん。・。〉．・・yinSC・三国て“　NT・・assica・S・・び・・te・一

nativ。　p・thw・y　t・企く」kti／4P　e，　SSぼ’ざr…　，r・．

と滝山】

　双山ワケチン（SSM）1三型繍蕨薗㌫、｝三吉R

細塾、曳rミタう・却き4本癒・もびしミ不亥二更き主．二二・ミ：吉

る物f尊1ご後輪二毛薇のヲ台榛藻として嵐、癸ミ5u〈

∈ts’一　1　HPt　“＝　kr　＄．　｛・前、も免疲三法撫とkて

　　　　　　　　　　　　　　　　へ注目さ戯て＼、る．華鳶ミ！」癌高令曳卵ミ不二旭に

SSM　　芝藍ギ受与　　蔦　る　　こ　ヒ　、＝　δ：、）　PHA　　笛・ξrひ’PPD

筏v：1禄オミ・NT薗蛤こ亡N、二二覧ミ血■ラ葺二二n『覧A

蕊・δひ＾RorE…、ミ・財庵る塾仕L活小主二三もしく上

黒，こ隻もこヒh”’｛レつハ、、忙．網イ2ドタンノくケ乃斌倉

に「レ、、て、τ，　SSM－B　　雇竿てこC4’　C3，　C5’　C9’　Clq，

C工一・NH銑魚U・“隔・、岡’SSM－A群でN’・⊂、　b

駄外【■ヒんビ旗代「まく．　こdN覧な複与量k移

、、、t　咲16L31，．　rv・’｝）る　も　の　ヒ　隠・9つeへr＝．　　in　vitro

で・tτLtとヘゼネ鳳《本条思・黒ち響｝与λ転h・、氏、

　篭　　　　「

1；；1ン；∴表垂捗率

lii｝馬津判圭ぞ噸幽

liiliニイ毒曇も1

120
　　c3A　T
100”－9『ご＝賢髄・＼籍一’；⊥’甑よ

　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　ロる

80　　　　　　　　　　　上
12
　　・・。P・T，＿，・…」

10……：：… 轟“” Q＝∴工一角．1

　8

zzzzne

ネ甫体き俣給隔ることで包蒙二三の癖舞、l　y、る。’一’9画”。　SSM－A（2四／ml）

、、、一；一病穐腫魏角拒使辰tr・za温血短・葛5“tミ，

ことぺδ種ft　r実7き倹で幸叢」青さdNていさ。’今回4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s檎言青でss

5畝Rこ．　＝畝ら（悉回忌δ：り，

　　0　　ユ　　2　　3　　4

　　　　　　（Fige3）

　　　　　　　　　　n＝7
回＿＿＿口SSM－B　（0．2りg／m1》　n雷5

5　rn

　　　　M　によ・）畦《缶・Sび覧1～orEの落血L率電署…脳職、でよ專．、繍く本の電ねu　NN・示、Ω俊

　　　　　　　　　　　　　　ネ霜・）：奉《と中い。一としτミ宿主隻L寝颪ミh・’・　．科蔓禽曼渡

めひヒうa申1℃も勺ほ医1｝て”あり，1竃「るtrうえ≒，1レしrミ。
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21．　瓢粒琿・；sるα泌副ft　bi　・・　5’1丁る∫L　E血看習和孝曙

　　　　　　　　一孝看ろ年vcプターヒ（門下ろ系一

　　　　　九ス温窟・刃刺　　神彰瀕潟，珍冷せ3ち，延孝　正

（ぢ脅つ）；戸ご　工｝｛グ茅南イ不・レーeゲター（戸‘メぞ、ごタ／1ノご3’ぐ　）∫♂顧粒探腰

表流，・禅門レ、免慶過緩1で猟・て．■ゲソづソPt稟　e介し．裟イ隔の91　5

金的役望乾なイ1ん黙秘〃～漁痂に要常4み鼎る膠潔痴る、床揃向釦

泳騨卜1く戸多態上；郷多々ぐ。aラ八る匂伍病1うでおの偲び．戸乙κヤ。6Rの転回

炉報2￠ご・Jへ一！し手∫り、製昧潔L・’）。　どの看ヨ函として、細屹首づ’奉1（よる志・のと、

但ラ青、i1931＝“ろ右mカ、考之う鳴るv，お、勲粒愛心’貧農嫁ご嫁比｛る。

S　uP　〈？　，”soK　i　c；1　e　td・di（・1（・三）・翻乞力纐嗣餉レ・イπ倣≧・‘

欄徽擁瀦窺ずヨ晒ど1てよ襯癬伽鵜かレ潅翼栃二
とガ♂報舌ざ胚て一．　）：る、薩1ま一旦、細知覚トイfs　Jlt7ちづρラズぐ・中に遊灘博う

と．脂質の過顔ろbヤ；核彦くぢの・分解！ke・■昏たレ、崔イ本1ご号刎な組繊蕩彰乏

き丁（イニ2炸，f，凌霞胚4・・ろ。三身・惇工リテぐ1一一ヂズ（！9んE，）の，血忌

tt博、髭疫引腰イ茶（工．じフやそ小に♂る移1煙4し補づ承感霧左ず冶）と。タ、

戚墨黒顧難球綴物定aの昆瀞頭蓋レeゲターお’〃、0∫ノ型圭’・およ

ぼづ、∫・∠、E奉還自Pt　3η関．チκoσ死’検討宏ガ」2た。

（赫）灘蜘膨鰭お畝欝血一灼ソ幻クB・／um・P　■’　pz♪

1（　tz，分尽し、イ欲動食虚永（強風火1濡無住2♪1・てラ彫心釦郎搭皐

惹｛、疑浄後、kre』s　烙縛eわ緩衝疲（1〈kP）厚・一LitHanK’“液’＝

考惣せ瓦5んαη4・庫鱗翻転蓬ラ鰭の並物レ・ご〉の絢％雀歪z禰つつλ

”・L．7sラ外’■eツ1一レ、S・・　rPM・よ軒間遜徹動燥後戸∫丁ご標鶏糞m

じト196「・下細工8A・c3悪血虜1・て、螢芝藤色宮竹な…　籟粒球添田

艇無恥劉入悸倹観4竹つV－eFoκ細鱗κ14、9・・49＄k（の画意ワノ

み協脅九峰（ハ）”7，S分画（‘・・4’の玄レノジ‘5・mf＊（の・（庶イV1f　6

⊃blご遮り6fラ話し彦丘，47￡ち♪升d宏。　C4，ぐおよZじ乙3k　P’プ獲琢；1ζ乙1「》乏等しイ・

aL、tfAC／＄、　，　EAC／紹胴、．鴛．　EAC／4の撚，r　8。。、。、鈎言認より

Pf一　e　iうん昂乙／4満遍離レlt　CZ（匂熱願）およ哲C3（　C。kd，・S）と反

鳶疋レ玖EAe／4z3臼賊レ患えど／・％ノ’・瀦隠し力乏昂75、　EAe

／9・，・昂ご／4z肋各吻ね・ウクヌ夜1域4吻％72tCア9th4－t！　u　”　・t　9eW

泳2シuzε羨勿し／708・B分闘透ラ彪・望猛’・放昼3・分後・ペレツfを

⊃Aつし、珪の／7萄彦’ゲル’卜：又タンヌライド上、Cラ彦）ノf一、・獲’多愛レ、3づ塑～メ〕し

の匠なイ「r着レ！い・ち輝国乞Lロぞ”・ソト手易　・ttレレ、ロゼプト陽ttl　f　kw　nZηC・e　．■’9

蜘レko・炸野川粥購殖疲Z解ノ舜屋の以左血虜な・・い♂、



下物但矯と4・じ．」・吻厳飛・痩Z飾耀し一司様’㌶ゼ’・升酒脅種

。た、イ瓦，以ε飾叡示’リエチレングソコー’レ（PEO7♪’こマヌ9思し．

ytη粥澱蚤ぢおszべ上半坊画Yイ躯イ’躯、顧愁孫τ）三巴1‘夜託’後、リゼ1’プ

形・も3ぎみ復、　受うに、　｝のβんβ血タ青〃β‘〃7／　2　zアァデソク又φ「一2‘・‘・t：て分

画鮪なt）　1得弱t島町分酵1・・価一つ㌧、VL．，擢回復各分画別

騨報探揃処裡レ拷麦一訂修・・クゼ：亀ツトヲ髭甑みん一尉血潮（，S・LZF

御・磁鵜）〃’力君伽療よ勿緬1♪三塁乙f7jトガラ。シン6
（」・　・；／igc　8／翫ノ）2s）nc・～、／ノβτ（タ〃‘ノの。・　2　h・・t2仁！（刃ρ葦加え・今拶ゑ

2、3肌～kし、ω吻’こお‘ナる吸光度z魏、〃敢ワ乙後kA7R’ごタξ遊セしめμ

催悌名下直蕉。，2〃電ノぐタスρ6御♪勢力9　2，、8ク。c，δoか瑚反飛後、’1亘多に。セ

・論ゑ9v・z卿ゲ〃・∫御町凹し上病舶ρ蜘下読み教り、物差互
〃θτ．選、元町ンし乏v　三二κマ反罠・した系、あ「dis〃7e（た7　s　eぐ汐0ρ）を

カクえ距系、三吟葎歪加州な・・ゑ存ど乞舛鷹bしltζ伍b’eエ♪．βL．E並Z

矯／■〃ノ4つセ乃ヂワクス（㌃一2c・o14よ・る墨画＄4了～1一、），：れそ4分画1・ンデ

ーIL2し、噛徽＿各分画別1ζ、蹄6。河幽・し耀一関。〃8r琢えに彩

よげ碍夕響診み衣。な右、hレァ・xahth；neビ27登3海ノ）P，2・・　Z，

XantAiηe　Ox’idqse（4　o／　9／）し～2　o・／〃／Ikk／o／7〃電’～t：　eo　2・37ρ乙

，30’分；劉κお‘ヴるti，∠⊃♂ダρ」ク城♪と友，差ご0．／7フ♪ぎ喜怪獣（：kノとし、各系ノ）

ロ及兇悪差．のκに？Tc　5佑ゑ〃βア還え庭（％クとしを。

（耗累）：，S∠三遣㌧者霧彪毎にあげる」f’ご疋，ごタ々，　C3kり1陽，彦率・匠みる

ン．Table　20よラ1・、凋梶」・健潔者・〃6較・V　9繭｛乾．’・伯丁1ゑレ表

。健常者纈纏譲乞，s　LE血シ秀）cマ前処τ望でると、♂4／～．ご3メ～1ず、　y（みy（・・

干し．。4／夷．一3ア％とロゼットη府下力く、みう瑠N7三、碑常者霧粒泳芸樋1常、者

下膨1・揃処裡てちと、ご4R、　c3R・iif－6％，ナ銘と将・ve”ット陽・引率

）（滞るしe愛ろひ‘み多愚なむ・．T・．。このμβ血蒲のセ71デソク又分画κ♂

る各・‘㌧フ別1・礎悌廟顯・泳揃処裡でるピ。41？、ご3々！♂それそ・‘k、

多ノ循‘・ゼ…μ．一下賭＄zAp画仁マーチ畝一9／ん茅3分銘’曾、

一2・％，一4・％2、ロ｛ゴワト阻止O．　」4舛・　1〈．同’靖1・七四満のPA　eT欠曜’・

まろラ喫驚壕1あく1Z｛置処裡イ3ヒぐTaわ1θ3．）三四ワ1・阻メと麸予震・fみうれ

た、しぜし、止矯1‘イ纐紅探も前処裡し喰場含κも、・軽覆ながう租｝：しがみ

弼・o．”一弧塁壁釦矯のρ馬廻アe’・8ぎ一IE7一＞Eit贋te　ii　．．い‘上野・て

霧物耗前処裡し㌃場倉阻‘、Vゼrフト勿《」・副恐∠ど物夢。∫み9＋　is

刀爾 cアー．ノ∫ムβ迄看穎鞍泳η細β蟹履多す）＼鋒ン6三々、CSR　k刀関ブ条三みうと

、勿Xイ4陽燭群1∵お・貿ご4々．63A～’♂低回4・汐幻匠示レ、朽κ工3けi訂λ停
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柵勧初期顧城命（んし2h”a　cpu“　9・x・剛謙の臨伽∂斌マ

7ロファづ（Mil）1くsり倉船鵜そ爬女話努彦三無が，朔じ
pmuNcくm（マい畿ヒ．　MPがFc　y￠・e晦r．じ3b　y・zepv・　’rゑ持つこし7s

ビ・ベフ＼り！　　嫉ノ9ノ膏’〈，お‘つ「う補体蛋白〃）働芝　A三ノ　纏ノ乞　4）角ノ婁『かち7拶≧討　〔　て　し、

や。てウス産至恩刺激1斥吻合あ多いばrva曲ゆず酎中E嬢∫1刺激」た

場合に．0砿のγB覆劾咳．仏可づこt2．私蓮」工観察した．

　ノ今・二二，　トでφ個夏物ゑ／貧食〔？N場合’くf灸＆Vc）γβがピのようば変イじを示可

η・調べln・。

　；ケ；参

1’ザ托ザン　鉢吻蹴ゆ躯劔つ方広σみP1制・・i48．
ノ449）7・二二整し，図側1くう多慮ゴe夜．こWt　2・新鮮ddy？ウス」血蒲でラ7・じ

／5分間趣伍し（：Zじ）．対曜ば％σじソ01分間加露r、でウス写角で感作1た（Z）。

z，マクロファージ　掬回ヒ同じ方菰ズ珍湊（斥．

3・晦叫繭　Mep／個劾姻のザ粍ザγ珈むラ牝2時間
彦樹？．e嫡中rく殉。なずイ毛ず萢ラ塒殊ゑし、珍診廊動斥ld肱
ワ日まブ嗜レ湊し7．，ザイモザンEカpjし仔いMゆit対’、照と｛k。

4，私しもγB　の廻り之　　探ムらa方i宏（移i　k’eVL　J，．／8．／ヲ3）κよ、た。

ダー幌箔性の測也　リソue一ムはPa（ry物彬（Pree・S…6P・
移め1、｝イε此．〃q．384）ノ酸性爪スファターぜい／まん疵．γ∫（ンんり4：ケ落（，AWt．e｝r，

工伽．P，．tt・．，　r　7、571♪．乳激二水季酵孝（LPけ）1工励わleW粛らの方

蕗（Pr・じ，≦・・、偉F・β淋ned　・，⑳，21　D）斥より別之｛た・

　細肥肉め鯵二二’彦塔，珍！倭）二二採取後．付着細胞老PBSで茄記し，

／％丁ヒlt加x一ゆで「綱胞彦旛憎し、刎定〔？s。

観凝蟹㌦福山漏能二二建ン鍬鑑蝶岬
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り，耽原刺彦（や，r・14　vitγo　PtレPS刺菰に比較，し，きわめて劾果的丁あっ汽

こヒ’9：壌喜嫁，塚u。

【げザ耗ザソ酸伽う貿押・uaf　pm％‘ideの伽鶏LP胸頒・
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23． レンチナンによる補体第2径路活性化と腫瘍細胞障害性マクロファージ

誘導の関連一抗腫瘍性における意義一

　　　　　　　　　　羽室淳爾、鹿島信一・、光木浩司（味の素・中央研究所）

　　　　　　　　　　H．U．　SchorZerrmter，　U．　Hadding，　D．　Bitter－Suermann

　　　　　　　　　　（工nst．　fur　Medizinische　抱吐krobioloqie　der

　　　　　　　　　　Universi一ヒat　Mainz　t　B．R．D．）

（はじめに）

　抗腫瘍性多糖レンチナンは■hl▽士「ン。，エn　vitroの双方の系に於いて、細胞障害性Tリンパ球

（cTL）の誘導を顕著に増強し、又、　sRBcに対するpfc　誘導をIn　vivo，エn　vitro

において増強する。この様に免疫活性に就いての多様な知見にも拘らず、レンチナンの抗腫瘍性

発現の機序は未だ明確でない。

　レンチナンはAPC　の活性化を為し、此の活性化は、レンチナン分子上に：、C3b，　Bb，万

及び他のプロペルジン系酵素がcomplexati◎nし、所謂unit　enzymeを形成することにより効

率的に起こる。1方レンチナンは他の【mmunom◎dulare6r《殆んどはAPC　活性化剤）とは異なり

In　vitroに於いては、　murine　Miを活性化しないが、　In　vivoにおいては活性化する。レン

チナン類似の多糖体でs180退縮活性の異なるものを調べるとエn　vivo　va　tsける腫瘍細胞障害性

HE誘導活性とS180退縮活性には、良好：な相関が認められる。

　これらの現象のレンチナンの抗腫瘍性発現における意義を解明すべく、腫瘍細胞障害性マクロ

ファージ誘導と、レンチナン分子上に形成されるunヰen2ymeによるC3のfeedback

activationの関連を報告する。

（実験方法及び結果）

　レンチナンによる補体第2径路の活性化

　C4　deficient『uinea　piq　serum（C4dgps》を種々の濃度のレンチナンと37℃、ユhr

incubation後、常法の溶血法により、残存、C3，　C5，　factor　B活性を測定すると表1に示す

様に、3つの因子の何れもが活性化された。この活性化は、normal　qps中にても同程度に起こ

り、レンチナンは補体をby　path　メカニズムで活性化することが確認された（文献参照）。

後に述べるレンチナン関連多糖は　CM一パヒマランを除き、何れも同程度のC3，　C5，　factor　B

の活性化を示した。
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一L．ZZ2t2Eve！IZ2－gELg！sYiftYrv一±’trOc31　z　O“1fiSe

C4dgP。…。・にDGぱに懸濁した〃チナン（・mg／mのを…　μ筆力口し・37

℃　4min，　incubationした後、9，9509で1min　遠沈し、氷冷DGVB蜥にて、2回十分に

洗浄し、ここに得られたpelletsに精製C3（10　unit）を添加し、37℃で反応し、残存C3

活性を測定したところ、図1に示すC3分解初速度を示すunit　enzyme（pX）の生成している

ことが判明した。このunit　enzyrneのC3分解活性は、37℃で半減期は4minであった。

pXからBbが遊離したdecayed　pX＝pXd　は、　factor　Bの添加によりpXに：戻り、再びC3

分解活性を示す。又、此のregenerationはanti－serum　B　の存在下にblock　される。

レンチナン及び関連多糖による活性化M亙の誘導

　CBA／」マウスにレンチナン及び関連多糖を2π9／Kg，3日間i．P投一与し3日目及び6日目に

PEC　を採取して、51Cr　標識P815を標的細胞として37℃にて18hrs　5エCr遊離テストを

行ない腫瘍細胞障害活性を調べた結果を表2に示す。これら多糖のS180退縮活性と腫瘍細胞

障害性PEC　の誘導活性の間に良好な相関が認められた。

腹腔M互よりのりソゾーム酵素遊離に及ぼすレンチナンの効果

　レンチナン類似の構造を持つzymosanはエn　vitxoにおいて、　M杢　とincubationすると

lysosomal　enzy皿6を遊離することが判明しているが、レンチナンの場合には、この効果は観察

されず（表3）、図2に示す、MSにより生合成されたC3のM亙分沁lysosomal　enzymeに

よる。3bへの分解は起こらず、エn　vitroに訟ける、c3b　を介したMjE活性化の

amplification　loop　は始動しない。

レンチナンの誘導する腹腔M至のリソゾーム酵素活性

　レンチナンをNMRIマウスに2mg／Kg・3日間・i　tP　’it一与後4日目にPEc　を採取・3hrsの

adherenceの後、　M　199培地中24　hrs培養後、adherent　ce11　及び培養液中のβ＿

glucuronidase，．　活性を検定した。レンチナン投与群のM■は正常M里に比し、　6＿

glucuronidase　の含量が増加すると共に、同酵素の培養上清への遊離も有意に上昇した（表4）。

　C3b　による腫瘍細胞障害性M亙の誘導

　先に述べた方法によリレンチナンを用いてPXを調製し、精製C3　とDGVB肯　　　中にて37

℃、4min　反応後、反応上清（免電泳的にC3bとC3a　を含む）2meを’、norrnal　pEC

adherent　cell　　に（PEC　2　x　106　の37℃、3hrs）添加し、24　hrs　incuvationし

ここに51Cr－pS15を添加し、標的P815の細胞障害能を測定したところ、　C3　単独の反応上
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清では、1ysisは6．8％であったのに対し、レンチナン由来pxと。3の反応上清では、64％

と明らかに腫瘍細胞障害性｝肛亙の誘導がみられた。

（考察）　レンチナンはAPCの活性化能を有するが、エn　vitroに澄いてはM亙活性化は観

察されず、Aliison　らの提唱するApc活性化剤＝M重活性化剤との説には合致しない。これ

は他の　APC活性化剤がM互よりのりソゾーム酵素の遊離を完進ずるに対し、レンチナンには本

効果が欠如し、リソゾーム酵素によるC3のC3bへのフラグメンテーションがおこらぬ故と考

えられる。レンチナン分子上にunit　enzy］meが形成されC3よりC3b　が生成し、　MEが活性化

される事実は、レンチナンの抗腫瘍性機構を考える上で重要である。

　Tcell　adjuvantたるレンチナンの作用で生ずるリンホカイγによるMjEの活性化とC3b

によるM亙の活性化によりfunctiona1に同一の活性化MjΣが誘導されるか否かの検討が今後の

課題である。

表1
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24． 〔14　C〕一L－Leucineの感染時ラット補体への取込み

　　　坂本元子（和洋女子大），西岡久壽彌，嶋田孝吉（都臨床研）

　栄養状態の良否にかかわらず，Staphylococcus　aureusを感染させると，

補体の動向』は感染後3日目をピークとした一時的な上昇がみられ，さらに

経時的に追跡すると漸次低下し，5日から7日目頃より再上昇していく過

程が観察された。この現象をわれわれはIst　Complement　responseと再上

昇期をilnd　Complement　responseと名付けた。この補体fesponseについて，

Ist　Complement　responseは，感染に対し，急遽免疫態勢を整えるための補

体価の上昇とし，抗体産生の時期に至って低下し，さらに皿nd　Compleme－

nt　responseは炎症の症状と相引って，抗原，抗体反応に要求される補体

価の上昇があるものと考えていた。

　今回，この上昇期にk・ける補体への標識アミノ酸の取り込みについて検

討し，免疫防衛態勢時に澄ける補体の産生をみたので報告する。

　方　　法

動物；Sprague　Dawley系（SPF），雄性ラット，30匹を使用した。

栄養条件；18％たん白食（Vitamin　Free　Casein），0．5％たん白食を一与え，

8週間飼育した。飼料は209／day／rat（4週間）および309／day／rat

（5～8週間）を制限して与え，水は自由に摂取させた。

感染；Staphylococcus　aureus　226株を用い，18％群には8×109／ntを

を0．2認，0．5％群には2×109／ndを0．2認を皮下に接種した。

標識アミノ酸；〔14C〕一：L一：Leucineを用い，10μCiを腹腔内に注射し，2時

間後に18％群は尾静豚より，0．5％群は腋下静豚より採血し〔14C〕の測定

に供した。

　補体中の〔14C〕一：L－Leucineの測定；ヒツジのstroma（×1）0．25酩に抗

血清（×150）を0．25　ntを加えて37℃，601でincubateし，抗原一抗体結

合体をつくり，ラット（補体）血清（×1）を0．5　nt加えて，20℃，601で

incubateした後，3回gelatin　veronal　buffer（GVB升）で洗い，活性化

された抗原，抗体，補体結合体（Ag－Ab－C－complex）の形で沈澱させる。こ

れを吸引しながらミク・フィルターで吸着させ，乾燥後取り込まれている

アイソトープ量を測定した。

〔14C〕一：L－Leucineの測定にはL・iquid　Scintillation　Spectrometer（：Pa－

ckard，U．S．A．）を用い，5分間測定した。

　観察項目

1）　抗原一抗体一補体結合体の至適条件決定
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2）　〔14C〕一：L一：Leucineの取り込み条件の決定

3）　抗原一抗体一補体結合体の確認

4）感染後3日目および13日目の補体に取り込まれた放射能活性量の測定

　結　　果

1）　Ag－Ab－C－complexの至適条件はヒツジstroma原液に，抗血清，×50，

×100，×2・00の条件と，抗血清×200で抗原量×1，×2，×4に安定し

た反応が認められた。今回は抗原量を充分に与えるため，ヒツジstroma，

×1に対し，抗血清×150を至適条件と決定した。

2）　〔14C〕一：L一：Leucine　10μCiをラットの腹腔内に注射し，その後15分，

2時間，4時間，8時間，24時間，30時間，48時間後に採血し，〔14　C〕

の取り込み量を測定した。図1に示すごとく，取り込みのピークは注射後

2時間にあらわれ，4時間後には急激な下降を示し，8時間以降の取り込

みはわずかであった。したがって注射後2時間を取り込みのピークとして

採血を行なった。

3）Ag－Ab－C－complexの確認については，活性化された補体以外のたん白

質の存在を確認するために，Ca判M♂の存在しないEDTA（0．04M）を緩早

雪として，補体が結合しない状態のAg－Ab－C－complexのみ，すなわち補体

の存在しない状態のものと，GV　B什すなわちCa荒Mg什の存在する緩衡液で，

Ag－Ab－C－complexの状態のものとを比較して，（i4C〕を測定したところ，

表1に示すごとく，いずれの検体にtoいても，GV　B什の場合に比し，EDTA

（O．O　4　M）の場合は，　B．G値と同様に低値を示し，　GV　B朴中で補体のみを測

定していることを確認した。

4）　感染後3日，13日目の補体溶血活性（CH50），〔14C〕一：L一：Leucineの

dprr｝／（nd（血清）およびSpecificActivity（SA）（ラット血清1nt当りの補

体溶血活性の力価に対する，血清1ntの補体中に取り込まれたアイソトー

プ活性量）は表2に示すと齢りである。

　18％群，O．・5％群ともに感染後3日目の補体へのアイソトープ取り込み

は，非感染群に対し有意に高く，補体溶血活性も上昇しているが，　SA値

も有意に高い価を示した。

　一方13日目では18％群は炎症も殆ど回復を示したが，〔14C〕の取り込

み量も低く，CH50も正常範囲に低下している。したがってSA値も低く，

非感染群と同様の傾向を示した。

　O．　5％群ではCH50は18％群に比し低値を示しているが，〔1ec〕測定量

は著るしく高い値を示し，これは非感染群にk一いても同様に顕著に高い値

を示した。　SA値も同様に高い値を示した。また13日目は感染群は高い値
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を示し，SA値も高い値を示した。

　O，　5％群は感染の有無に拘わらず，18％群に比し，〔14C〕の取り込みは

顕著に高く，補体溶血活性に対する〔14C〕の取り込み率も著るしく高いこ

とが明らかとなった。

　ま　と　め

　補体の合成量は微量でとくに活性化された補体量は少ない。

　補体への取り込みの時間は早く，2時間でそのピークを示すことが明ら

かとなった。

　低栄養状態で細胞性免疫能が低下している場合，補体の溶血活性（CH50）

は低下するが補体のincorporationは顕著に高いことが認められ，低栄養

状態に澄ける補体のTurnoverが著るしいことは予測される。

　感染後3日目の補体のピーク時は，感染群が非感染力より高く，この補

体価の上昇に相倹って，補体のincorporationも高まっていることが明ら

かとなった。

　感染による炎症の程度によってincorporationも異なり，炎症が重篤な

場合は補体のincorporationも高いことが推測される。

図1　　　　　　　　　表1
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25． ウ・・レス肝菟・こaSr’　v’る肝内触の狙織施茜一とく。・　HB・de号しのか

かわり合t、立中1びに一

」ヰ損耗r，辻，寿びしノゴ荒太肩：填．（3　　　局L公昭　i・レ屋正夫ノ

表：齪覧ぐ内籐絋ザ（メ）司ム大％一戸斜・ノxx：蝕軌魚雷　te　tEF　）

　：目的ニノ補鰯1戯今のO！ア感錦本甲・両系のkUZ　EzafUny　u撫抗

体融胸と細1こ反fo　S　bこと耀うIしており・近一AF・「cuaのの伽
ヒ鋤にも＄キ能的にも’銅藍像左示．す’蛋r局であみこと1・r判再し（ユ、R、3），

むらドその体内継町角旗PUてeすで覧に穆原線羅や離層随の細童画・

一側づ谷二乙や，　ジンハy冗の中でその黍明乞膜に局海宣る桑晩があ5こと一dv．

継らにようて報ktat’てりb（命）．・4）JEILgiごしらに漫怪用＝造り麟＋唐

玄麟副馬柄晒蝋助ヒしてこのC傷の肺緑傘綱ウ
6　）Vスま即し、病時蜘臆施レてbeorしF一のZ＄z；￥；S　＆、

錦象御冷航測卿オ料として責針」勾晒し、鯉瞳・肝理趣あらら

劇梗に“り鰍蘭魂紀レ儲識鯛ゲ’：Sしご創煎」・脚韻唖
ntl’3（アHハ劃・C蜘疵醐勲のア”S（￠β籾ZhStJ・（痂磯御門地・勉一

加・CC，4　H）・（M）3S“）・（SU）8∫β風口甑酬磁（Le）　SSS・pm・・ua

c6tacfltomaくHcc）6例富よひ榊似比砂涌乞t’s（puつ3創・徽戸払ρ露

CPF）刷噺欄ゆ恥曝k」ii（・・）　F一・このう5／i？　P　ltA　・Slk．にあ酬B吻陽

注肝表も1製品判，喰恨円到である・q矛の肝国内苅画塾両建後乗疹＆方

鼠ヒして腺亮抗外帯護鼠左竹・・．風帆方5まヒしてCS・・AXノ寸ラボ’レAアレデ

八つト’L7sme圃従玖謬・・しは浄アeAン無哀用・）仁．一字の郵1こで‘きクリオ

スダット・鹸酬にzc3．ご絢矧蝕分、轡・榊・射＠樋働”P

ブソンの煙弾・・，b蜥競瑚・＝つ・・て’謹の誠㍉施・畔

画蜘魯臨で禰1した拙B吻細砂転用暖謹絶鵡＾．侮ζ
腸S悟陽涯賊難や胸璃壊釦と・σプかッbりみ）に♪げて繍を炉…し律・

　寄目）朋劇で后、C　tl｝．IEI一ゲ：鞘Wt　z’灘に」軽震に隔恒」ま星彦うに遇・

櫛・，衷勲の漫璃綱飽の旗よツ裳づbの農痩も鞭であ・た。

））（ンP月でt；；一！合H　ヒ項七5訂菱』に」差」異・1亭針らft　7e　d’ラアミ。

の灘鰍断こ鵬で・駆動威衡②幽・劫儲擁一鵬・・91螂

三二興野の瓢慧唄う野薦膿灘議



維しこ一三して、しらに遼絢リン）・・．・Sltの瑛表面にO・　：・b’JSi・4Sりし‘工纈4WC’・

qズ蘇聴硫仁・　）kしの所財辱工1謙す・鞠離り蕪鵬・
ご》離り姻廟肪三門一一璽9興野ヒぴ廟S’　eE・R・i9
なオ＼つゴ三，

欄，隊㍑μ細し齢撫に肝綱顧一に一数して咋局趨蛎
財冶征・調鹸傷琳・碗β∫専融ユ3餅鯛雌・離／ク
畑3刃川・K　z“あり・”B噌陽1郎胴勘・F一（磁ユ♪・

酬駒馳胸麻細翻胸二丁母β櫓赫鶴一囎が群肝
締内にH醜斜襯し附帯q｝郷餅鯛‘こ凹溜綿細岡
編式錨幽βゲ解蜘｛ヒに3飢rプ解一称凋禍・
に下川内の嘱陽劇ンベ判こつのて‘S・平様吻陽齢に糊しは士

罪熊諺毘離物退避細編膿判こつu四型恨

破槌el声幽に川て・　3＃＃SZynt6・嫉7’　P　7’リン噺蝋型之

繍筋t　C・b・（Le・3）・落41訓鞠隙5餅埆ドし灘3餅1
側に都・明工キした．。家亀雄感そ航紀腸航LC／H⊂Cノお・よbごン4θ6坦）V“あリノ茨

ものvasgQQ－ti；一　’ajt一う乳痔わ萬芽ん与H・⇔・・て1調gn5＞にlb・ag　±・）L・3r、

cら，￠等も膜揉q｝吻麟∫立1こ店検《t糺寄ガ）tミ・

纏瀦諭D4H・ePH・z“・砂平城のα｝剛蛎恥殿吻っ仁・

裂朧髪難即詠隊翻集擁翼露1購峯τ謙グ

襲羅B譲驚雛雛稗議ご拳驚鵬豊1型驚護馬継

tatSあり、函痴＝来もの塘飯は瓠・hら乳好ず・た．

腱・わ・レス珊墨流り月干肉q｝繍局繍彫ん一品“脚下
1着ヒ肝試離し二謄果嶺弛≦壱巳・めう啓しよ乙・もlrJ汗類唾繭ノ∈病瑠学殉

e＝・nli動iti　SL　9S　b　eの鞠く・肝纈噸献αSとの干隈あゆ鯨晩

む回しに。
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26．　抗補体副k－75t・’よゐehJ・t・Xin肝降零の阻止効果　‘＝つ’）て

尾ム気昭ノ辻孝夫．荒禾清輿．篠原徹ンS屋正ラ㌧脅上鈍一．

長島秀ズラ内藤該彦“ex（膏兎内犬学第一内斜．鞘焦肉病院肉刺♪

　ヒト1・お’ナる劇症肝炎つ病因としてehJ。亡・廟の関与プ砿目され㍗、ゐ。
ノ今＼回ヲ自～者　」ヲ　1てrノ　　　令甫イ捧」乏コユ噂零イ乍…，瞬つ　￠フ　あ　ゐ　　k一クと61　　と　　eめ♂01亡。λr～n　　　肝降害耳寺　ワ　k“アチデ￠t”

細胞リラ機’能つlts　Ptカソ’習い塾｛…下欄6するこΣを目的としてノラ・ソみt：ehdoto一

×ln（LPS；E・　…e’025・θ6）（br＋・・ig・）を用・㌧腹脚勺1・／回，　f　r：・12

巨1殺．与・ブみことによツ肝障卑・を発・生sせ，蛍光杭体・：直捲1法t＝て肝紬L獄内

LPSの局ak　X資した。　t　lz補体二分三二剤妖マけ，補体成分es　pa・ig

魯’である　」k－7‘ζ　をオ隻L与しノ　B，1に無処置突：．場建詳と　imm“nopo’ten七rateM投，与「群’ミ

おワる阻．止効果を比較検討した。

　（方　法）

S．・D・・kラッA／2・匹（二野3・・のを用い．杖困薬剤‘地体成分C8

raS“i　k－76，　PSk，　LZM，・κ一432　g鰍…P・teハ亡T久t・Pと無処置実験群

の合計‘群であみ。k一％tt　e・d・t・xrn投与前Pt　5腹腔内へS・一7ずフ連月

オ隻タしノ　Ok－432　は5kEk2回四脚皇内役・与」！FSk（S％水7rgy｝k）．　々｝M（

0、’％水藩液）け連．日経：ロ干与・k！67フた。実稔オ法けLPS（E・く。∠’026：

B6）！・o　・”3人受／回三三・更験・と2回役与更触卜（初回。・　／V，　ユ日後k2

回日e．・s（孤2M3）解アつた。全伊1ε・つき，ルチンつ坂色琢による組獄学

自う強考寸ヒ　戸tTC　二二抗LP∫（Dllく。ネ」L）　r廷用いノ　　蛍四声抗ノ体直接素1二よ’みよFS

備在微姫癬下し，特‘蓬特例1・つ’、てtl’唯肉採血・すソ確下した血

看tzて肝機能検査を行った。

　（苧績）

　1回投手実験・ずぽ，無処置ft・9M，　PSK糀LZ購各6匹9ラ5死亡例

けそ敢τ’れ4匹，夕匹，4・Xkずbノ／四二獄・鰍psけk久所ε卜細思．小細

胞ノ類剃下L管内に局在した。ずたノ天亡’例k生存例も比較つると生壱例で

類ヲ司血管内局在バ少4かフた，ユ1司投与実験で‘才各斜‘吻・1蘇池例バけ

セん鱒く，天狗例数1ヰゐ硫ゑ・才禍縛ジ’・罠帆ZWd　Lps　・，2

…aPtx5－R験でのny・，　Pδk群話中3匹が帆七し，魚処置実験群．　LZM，

Ok－43ユ，κ一％9繍量疾較し，死亡例ブ吻〃’・た。肝徽：能検査成績勧し

軟してみるとs－GOT値で1才LZM群．　k－76；群に砥値を示ブ傾向t＝あ・た

（戸i3．1）内S一解丁値t＝　t’II’　ii頃、向醒儲、りた。　S－LDH値奄みるとムZ瞬ヒk・



ク・6；君￥「ビ’aノ　突一囎12aこノ欧してノ　：有づヒeイ｛玉イ：j亘．｛lt｛武した（戸r3・2）o　そつ他

b；i，b。6r。，脚駅駒貯機冨芝・碍偵向・娯リラ鵡グ・・r＝・蛍光撫似に

よるLP5　OP染鋤見で・♂，　LZ瞬，　k－76蜘・柳チf・h繍包9肥人増家財

おれ醐レ衡1回目76群で’」k・戸加繭胞、劒顯粒猷叡．蔚巳2‘z
r”く4・5酬』。」／猟ク染色k3・16つ6あノ，貧＼二様べ9珍・’奄参z〈Zl＝・

　（．書絶穐E結命）

　ヒトにおげる劇症肝炎の病1巫e・d・t・xrnと間葉系翻包9磯能胸〃’〃・

oh　7　Ae・”　INラ解初釈と胡的と（マ，ラット’・LPS　9投5一　〈・鋤体

剤k一％9？’v・　t・・’Wt薬剤1砂き，そ癖細麟要発生阻止三脚ユっ’1て

・衡れ瓦そり鎌，L2糟、　k一％群ぞ鋪￠・種，　LD噸姻照・・tt較

し低値蒸示しノ肝尊窄発r．生阻止効果Pt’一ラ〃・押わ内　さうに肝組・織内kqR　fj一

・”綿りしp画餅見醐づ・・た，これ34購かヲ・nd・七・×rη肝瀦・

t■k・fチチe戸細胞の徴能とつ関係ザ隻翻Lぜれみと亥1・ノ；抗鏑L体1剤k一％と

網内系海L職と9づ・グ、むツ’含・・1グマ鼠く示唆ぐれ査。
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27． 畷覇癬あブ多獅

　　　　　　　　　　　一考・り敏一嫌綿　　　，of．／did　fiige

　　　　　　　　ぐ解粛遊緋轡虫／・認り

　　　　　　　　姻ぎ孝ψ》庫一㊥噺明
　　　　　　　　　　　　　　（＼e79彰多3＞り科ク

・砂ク雛蘇舛拗初，聯〃、撤建御寂曙筋・どバ
ー般晩初必z一・多バ蝋画論争あ・・z’4郷あ感泣一壷顧紹

獅z、・・2・・．づ，嫡僻心劉超醐瀦ど‘z，神ゆ♂〃〃
ル4伽似千θ）ど“ク嚇が編2裡一・多・ごあ彫’e吻ぞ擬
少仁外！多〆ず多ど神舛～斥かごタ多・確ラ‘・sM乙．」；疹∀2神ダ一二，グぐノ名、逸ク乙∫・参ヂず多診a∂N

、鰍浄、仰〃漁猟・鰍亥κ・画論吻AN　Z“多・㌍び’吾タ・

璃凝廟循バ鰍麹劣辮多二どカ・グ謎〃伽み灘罐獅舛
論意神鵜織物魅柳島グZ勉・〈殉．卿12二峡解あ・Z・
蜜語恵贈3・／ノ購応酬♂〃幻融融多どK　・L・e・7
Aで％r・　（aPf・7ma／i〃P4細7・・繊クハの謝勲棚・グ脇

雁鍬矧珊・’吻麹κク・・鰯う寸Lπ・

〈纏ど施♪ネ鋼姥桜纏久が＼級聖油び航しπ・8例鱒廃
か翻転激（肝翅更亥珍薪／4多り・六七瑳4多，リκク・・乞、37。ごbNvaタ脅ク謙形

μタκご勘働グ7猟酬紅π・止か〃三冠覇賊心’を輔
4撒〃欝骸〃，∫3〃ど那♪ラ獅レしθ％肚・ta．　AごHs・・

・7非癬シダギ不嚇嬬Ψ老pa1・9し総領油壷一雨雨滴ひ
図幅しft。

く轍？綴珈循〆卿多，／ノΨ所襯縦酬如nt　58／S　’t
at　4．・・び，蝉人（醐例炉媚・〆沁沁ノ総譜卿廟仰
Vt・舜∴、切一ノ卿壱ダ。ら6R卜砺文鞠多どごπs・ra・〈・1・〃t〃〃

瀞千乙itZ，　・X？　Aぐ雨樋礫》夢・・L競’6卿乙死・3ノ神膝

勧朔蹴♂・t8　tご鋤曙バ鋼Z㌧♂タ痴下髪・n・ごZ〃〃
，iF　2　di＆＼O　ft・・融融凱．θ，ご4疹ψ伽麟銘御砺唾．

グ〃焔剤釈纏釧罐遡膨，ぐ〆働多6T，ごあσ〃湧晒
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28． Immuno　poten　tiator　OK－452（PIC）投与癌患者の補体系の変動

船橋修之、児玉順三k）岡崎　晃㍗河原　勉1）沼田憲男2）

小沢　満Sl田村博昭1）下江庄司4？

　国立大阪病院　臨床検査部、外科21産婦人科s≧泌尿器科42

　国立循環器病センター　臨床検査部1）

　非特異的な癌免疫療法は、今や、日常癌治療の中に組み入れられる趨勢

にある。　しかし、より効果的に免疫療法を行うためにも、担癌患者の選択，

効果判定に臨床上何らかの有力なパラメーターが必要とされる。この目的

にそって、我々はOK－452を手術、抗癌薬剤投与、　X線療法などと併用し

た症例について治療開始前後の免疫パラメーターが示す変動について検討

した。OK一一432投与は細胞性免疫のみならず液性免疫機能の賦活及び補体

活性の変動もみられた（臨床免疫に投稿中）。今回、これらの症例について

補体系蛋白を測定し、oK－432投与前後でのclq、　cls、c4．　c5c、c馬q及び℃1　INH、csblNH．

P「ope「d童n・CsACT　について検討したので報告する。

r対象と方法〕

　対象症例は胃癌（10例）、子宮癌（8例）、肺癌（4例）、膀胱癌（4例）、その他、

卵巣癌（2例）、乳癌（2例）、腎癌（5例）、食道癌（2例）、白血病（2例）、副腎腫の肝

転移肝癌（1例）、リンパ肉腫（1例）、免疫不全症（1例）、計40症例である。

OK一一452単独治療例は9例で、他は全て抗癌薬剤又はX線との併用症例で

ある。使用した抗癌薬剤はMMC、5－FU、　FT－207、　BLM、　Cgなどの組み合せ

で、X線、コバルト照射を併用した症例もある。OK一一452投与は原則として

初回0．2KEより始め、0・5、1・0と段階的に漸増し、2．OKEにて維持した。補

体系蛋白の定量は単拡散法にて測定した。Clq、　Cls、　C5、　Cg．　qlNHはBehring　．

werkeの抗血清を硬用．　properdin、　CsblNHはKent社の彬血清を使用して

単拡散プレートを作り測定した。Csc、C5AcT、C4はM－partigen　plateを用いた。

測定値はQS標準血清を100とした場合の％で示した。

〔結果〕

　対象症例50症例のうちCH　se値が30u／ne以上を示す症例は25例（76．9％）

と癌患者では高CH50値を示すものが多い。　OK－452投与後のCH　50値は科別に見

ればその増減に差はあるが全体的に見ると46．7％が増加、26．7％が減少又

は不変である。OK－452投与後、高CH　scを示す症例のうち約半数が更に高CH　50

を示すようになる。24症例についてOK－452投与前と1ケ月後の補体成分，

一　100　一



Inhibitor，Activatorの蛋白を定量した。対象癌患者の補体成分は正常人

とくらべ全ての成分が高値を示し、特にCg、C5、Cls　C4が高いものが多い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
（図1，皿）。OK．一432投与1ケ月後の補体成分の変動は投与前既に高値を示す

成分は投与後も高値であり、全般的に更に高値となる。投与前後で最も変

動が見られた成分は相関係数から見てC5cである（図皿）。

CIINH　C5ACT　CsblNHが投与前に正常人のそれより高値を示し、そのうちでも
　　s　　’　N

CIINHが最も高い。しかしproperdinは正常人以下の値をとるものが多い。

OK－452投与後はproperdinが低い症例で増加傾向が見られ、これら4成分

のうち最も変動する（図1）。

properdin，　CIINH、　C5A　cT、　C5blNH蛋白の変動と補体各成分、並びにこれら相互

間における関連性をみるたあ、OK－452投与前後についてそれぞれ相関係数、

相関直線を求めた（表1）。全体的に見て、どの成分もあまり良い相関性

は見られないが、そのうちでもproperdinとC　sb　INH、CIINHとCsAcT、　C4、　Cgが、

C3b・NHとCgがやs相関性を示し、OK－452投与前後ではCtエNHとC3c、C5Acτが、

CsAcτとC5c、　C5が、　CsblNHとCIINHがより相関性は良くなる。

　CH50値と補体系成分の蛋白量との関連を知るため、OK－452投与前後の症

例件数を高CH50を示す群と低CH50値を示す群とに分けCH50正常群と比較し

た（図ll）。正常補体価群に比べ低、高補体価群は補体系各成分はproperdin

以外は全て高い値を示し、その差の程度はCg、　C5、　Cl　s、q、CπNHの順で大きい。

Glq、　c3ACT、CabrNHは正常群よりやs多い程度の増加である。

properdinのみが正常域かそれ以下の値を示し、低補体価群において著名

な低下が見られる。低、高補体価群での補体下野成分を見ると、低補体価群

は高補体価群に較べ各成分はすべて低い。そのうち差の大きな成分はCq、

C5c　C5　CIINHである。以上要約すると、
　N　’S

1．担癌患者の補体系各成分蛋白はProperdin以外全て高値であり、　Cg、

C5、　Cls、C4、CII戦C5AcTの順で増加している。properdinは正常域かそれ以下であ

る。

2．OK－432投与後の補体系蛋白はC5cが最も変動は大きいが著明増加例は

ない。C，INHは最も変動なく、他の成分は増加傾向である。　properdinは前

値の低いものは正常域又はそれ以上に増加する。

5．CH50値の高低と補体系蛋白は癌患者では低補体価でもproperdinは低

いが他の成分は全て高値である。

4．各補体系成分蛋白間に於ける相関性はCIINHとC4、　Cg、　C3　ACTが、

properdinとCsbエNHが、　CsAcTとCgがやs相関性を示す。
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Aiteratiori　of　C，　INH，　C．b　INH，　paperdin　emi　C　activater

in　carreer　patior，ts　treeted　wi，th　OK．一432
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表1．

Interrelati’on　between　comptemerEt　inhibitor．　activattx　and

complernent　compcments　in　cancer　patierits　treated　with　OK－432

N
CIq　　C15　　　C‘　　C3c　　C5　　　Cg　　ClINH　　C3a　　PrQp　C3blNH
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CJNH

邸t）「　　0．旧　　O．00
@A　　　　　　　O．55　　　　－9．05

@B　　　77　　　155 匿團鮮 調× 墨：ll／／

㍗　　　　謁・器品翻洗1・署×
コ7．

n．73

properdh

騨1　　　畢瀞百1・ll認・1鴨1・1署× 　．
n．60

Q0　．

匿e｝「　　　　　　　　　　　　　0．04　　0．15
@A　　　　　　　　　　　　　　　　O．41　　0．4ア
@B　　　　　　　　　　　　　　　　　77　　　34

o．4フ

n．44 ／×／1鮮
C3Act

騨1　　　　粥醗
，
0
．
4
1 ／×／畢

四γ　　　　　　　　　　　　　O．03　　0．0：0　　　　　0．01
@A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．25．　　　　O，04　　　　　　　　　　　　　－O．05．

@B　　　　　　　　　　　　　　　81　　　103　　　　　　　！17G3blNH
嘩t　γ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Og16　　　　　0．11　　　　　　　　　　　　　　0．19

@A　　　　　　　　　　　　　　　　O．41　　　　　　　　　　　　　　　　　0．lg　　　　　　o．28．

@8　　　　　　　　　　　　　　　　　82　　　88．　　　　　　　　85

1・　lndicated　eoefficient　o’f　・correlatien

A　and　e　iFxficated　linmar．　・y＝AX十B

pte　emd　post．・siiowed　ptti－treatrneht　and　past－tment

一　102　一
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30． ぐウス639灘を座つクプ三一ゾ1為〕ニク位置次メ山

坂好挨之助チ軍111統ノ害FIZ，弓懸三民島嬌身イき■

∠天爵犬学訳ん乃ザ完所免渡生搦ア

a金沢ナく学彦学際実繕力物参色護

4ウス乙39鍵多捌生（㍗劾プつh・，洋一9遺仁・纏‘；“・て麺乙

tれ、　しか三二水か・〃一2心止傍’ミイ等Elマ’い3ことlv　鞍々及伽別9■f下

露レー7・’量って／タク8与に報」自庶（／．ξλ叙々いの開館雇と3
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31． 霊・長委奏の裕体系皿．赤、．血球’と血，1、抜の柔甫体レセプタ∠

」契〔臼　智子・雪面武彦　（東北；大、抗β行・免疫）

高橋油壷（京犬・霊長所・生化学）

われている

あろうb、？あ3ヒすれば’何故で’あろうがとし｝う素朴な疑陶E角耳くTcめ’一

台輪進化段f皆にあ5沁沁類と非霊豆類につOて

用いて赤血球のILAR獺徹し・また血小taの［ARε・ゼットラ考琳勉ずヨ

カラ犯考勲て測　ヒし、比較鮫学食戯唄乙行う、

1Aレセ．7。ター（エA　Rフ1・よ霊・長南自由、血Lliii＊’とIP霊：景趣丘z．・1・板‘ミ、存在すδと者

　　　　。し・b、し霊長類と9卜霊二二萎勇とで本当に’そのよう「s差カベあ、3のZ”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　 ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，いろいろな纏の補体ε

［方彦コ　才示血肥：工AREロビットJZ　t”，検詠ず3ための指示細面Lして

しツジ添血斑抗ヒツジ赤血球工3M抗体τ漁’正し（EAn）、嶽々町長類

の新鮮蛎青と反山面てEAC　E得た。あ3川まεAκε14勉とEρ砕ぐVBご

稀釈した血漿わ・うE配ち作製尿ものもあヨ．用・、瀬体②綴，及応時

向1妖⑭補体につし，τ20～30％柔鍍溶血邸條プ牝亡んだ・飼主薮の肉

体1硬1＝タ。％熔血す3條件で’t行っrc．E細C1423（C3・ヒト，Vしモ・ソ

ト，マウス）tS精i直した表甫イ本N’分b、ら／tFblした。

細包分：o・02・MEMA－Pβsち含むフ。ラスチッウシリンジε用レ・て9容の

位し液ε採取しノ7。ラスチ・ソク試験砦に入れたりンホプレッフ。1く重層して遠，

心し，髄よリ赤血斑，中⊃司層よリin血球分鍛冶rg．鼻血蜘神B5で’
3～4回う売ラ鯖…し　PBS　‘く再ラ淳透茎三し　た。　白上：L三珀ぼづiア颪1ま1000　Y・Py鱒　旦。分遠ン八｝・ε　2回

〈リ澄してリンノf球’ε除3，上考ε3000∫P川0分歯・眠て血・ト版碗澱Nt

也， PBSて・’3歪）3鳥形条してP6S（c再ラ多〕2面した。

ロゼ“，ソト弄を’：1）・SxspenSion　Zあδいtg　2）マイクロテストフ。レートラ燈

心li葛い荒。

i）・Cρok②iiし4型マイクr⊃タイターフ。1！一Fのs7　z“EA己（IY‘o％ne）25ノんe

と鋤蘇血球（1x　IO　7／／，n2）25メち混孝Ωし，37ee　6。分画後lil　b・‘〈＄nQE　L

l個M　i：の飢eε付着した赤血球の百分幸ε顯微鏡下に計数しπ。周：様に

EAe（IXt。8／，・ll　〉　2Ypaと位’1・ヰ砺寒点μとヲ熱し，1…r鱒ケ分毒」じ、し

て30・“e・6・分静置鮪ラ號陀顕微鏡下に血・ト板εイ備しr・　EAe　op　fa分軌

求のた、　　2）、ネ為らのりンパr殊’順マーカー測定ヲ看ε応・用した。PLLで又9理

した●Fa2ConXkマでう。テストフ。レー　ト3034・にEA　e（又は麻血球）εイ寸着7

セ，PLLの陽性荷電ち中jFロ後血L小搦1彦遍液（又SS　EAe，）と加え3ゲCに静置
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後7。レートε．及回しτ末反応の血／1・板（叉はE・AC，）左回門内ψセ『，顕微1≦鏡下

r．ロセrツト形成’華1とi高高，した。
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1斜鋤て弱く凍爆彙

憲血躍は全く及痴し

か。、，1ミ。

　オナガ覧ザしル・碧三等

血痛よリ作1製した

EAe（オナがザル剤

まr；t3　EAC（オマキザル斥斗）E用い3と（表し），オナガしザル科赤血球’‘s

温いロゼットif3　di’ε示しヂ才マキザ）レ科の中の，ドジロオマキケ，レ・フサ

づ「マキザル博オナガザル科ヒ1司X4度の高いoe’ット形成ε禾可bN’．クモザル

で・掻く，リスザ，レ噸賜与ω・シ1レκ一マー毛乞ット，・l」・2E類ef才ガ

ラコ・，スn－nリスZ・　1；ど磁鯵ε用いてもその永血球にエAレePt　9－2

書珍の3串by●で3なD、ラ寸も●

　鋤よう虚長類のaい進化の画星τ庶血球のtaレヒフ．9一繍遣は変化

し進化的1叱トと鰍ているもの1守も騨EACI423伽ヒは反応し恥，

代雌緬襯ε臥，てイ白し義蹴と1敵知3，乙かし創臓泳血球
にはいびれの団体ε用・，τ毛工Aレセ7。9一ε二四る＝とbN’‘で守なハ，た噂

血L，1、不反のエAレeフ。クー：才ナガザ’」レ科・あよZベリスザルM人外のオマ午y‘’ルt斗

の血ノト；版巳＝亀δ：いす・ψしΦえ奄i体ε1訊いてもエAレ￠プり一Eオ会．幽す乙＝と・bS’●v・ξ｝

価・っ偏調べ・r，　e長数の中で，劒・稜に［Aレセつ’ターの検蜘〃したも酬a
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リス’ザ，レ！オオがラコ“e“あり，こKら1まヒト’＝Eルモット，ウサギ㌧霊’畏

類いずれの雇甫体ε甲いτもロぴ・ント形威亀かギ見ら歌’承血．i球’のエ4レ左デ9一

か、系甫体の孝重に強くイ衣　fiずi多のと童寸罧白ウで’あ3◎ノ菰：血i幻Cとfz／1・，D！iiiとC・nセ”ッ

ト形成メカニズ4ク喫3のb・，あ3し，・緬渚のレ2プター稽遣ゐ弊3のヵ・

も芙郎れrsい。霊長類で・は赤、1血ac〈’　t：エ4レセ，プ9一ρv耀・めら・れな‘，　P、あ3t）JS

ヨト灘に多易い：才・才ガラ＝ゴ，　リスザンレに声・uてゼの血小，内乏1ミエAレ2フ。9一一a”tg・

めらca，赤血球仁明ρ・にエAレ2・7・　9一の認められ3もので・は血．小額’・認

めらい勧・っに。ω・しZル2ット・ウヴデ’ずは血小級‘・　D4レeTター　za・・

認のら　as・3　h・・寿、　iaPtle’　t・も弱tS　ts　pv　5エAレ2　7“ターか嚇めら・h　Fv。

　　　　　　ノ

表1．霊k類赤血球のエAbセブ9一（呑果壷禍’体1・よ3）

咀

　EAC
ﾔ血球

＝一

1

ヒ　　ト ワ4　　ぢ6　　5r4　　56　　23　　　　　35　　　　　　2　　82　　92
鮨圏P　一　　＿　　一　　＿　　o　　一　　一　　一 ＿　　＿　　一一　噂　　卿　　＿　　＿　　　刷曜　一　　一　　r　　一　　一　　一　　〇　　一　　一　　一　　■・　一　　〇　　一　　一　　一　　一　　一　　鱒　一一

べニガオザル
42　　48　　44　　3c7　　84　　　　　　ワ5　　　　　　　0　　　　　　　66

ブタオザ）レ LO　　8置　　ワ5　　ワ2　　82　　　　　20　　　　　0　　　　　　15
隔

，曹スモンキー 17　　21　　20　　22　　16　　　　　　・午ち　　　　　　　l　　　　　　　J3

マ》トヒヒ 6　　　66　　51　　5『「　　82　　　　　　34・　　　　　　0　　　　　　　　11

軸　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　咽 o　　　o　　　一　　　鱒　　　一　　　一　　　一　　　〇　　廟　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　　一　　　　同　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　　一　　　偶　　　一　　　曙　　一

ノ鋼ヅロ才マキ 2　　ワ3　　，7？　　‘6　　ワ5　　851　86　　ワ4　　　l　　　o　　　o

フサrτマキ 0　　　　　　81　　ワ2　　ワ4　　《凶・　9『　　8『　　　O　　　O　　今3

ウモザル
0　　　2　　　　曾　　2『　　2■　　28　　28　　　‘3　　　0　　　3　　　0

リスザ，レ 1　　5　　　0　　　6　　　3　　　3　　3　　13　　0　　　2　　4・

マーモ．「ヒワト 0　　　　　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　2　　　0　　　0　　　0
一　　　一　　　一　　　　一　　　　噛　　　一　　　一　　　一 O　　畢9　　　一　　　聯　　　卿　　　騨9　　　－　　　－■　　　■一　　一　　　一　　鯛■■　　　■隔ロ　　一　　　o　　　一　　　一■　　　哨　　　騨　　囑■■　　一　　　＿　　　＿　　　＿　　　＿　　＿　　＿

ズズガラゴ 0　　0　　0　　0　　0　　σ　　0　　1　　0　　0　　0

スb一三リλ 0　　　　0　1　0　1　0　　0　0　1　0
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32． 家兎’くあ・け・9C6欠：弓形偵の遺イ云と2・3の特’た生．

洞卸猷1≧、融認）・山州ゑ加俊！ド

リ裏：林永・窪渇畜一層、験場，有短老P2）金沢大．ノカ“ん研

　〔　目的）　　家．鬼ドお・ゲ3C6欠三野ぱ、　Ro七her　e七a2　．i（196Dドよリドィ

ヅe：声げ5一、唐綾．ド茅刀のて発見ミ”t’し，その後メキンコ（6iro　and（iarcia

，lq65）th・よグケンブソfジ（Lach　man7し，ノ970）の象k・jil．　t：2｝・71　・・て七昆ムされ

て・・s。　著疹うは，家鬼の恥曝寄体〉吾性のmV・裡・柔続ア司差夏を珂究ずる

過才呈r－h’・’て，アンゴラ牙重のノゑき記1・；S’・’てC6欠t負を見出し、このこtを

獅6回特薦槻嫌煙’￥A．t・“XLeしlt．ゼの復，そ縁続鯛い1（1）

c故損平復の遺イ網ヒ式、⑭nt一＄c6のイ協紗〃ご洛勧激蜻F対する

奴反四生，c6剃鋤比疎、③鬼鋪輌。6バレ魂イ詩型四
｝刻伊野ビ1・つ・・て検討し養のぞ国老t6、

〔方咳〕鮒・庸＊7薩泊鶴糖牧蝪で朗鎖集IS　tして飼旗M
いるアンゴラ産％頭を横試iレ吟興物恥ラ蓄は、塊単解1時間野壷F分離

し、一80’c‘・ン縣診係糊した。

　坑門魅C6めイ　1；C6欠・lz負）dS（：鬼のロi”k掌お・よび筋肉内・ドC6M性正岸’吻

tS仏nr械とFCAε等量∋EMt7したエマeレジ・ンを豹回国Saし，λ回

日レ噛1ホ有部皮下’＝）’司塗杭原をz遡・間蘭で9国免姦しr＝・

　全疹：L精体拓性の剃　：0、5・％の劇合で累年5尺βCを合む’・んアガロー

ズ轍鮒リ、単鋤謝脚繍8・よリ測定した・試料の畳は！rメ…

夜た時間書s5ec，，z！時間さらにδ’7。己，1時周ヒtた・

　幽二；翫一鬼C62用いた単帯被射｝次時明日野ム1・よった。書写
イ監8よ4，nt／7葦、於時周eよ室ラ孟72’時周ヒしたρ

　壁L拓遭茎の；剰卜し；5％戯作εRβC／〃4、新鮮C6欠填」白頭。・z5’nt方よ

び！％アt’もローズ・ハンクスS＄sR　9・ケ5ぱを混和酔卸を恥てゲ レ特級

SイFv、即事棚蕊血〉施喫孝包・た．試料履：はS；μとし糺

　C6；老性’阻止試　　：タ諸城料。、！κ’｛統一鬼己6秀窺ゆz堵。・！・…2　2♪ltxロし

37乞、3紛城幽郷の。6活性をデ’し囚籍皿及痴・籾測艶・た・対．e！e・tレ

てC6契‡真佃〉看芝用・・f」。ラ則を値．亀；；、メ漁L瞬乙のイ直旨み00　tした才目ケす

Aue　t“rt．しお。

〔歳績師び・溺纂〕①アンゴラ灘団恥曝袖徽損個体1ま，よノ
匹れ5匹（4初であり、欠損個確ぱメ俵見上・1，’1；i，・・く櫨庫・て“騨は認・めら’nず1
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繁殖性も塗鞘のようゼあった。

　　C6欠損形偵1・関弱交配試験の結果1よ・。b・。・1・示．され∂よう、・欠才員X

欠損の交配力、加よ欠損個体のみが差・h一，欠蹟xjL導の柔配ク、りは欠損個体

ヒ正導個体あ産与バ得ろわ振。3た知負形偵1さ修1っ関像なく2iM2．して・・’Z）

ことカ・ろ夢染色体止の劣性遺伝形偵て・あることバ回読され芦・

Table　1．　Xnheritance　of　C6　deficiency　in　Angora　rabbits．

Mating　type No．　of Offspring
famiユこLes　Nor皿a1 Deficient

x2

N
d
d

×
X
X

N
N
d

Q
／
Q
／
5

　
1

　　　　　　　　＊
9　（7．48）

14　（14．11）

o　（o）

O　（1．52）

IO　（9．89）

7　（7）

1e829

0．002

＊　Expected　nurnbers

②c6　ftdi　XR・・同昌産の正解蓉兜毎靖を鱗控射す訳とドよリ、

1ミ／本の詑瞬、線を示す；坑体バ差生さ，IL　F一。四重三物の正常釦病にこの

」エ薄三二ロ乞bとそ也》ガ水の釦亥看中の（：6活性バ阻止され3ことがら、

杭棒’よ坑魂（6であ91X　tE％i　・tした、（・・b・・2）

域
護

β
免

この

Tab＝Le　2．　工nhibition　test　of　C6　activity　by　anti－rabbit　C6．

Animal　serum　Antiserum
Antiserum　dilution

1：1 1：2 1：4 1：8

　　　　　Saline

1：16　control

Rabbit

Cattle

Pig

Horse

　Anti－C6｛
　Control　＊

　Anti－C6｛
　Control

　Anti－C6｛
　Control

　Anti－C6｛
　Control

o

．70

0

．50

0

．30

0

．60

o　　　　o

．70　．80

．Ol　．30
．81　1．00

0　．19
．40　．50

．Ol　．40
．70　．75

　．06　．40
　．93　．93

1．00　1．00
1．OO　1．00

　．38　．69
　．60　．87

　1．00　1．00
　　．80　．90

1．00　＊＊

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00
1．OO

＊　C6　deficient　rabbit　serum　were　used　as　antiserum　control．

＊＊C6　activity　were　expressed　as　relative　value　to　saline　control　（1．00）．

　　さらにバの抗血靖を用いてAgin物4》榊の己6に対す5三叉反夷・性E

Ouchterlony瓶、あ’♪び’C。unter　current　immun。electr。ph。resis　l・よって調べkヒく

3・・b・・…　示・’儲‘｝　）’㍉人，厚，豚，緬キ，山羊，犬，e’レ毛ツト・

〈ウス（ddY）に対して反耐鎚示しだヵぐ、、臥ハAスター，鶏t・対・て，よ

友叉反応怯aヰ認めろ、んなカ・つた，昏昏C6欠損．血♪肴を用い下落、イf∫尺θこ

の港頭1割いて縫殉鉛看の才尉的こ6謝箆軍陣しr・　t＝ラ，c6Mma
じζと叉酒醤，催D劃￠ザしli．平行して・・なtXつた・す奉ルち、、島．．in看」は電導こ6

ヒ反！詩’注■5示ざなかったバ・C633寸生嫉窃る凶うれ，1方てウスぞ1感交叉反斎

1生啄あっ汽ヵぐC63彦性、　IJ認め、らtしなカ、つた。
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Table　．3．　Cross－reactivity　of　various　anirnal　sera
　　　　　　　　anti－rabbit　C6，　and　comparison　oi　C6
　　　　　　　　activity　in　the　sera

Anirnal　Nuraber　of
　　　　　　　　sarnples

Cross－
reactivity．

ReZative　C6
activity

Norrual

rabbit　5
C6　deficient
rabbit
Hu皿an
Cattle
Horse
Pig
Sheep
Goat
Dog
Guinea　pig
Hamster
Mouse
Chicken

5
1
5
5
5
5
5
2
ー
ユ
ー
5

十十十

十
十
　
　
　
　
十
　
　
十

十
十
一
十
十
十
十
十
卿
十

工．00

　
6
4
9
1
9
0
0
1
5
　
5

　
4
1
7
8
5
1
3
8
2
　
0

0
。
・
。
。
●
●
・
●
●
0
・

　
2
6
2
3
4
2
5
8
0
　
0

（3♪アンゴ’ラ痩集団の各個体血）青中のCbaE　th－sc6鯛哩昆塗した

　とこ多Fig．ユ　t　”’　／Ts　i渉し3よう1ミ，5Eeeレベ’1レmtのム4刻，5三ブ掌’の騰ク午量切

tmzz・例ノ欠積のtoz8例の3群1り（別ざれ庭。二A吻分浄，＄・cム
欠損湯修：遺ニィ云手（のかご壕【￡申r－o・74・り喚獲（≒ノ；后）で濯｝在す5ヒィ友是

ぱ協合の期創戯よく一図し馬♂たC細謹アンゴ’ラ4（4／のX
工堂ニュー》“一ラ》ドホワ朴雌（〃／〃）の姉乙《磯豆臼（N／ac）8tr！lru4　C6

’量Ut、二三沸の約茅量であった。こ衷ち面こ2．バリ、募危傭rlのC5一量。ま

春心3型1・よる・量的差異さ漉す七の

〔紬論り

　　アンゴ’ラ二三の一ゑ｛続1こC6欠損

個体試’高頻穫で存左す多こヒち廃見

し、　その遺仏を乙；〉へこノ…と　こ　ラ無イギ・

ナ曳疹性撫仏であbこと葛繊・し、．血

痢のCS＆eよ重イa5｛i2　，・よリ景”9ft

StQe・ケて・函と推引した，　l　rc，

C6欠損触免疫して得た・抗一ZC6

1s、入ちa・ec’めとす6彬勤物の血砺

申C6四更叉反1を轄：を示すごヒS明

らカ、8自した。

と推暮された。

　　　　　　Fig．ユ。　Distribution　of　C6　1evel

　　　　　　　　　　　　in　the　sera　of　Angora

　　　　　　　　　　　　rabbit　population．

100

H
O
＞
Φ
H

　
0

　
5

り
O

o

竃

・●9■oら
■●賜●■●

一e一一et一一
●Dじ6●「■　o

　　　

　＝

・●

●．o　●

の・・d・↓

o●●●

■の

：：1

・・1

Phenotype　V　　　　Deficient　Norrnal

Genotype　d／d　N／d　N／N
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33． 二人ドわ脇。3催纐り鰺直黒η禰亮

京都肩立彦人・該直導1｛汐㈲弘晒・後ゆ螺・ム羅純乎

紳孝：円壕玄ミs6・ち己fi　e汐一；展蘭行夫・ホ1彦拶司

吊診彦條鯉言訳フ（・小兇科1言忌雄彦

畑嬬城人批汐べづ欄律

踊（媒♪の離・猟二二鮪ク甥1。褐勿江島7c3㎞イ炉ル’
軌．このpatt・・＾1濯伝白躰敏劃《》争勘か・て）う・Alp‘ゆP・・FF

qr6の丁丁以象，簾ノ更であらわ幅s硫玖よpekい易勃庚のμ
含め，スoj穆以」二の）乞zr汝n七s訳駕1衆人よワZ℃．b乏歌♂こ・，｝。　ま7ξc3　si（ent

ee・e　（c3つ臨御、この鯉倦含鋒侃3畷（〈3－P）E　，f．1gもZk

乏峠。妨‘悔P㈲卜此伽1伽七，つ劉幽・脚81鳩かヴr｛汗彊で吻

る帆戸倉・勧勧ハ・圃郁S厘呼畷峰㍑砂く，pk・・at■P・　？

【3c3争・に靭秦卿猟3ヒ見られ3獅藺泌tち瀦猟てu3・こ
嶋加Zの画㊧Pε〔沸築餌L纏加蚤“・　）’e立彫｝’別il・　tg’t⊂35’

⊂3F・　C　3ヂ・⊂y等邸・て乱言て珍4・働・めら眠τu3．拠‘・6叡色

二二好象しして。3の薗矯多型下記の救封しそ弔fc。

c糎萩蟹…絵解／灘あ幻1占〆の繍鰍臥’30’e一
久午’レ彫解気ラ御ヲ玄（2D％唄．ζh崎紗惚鰍）峨～轍，va三叉確二塁

薇ド斜竹。乱繍）彌、，釦レの約下身沸ド人乏リあ勧キ的1〈致劉

矛却で郊張匠論点レkMし衣．酸釘〉知（オ地勧伽咽bl・｛転（fet≦一

b・re’？7のpH　e・6で娩伽暢彦．魂気麺G俸・」9一・・le）のAs・r…A・”

併弔宮女爾した．

（且）　窃孝1人の。3｛と

　位縁閥角；のな・，健；ノ象な覧・σ曾ユ名，くっuて（L3三色う執蛮す3ヒ’乳ρ曾z辛～亀JC3一

～～厘，『名1：1－C3一’FS『里，　ノ角11　C，3－S　SA20er塁（激r）て・あフた。　なあ・SS厘

t￥）　％した初僻K卿勅己で・c3㌔耗砲．e3s／G’μ3旋メ等
のヘテOも含な嶋可能性かあ3釈この勢，E“li；　f4r　．て、・な・㌦壊：の突駿

辮（Z右彬鞠）での，オ鞍1％Fヨ．｛k詞．鷺理の解鎗むZ轍
K引1て＆fqdoaz’rl・ltz・r…eL’t！すA”てつアhε吻一瓢ミ鱗助後伽な

いヨ…（⊂3千，43s）嫡珍わ《四四れてu移擁馳雌・レかレ
S1・・r　e易働友り5蜘・c3久感応もフss伽藍ロこりphcnobypeを支寂す3．

gene　q下平佑、合・捧と罵わ眠δ’二二オ象姻「彦1ゼ行え，なuのτ｛登肱帥でドあ3Llll
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断薙で1｛なq。以ヒ．のiiisフ本人該オ斗よ・，三二｝擁3フ隻‘1　C　3‘・　O．99kじなジ，人

燧白訓q三人（⊂3s・。，▽S，ハlperムP・・PP　lg‘9）よ翼状であ多・

（2）　⊂3欠顧（C3一】））家余調査　’

　C3蚤色」重・（L　3箔性・等りヲ則定1〈ξリ　C　3欠褐（C3－D）て・1あ多；事か’歩1）扉1

脈2鰍㊥嫁総馳瑚踊・・c3サ吻断承（三論参卿。
c3な鰻広広舌性値．側HSのぞ歌ら面剛a埼で吻｝二手1罐矧吻
働。3－S部1〈e”taりd乙5．レph…t／pe　fl　SS　t　P｝飽雌・灘馳星・

二二か咽鱈の鈎キノ永η二巴f・　3個舛で（eC3－S御K奪翅惟り敏の肱配が見ノ

蝋・pkε紛・福二。3・（～一二レ乱の一Pの剛τ【・c3域’・蜘4崎ら蝋

な訂・・た（c3一←一）λ以ヒη獅左諺環で・z人の。3－P吐啄マ。3一（～一）繭i喫）コ・

ら勤1てあウ’切財屑峡の働手のこ3　phe・at＞zee　ll　C3S　t　C∋一　”　sehe

の二三で親蝋之“蹄擁憐でzt2一・鮪FAe吟F・ヒ3吻く戸・網
“称乃F：j・zド7f．一if。

　ミれヒIJ別K，両覗励礁〃｝後の！人伽t右KC5s／c3’τ残5！ノ〈の｝

β（かC3－Pじ1倒縁の四丁伽であ3豪君1伽考さ兄反れた・CH　5Dお∫かC3星E

下曽31・弱．レ卿駒C3－P礁われ細二二焼ナ踊ミ癬靖勲
欝断蝋，＝の鰯剛HS五1瞼・した髪験にり。3－N・Fze・てu3馳
煮・峻受敵三衣め，4券のpm吻，ε1）c35／こ3sあ3・’IIL　c35／4∋．τあ5つ能性

堅く，＆S”Z，6e　t；　C3－Pと口前乱し弼な・）e

　⊂3）C3捗po舶rp』に吻・riaハ七し露わK｝ノ例

　￠3㌧P・卿廊励4・t11こK7で〔くZ脅1嵌護れて，・　3⊂・41陞認・19「li・

凹‘L験ハε悉認，R92）か，　u「卿し右phenot／pe｛UヂS逗であ）．或《口5城の鍵衆

で重犬疎1玩応冠‘ηな申を惟ξ＝り凶z啄の》zar；an七t琢h　k．5例乙萩歩した。

CH・s；v・1で3ユ畑H～・4－la），　c　3後白屋耐HSの69・　e％であ・た・一7fffOの暇L

繍稼加。3－s準畝よ一瓢動三二伽η《啄色1，勤脚
tui　d　“・　WらLll（，女ヌ、1麓力二つpenkも挙・包嶽反に比糾し1そ局をかぐ。見7ら火た。

S㌍ηbqnd　tl　h・rmα1のC3－S9唖｛く：比Cマ二二タ〔も弱く気叉泳夢刀での陣k　8緻

・、・そして肋知人御鰯侃瞳1さこの碑の緋伽あり、S4
人の。3一秣リse　％’enk　z”　th　｝。やで一，賜の彫傭倣好〃鮪閻

四王激レ祉ラ御りC3紘剃竺酬定し郎＝3，易娠の夫をノ
幣も擁西瓜庶勲こ切灘の劇卿爵一一　nv・　C3一？’esヒした

鰍4）・こ蕨二部徽彼3㈱｝醜断・てあウ’観ナ卸あツ、かフ
七ta　n9　“e　rrin（L　rF　一b　C）　L　17（ri’”11引易易0／i果の　く31A－310し“1～in　11心く認められプ｝カ、・た・
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　　以L炉これ㍗でに楊られた豪奄知多塚であ》。

隣郎伽て1練杁t・欺α3物〉山廊晦駅ケ壕吻徴
的τあ｝・レ液㌍・て禦峯で報拶乏れて（，3　en脈蒙に鉦ゼ9繍・秘凶sの

珠帥・（3c3－F　p醐εの構：か・島い（‘Sg＞remsen　ge　Dis・噂197s，　SCht￠tz・亡認．

lqD？）．ヒいう，　VOLriAntと承患しの蘭二色汐孝入Q苅卑に禍回り3・＃71∂函難

で隔じ貼へip　K　40・Kの1舛働脈仮化一段乙狡重し葛）勿厩
1｝／人も寮タレでrZ存か．た。
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34．　Ha／u．oCbt7a．vu　ハ帆〆“　EeLto，va．　（Hハ丘）　の一象・ftじ…淳n童’発現オ験1与，ζ

　　下す5考察

藩河骨ミ牒LkO　Aト劉久　腹咲海姫宮秀行
gdi’

O智略雄

ge化i海～重下学医汐省j孕2内斜・

妙二二欽蓮病院クノ内騨

　Hハ丘・；CユINHの℃的あ多・・17』塾的苧毅少によ・？侃らt一　Pt　5．持

裏撃諄腫礎目し腹痛乞萄徽と可うづ稀4下弓z・，幣攣色丹覆イ生」早撃z・β5ニ

ヒ鞠ら，IL　2い5・本町劉7こ九，，～醐蘭岐・」tつカ“’4＆・＋報告され～A・

ワ．　奇己』b●ラk木，　天野らκよ，？カ・、tJり鮮昏。舷刺匿｝寸かP“ep．zE．・られ2し，う●　H

ハ正の諄腫の成砲に劇し？，a．：痴L㊧，葡L嬉．楕｛犀象にかかdeる多敷の

P4dibUeしβ繭ル礁の鰍伊想定t池2いうカ、　そ吉
飛七の原爵？“あ3．CIIN｝｛り調ε少移ツい？ぱ．　》ソL必レ　の”ハE　の逸：者2“

aT・・vγ3ぴレr一み輪で章に”・娠・　”の？K’　rs　te診多と‘’う

版置旧ムく泌みち塵2いる．

湾回御セ17糾，門堵8のMR　・jHAEhe・　hi・ev・iレ，症例り覆封

を』しび2こうしたラ2雁寮現の後ルに劇すう’俵鋭乞典際に玄正明し之彦ので・報．

告す3。

《症例》

　KY．　IG才　々性

6才碕頑よリ手指、前部tt　，U’　tし婦踊レ角斜里椎り痔臆力・出現ずうよ

うr．4リ，同時に腹痛も頻勢すろようr一’i・た。その右一聴覚解し2いた

カ”s D　t33奇工負より再か「ラ重潟皇．　rt隻下野～イ乍炉頻即しレ．鞘査をイぎ6防マ当科を脅診し

た．礎診時乃肘陶鋒下よ1，前腐浸が手全｛ネ’｛及駅伽n一β鵡ノ血らか

あり．をも拓乃二tウ扇町2“診・た。この露畦一ζ2立・で搬し・・腹痛があ

り、白血，隷増吟辱t認のられべし，5。Hハヒを疑い．t・K下のよウぢ殺封を

行づ．た。

〈材料し三吟〉

　撤枚血靖・t’全で一ク0’臼・（fi’・t｝玩鹸五時κ電解し～用・？一。凍ag・　SS解・1

緬92　・iいようドしku　e対匪正なヒト血踏1甥妻浴ユ・fbよ・，得た血錆を

P”e　レーク早しtr一係轟し杉彦hをイ裏用L1㍉

　CH，。口庶2〃の％夕下多玄ttよ・た。
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　c1，　c　4啄伽魅しR・Lrpり方ラz，￠2．じ3，じよ・詠木うの加煮’・従力・’

・P一・CIINN，C11－6v，tZitW‘A；，v，Of・2一侃maj■．ldezutu　n　M4　，7β嚇

wWh｝t製月・rM殉・ルμεM・　？一・

　Cl　INHのjUv・Ube・Lω・a7，・じ1・膨〃n：nVLじレ・AGLMe乙

些贋レでる，ZvんmAnn〃あ弦，ハ丁三E　e差贅ヒす3P月慰蝋’℃よる

ω似ωじ嘘字2測定しP一。三ルhaレラ幻生のラ三夏はκ人｛薬汐初循生杷摩教

室’も俵頼した。

＜蔀果＞

　CHf．　i；　1・　k　h非薬作時32，・“，発イ備34．ノ“e・ta下しz・、たカ㌔両kの

間ic差13素目水，なが．存．　又．山系内r－CH卸絶循を示した煮厚惑Fか・た．

（図1）

　Cユ，4き煮の発作時，非発作時を壱あ？、ij　，f内1＝・危下し？いる創耶み

られ．rJが，　た。

　C41a追云が．非発作時ll謀e／・，驚作時14、ダ≠と三明rc循下し？い庭か・

、両者の向r一回忌tj差は危ら，itしtJが・た．泉撫内2・は研親が2／，201・に毒ア

して；おり．　母方からの遥・伝であうこ，ヒか・示P凌された9

　C3しじ583二七9省あ．合’倒が正尚～・あ．た。　（表1）

　C1園H　膝．’曇白量：z・み3ヒ．非発作巧3！ダ〆，32％．寮作時3S，　sl・

Z・　tレう廃虚時の加・増加L？・，3樋向1・あ・た・しかし・PH　gtV’・よ

る剃足Z・惨，非端作崎’4，z　el．，溌作時0％2“．廃作時r．　la塗？のCコINト1か’

摘減し二一S　rt　5：・ヒが明らかしな・た。母親のじ1）NH，才蛋白｛津涛3し

76　・1．？・あるか・，こホ，7Z惇穿艘，腹痛発・作博畿葛壷レたヒとがない．　（：表2）

　Kl一畝画論t；　一34s　ny／Xe．　，ぬ一pm・uaメ撚’13“伽2／a？et

あ．た。

古老・杁r射fr　195よリ翻重を出現・．直ちにEAeハ暢∠6ん棚倉・・

点ラ商静珪したが．ラ穿臆の’伸、雇1す阻止z・芝す’。、三刈cA授ふナ～・あ5’ううかか

わらず1声前腕全礎F尽ガ，更にfi・手よリ前腕・全’体r一撚人レみ・ラ削睦に要一

し出時向右そ九7㍗の・発イ乍ヒ同誌ぐ盆く短編さ：れti，、・た，

＜考集＞

　HハEκおsl？伺故驚作的にラ多暖か生ずうのか厚三際のヒニろ不明’7点、

が勿Wh・外傷tj顔・よウ誘環財ziv　b二じうあうカ“・でん与2〃レの’わゴワレ

tl・こじt＊・・。｛物’をの症例で影回メ｝，ラ二品蓮動f）・e”～囁発を試勘たか・

いす巳覧智恵’功し働・・t”。ラ主目ミれうこVl．　C斜NHが蛋白量Z・み｝限

り．鮒争．非溌伽骸厚tbビ変イしか惑いつ1・対し2，嚇Z“み多ヒ
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、　考YL　I㌻時に，g≧マ　ゼ・0　8くづヲ　マ　し津ラ点2“、珍多g　二のこし　c：11～H　嚇

が・残例う限りラ多子Pt・“S　Eレtiいこ乙εktiKし～みり．　wuaの孜説に

、近い喫例」考之，られ多．bUN々の症例厚・書凸島や永爪らの症例レ嬰，；1，　e，　Hso

つ砥千罐庵・・．el・laく正常マ吻焼が、二十ある…・．非登イ轡

。姻Hの嚇が147・・9・z・　nあ・～か保4与され～いたF一””’うレXL　fa

い●

図1　家系汐

田
囮

男

e

◎
⑭
○
女

正常

死亡

ClINH’減少

発端者

未検

患　　者

発作時 寛解聰

母　親

CH50（u） 34．1
一　　32、0 一　　43，6

C1（01・） 106．3 117．5 132．O

C2Cノ。） 14．5 11」4 21．0

C3（。ノ。） 75．5 79．0 93．0

C4（。！。） 183．6 145．7 112．9

C5（。ノ・） 104β 128．7 92．6

表1．　補体成分の溶血活性

患　　者
母　親 正常人

発作時 寛解期

蛋白量（。ノ。） 36」5
315　」 一　　76

100

活性（。’。） 0
　14、2

iO、48u㎞t）
N　D 　100

i3、36u！mり

表2．　CI　INH
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35． c3定履の1家系

　　　　　　　禰喋立魂欝写輩行気

　　　　　　　鰍触醗勢ぎ一永木菰．麟餅

　ぢ知ケユ例と婁われ》乙3㌘穐別【㌻つい■報与ぢ》・

廃怖豹7博天のセ児f・10天の垣傘形灘那，Dロ5序度秀・撹も
，関画集，廊藏雇砕あ｝びしうテλト歯里ヶ亡1痔・）＄乙Eし肴酢∫甑偽

〉，（復、スアワろ傭肋殴則ちう’アz、、｝・野寄補イrp〈b（ee　yo）｛r労ヒ砥他

麓鉦。透諺謬！留傷1饗瓢慰案編髪密宅ご饒

じ辞すSとく4べ〔t・　h　tc》天客寡ビ・乞の）ち34　Kじフ・・？0〃∫『0／C．？

謹も研誘鰯麗餓（儲ン卿聯須梱・）勝闘ト尾）IK
の乙3欠後門（N一　tg）が1発劣ぎ｛～存．〉の2・分冊両州・ち！含あ迄ユユ／くめ

。3庵らあ｝び吻性【sハ／ffβm詩O∫ro％eイE　E柔し、！全慶事1τ正一常・

鶴潔盗墨銀ツ衛び擁霧驚〃湾警霧葛姦；生

も「8、・9

　2列の乙3焦擾別じつ・・マ肺砕峰的7蒙幻工ρoLTe（表2）。　C3）〈タトの冷

雪避誘・修排峰瞳i’　1τ、乙（z．，乙2穐《直、cり痛匝乞’易・花

，r’A、＞Aらの値侍ユ多7）th　lム）に差，・臭ウれ存。穿Te　2別ヒ毛r厚　αブ．￠

（i漏bl　C3左ア。　L》♪し1。よりreeCDtO広’ム々＝rψ曳、　工A．砺惟，．Kathr’碗窟

伽主、k）の今・　雑。値‘・側∫・跳い’ア’り郷観馳あ・T一．・
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履2，

　　　　　　　Case

　　　　　　　　　　　Sex，　Age

　　　　　　　　　　　Narne

　　　　　　　　　　　Diagnosis

　　　　　　　　　　CH50

　　　hemolytic　activity　of　compllernent

　　　　　　　　　　　　　　　　SFU（e6　of　NHS）

　　　　　　　　　　Cl

　　　　　　　　　　C4

　　　　　　　　　　C2

　　　　　　　　　　C3

　　　　　　　　　　Cs

　　　　　　　　　　c6

　　　　　　　　　　C7

　　　　　　　　　　c8

　　　　　　　　　　Cg

　　　A．CH50

　　　　（CHSO　of　alternative　pathway

　　　by　rabbit　RBC）

immunochemica｝　quantitatioh　of

complement　and　complement
related　proteins

　　　　　　　s21C／lA　（mg／dl）

　　　　　　　t91E　（mg／d｝，，　＊　of．　NHs）

　　　　　　　s31F　（＊　of　NHS）

　　　　　　　　　B　　（mg／d1，＊of　NHS）

　　　　　　　i31H　（mg／dl，　＊　of　NHS）

Reconstitution　of　CH50　by
purified　C3

　　　　　　　　before　addition　of　C3

　　　　　　　　after　addition　of　C3

1mmune　Adherence

　　　　　　　　by　EA

　　　　　　　by　EAC　I　42

1mmune　bactericidal　act；vity　（E．coli）

　　　　　　　without　Ab

　　　　　　　wi　th　Ab

　　　Reconstitut；on　with　C3

　　　　　　　without　Ab

　　　　　　　with　Ab

　　V卜10
　　　　　　ロprOPOS　I　ta

Female，　14
　　　T．1．

　　　SLE

　　　5．2

　71，200　（42．9＊）

　19，200　（17．6＊）

　　　　625　（43．1＊）

　　　　　70　（O．16＊）

31S，OOO　（10S．O＊）

　12，550　（135．0＊）

20，300　（108．0＊）

　75，000　（114．0＊）

45，400　（214．1＊）

　　　　〈2．与

　not　detected

15．5　（39．7e／．）

　　　158．1宅

34．0　（197．7＊＞

75．0　（143．1＊）

　　5．2

35．7

32

64

10

10

40

160
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vt－18

Male，　15
　　Y．1．

healthy

　　6．9

192，SOO

24，000

　　　　810

　　　　　64

242，000

　　4，400

’15，500

56，400

38，300

　　　　6．o

（116，0宅）

（22．O宅）

（55．9老）

（O．15＊）

（80．7＊）

（10Ll堵）

（79．8＊）

（85　．5＊）

q80「7堵）

not　detected

　　13．5　（34．606）

　　　　　　82．6亀

　　18．8　（log．306．）

　　33．0　（63．0＊）

，

　NHS

40．0

166，000

109，00Q，

　　1，450

42，400

300，00e

　　9，300

18，800

66，000

21，200

　28．8

　　　68．0

　　　39．0

　　　100堵

　　　1　7．2’

52．4±13．7

　6．g　40．0
33・6　not　tes　ted

　　O　25664（i’ 獅奄b奄狽奄盾氏j　16，000

20　4020　160
　8P　not　tested
160　not　tested



36． 遺：イ乙性補体第9二分二二症

　　　　行冷暗，蒲忠雄，跡痴8，広韻イA＝
　　　　til納歳徳　　　喋京文を医彦部物…療内斜，

補醐喉飢cr）嫡症1心しt・よ璃の静ンUteヅウA　t・あいて，

箱掲巳：　es　1，健隔胡の一例が世尋砺・じ奴敏験蘇．ケ鳳轍

、さ嚇油壷虚し山窟㈱も莉》F臆あの一例ダ。軟二二直砺3乙と
硯“出丸のt・；勤病歴の急心一意闇倫につ・・てIRtsr　（r・＝一報

岩寄’1｝壊壌ガあrみ。

　　　dGi　4i列25・ユ才男・卜主（H．0．）　21：7崎・虫＄t7除。22オ1考・．寸二二腸

盆画にz．胃十二心心切除．循後一画南端っz腸1甥窪右あ・こし．再・今虻〒．

妨・。sgia．再が喝胴聖芒点し鵠庁石うけ島を銅耀♪囎化しAI〈

雛為三島翫た．山勘協剤賦与1・イ叙に回復19－2s－9．03才時）3

、、3し切蘇．むよがゆ着惨く葡二リチ祈蒼妥すて俵．的2Dテ周・建康tz雌ごくて

さち、　＄・一46．特鉾怠己様症→だる存4．佃・O台‘。産布3二二排血均豪し．

ユ旧・ビ下鴬しお9　このよう彰肇魚良能漕；♪v＾一‘，・月1；一回のわり窃uずεb・ユリ，

吃の都度痂生制ち三二tlt　Zい穆・を勲俵1一二移賦グ誰く。酵隆ピに苧

蝋→燃であ・仁凱S・“9・よリ．乳嵐制（げフシツリ餌明飽1ナて畷

与さ此て孤。心志整作：ザ三見しを《存ワ．賦与プ司1ま健康iz愚ご（てきA・

　gy2＿1．悪Pt．　、弟Sりつ24半なう．38～キ0●Cの二二が＄場す3差うt：な・

て．再び・．近医1・z．適t虚．＃t　＄脅t｝の投与E妾ウzい危もss2・lo・一角乞に

・τ．刃蓼原病ヒ云われ．汐レドニ．ン15帆9／白ち殺鼠さ♂しasさ：う’こ存っ寸≡ノバ．二

巴作の槻囲鞭聴樋r一。s－54・・3心病記晶晶柁回診し．

ス徊曲説認継あ・s・・／・“ω5・一・4位（正獅5口刷
ゼあ各＝ヒ宅指1商ケれ。精査の＃め〉、院．。＼F忌中は魯3帽停価、vK・Stト，

瞬1ζ臼立つt：所私ち認め巧・毒心bあ・二らrr　bNつva・ηで’3画・瑛逗記

しr一。2通後．与。．csの捲熱・畷も主宅腕1τ叙齢r弛．腹騨純」X－P

’ご，場層i：特肩のニホ㌧影温血認め．庸痺・洋イレウハヒe診＆「一t　tした。白均鉱

轍18ユ断・CRF針）、　Ridi　C一♪．防13・午7μ，R　b　C　・4eg　X　IO　fP、、尿正導，絡

蚤匂6s9！短．　DUN　l9、　LpH163，74フツノーギン4s∂甑2ん認・て∴炎莚

ll・y…の煉蓋所見、ガあっ7…，り下甑幽魂癩の9ガユ肩孫1二千：熱．VA瞬卑・v　S臼lz

一囹37、5・（L二皮の魏如熱の莞勾巳ち7t一　r＿obN“．・挑、　X：脊，（ピクシソン）鞍与1…

閑塊しτb・）wvas世謁晦く存。仏cH・，s・1沸固・単’立均後ガ
あっち％め、c3－cg綴｝｝参・卜sも唄ソ促，しちヒニ：う低値で’あソ．膨く千＝ト蓮レ

一　122　一



べ3こa・O」抱疫化心的挨対．c9碧血・参惨毛行rea．　Stの鰐果。軟絹

非」ごあ3ニセ♪い等6児2SJ’しノ乞．

　　　方…起麟物・則21｛．　・）　’h4a－v－en．　／ilt　一　b　Ysの碗雑が姻♂部

図無臨画蘇碑・畜量の鯨ち敷単戯し7r2　．　ct，c・4，・c2・，；所之砺

菰1。従，，．覇鍛し、そ泥1・き，てEAcl・i一、　EAe4・muち作製し仁。．e午・“Ckktet‘レ

Vv卜画意．　C6帆破覇サギ煽1・よリ豪1庭し彦・C3，　C　S’C6’C7・C9・　CS　tes・

c。Jt。Lig　2・S　6リ購λし。りの輌剃sx　E71ct－7耗8危し酔。曾βりヒ癬

の鰍剛・嫉し危．th・cg・t3へft’スF7tよy’」R｛s）s　tE　e4の1劉；．金爽罐

医鱒が＞Z可り玉壷輔博士の御ti意’二より．杭ωヒ標郭竪琴戻与“、た

勧｝お。c暢硯隊9％り疵cg毎有右含ん恰‘占’広アザ・’ス宰一こ4帆

働盛ちうゲラ．・彪降輪り丸二胡現湿した・

　　　　，kE果：の補伽舎惇唄・胞，し）内量洞噂嗅り定つb一・fi　rsの蜘

rセも示す。f旦し．（：3，　cs，く7，c8，　cヲt1一検檸の脅つ・コント1コー’し、　ノcH　5リノ7≧

L9。一3z。）ICい、鋤・‘？一（1、1←S’11・・ct・“）；　c4，4・14X’・←q・2跡刷の

Cユ，267。ぐ2？・・一一“7・・ろG3図伽。（‘岬・）ノC5，5ユ，3”ご3勿7”2

c6，i・6ユ＊’D3（・・S5－4，V’・3 b7’3・2脚午仏6κ’・sクノ

C9、　4・・　￥t・S（3・2芝の、　cr〈ZS・’ω零’・り・C3－cg　96（3S“7一　6’・！

で㌦CH3。，　Cラ，　C3－C？Uth2　qcZiatag　h“’et2　pt　F　Lτい糺cg　’2　la

、s，ve、i．cs｝P　E恥上場有かも．　c8急ち用い葎場彦げも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H．o．血・輸叡コ

　　　　　　　の　！Y3σt以1二の峯毎e＄　t監　E示した。　日・巳思えて・5圃13と“き象ツ》ト財レ加痛
遷し．剥叡倒8・I」．Jk；　t2　as　ts　e示虚が・．・V”　ts　te（・　es・t＝よ3酌

歳の影響が“考えも此た・

＠．免疫磁的樋．7H。・・嫡・」薩・紘・

勧・去でゲ納・自薦例耀・へ杁
卜7t．およが魅掲橋博士よツ疾与さ二二ウクヤ“

th　cg　tu　sE　e．叙暗線E　‘t：じrfb’・ft　e

一オ、コントロ→レf並5痛の噸r障幽5瓦tz．r弘0・血s青

・傘卿3U面一⊃臨く心して・t＃’．

帆甑鳶頭劇誌3c暢白の測欠τ・・眺

”．o、1｝eく魂膚輪E±e“ず’、一オ・匂

さ“ﾜの忠武fia一＝一Eの。二値は飾枇36伽2μ

（tn・冒4．7）て’あップち．

　　　　i

antt　C　9
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③塞族歴の挨訂；両親1よ奴心儲♪似脳鱗購塑ヒも死七し
　　　　　　　　　　　　　　　てい3n同耳包4・べのうち’入博二．ti・k3目ビ

　　　　　　　　　　　　　　　　死申してお’ソ，唱F｝3．2・・り工・0・ノSO，ノド1・0’　t‘

　　　　　　　　　　　　　　　　つしa　「己鹸令「「し1陸。　 く≒H5rot”ヨに‘］＝㌔0， ｛～3／

　　　　　　　　　　　　　　　　S’・0・69　で’低下しZいr…一）、“C乙ト’Cb

　　　　　　　　　　　　　　　　竃3轡範田ビあ。移。cg下平ぼ

　　　　　　　　　　　　　　　　0縦ancルつtt・しdこlc）ミつZ・＝r・0シ9．O・ノト1・O・

　　　　　　　　　　　　　　　　のい方“詫1￠6岬町出ぎれを・tb　1っア三〇

　　　　　　　　　　　　　　　　ま九6礁ゐψプ去1・掃ギ’闘魂

略及応τ“ほF“e工tz示すゴε4・・1・　，S・0・、δ．1．0ンS・　M・0・ノ1よ中兜の3ム

ポ拡散させr＝坑cgヒ全く魂降綿E生ぜず．絶場老のH。q三下セ同
様を塊鍍■e・re．2．‘h，　6’；・…Yec・Eいん袈な・たコンゆ鴫伽育ごあ塾．隠

よ、リ周回宣べてガv’tcg々痢1症ゼあOこe、かし’⇒彦之さ・にた。

　　　野原、長が釦壱宅角：　cり欠　Sh在　t■室チFて『倒，厳米・ビユβワ（島梼・博：土

1。さ：3）報雀ケ填てち・り，季症例疹書例1ヨにあ芦3と考2ら改一コ◎これ．渉て・の執

：reりロすべzイ礎常総。｝“ソaらS己ぎ♂していa・pbN一．季｛伊1旺・原因子明の’～ユ臼｛自乞，く．

月壱勲倉蝕リ飛しうじ・・う庫、τり4セ；と畏なって，い三》P　二dし博，ひヒたひ∫停内壁。・量λした

比椥鏑甲西弱・聾唖V隼停り感座臥能と飽当な均衡阿保っZ“硫
のe擢之さ丸6が、ぜ染病巣一Eっ奇ヒリ5：ど　ctゴ々存が．捧．乙の場！B￠曾馬

指儲3殺朔助斑パ細歯姻喝蹴酬1二捌鵜印環雑二杉が
犠魚切．

　蓮伝献1・猛て17悌絶停励r告t5Zt両esリビちらopvへ和齢
ff・c．あZtして．ヰげ。軟綱偏確季博まxがかか士ずあz．一
・オ，疲場性容仁tiノ劣・卜生の場含β匹敵le　6へ〒ロ毒なづ牢τ，“あ，1陰…」ヒ｛て．牛ノくメ7w・

輝輝今悸ヒして望ボ3確率1■毒引々縁ギ孝8鏡・ビ・偏惇童伝のヲ能・tf

が烏い．なおN・・iの開門認すべく瀦3世κ亀鯛五中門恥ちしk†tat．

伝ヒか3ならt♂∴補体粂璽白で・　t｝　Cl工nhの遺冒骸lz平磯〔Z．　“もナ、“．己‘みh欠指

の遺伝￠・lt川和嚇娯遮伝二士櫓あ）で。瓜h量白は鵡勧伽欄f

l。tSli51のず．・の。軟哨例で馬1檀ぐcg看臼が存目しrf・感ガ」ffth　eiえも。

tsあ・詐蜘蜂の蹄嫡（願噸励ρフの4糊。よって．H、α輔の馳

能1糊働3地ク・ら．c躰耕3瑞備。γ略って三下珍協￥’rSFCひ2
e17ig之艶七、っfな・　Ut』二．沸停霧†s｝St‘庚・危疲・化彦下押苛，咳蕨調．査

膨ありcg欠埆毒．ヒ考えうれ3・9豪乞執零し穆。
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37． 層・関誌面兎1■かける血．靖亨＆．三関二二㌣のG聾し（：51zっ、、　z

　　　　　　　　　埴一旧．真張、仁！2木隆尋。栄ll増唖雄、搬「集．岡凪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（豪夜医匁・愈璽蔵）

　　　　　　　　　走霊智隆弘　　（za’JLe医、　唖．ヲ暁多　ダト涛『卜）

　各誌の骨・関評疾兎匙勧・Sの血＊（〃S例），鰹周節琉（？廟）のG卜　tqり

蚤自量匙凝i）定、し、闘箭・知L，≧お・、、一は、モkn“れE闇軒旨し㌣のatb“ta：＾備Lヒ」の

至恩ズ’下めた。補体系タン’ぐク一義｛（ミ夙eよ軌i5甑’tn・、ドし重．零・な役塾IE

は出すかけで浮く，ψお竃に血腫猿“［ケ（サ伶工）ヤi回し剛」鞠の顔〆飲。繍嗣肋軌獅伽ウ（楯廻【）謝

黙嶋舶・＝か・一も一高晶晶鍋δ・Gゆd乱心｛」の聡嫡渉・
4して、＾蜘一回助伽幽LisE．eす3a“｝ツでなく・n’KSく購卿網識筏し

訂遜化した油脂艸’t・　’Vreの画酬・晩鋤伽龍titaす3＝t・V’で㍉：　eL　tg　at

ウて補’俸条7“にh》aSk．　i低5・・喚考1（≧はa㎞心血陣暢に勢・、－・e冨e謡al夜蕨分

であ各。2kUM山idん脚・冷S（RA）の福因論た；）“，“肥．　tsgcAAtti’s伽の閥与・隻示。災す5筆く9

準Rrあり、我n豚面輪謡講のa｝・t　OSレペ’しiZ：5gVl　liil．．　L．他の骨・闘符衆

亀（舛，煽fi嚇潮面5，0Ste。“7elth’S，　oStbt）stUeetsa）でのG争デく≧と比鮫，（－勢裁・

　　（n料と零惹）

　ke＝飯大鳥ザ厚生キ蛋病悦整吻ト耕直受診し起危潅電君即しし庵．

衆Aの診断騰、a願酬幽幽騨轟帆A“oo’othbvLの診断塾㍉庫ゐ」のっ乙リ行なわれ足・弓σ1』1♂ひ

・赤SULseぞ再艶rvなく悔5｝“伊⑩呵台5豆も，フミ瓜蓋グ’し一？。につ、、－豚・標心的

毒診断、危1ダ温く「愉58“伽r冶5（T‘）」tkづ’け箆●

　』飯豊：〃一直亨，　麟（斡），脚圃亀凝A（’の，9繭卜（re）ド応（8）・eshρPtnA胸5（7），醸0伽齢Aβ）ttつ董

、検査した●」殊血」後，血証しは望碧L一で6b分裂，z《e（L■噛’20φ面二二之セ、遷しペゾ分禰直後

＿7びくに像有した。

　堕：9’例守，頬㈹，耐（zg、de3me）i““ve．　｝。～鳶蹴雛（PVIP）（SC♪，　ttつ幾梗査した・喰

引橡集後，9’も令継いゆσG4・條脊，　A5Sas前，i）S）・aの勘ω幽幽低温（嶋ω

・で3りOCで60分di∂est“eVNした後にオヒ乱し尽・

　一；∫幅』山辺1糊、。．d書細臓（SRU），）で剛1しし左．亘れそれの晶晶ぽ6トび撫

￠3ヂ》鞠で務5．

　デーり一り坐鼠：5転d顧†蕊・卜ttST’kより向、、，「戸．。vial　g“r出志そPt　k“れF寸est一亡tC】咲．

し，湘面甘一1tst　n“行った。　a｝t　C3の狙関臥kendatlの）nnk　Cetrelato，N　ltよリ1解新しフミ．

　　（紬・果）

　血．3負守の’終簾日本人ix　h・け5’Sオづ・＄％一オまでりqVtCjの平均値は・」〔

れ≧じれ亀’36、SX　Aユリ噸ん遼，kos，土久，73塑賊である。血・箱qt・憂広傾ヒ（Ut　t7M）ept・th’sずtS亀

しく増加し，朗窟励鱒1飼，・鋤・泌禽趣正常人t　ttべ’隔げくe・。・1ヒftor　，￥　X
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有匙であ，）　，布鞠PUt”くPt・Xtなり，。sT。、，stU・・。．，eL　’nr巳覇鬼盗ゲ騨，定．血場

9｛泌℃寂砺正re　K　t・tべ哨匙差岨｝れ奥武PtbANelUV，　rs，　eSt・e，rs，e・，・t・・’s

では看兎勤“な　v・・s一．闘笛豪物ai駄槻畷震は、M．TS，　P」Dの3つリゲルー

プでの醜勘なく・tq＝U謎．・X．・〆嚇眺R－tつ一・い・3なbOe

の脚の輌5～5’・お…　zも．下し3ω帆血・症であ5と分なt・“N5。Kの紬条、算

h・；簸E■，陵丁3ゴ厚でなく洞ど勢。・嗣細ずφ・凸嚇旧い・3・・3慮賊

分の刃賊の比率・IL　Ut　1率は、喝鋼しの凌出量，＝e饗t　“N　5レなく，2．　s

’魂殺で■5値と一”m・・k5．閥鰐飛守のG鱒、凧・t　fs・・－化勿2．のグ，し一

ブ）Vt　q｝｛：七。％馳．繍茜麟しく増加する。ゆでは。協咽．痴ジPくe．・。1・t・fi

越τ四獣酵、6謹鷹P伽夕ゆず疎硫勲・邪，i；ta．UN，左。

闘99L†0臼臥M，・　rs…－臥C3畳、％梱．繍。1滴儀t張し化ep　Zつ’、

としべigk2v’あ・左民TS・1・　P」Pでta　ek鎮”as嵯添，x一．a｝t9の二

丁応血靖，二丁歌ttノ＝見Sec・eu・，X一一．

　　　（魯喫）

　RA　9・za　L“めtし一倉程り骨・三二羨池hか・・㍗裕’体つ遡怯ぞモの査白

量は駅臥思す匙甑工・・る・風M・絹体の正油伽る怖鹸齢、夙’・

よδt「s　e・KN・rs・Snの三儀では・Mぞ鹸伽鱒・ではq｝レペ・’Vta亀しく

増加し・一二．rs，・轟。鱒鴎，蝋い・夷癒駐つ摩一ス1・　x・・、「・2i・q“しK“

’しは一矧r・“乃擬ヒ脚わ7・・定・卵び遭三寸臥qtレA・tしゼ％酬・
be（ttoもハ《の漣』竜「寸し6g∂ナゴ瞳‘剃bしフミ．．bUNeJNU　ilder「しもつ人で毛，、圏し左な．・、人．■“

舳睡ぺ’い隊△・・）s・e　・“・rs・。｝e増帥q＄‘・…’“，艇い榊・きり紬泉

ヒ耗15・こ幅，我々はlme・n・醐ぞ焚慢噸μ。〃・ヒリ鯉亘Ut・†5K．

の夙亀イ才》弧蔑イ・脚z脅・・，i’s，VLム就姻り豪擢t陳く肋馬樋剛遇し

で伽誠伽睡処理しX．．所’覇リ、絶対畳しして判定すぎのにより賢opet

M，K“S紳’・よ3ヒ鬼嶋・切増姻3、R・」d7～の報儘妹うた燃かけ

5帯下りlyPV，　MEN，et，X，一，勘兇5t“うこtt　）；言色Le、）e血・fi　gば三

無ぞentt’増・伽すSび・モり程度厭G1ト九ec」べ’回しく少、、．卿⑩幽’「a“♂dのq達め

ずlfNに増加■5・S・モ3く．　こ」り亀づロ豚，　N7perMSU’SM尺は，eA　tNみ、、てC」’へ

の卿曽伽’隷・■（3・・sX・∂e・he・・＋・轄凍毛’t　at　3℃鬼“・　S．fiz　・kヤ　n　e　Sk卑の

9量tqt1　h一丁閲び現ミ眠な詠，Pt－ut妹、・kS2っっas・俸な二二’zSE

下し・各穐り骨・二巴泉下マ1副回りpbOle’of　E　ntPl’欄与しZ・・5購え

s帆る．
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38． 血盾ぐll値κ1短財矧。

老田　痘，勧’り原9，疲運一k，ラ震：厄

轟紙誌．fe’り4画面．（犀協淫’「・　wユ

進，an．　．＊秀孝

r力初．

．4礁脅欠，

禰吊輪のs・i　bccmp・雇・一つで幽晦いい7・

看勅ア綴｝吻鰯’3伽・・諭伽加淋副走・そ．ツ
き一心・・’卿／・・値Vの艦齢つ・マ｛萩討・「・　．

　　鉢象：福島彦Kr2肉糾λ院x・Ntクほ蓮1；宅テの患君τ”、ヲ茸化器

弼・、．幽幽碗蓄イ稼貯審履・兎棚筋臼伽
　　威薄℃考斑馨（表工）1；　E　　罪’tfヨi　t　I－1のビSi　iハ健・＄威人維

た｛

蒼庶二二・蕗者血

‘く1印の卿1r・つ

・鍔原痴表

六タ

7ρ一’レ血看

ε　　・巷　”一f　イ直　‘ブとゴ。／“ノ｝　　ヒ　　　‘　　・～　　u「ヒニ　ベ　　　　　　　　〃a

ア・あ多。噺イく器馬素・で・ず所血脈、

ei・　1（灯移東必彪（ムC）・r〃3止4ti　7・t

煮電畜く、次t’象n凋ア突（4片）、慢

・燈月快≒擁伽・，廟膨避ラ・楚

彪・∫疑，紬織・託デーノ・ガ醗・

よγ重い廼F，7、し々．ヲ勘く病前瘍

、刀望直疾患，〃縁奨・n反／託ナ空肝心

で、dイぜ常μ危・藍子のえ・4・i」夕nt

ない。呼吸器咳簿ゼt看変看く，
　　　し

腸旗涜ゴ＼4，S乙Eで櫓ア芸示し汽
　　　　　　　　　で亀　皇。二の寸　　　　・・性銅k

／z94ヂ・たイ6’」z”　tllよソ

が認あ5淑、ご〃su値と

の掬ノ肉〆み531てた、そ

素建去ゴ透押しラ寸て

直彦4多‘jで薩度

力く、．ケ数則K5・いマ

κt・1刀萎ク1くがみラ

訴ぞヂ、貯微動看ゼ

昏で彦望ぞ武3二t

tあbAゼィ矛ぜ釈影ヲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ

吻’ピ3〆タ雄刎苑し

’り。ブ，を富め3κテ竃

、伽臓昏ガ’介彦イえ冠

あ5初心塀

看明な〆邸

の／取有童

の／blfて噛＼4；、

　　　　s

い 3者，

　　れれ

倉

表1： Clq　eoncentrations　in　sera　of　Datients　with

various　disorders，

Peptic　ulcers　（n＝12）
Cholecystitis，　stones　（n＝　7）

工．iuer　diseaεes

　Liver　cirrhosis　（n＝12）

　Chronic　active　hepatitis　（n＝11）

　Chronie　inactive　hepatitis　（n＝14）

　Acute　hepatitis　（n＝　7）

Nonspeeifie　reaetive　hepatitis
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（na6　）

　Intrahepatie　cholestasis（n＝　2）

　Hepatoma（with　eirrhosis）　（n＝　5）

Bronchial　asthma　（n＝10）

Chroロic　bro皿chitis　　　　　　（n霧　5）

SLE　（n＝10）
RA　　　　　　　　　　 （n冒13）

Uremia一　Chronic　nephritis（n＝13）

Caロcers

Esophagus　（n＝4）
　Stomaeh　，　early．　（n＝　7）

　　　，r　，　advanced．　（n＝　8）

　Colon　（n＝5　）

107．3　十　22．5　Z

98，1　十　19・8　70

168．3　十　40．0　r．

138．2　十　19．7　％

122・9　十　26・6　Ye

161．8　十　26．6　％

106．o　十　n．o　e！．

125．7　十　10．8　7．

134．9　＋　25．0　％

112・7　十　15・3　7e

107．1　十　22．3　％

　77．8　＋　21．9　Z

110．2　十　15．3　Z

129．0　＋　43．2　Z

124・3　十　31・2　7e

111．6　＋　20．9　7．

110．1　＋　31．9　7．

117．4　＋　35．2　Z

。．1　m　Pt　？t　5　。幽幽畜・・値V不・た

　　　　　　・漉47伍碍E系・た例〆dそ層

　　ぬ荒1琢翔，aてのビit’・たバ．C〃fClイ直κノ剰

　　　　　　　・・儲輪卿4矯摘蘇の・・

　　　　　　カぐ釈診ぞ那1f’ワ、それ亨癒／，1　・f

　　　　　　　　　5．脅多λ院プ1多くt…至ρ！9

　　　　　　　　　rてカぐ！健1卿～／フ。％t

　　　　　　　　“獅・，ft。亨癒貯韓窺嘘の

　　　　　　　　　ノ多簿・淫ψ存ガカく催捌釧t♪ラ

　　　　　1画司

高値乱し

塑翻4

to、ずムご群ゼあ9

れ．回15のゴラデ数：

しτ・ま’ ﾌ傾向ち

汽・e1多’≠胴多Fの臓

9劇症肝知3物多賜亥

　　　　、丁田、6〃50．

　　　　　、苑雌彦ギの勿

　　　　　　．！姻t・素9が

　　〆狗うかの動ゼ班

一　127　一



隣宅ve門下tてし＾5であ多ラ『1能轍4↓売ゴぐフ7い。

　表v・〉・・て尊い〆、Me”ac！・〃aノ＄a〃脚a妙・刎力多く7・・’≠砂〃1〃エ／免7Z　fof　・　sD’海

値t示9A“ ^usoがこ炉・・高「直v・宅かかわ5ダ確壇邸捌6運繊（．Ut・血

煮の4銑’so　’cのノ畷り3C19値の49アバ彦瞭｛・蘇乃灘〆煮臓・！”

5Dぶ瑚乏1能t修ス乙r＝63’1ゼ減補存躍挫を荻・皐グ3t．（亥滴の4S’　f‘ノ5汐を

、路勉り施漉σ〆ノκ♪猛乏R、ノ6，lafO袴ヒ瑠加バ鍵あ5水・易熱骸り

〃鮪〆吻・ウメ給・粥補槻’胱姻釦7・、itOP　・／s　2　b；AciEi・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　と鍬efg　g嗣い7切ノ伽轍’励ア練の剃そ訟バ！剤捲｛alてで3マい5バ、　ij

御仁・街糠1〃・罐…Pい島蜻で健・・ノ鞭鐸た艦’・V・、
’‘1多5・’id　pAaSe　rad；〃’mm脚a∬aγz気κマ繹ラti（　a廼‘物ゆダ1・κ綾功と（lg麺

〆卵叡測れみ醐’」？9ぐri　“ノぐ、；〃脚？伽卿7釧望例κうし・一7の岬姐

え尾Ml｛1ヨ廊・た・畜；th・・海・脚々〆値t訴・1〈∫乙ξ護ゴ・9ぐ伊麺μ遜疲

錨し・利、齢’勘傾向〆シ〃・〃輸似屈飢、㍑例・η・ノ酬κ

〃ψ飯そ・エイ〉ういtのZツ」乃◇のκe　flZ一彪の「・卸方ia／ノ・・ノ4〃γ・と右日

伍e　，f・口砿∫LE・∠c・檀5耐の傷猿若’撰肩物筋
ララとラ考rえ，多zi’（メそrρ

　tlo．　　　　　　国1＝Zv，nt“he‘伽んパ陽建イ列の6∠含　　の椥一
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39． マトじ㌧1’生嬬黒焦。鏑．

　　　耀人矧揮・皮創　　　　、
　　　　　　　　　　ラ猫放論，力麺之黒檀，伽偉イ℃b
　　　・鯨かち緬．

　　　　　　　　　趣瀦診畝繍，

恒41膨離霧雛1鱗甕蘇擁鵡鍾
で・・編、蜘掲轟1幼わ・ピび’タ“ρ

冶〃μ教習孟つ女舗麦セ冶！じ匹，與1蓄糾鯉〃夕・！，そう魔

⑭桝t劾て？　lzeそり琳配り飾》一品襯莇護麓
’論点’励卸耐・と賜挿幽錦爾蔽一傍殉・矧
雌餓別て」蛎レベ1しτ二二嚇捌耐ノ葡ラ6卿ん〃艦才岬礫

吻るもつ賑えて芝《・

劒’ま擁編．（一嫡鑛昭｛り9ヲ〃斥ワL」・，」四翫回り　ci　P’

凱編撫総凝華1軽羅録
∴薫製忽編灘易灘1フ鴛山田
誤りラバて呵蜘ψバ77物唖み泌，μ纏猷る艇聖地
k．1　b・　・L　y（i・・ε夕伽撮記躯グ多・ノ形ぐ，擁弼働妹乏く，

妬献砧物チ刷謡わん
無難1儲￡　，幣耀llワ1騰係
（t　DN　5　・’　・・”tt　I」　，o・7／・．ま五尺賓助・．冷駅程芦…‘踊．繍望粥副

滞｛多く．嬬赫嫁・・’1舛多くh），h　？一．

簾9〃」，c膓筆陣直る磁纐〃例紬ラ〃・擁圃噛耳
ks剛，ぴ旧例で㌧セ弼痴伽・ま姻赫励碗・フん綾復
回ピー砂湯ノリ醐圃’sE，　C拷窟力溺〃ノブ’クτり協
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糊留鴨撮刃ズ灘幾」〔鶉　霧
諺離辮綴州亙が正御」z』1びい1縫

1驚講雛翻1蕗購講詳
こt　f一　es　9・idit、t，よリァ田一慨壱勲搬剛ノセ猷砺魏け
・物て、、る。

αrに♂ε・fβ㎞π砺帆 9β6vereωi碑陶・4 1β♂》ぞrε
M64ρr吐寸ε 劇＆
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汐’ら・・∫6・’・

ﾗ†01胡
〃／0 ／3 ／0 ／6一

C5
п^乏・メ ／0 7 6 4

　　　一

R

13呉・・咳

〃 6 ヲ5
　　　　

R
唖麟争、　　＞40σ．

6 ケ7 0
　　　『

O
　

一　130　一



40． じん回忌巨弱竹う補体成分の卸起～2報．）

　　　　　　　　　　躍鳥匁二二彰部悌一肉料誉教室

　　　　　　　　　　　韓　啓司，中嶋鷺奪，彰碕徹三．一

　葬1∫回補体う旧訳ジウム、に於：t）Z俄’乏「；、じんま勃・直直では罷秀晴血漬

03，（；s　の低下nC見られ3こtよリ，ca乙ter　na・t　iレe　pa／tんtoa．γにより。3

ガ秀悔イしエれ弘硯5るC3（ec／Cka，了す7sラ1一キランが整袴発現に関与し

でVる可能」，性’L報乱し1三。！b7sNf｝）t”乏はこ吻愚に直しZさらに検き寸し1三。ヲ

「s　A・　B’c3aYすスラト秒ン『 ic3a♪・．P卜・P　ehd；　n（P）・c3bエNA

の須曇1足．乙ηロえ＿zらにC3／　Fac十〇r　B（B）の6しc七ivcし士ionめ，j角與と乏二

三元二二電気ゑ重力正行い履討し1i…：。

【写象．並ひ｝一に溺宏）　じんき・疹1占現患孟監二ついて、血殆補体叡：倫a．t、cv関連．

因｛｝・てMあ：う　ci喝ノノ　C1≦；ノ　C4，　C3，　C∫匿，　c97　C30し，　B，　P／　C3畳》LNA／　Cl，

LNH乏しノそ幽しそ’幽しの」梓｝弓四二丘ユデ青「E．伺自し、・し一寸」’一・；トフェロメ・一9一（’＼～う

♪ドノ1＝珂頻話しE，樗摩血殆に・なas血滝〔ヘキスト）z　eqい、これ

しloo％と，しZラ則衣…．し「E＝。　C3　ぽU：’B〃）coγしVersfonの勅ミ箋《トは，坐論自邸

4。Gl二心放置し蓮，四竹玄住しZ得1と新鮮血殆1二ついて二三テし丸心電1気永勤

t行，「自，造，影剤でじんま秀芝呈しτ三二着Z・は，症状孜善後、の血．殆E論い

・造影剤し害嫌勧で3n“c　3。分間反忌地1乙3KwBの二・文元免感電
嵐劣K勤乏し行ッTヒ。

L娃果♪　じ’ん牙；疹甑硯，晒亀着血殆ISて列：211険体4激’績と表に示した．。

Ct（垂∫「工卑彦】で亘．lo3、o土円・．77　6iS：q6・7：tl」十、1ク　　C4：　99、q士’6．，7／　C3∫

6q、1＝Lio、∫ノ　C5二8i・5工q、q／　cq二96・7t16・　1／　Bl’zz、7コt17．3／

Pゴワ。・4一土に≧・5，　C36し：　13ユ・3ゴ」竃『ノ　乙3卜し～Aごio4・．4・tlB、5’，　CJ乙～H二

101・1±IO・1㍗牽）つ1三・

正忌：ヲし免’夜電気疎i勤、こよ1），C3度二一Bの￠x7　n　ve　b∫　i　o　n’E検き寸し・「三しころ、

C3のC3cへのC．oりve”sionε誕めEガ，　B　t＝　r；Con・Ver≦ion琶認あ助・

・F一。造締嚇脈往射馴＝じんま壱のe　PtLレ算言訳噸・ω，CS，　c　gり

六下と．c3氏の．ヒ昂ノPの低下ザ誕，めちい丘。二茨：元免殺．電気1旅勧芝行》1三

ヒこ：うC3・のcont／eh≦“i〃nE誕め1三ヤζ，　Bの乙onVe、iC、s了onは認証られτメウ、

う1三。急看血．活と皮影剤乙該験嗜面で反証芝t1ヒしころ．同俵ヒC3り

。・n・vehS；・η乙誕あトゼ，　Bのし。のVeb　S．io　nσ伽・．1…．．

備気）南回報凱防うに、C臨。4に愛勤堪，ci594kんど正常
値琳しr；こヒ＄　’）ct・・s∫ica乙Pα移吻の関肋叙伽毛の乙榊1ユ

1～「とρ　C3惇6q．1：Llo．Sと・値値L青、し忘ヵぐ、　Cぎ1；3L5＝tq．9，　Cq　1；96、7土
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（6・iし　’￡eiCmih観　Coレ叩onents牲暖動ηごウr3かフτ三。　P　r3ワ。、4・土i’z，　s一

し低イ直；L示し，　C3cしls　Bz、3：：t　lq、o　lc鳥値であり　、　B　も　i≧之．7「：上i73ヒ・仁：無

しLσ　C3b］二NA母IAiVCI工1）H　l＝i’；；・蛮．輌13尽いっ1三。　C3巳於Blこつい”ZぐOtl．一

Vehsion　L絵劉しT；1こ5，C3エ・　t；　Ce。L’汁∫ωnε認あ驚民Bl＝1誌鋤

5れTjわ・71三．＝れらの糠1柔tT造．鷹！執にようい丸諭…疹憲煮血靖め成簸度Zい

飲’」輪嗜rki二三継干しほぼ伺様っ傾向L示し・巨。以しのこしょゾ、ひk券二疹

整轟噺」C3の鮒1呵沸カベあi？，ろ白白C弧の覇とCSの砒ナト
レct，十ion乙をlt一し，CScしモヒ皐・35もt乙稔卿1マれ，　iれらの『アナ7ううトキ

ランが’・mast　Ce‘しに働ミ、し7・9ミ》，へ・ぐり〉，SRS－A　ireS乙直離

し，これ5りイし誉イ云違」尚喧、により罷症苅うじん寺三疹う有在ぢ3可能性が’枢

強tlミれる，　C3のα，c亡∫v・cz．ナ“c’　tAヒしzr濫I BIこα，ごf「レ・‘：しflon乙誇疋，め’了1ぺこと

よツ。3a（tiv　ec†orによう。3のacti・vat・ioりの司寵性t・sr・卵マ…B5．造
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41． ∫L餓輸く紺る一体気態

二品天工匡彗獅ぞ一息新馨徽塗

　鱗修司，中鶏湊鋒、勅埼一州

　．9し三追丁6⊃痛の補体15〈　Ao　kぴ飼素因〔3！勧足し　：補体ハ％性条麗Fにつ

いてrk｝z　fし仁。

一品びに鱗）ARハ誘断桝を4囎ン㍑筑k∫三三24
例4も麟、につ・、？淋しVrN　o翫の看の碗，　CIS，64，　C3．　OS．ご9，

’7㌦しブorβ（β），F：）ice　Par　oeZ‘vN（P）、乙34アナつづう’4；うン（ご3疏）

（二ろbレyA．乙lI〈屠につ・、？，それぞれA二念：抗め矯を爾一1。し一ザ．ネ

つ比0メ　一　’9　・一　（1＼づ　う　ン｝ご才工　！ヰ》Jv％ら‘’）二丁）に．よ’）f2　J，（してくv　；隙孝1伍〕指

1くi．；　Q8佃薦（ヘキスト）をのい．こ尋へをゆ弟2しで二二し脈。5らに
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e。。、v、vsi、η熊空灘⑪でく。
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Ci・ll．，CIS　，64げ1瀞錦？，ご3　CS．　Ce　A　l響町脈励・Jt3・　3fPO

3戦杯q（架めあ～M之。他n’210Jτは脚台ん1～倉群体？貞Ciη’らc932＾の

格丁が1尉3・相諾して架あらλ仁，争捌藩二言ひ三図係数を表に子し仁。

C’1宅ヒじ1∫パ二丁はh‘o、901，6　i，Sヒ御1ヒ＝臥イロ・♂4：乞乙’3：ヒ4帆

C4ヒ乙らこヒニαぬ3・64臨御tヒ・e・　・9　y・9〔協・R。岬ひflご勲ハし・P

蘭動9：3？あら．P，　B，乙3b1Nハヒ　（：‘f＆Zぺ乙3乞A曇日関も底‘こ示すン

2〈ehK？，a，篇e庇rしソ岬・力・廊誰下が生じ勧1憎しτ文卿」？

t：；‘，P俵びじBb11VA　A低下ヒ（ンs，砺《低丁二二ダ）k。　C3州さ！τガあ
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ころ．　C・3段｛〆TOtC亡or　B　Pt　Co〃・Veles／oos　g，家1・あ　r〈・

　じ）Stじi：馬蹄関観Z畷外書関（レー0．e67＞　！示しプて．C．3‘z

lllしろ湘離示レf妖ヒ多O，？t・1；♪。
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42． 　　榊晶晶認ル嚇ン撮

診ゆ態ム竹舛二二垂藤え冶（京瑚祷ゑ彦針大孝

拶ハ刃材）ψ疹多嗣誰君彦そみ弱扉一潔崎露

緬‘智1計姻（忌火挙穿3｝甥身）

覇．湯翻にかて噺刎紅検鋼抑ど・嫉勧擁助黒
酒譲グ。ろゾ、震孕硯ユれつク乃よが㌦・？ZKv・脅フご翻ダ二三1夜♪差工め屍

拠移レてい5．・）Z　・1・｛Ft（t．　．踊幻仏膨1下し彰友畷4希痴態酬釦）

も謬1是ずIしと糎友匹二千しa　fa　M暑9しい1二二が、研荻亀をヰ吋肱爵必

から掃og　i・hS・（殊幻《〉三聖ノトtO厩κ鰯噂四切し1‘・μヒヲ

駅Σヒも惣騒1て1＆一）。タ乏η仁6耳裾iE・ψ彫繊卸あづ5倫禰イ軒励・氏平

すし～じ房vv・voの但多及蚊誘5㊨〃1ぐ俸tf〈、　伽〃：加ぞ海惇そし一Σ訊そ
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吻幽ノ身の回忌圏制旧4確クV淑傭戸詞昂でをM．”す5劾堺かみられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ミ濡濡59のの、粕勿ス爾圖幼砿’司mv．　e一ん回忌肥り瞬し

4わ列彪碕伍“）《徳イの二条㌍三寸夢ヒす5のからのし乏のあム≧じかラ・

轟糊定1骸体の1勉磁髄ケ柳曜隷て・・跳6護ご循凶としく
んグ戯後千ど撚’《劣レ3〃tW－OPであ5“Zf・／dO■L・v　D　mp

締藩羅驚；驚粥繹練篶寡鳥

総聯撚驚辮辮撫麟鞍
亭島簾第翻朗貿が74幽）の荊∂勿の棚蛎

／　5プノ回漕の乙i（9．乙ゆす5＆劣壇．

　0恩どを、了・し血急泊〃覇0．f2・LCレニ∠2，／8，2，4，ム0〃のノγ2ヒご∠凋便ク／
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，舷罎参丈～亘魚＠夕／傭醐で’〔’lk降ばじ日㌻o猷Ov一存5・ク）vc一訂しそつオン魂獲一セ

禰礎・《、醐緬グリ伽礁鵜ノζ庭3メ比叫θ疹徽ゆ
いて・Dl｝1家ンκ％∫昇食孤仁。尾の網9海〃）8凶・己乞・ラ・あ急滴v一〃・・て『）同

撚の擁躯多3フひが橘綱才勧蘇翫多紅．

￡．づオン姦勧嚇ψ禰1本1卿財窃覇薯
　健忽人・4・乃‘の、tat滴　o．　e〃・乙u．纏4め％．後のNltc2　を勿九務6星海穆を列更（

n・伽）廠め漆吻緋卿婿助齢海彪鵬の仏鯨
、翻12卜｛”一nフ則えに密／・・z｛4、干網を洞当拶淋す57一、め1野宛碕の鈎いグ才ン

多嫌鳳1劉題ぬうσいヒ蘇弾よ。

∵耀電鍵雛蝋纈識
グ／三門、41遡存鵤翻祖匿復ア轟伽礁終世覆唾

λらPt　t。

以閉ン擁を諭6齢ヒ乙んごデ旦Zi　fJ　va〈e　〈・圏し勲爵τ舞9響

1鯛tて，d．3フρじか雛詮微の諺滴を便閉4＆4）ヂ螺よし・、ガ．安祷～上凋難

論’ブ粥μ灌似て醗〔焔人のが徽ぐあ卿緬略定に伽ん
み。挨下側洗脳潤して砥艦核掬マで・あ∂。
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43． 補体4・。・dac・ivati。・乞・nti－i㎜・n。q・。buユi・

ヤ7篇圃平　　田）七二　．疲骨芽1　　城田必事A　彦しり紋一

琶L藤九癒　（疎御廊鉱藍氏矛’麻埼）細til誹り目（同汐多協符）

　　　　　　　　　弓　　　　血須二野体CA　25・て　　　　t；’例1・つ5．麻血

血下樋鱒370じで竹いIK　lt　，・剛いヒ。　r｝F。．y。91。b・1i・は旧列呼3例じ”、ivt　ab

ら齢t”。

　　　cro58一ユinked　immun。ads。rbentめ作膿1乙卜血秀2う3％下知廊下て“Z7“ロブ“

t）ン粗4＞　si　s循、ク・・でDE旭celluユ。8e　X用y・エgG　X箱懐レ↑く。干割工gG＊

2，S％　g1・t・・ald・hyd・と“k　e”　・一夜放置復、脂・τ・ザM二。・1M　p。・ph・t・buff・・pH

7・4tVロ下下レ伺伽陳作t（う返レτ・。さらK盛戯液じして甲・・う。．、M

9ユy・i・e－HCl　b・ff・・pH　2．5て・読脅レ最終蜘・0．0ユM　PBS　pH　7．2て硫分・…％・卿レ、

30mg／叫《露遮．夜2作鰍レK。

　　　S・・㎜antii㎜・・。91。b・li・m。測足l　i㎜un。・d・。・ben七・9険体ど丁丁揚，t”　．　S700

！瞬間、さらV．40じ2ク瞬間放置復．…島況Kてi㎜・・。・d・。・b・・t・　Sか離し、％

伽二跳脅復anti－immun。gl。bulin　20．1M　qly・ine一ヨCl　butfe・τ・粥ムしf㌔・殆訟・液

t：PNaOH　Z“Ψ妊1く農レ、LCべしレ手ゲン（ヘキスト）を印い2＄o免義グロブ”

ン薇門歯禰肥しfく。

　　　㎞ti－i㎜・・。9ユ。b・・i・・吸収どbZL収凹め正降じト血ラ肴r及げ鞠響：浦係

CA　S示可血矯をk6ec　30分置非伽4じレ．　i㎜un。ads。rbents　V疵　d’，370じ！瞭間

及ノ鳶復遡祝レi㎜u・。・d・。・b・・t・k衝諮，Yのb醜anti－immun。91。buli・’吸Uス皿

う靴してく，吸取激｛臼行r｝。で・・でi・・躯勃1ヒ鋤恥酋灘謬し仁。盾血痴・

鰭量のじト鉱痛X轍本麻渉レて伽臥揚令夜940Ct　1・保摺髪、護瞬閉じ＠

ラ恥fU’1ムレ、痛皿乖柱・笈化sじヅブ酬循・毎採を用、・2狽促レr〈。

隔宅1衛体め・。・dac・iv。ti。。（レ人千獅本・A）め糊禰診日の上Z・、そ

濡翫軸町う）と覧興野壕・・．現仕《・・ろ陳囚1・関レz　（f、c。y。一

91。buli・ワレ囚じd’1碍るどでれて・・ゐ・PN“、・ryg1。buli・、，論凶i」れ恥・浦

4本CA賜樫血滴わhr￠レ柔ビ千蝸＾滋，が多い。今回1］F・・tii㎜・・。9・。bu・in　v4面

ρら補体CAを三二レ興瞭ある錘果を得秒ので報鍋・｝、

【河象r　liN“忙秀議⊃　　　　　　　　　　　　　目千涙倦落右

‘託果】L血甫。。ti－immun。q・。bu・i。綴

補体CA腸控鋤看t幽雌，群1・比鰍レマ、全て南、・anti－immun。91。b・1i磁農S
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6、畔（・・b…｝。　賊フ・・ブ’｝ンA・・・…　IF．　V・嘩列・B例P・’・gG、4副

・判例v，’エgM，・gAであ。て・。c・y。91。b・・iifa・a9　A症例て・1：；エgG　・nti－immuno＝

gl。buli蝸値Z尋レτ二。

　　dn。i－i＿。，・。bu・i畷蝋4本・嚇性血漏碑じト血ラli　A　A影響

袖・ilム、込面可。ミ。。y。9・。bu・i。《袖られ・ハ・酬1揃遡樋　蜘を骸

。nti－i＿。9・・bu・i・馴父踊畠山・』碑計踊へ《纏・丁．an・ii一。一

9・。b・・i・　　　　tlk　qz　tgZ．ヲ看ev・い方・ぐ葬馴又血ラ恥PP　L　t・　Jh）r［・にr・■

唄ら。・に瘍組ラt・ag　di低千V・’　9F　）ら“・L　t・　（T・b1・2）

⊂籠翻

直証、M心因・・ク・・マantiimmun。，・。b・ユi・A面・・磯訂帥・瓦r・・今幽

蜘し哲箱峰CA御漏獅・IP・・てt・全例・・F“Ccry。91。bulin涌無・1・・’

帥ら’
P・・，鰯’酸…・iimmun。・・。b・ユin磁め油τ・・’i　P7・⇔幽のan・i－

immu・。91。buli・が禰’｛本（LA・A原因V・ど“he・ハ働可のtc川二つ‘e・　th　di　anti－i㎜un。一

9・。bu・i畷“気温蜥励稿っ・榊’体・三二釦恥f唖（4ρのi・　F”
、・て弓法“抗禰獅柱・2　tr・　q　’sk　1“あう・・“．・．　M　antii・nmun。q・。bu・i・吸貝艦靴

非吸収血矯田印い仁て￠～『PtPじFlTる抗・浦体「潅性m：平鮒て・17・　ロ目リゼ［二・anti－

i＿。，、。bu、轟鱗1壌・・て鰭｛続三三二三・rの楠ハ忽繰・・

パ1神体・踊陳彫レてantiimmun。q・。bu血dl関i　・・’・9k　C釦後ざ岬町回

る、

　　3例じドいで。。y。9・。buユi。・儲め沸仰ぐ、　t醐硯二三考禍Z5・

血脈、嬢馴巧・・tii・・mun。9・。bu・i・が修血・・F・N　’Z・gG　Z夜ivsレ（エgG　n

画面・・纏7・襯巧3どぬ3）anti－lqG－lqG　c。「nplex　X　2じうのて“あろり・

cry。9・。b・・in螺・踊断、・姦例・都・・2e町教1・触ら戯S・ぞ磁て・anti一

、gG．エgG。。即・ex　　磁V　’z，　VX’、・・y。precipi・・t・　＞tし・Z・∫瓠めら圃

、・、・わ屑。。・ub・・ri・。mp・・x・咄硯ISの1・　2F）ろう，・・巧“祠・レ2榊亀

体。A【，　pa・　、・て。。・iimmun。9・。b・・in　a・麟び維立抽f・叡て・あろ・
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Table　1．　Anti－immunoglobulins　reactive　with　human工gG　in　the　sera　with　CAC

Case CAC cryoglobulin
Anti－lg　（pg／rn1）　reactive　with　human　lgG

　　IgG　　　　　　　　　　工gA　　　　　　　　　　IgM

　　1

　　2

　　3

　　4

Normals

十
十
十
十

十
十
十

　　151

　　　75

　　157．5

　　113．5

80．7±7．1

　　16

　　27．5

　　16

　　12．5

12．3士1．3

21

250

18

　10

：L3・4士6●8

　　　　　　Table　2．　Time　course　of　the　residual　complement　hemolytic　activity　of　norrnal

human　serum　mixed　with　adsorbed　or　unadsorbed　heat　inactivated　CAC　positive　serum

at　40c

Residual　C．　hemolysis（g）　after　kept　at　40C　for

　　O　2　4　6　24hours
NHS　＋　unadsorbed　serum

NHS　＋　adsorbed　serum

89．4

89．9

82．3

88．8

75．1

88．1

59．7

78．9

6．7

48．5

e
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44． ヒ：ト就体よりな3：抗原抗体複合イ声の、神体によ蔦可溶プも

島・碕雑や画面｛広顔面ノ

払全汎尺学がん珂冗所歯冠生物都

心京大学彦学’ア物療肉尉

航廓抗侮瀞物ヵ覇濃度の席体と3クed・（・　1〈i“’すsと、・短髪の菊卜・位

下がおこり、∠動．雌榑で臣位Z・t7d・くな5u向蒔に就三盆伽負為伽ヲ・Ap　a

組衣＝勲感性1・誘い畷イも力吻づ幅（抗原杭体複β体面申別・爵

可憐も話線て毎鱒刎尿一滋沸〃・漸ぞ／認貯留廊加9翫誤認鰍幽鞠）

．い魂泉は、／タク鉾％臨磁ωザ確1・」’）てuevめて見幻蕨ω

勉後那幌にS・フて．補体が払原紙体つ緬油焼τ・勘と、・う奪い・1概

余が明5カ・’漏れフつあ3（で「諭し」献血1こ卜す3綜説と〔ては．丈献’2）ジ

4♪参照λ杢国母は、ヒ1抗体よワなδ杭歯並榔沈隣・物参、　ヒ匹勿待にψ

フマ禾溶化郭刀、どウかを沃足ず51・めに7f’（・・P　1・。

房イ1㌫ズ料とオご勾（可溶化油壷っ潭淀一）多禮類っ，復令体童イ覧製‘1…。そ

め際．・れ寸分虫t’；予め荻射鮭ヨードで練識丸て～k・、7＝u液合・体‘よ何れ毛抗

寒心・俸仁もり穿量、ζ附攻，τ看r製‘A．ω兀撫〃‘4“魚画』∠一一と一み孕←光・体　②

餓童胆拓三一ヒ吻細面細動轍西里拓卿U・脅就体．可帰
化反濠吻測良は丸歓の6ノラtO〈行つ1・．　ぐ豪雨緒現玖ラ測定）千め血

ra　t　3ンキ心配一1・（《拡ゑ杖伽1更・岱体も．　E♪↑ん存狂下でゆ型ヒトPtue

ヒ37ヒ、タ三論絢蜜豆せせ海．及斎液のP・ノ再応り、ノブ轡必プ聯d，．．）　．，L（

の．i・一　1・　・・3：／ck，　c．ノt・p　xOて・ア冷均遊一べ・（阪一L塙とノ畝ソー・〆と・A9ツ’・マ・詞

．う餓’険管に移（　血・球’と縮合・〔てい9孜加・徒ど上蒲中93kSt　fSk，、ε・才一’・、か

ソぐカウンノーで’刻定（た。

〔知嫉劒57．トtた三種嫉っ旋慶体は、tト痢曹画備（～’・、f／θと

3クVc　z・　Arンi＝N・一トず3と、イずれも、速やか1頴「JZYCしみ。　7“q，uイ

ー碗磁ぬ・ωぐ乃4撹体）づ場’合うノ列t図エハ示プv非砺蜘惰，G　L＞　TA一

三勧。」観南τけ！坐く亦溶化戻象は謎めりPt　7U’．IXg・た。こ微涜吹1叡磁ル

額こ帰郷即興燃ぞ2淑τ迄ll灘二1麟甑
知遡濠け到翫卜血痛れ1司じレt・“　iレ〔謡で回復〔1・．と鵬ラ論々績1武
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ヒト杭イ体よりな5気痴更・含体毛、閣と歌まτ差1観ペル全てのメ災！5体り喝為と伺

ガゑ1％「捲化d乳3ことE示して・・る．｛「洛化し1乏批原彬偏隻為体は、ヒト

欲仏疎膜に対す3親孝pl隻（免痩粒備反ノ＝・、一伽〃曜〃扉ae．1JZb．？e〃威）芝・全r失

フてU・る（図2・λ，

［薦察〕可洛づ仁現象湊・生体内、4fr一人体内ぞ毛起ヲ♪”1かどうかE・　；C）1べ’る

勧の学捗とほこつ祈完E・一・’f・八．紀り影呆ヒ蹴伽V’　oクラス

ζ身チig　e，！ンノ）かう成3複為体㌫「夢〆cd　3ことか禰あらぬ氏s「溶

イ6tた液，合体19．とトま．仏球のエ！4受寒体仁素「す3鼠っ1生乞’全くキ寄た7」’か

つん可捲無蘇‘才．4鍾晦犬・劉紅南渥疾裾野・ゆレ卜う渡倉体炉

ez’eイン物べk一・・一レ・ので鰯巧臓て・あ砂へ類働現象か生伽艇・

もお9）5t％25kb、も乙こ蝦定t・・　．i！1一いナ蝋ご神体はせ鯵内の

三二糊・顧・の豪郭統獅略・と旅・5こen・“て“e　b・イ可’故溺は・‘諦亦

‘寸フて鰍及罠勧雨量・㌶紐1葱せ勘治峰予て撫蹴徽ん

塞鵬￡篇撫塁ψ弩繍溜；寡1簾り磯際舞轟心

的」き・義と孫ρ3ことも「s「穐と々う，ラ．

〔丈献〕

ωvlzasel・Zl．2・　e，　v，　a・・N発・吻・咳u．乃。◎ノVat・　／eid－la・鴛・〃8／97s

ω　フ紬ノしら〃幽、7加轟偽渉．β航些2』ノ／．．？ろ！S776．

ωBdq？teo．　e．7　zadtt，（2・ωuas‘agタノ電命魚笄・z馳勧／嬢4ム曜卿4・動

　　／45＝〆タタ7

ω門門4ぬ．〃♂畝　差㌘欄h・4畷・曜．da！722・・3　．ノク〃

　　ノく底堺九ノ3aazkL・・

（s」t　7rwh．　M．，．e，．t．，．．，，，＝cuf．？　V7Emp／AVez！・　／Lf！Lt．　s6．／9M

⑤　フ三鯉口∠ノ4る血ノズ滋あ∴玩吻6．61i「L／34Z〃クZ？・
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iS　L．7thnaU　tWsi・e一琳射杖体珊々線鰍峰勧、とト新酵
　　　編仁よ95「2容4（』．
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　　一噺砺媒＿磁伽ノbUsth（tif＄　2、種々ワ憐釈9ei、　k－
　　nt　t　3クθご、60参㈲インキsベー1・こ庭獲、2容液っ一和をゼつ磁♪芝

　　ノいレ乙落3必三一を茨定じ、1謬1ゴ芒レrA為在7で。型とト
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45． 免》r蔓　　li夏．ノ∈き・イ本　一　　ネ南「イ本　E乏　　応・1二　　」～し　t丁　　3　　1～　　下モ　　m　　暑1う　S￥　1二　　つ　　、し　　「こ

　　広瀬俊一，大壷伺八郎、竹よ良、為橋舟ぱ

　　　　　　東：に医～山都　物肉・素！盆画天かん研

　｛目的〕　曳寝箱合体が箱林1二より可審化r．眠3撮．象ぼ，為橋戸1二より

郵靴収い3・エ｝a　en　（＄　」・円3山面合｛和1一方劃ウマトイド
困：｝ヒも夜応・可3。　二淑。》の：ンしか・ら、免虚血冷・体が有雁可31ズ態。函亀

よび，そn1心境，ざらt＝，ネ畜璽俸、　Fi8び，　PFのあり方のh｛。丁が’免姦1複倫

イ漆扁艇〃レ惹・歪ζt二1肉増減しマ＜・3もAと更，．thしれ3。　　リウマトイド〔云1；t1；，　各

君A自己隻・憾寝愚、訊・よび，　t）ウマ心柱疾患P窃、・、マ有石1て3。　　しr＝わべ’

つて，合評1丁，t）ウ？トイド因等q存雁が，補’俸1二よ3免荘；複合《本白玉ラ雰

イし1訊1よ1〆’117†フィうトそう＞A薩tlE｛；．　ttbSoτ丁ひ3病躯｛薯YE　I粟艦う：e’1「カ、巳＝っ

・貿樵れ一1ウマ44主面勘廊・、鮪複心編碗官話1櫓・↑㍗1ウマ
トイド因手，痴よび，補俸A役，劇につuマ考蜜1三斌〃β。

　（方ラZ）ラ麟’瞼樹優創面1面一τ、エtz！；’でラ・ぐ・レしT：卵P礁脇

面恥し梱・唯・伽距杭1恥1τ、PNP一系ノ1館筑獄が、
PN圏陥謙鮎して籔姦睡桝ギ覧よ・膚卜工審磁1耽同“秘aF
廟凱謙ウ寸t“PNP・・S7　rtギtm　rk　t・，　PNP4？一esAτ1㌔景愚比（・カρ礼37。ご

Z時向，ざ9〔＝，4。ご3a固放＆し蔦復，室A沈祷物E’1）i酸綴街う夜（

セB．S，　pH7乙　α1鉢イoZ）1｝て忌忌し・｝Lk　E　P・　B．　S・に再謬ム韮τせr三宅q1E

梗爾しr＝。　最終的t・z・・tA』／lh・？・（；しβも・角e．・o・2s（s“A3♪伽～εとり，

二utN　t：　1％ぜラ船幅P．・B．・S．（G・PB）の。．（・・2で加乞，丁今1㍉補体壕しし

て幽しト」嫡・・e…？　E加ZZ、3ワ。ご6⑯放置しr・　’f￡，！・、・・…P．・・…，　2・Vp9・

重肌，L血餅ふ1↑3放贈ξ尭↑払全体への画論し，　CPA（ご・嘱晦
RtkeUL‘t4　cti’　vt　’T／）ししr。血ラ青1二よ3抑剃の報瓠t》1τ、窃PBn代・l　l＝

RA位i看，まEIT，乙津じト血ラ青互。．　oナeve・加1し，3ワ。ご　2．時「臼友素謡加，

エtE鷹ラ矧廉しL直感藍㍉補、砺～ヒしzのじトエ1駈渚“．s・・1Ehb　Zマ

CRA・’E判定しr：・tl　bマトイド因脳働丁，　R　A一そスト試菓ε爾・・，倍

数稀縦竹。鳶包希漏終暢住稀釈倍数ε毛・マfしr＝．
　ネ南’1動セi締倉↑主の隻寝複倉俸が’RFし結’合しで場〆含i二，；補‘’さじよ3可濾IG

が起3ρ、査ρ、q挨討E竹，「二。　す琳‘hτ1，縮，PNP一杭1年’E．o，～！イ。／2阿β

で琶死後（pH？，20・∫～L（eZ－rrrs　b・ifF・k∫1室虚2頃向），　o、zg　M。疋モtg一

ゼマセ1ト‘了マ’ぐドで’マ［し布　1レイ⊂，（o●己60分）　しr；．：もの1…RB、∫．て”透オ汽し，
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⊃ψ・じpNP9一β∫A案毛昂適蚊⊃で伽ir沈瞬’庄慶夜；複か面恥fV　b裟　q3。　二

の毛の1：、補1る1三伽乞てq≧A11．測角．しr；毛nと，RA毎希’，　NHS毛力Pえ’

マ、節1証ヒ同vi〈丘海博《0俊、補俸ε加工，　C2A毛測定しr；セqヒε虻

腐しr＞・RA，嚇踊論鋤よ、　s・ph・似q－2。。鯛・・て’（i　tt（P・・B・5・

［・”マ）円9命包上分軌みよ’V’」　，了1しつ”ミ〉！分動＝御ττ・C麟への
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FRIDAY，　AUGUST　24，　1979

SESSION　1 14：00－15：25

Chairmen：　H．　Okada　and　S．　Nagasawa

8

1

2．

3．

4．

Serum　Complement　of　Suncus　murinus，　A．　Miyama，　H．lchikawa，

H．Takahashi，　S．　Hirosawa　and　Y．　Kawamoto．

Simple　Methods　for　Preparing　EACI，　4b，　2a，　3b　and　EAC4b，　3b　Using

an　Anticomplementary　Compound，　K－76　Monocarboxytic　Acid，　K．　Hong，

T．　Kinoshita　and　K．　lnoue．

Clinical　Significance　of　TPIA　Test，　T．　Suzuki，　K．　Madarame，　S．　Tanaka

and　K．Shimada．

A　Simple　Colorimetric　Assay　for　Complement－Components　Using
Synthetic　Substrate，　M．　Niinobe，　Y．　Hitomi，　N．　lkari　and　S．　Fujii．

WORKSHOP　1：　15：　45－17：　25

Chairmen　：　S．　Hirose　and　M．　Takahashi

Clinical　Topics　：　lmmune　Complexes　and　Nephritic　Factor

5．

6．

7．

8．

Detection　and　lmmunochemical　Analysis　of　Circurating　lmmune
Complexes　in　Viral　Hepatitis　Patients　Using　i251－Labelled　Clq，

KAraki，　T．　Tsuji，　K．Onoue，　J．lnoue，　T．　Shinohara，　M．Tsuchiya，

H．Nagashima　and　K．　Naito．

Circulating　lmmune　Complexes　and　Complement　Activation　in

Glomerulonephritis　and　Systemic　Lupus　Erythematosus，　S．　Nakayama，

T．Sakurai，　H．Koide，　J．Ohno　and　N．Tamura．

Detection　of　Circulating　lmmune　Complexes　in　Pathological　Human

Sera，　M．　Yasuda，　1．　Ezaki，　K．　Sakai，　M．　Nobunaga，　T．　Ota　and　K．　Okochi．

Detection　of　lmmune　Complex　in　Liver　Tissues　From　Patients　with

Chronic　Active　Liver　Diseases　by　Direct　lmmunofluorescent　Technique

Used　with　FITC－Labelled　Human　Clq，　T．　Tsuji，　K．　Araki，　J．lnoue，
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9．

10．

K．　Onoue，　M．　Tsuchiya，　T．　Shinohara，　H．　Nagashima　and　K．　Naito．

A　Study　of　an　Alternative　Complement　Pathway　Activating　Factor

Detected　in　a　Series　of　Renal　Disease　Patients，　H．Ohi，　H．　Miyaji，

M．Seki，　R．　Abe，　K．　Kanazawa，　N．Nawa　and　M．Hatano．

Complement　Abnormalities　in　Partial　Lipodystrophy　〈PLD）　，　1．　Nakanishi，

Y．Akagaki，　Y．　Fujiwara，　N．Ueda，　A．　Ando，　H．Abe，　Y．　Orita，　S．　lnai　and

K．　Nagaki．

　SESSIO　N　2　：　1　9　：　OO－21　i　25

Chairmen：　K．　lnoue　and　K．　Nagaki

11．

1　2．

13．

4
5

4
■
置
－

6
7
・

噌
■
冒
－

Fractionation　of　the　Components　of　Human　Complement　with
Polyethylene　Glycol，　S．Tanaka，　K．　Madarame，　F．　Kitamura，　T．　Suzuki，

K．Shimada　and　K．　Nishioka．

Limited　Proteolysis　of　C4b　lsolation　of　a　New　C4b　Derivative，

S．　Nagasawa，　C．　lchi　ha　ra　and　R．　M．　Stroud．

Purification　of　Mouse　Serum　Protein　with　Binding　Activity　for　Human

C4b，　S．　Kai，　V．　Nussenzweig　and　T．　Fujita．

Cleavage　of　Cell－bound　C3b，　K．lida，　K．　Nagaki　and　S．　tnai．

The　lsolation　of　a　Low　Molecular　Weight　tnactivator　of　the　Alternative

Pathway　from　Urine　and　lts　Reaction　Mechanisms，　K．　Nagaki，

M．Matsumoto，　E　Kitano　and　S．　lnai，

Effect　of　Sugar　on　the　Lysis　of　EACI－8，　H．Kitamura　and　S．　lnai．

C9　Hemolytic　Activity　of　the　Soluble　Csb－9　Complex　of　Guinea　Pig

Complement，　Analogous　to　Human　SCsb－9，　T．　Kinoshita，　K．　Hong　and

K．　lnoue．
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SATURDAY，　AUGUST　25，　1979

　　SESSION　3　：　8：30－10：35

Chairmen　：　M．　Kondo　and　M．　Torisu

8
9

4
1
1
4
一
量

20．

21．

22．

23．

lnhibition　of　Activation　of　Cls，　M．　Yoshida　and　A．　Takada．

Effect　of　BCG，　OK－432　（Picibanil）　，　PS－K　（Krestin＞　and　Levamisole　on

Guinea　Pig　Complement　System　in　Vivo，　H．　Kato，　H．　Nishihori，

Y．　Wakamatsu，　Y．　Furukawa，　N．　Yokoe，　K．　Hosokawa　and　M．　Kondo．

Effect　of　SSM　（Specific　Substance　Maruyama）　on　Human　Complement

System　in　Vitro　and　in　Vivo，　N．　Yokoe，　Y．　Furukawa，　Y．　Wakamatsu，

H．　Kato，　M．Ikezaki，　K．　Hosokawa　and　M．　Kondo．

Effect　of　SLE　serum　on　02　Generation　by　Human　Polymorphonuclear

Leukocytes　：　Possible　Role　of　Complement　Rece　ptors，　M．Shingu，　K．Sakai

and　M．　Nobunaga．

The　Effect　of　Phagocytosis　on　the　Production　of　Factor　B　by　Mouse

Peritoneal　Macrophages，　Y．　Kawamoto，　H．　lchikawa　and　A．　Miyama．

Correlation　between　the　Activation　of　Alternative　Pathway　of

Complement　and　the　lnduction　of　Tumor　Cytotoxic　Macrophages

by　Lentinan，　J．Hamuro，　K．　Kashima，　K．　Mitsugi，　H．U．Schorlemmer，

U．　Hadding　and　D．　Bitter－Suerman．

　　　　　　　GUEST　ADDRESS：　10：55－11：55

　　　　　　　　　　　　　　Chairman　：　K．　Nishioka

Complement　：　Review　of　Regulator　Activities，　R．　M．　Stroud

　　SESSION　4：　14：00－15：45

Chairmen　：　A．　Miyama　and　T．　Tsuji

24．　lncorporation　of　i4C－L－Leucine　into　Complement　in

　　　　lnfection　of　Rats　in　Various　Nutritional　Stages，

　　　　K．　Nishioka　and　K．Shimada．

Experimental

M．　Sakamoto，
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25．

26．

27．

28．

Detection　of　Tissue　Clq　and　Existence　of　Liver　H　B　Surface　Antigen

in　Patients　with　Various　Liver　Diseases　By　Direct　lmmunofluorescent

Doubje　Staining　Technique，　J」noue，丁．　Tsuji，　S．　Araki，　T．　Shinohara，

K．　Onoue，　M．　Tsuchiya，　H．　Nagashima　and　K．　Naito．

lnhibitory　Effect　of　Anti－Complementary　Agent　（K－76）　in　Experimental

Endotoxin－lnduced　Liver　lnjury，　K．Onoue，　T．Tsuji，　K．Araki，　T．Shinohara，

M．Tsuchiya，　J．　lnoue，　H．　Nagashima　and　K．　Naito．

Complement　in　Primary　Hepatoma，　H．Tagami，　K．Watanabe，　T．Yoshikawa，

M．Kondo，　N．Matsumura，　K．Nishida　and　K．　Hosokawa，

Quantitative　Changes　in　the　Protein　of　Complement　Components　in

Patients　with　Malignant　Tumors　Treated　with　lmmunopotentiator
OK432　（Picibanil）　，　S．　Funahashi，　J．　Kodama，　A．　Okazaki，　T．　Kawahara，

N．Numata，　M．Ozawa，　H．Tamura，　and　S．Shimoe．

WORKSHOP　2：　16：　05－18：　05

Chairmen　：　T．　Tachibana　and　H．　Kitamura

　　　　　Phenotypes　and　Genetic　Controts

of　the　Complement　System　and　lts　Abnormalities

29．

30．

31．

32．

33．

34．

35．

36．

Dependence　of　C4　Activity　in　Molecular　States　on　Different　Hemolytic

Assays，　Y．　Fukuoka，　T．　Okuda　and　T．　Tachibana．

Genetic　Mapping　of　the　Locus　Controlling　Structural　Variations　of

Murine　C3　in　the　Chromosome　17，　S．　Natsuume－Sakai，　J．　Hayakawa，

S．　Amano　and　M．　Takahashi．

The　Primate　Complements．　ll．　lmmune　Adherence　Receptors　on

Erythrocytes　and　Platelets，　T．　Okuda，　K．Takahashi　and　T．　Tachibana．

Genetics　and　Some　Characterization　of　C6　Deficiency　in　Rabbits，

T．Abe，　M．Komatsu，　K．Yamamoto　and　S．　Migita．

Study　on　C3　Polymorphism　in　the　Japanese　Population，　H．Nishimukai，

K．Sakata，　K．Yamasawa，　Y．　Hyodo，　K．kosuge，　T．　Yazaki　and　H．Kitamura．

Hereditary　Angioedema　：　A　Case　Report　and　Studies　of　the　Mechanism

of　Episodic　Edema，　M．Kohno，　T．　Chimoto，　A．　Fujisaku，　H．Himemiya

and　A．　Mikami．

Hereditary　C3　Deficiency　in　a　Patient　with　SLE，　Y．　Hyodo，　K．　Kosuge，

H．Kitamura，　K．　Nagaki　and　S．　Inai．

Hereditary　Deficiency　of　the　Ninth　Component　of　Complement　（C9）　，
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Y．　Yukiyama，　T，　Chihara，　K．　Tanimoto，　S．　Hirose　and　Y．　Horiuch．

RECEPTION　i　18：15－20：00

SUNDAY，　AUGUST　26，　1979

　　　　SESSION　5：　8：30・一9　i　55

Chairmen　：　S．　Shiraishi　and　H．Teshima

37．

38．

39．

40．

Concentrations　of　Complement　Components　of　Clq　and　C3　in　Sera

and　Synovial　Fluids　of　Patients　with　Bone　and　Joint　Diseases，　M．Ueda，

T．Sasaki，　K．Yonemasu，　S．Kashiba　and　T．　Ochi．

Clq　in　Various　Diseases　Sera，　H．Yoshida，　Y．　Hosokawa，　K．　Watanabe，

S．Suzuki，　M．Satoh，　T．　Morito　and　R　Kasukawa，

Elevated　Level　ot　Serum　C5　and　Manifestation　of　Atopic　Dermatitis

Symptoms，　T．　Kawashima，　M．Koga，　Y．Yasuki，　K．Horiuchi，　K．Shimada

and　K．　Nishioka．

The　Different　Complement　Profile　in　Both　Attack　and　Remission　of

Urticaria，　K．　Kan，　N．　Nakajima　and　T．　Sugisaki．

　　　　SESSiON　6：　10：15－12：00

Chairmen　：　Y．Yukiyama　and　T．　Amano

41．

42．

The　Complement　Profile　in　Systemic　Lupus　Erythematosus，　K．　Kan，

N．　Nakajima　and　T．　Sugisaki．

Cold　Activation　of　Complement：　Usefulness　of　NaCl　in　lts　lnhibition，

T．　Hotta，　S．Takemura，　M．　Kondo，　H．Nishihori，　N．Matsumura，　K．　Nishida，

M．lkezaki　and　K．　Hosokawa．
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43．

44．

45．

Cold　Activation　of　Complement　and　1ts　Responsible　Factors，　S．Ta　kemura，

H．Tagami，　K．Watanabe，　T．　Hotta，　T．　Yoshikawa，　K．　Hosokawa　and

M．　Kondo．

Complement－Dependent　Solubilization　of　lmmune　Precipitates　Formed

from　Human　Antibodies，　M．Takahashi，　M．　Nonaka　and　S．　Hirose．

Effects　of　Rheumatoid　Factor　on　lnteraction　between　l　m　mune　Complexes

and　Complement，　S．　Hirose，　Y．　Ohama，　Y．　Yukiyama　and　M．　Takahashi．
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Completnent：　Revtew　of　Regu　Latar　Aetivities

Robert　M．　Str　cmd，　M．D．

　　　　　The　c　o阻Pユ．erne　nt　sy8七em　i　8　n◎七　a．8　c◎皿plex　a　8　it　see鵬d　when　there　were

only　R　reagents　and　100eS　hemolytic　units　ter　essay　purposes．　Tn　fact，　the

ln－de　pth　study　of　tbe　catnplement　prcrte　tns　ha　s　reee　nt　ly　faeiUtated　under・一

standing　t　o　sueh　an　extent　that　research　emphasis　ha　s　shifted　frorn

methodology　and　improved　purifieation　teehniques　to　bioehemica　l　and

phy6iological　controZ　of　the　remarkable　ac七iVities　of　the8e　proteins・The

psroperties　and　activities　of　these　control　proteins　wiil　be　discussed　and

new　studies　on　the　Clq　inactivator　wi　U　be　de　seribede　This　is　another　of

the　fascinating　molecule　s　that　influence　eemplernent　aetivities．　ituture

direet　ions　of　bioehernieal　and　biologica　Z　researeh　wi　lZ　be　empha　sized．
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1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Serum　Cornplement　of　Suncus　murtnus

　　　　　　　　　　　　Akio　Miyama，　Hidetaka　工chikawa，　Hisahide　Takahashi，

　　　　　　　　　　　　　　　　Susumu　Hirosawa　and　Yasuko　Kawarnoto

Department　of　Microbiology，　Fuj　ita－Gakuen　University　Sehool　of　Medieine，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Toyoake，　Aichi

　　　Insectiv。ra　is　an。rder　of　mammals　said　to　be　the　direct　lineal　ancestors　of　pri皿ates

and　to　have　a　eloser　affinity　with　primates　than　any　other　such　order．

　　　We　have　collected　wild　Suncus　murinus，　a　species　of　insectivores，　and　successfully

bred　them　for　laboratory　animalization．　　One　of　our　purposes　is　to　determine　whether

Suncus　murinus　are　suitable　as　labor．atory　animals　for　the　complement　studies．　　We　will

report　on　the　data　concernig　measure皿ent　of　the　complement　of　Suncus　murinus．

　　　Whole　complement　亡iter　（　CH50　）　of　serum　obtained　from　Suncus　皿urinus　aging　between

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち300　and．600　days　was　deterrrnined　by　the　conventional　method　using　EA。　工t　was　133±3．5

and　was　considerably　higher　than　human　serum．　When　individual　serum　was　pooled　together

・・dth・・f・・zen・t－80’ X・it・CH50　decreased・e皿ark・bly　by　unkn・wn・・a・。n・Th・fi・・t

。。mp。n。nt。f・un。us　c叩P1・m・nt（ClsM…）。・・1d　b・mea・u・ed・nly　by　the　reag・nt・・mp・sed・f

EAC49P。r　EAC4h・，　C29P。nd　EDTA－r。t　C．　R。Placement・f　C29P　by・xyC2hu　result・d　i・a

d．。p。f　Cl　titer，　i。di。ating　i・。・mp・tibility　b。twee。　Clsm・・d　C2h・．　Th・皿ea・urem・nt・f

。。n。u。　C4。。。　un。uccessf。1　by，h。　p。ssib・。　i。。。mp。，ibi・i，y　b。twee。　C4sm　and　C・hu。r　C・gP．

The　hemolytic　assay　of　C2sm　and　C3sM　was　also　impossible．　　However，　the　reactivity　of

suncus　serum　with　EAC1429P　was　confirmed　by　the　immune　adherence　reaction，　giving　a　value

within　t．he　limit　of　1＝3，200．

　　　Protein　profile　revealed　by　cellulose－acetate　elect：rophoresis　demonstr．ated　that

suncus　serum　contained　large　amount　of　ho皿ogeneous　protein　which　had　a　β一mobility　and

appeared　to　be　a　M　component．　　工dentification　of　this　protein　is　under　investigation．
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2．　Simple　rnethods　for　preparing　EACI，4b，2a，3b　and　EAC4b，3b　using　an

　　　　　　　　　　　　　　anticomplementary　compound，　K－76　rnonocarboxylic　acid

　　　　　　　　　　　　　　　　　　KYONGSU　HONG，　TAROH　KINOSH工TA　and　KOZO．　INOUE

　　　．Department二．　of　Bact二eriology，　Osaka　University　Medical　School，　Suita’　Osaka

　　　　　Simple　rnethods　will　be　present’ed　for　preparing　EACI，4b，2a，3b，　EAC4b，3b，

E配し4b，2a，ib，石and　EAC4b，3b．，五wiヒh・ith。・guinea　pig。・h・man　c。mpl・ment

components．　The　rnethods　are　based　on　the　inactivation　of　C5　in　serum　or　serum

deficient　in　properdin　（RP）　with　the　anticomplementary　cornpound，　K－76　mono－

carboxylic　acid　（K－76　CooH）．　EACI，4b，2a，3b，P　are　readily　obtained　by　incubating

sensitized　erythrocytes　（EA）　with　whole　complement　serurn　pretreated　wi．th　K－76

cooH，　EAc－P，liit5：一ii5’；55，2a，3b　is　obtained　similarly　using　Rp　instead　of　the　whole　serum．

EAC4b，3b，P　and　EAC4b，3b　are　obtained　by　removing　Cl　with　ethylenediaminetetra－

acetate　（EDTA）　and　incubating　the　mixture　at　37eC　to　allow　decay　of　C2a．

　　　　　These　interrnediate　cells　can　initiate　the　alternative　pathway　of

cornplernent　activation　in　the　presence　of　Mg　ion　and　ethyleneq．　lycol－bis

（arninoethyl）　tetraacetate　（EGTA）．

　　　　　Guinea　pig　C5　is　rnore　effectively　titrated　with　the　intermediate　ce11s

EACI，4b，2a，3b　or　EACI，4b，2a，3b，P，　containing　guinea　piq．　cornplernent　components，

than　with　those　containing　hurnan　components；　human　C5　is　more　effectively

titrated　with　the　interrnediate　cells　containing　human　cornponents．
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3． Clinical　significance　of　TPIA　test．

工akakazu　Suzuki，　Ki皿ie　Madarame，Shinobu　Tanaka　and　Kooichi　Shimada．

（Division　of　Comple皿entology，　Tokyo　MetroDolitan　Institute　of　Medical　Science．）

　　　　　　　　工m皿une　adherence　pheno皿enon　was　first　described　by　R。A．　Nelson　in　1．953・

He　emDloved　Treponema　pallidu皿　（TP）　as　antiRen　in　the　test　（TP工A　test）．　The　te5t

has　not　1）een　widely　u．sed　foe　it警s　technical　complexity．　工t　T　s　usefullness　for

clinical　investigations　has　not　been　well　known．
　　　　　　　　In　this皿eeting，　we　will　report　res．ults　obtained　bv　TP工A　tes亡with　which

antibody　titer　in　the　sera　from　sVphilitic　Datients　were　measured　in　the　course

of　therapeutic　treatment．
Materials　and　Methods．
　　　　　　　　The　modified　TP工A　test　was　employed；0。3　ml　of　TP　ant．igen　suspensi．on，

O．05　ml　of　the　test　serum．　O．05　ml　of　guinea　pig　serum　and　O．1　ml　of　50eA　group

O　human　red　cells　were　incubated　at　370C　for　30　minutes，　5　1　o　f　the　supernatant

was　obtained　by　centrifugation　at　1000　rpm　for　3　minutes　and　the　number　of
organisTロs　was　coun．ted．　The　res．ults　were　expressed　as　the　工A　in．dex　which　was

the　ratio　of　the　number　of　organisrns　in　the　supernatant　between　eaeh　sarnple

aロd　control謄

Results　and　Diseussion
1．Compa．rison　with　o亡her　serodiagnostic　met．盾пD

　　　　　　　　Using　sera　from　340　patients　with　svphilis，　the　TPIA　test　vifas　compared　with

glass　plate，．　TPHA，and　FTA一・ABS　tests，　工n　qualitative　point，　the　results　of　the

TPIA　test　agreed　with　those　of　the　glass　plate，　TPHA　and　FTA一一ABS　tests　in　65，

82　and　73．％．．　of　the　cases，　respectively．　工n　亡he　quant：itative，TPIA　te．st　showed　rto

significant　correlation　with　other　methods．　It　indicate．s　that　TP工A　test　has
different　significances　from　the　ether　tests．　・By　gel　f’ilteration　analysis，　／it

was　clearified　that　the　test　showed　high　sensitivity　to　IEM　antibodies，　The
TP工A　test　may．t．he．refore，　be　suitable　for　the　detec．tion　of　antibo．dies　in　．the

earlv　stages　on　th．　e　desease．　To　assume　this　idea．　other　experiments　were

carried　out　as　below．

2．　Clinical　significance　of　．the　TP工A　te．st　．and　evaluatiOn　of　therapeutic　treatment．

　　　　　　　　Antlbody　titers　vorere　measured　by　the　test　in　patiepts．　with　clinical

svphilis，　and　the　relat．ionship　between　the　effect　of　the　treatment　and　the

changes　of　the　TP工A　titers　was　investigated．
　　　　　　　　In　the　TPHA　test　little　change　in　antibody　titer　oecured　after　treattfient

while，in　the　FTA－ABS　test，　only　a　slight　deerease　Qccured．　The　antibody　titer

in　the　TP工A　test　markedlV　decreased・　The　gel　filteration　analysis　of　the　sera

obtained　from　pattents　at　different　intervals　after　the　treatment　clarified
that　the　decrease　in　antibody　titers　after　treatmen亡　mainly　depended　on　those
in　：［gh　antibodies．　Because　of　the　high　sensitivity　of　the　TPIA　test　to　工gM

antibody，　the　titer　of　the　TPIA　test　is　well　eorrelative　with　the　effeet　of

treatment　for　syphilis．
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4．A　Simple　Colorimetric　Assay　for　Complement－components　using　Synthetic

　　　　　　　　　　　　　　　　　Institute　for　Protein　Research，　Osaka　University

　　　　　　　　　　Michio　Niinobe，　Yuゴi　Hitomi，　Nobuhiko　工kari　and　Se・ヒsuro　Fuj　ii

Substrate

　　　　　Complement－components　are　usually　determined　using　he皿01ytic　method　or　hydro－

lytic　capacity　to　a　synthetic　substrate　on　the　components　had　enzyme　activity．

Generaily　t　hemolytic　rnethod　is　sensitive，　whereas　the　procedure　is　cornplieated．　On

the　other　hand，　in　the　case　of　synthetic　substrate，　though　the　procedure　is　simple，

the　sensitivity　is　low．

　　　　　Reeently，　we　developed　new　synthetic　substrates　for　various　proteases，　of－

naphthylester　derivatives　such　as　acetyl－L－Tyr－or－naphthylester（ATNE），　tosyl－L－Lys－pt－

naphthylester（TLNE），　acetyl－Gly－L－Lys－oc－naphthylester（AGLNE），　tosyl－L－Arg一一pt－naphthyl－

ester，　L－Pro－L－Phe－L－Arg－ot－naphthylester，　benzoyl－L－Phe－L－Val－L－Arg－or－naphthylester

and　D－Val－L－Leu－L－lys－of－naphthylester．　We　are　now　studying　on　the　development　of

micro－assay　on　various　proteases　contained　in　tissues　and　body　fluids　using　o（一

naphthylester　derivatives　as　substrates．　In　this　syrnposium，　we　will　have　a　present－

ation　on　micro－assay　of　Clesterase　in　serum　level　using　ATNE　as　substrate．

　　　　　Firstr　the　substrate　specificities　of　Clesterase　and　Cl－r　were　studied　using

various　X－naphthylesters　and　alkylesters　as　substrates．　As　alkylester　derivatives，

acetyl－L－Tyr－ethylester（ATEE＞，　acetyl－L－Arg－methylester（AAME），　acetyl－Gly－L－Lys－

methylester（AGISME），　tosyl－L－Arg－methylester　and　tosyl－L－Lys－rnethylester　were　used．

Esterolytic　activities　on　ot－naphthylester　derivatives　were　determined　using　a　diazo－

coupling　reaction　between　ec－naphthol　released　by　the　enzyrne　reaction　and　a　diazo－

nium　salt．　On　the　other　hand，　esterolytic　activities　on　alkylester　derivatlves　were

determined　by　hydroxamate－method．　Consequently　t　Clesterase　hydrolyzed　in　order

of　TLNE，　AGLNE　and　ATNE，　while　in　alkylesters　hydrolyzed　in　order　of　AGUvrE，　AAME

and　ATEE　r　respectiveユy．　　Further　，　the　results　of　comparison　of　sensitivity　on　both

assay　rnethods　showed　that　in　oc－naphthylester　derivatives　was　more　sensitive　than　in

alkylester　derivatives　；　i’n　Clesterase，　increase　of　the　sensitivity　in　ATNE　hydro－

lysis　was　about　30－times　as　compared　with　that　in　ATEE　hydrolysis．　On　the　other　hand，

AGLNE　was　the　best　substrate　in　Clr　；　this　substrate　showed　increase　of　the　sensi－

tivity　of　about　40－times　as　cornpared　with　AGLME．　These　results　demonstrate　that　this

assay　rnethod　is　more　sensitive　than　hydroxamate一一rnethod，　and　that　is　possible　to　detect

the　change　in　very　srnall　quantity　of　proteases　in　various　pathologicai　conditions．

　　　　　So　we　studied　on　the　quantitative　property　of　Clesterase　in　serum　using　ATNE

as　substrate．　The　assay　was　performed　by　the　following　rnethod　；　after　activation　of

Cl　by　the　addition　of　antigen－antibody　complex，　its　complex　was　centrifuged　and　the

resultant　precipitate　was　washed　with　50rnM　sodiurn　phosphate　buffer，　pH7．0，　several

tirnes　（enzyrnes　which　hydrolyzed　ATNE　with　the　exception　of　Clesterase　were　removed

by　this　procedure），　and　then　the　precipitate　was　suspended　in　the　same　buffer　cont・一

aining　EDT’A，　and　the　suspension　was　centrifuged，　and　the　supernatant　was　used　as　the

enzyrne　source．　ATNE　hydrolyzing　activity　of　the　supernatant　was　almost　inhibited

by　the　　antibody　of　Clesterase　or　Clesterase　inhibitor．　　工n　this　method，　a　minimal

detectable　amounts　of　serum　on　Clesterase　was　abouts　25pl．

　　　　　These　results　suggest　that　the　change　of　complement　system　in　classical　path“

way　can　be　detected　easily　in　small　amount　of　serum．
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5 　DETECTIOb！　AF！D　11vrMUFIOCHF－MICAL　ANALYSIS　OF　CIRCURATING　IMMUF！E　COIvaPLEXES　IN
．

　vlRAL　HEpATITIs　pATIENTs　uslNG　1251　LABELLED　clq

　ARAKI．K，，TSUJI，T，，ONOUE，K，，　INOUE，J，，　SHINOHARA，T，，　TSUCHIYA，iVl，．

　NA6ASHIM．A，H，f　and　rtlAITO，K，”“　（“First　Depqrtment　of　lnternal　Medicine，

　Okayama　University　Medical　School，　Okayama，　Japan，・　ee“Department　of　Internal

　Medicine．　Kurnayama　Hospital，　Okayama，　Japan；　）

　Circurating　immune　complexes　seem　to　play　an　important　role　in　immune
　reaktions　in　l　iver　diseases，　The　125i－clq　binding　test　ls　acceDted　as　a

　reliable　method　for　the　detection　of　circulating　lmmune　complexes，

　The　present　study．was　attempted　to　detect　circulating　immune　complexes

　and　to　analyse　their　antigens，　Clq　binding　activities　were　relatively

　low　in　acate　hepatitis．　but　significantly　increased　in　type－B　or　non－B

　chronic　hepatitis，　A　serial　studies　showed　di－phesic　increasing　ciq

　bindingactivities　in　the　acute　exacerbation　of　the　type　B　or　non－B　chronic

　hepatitis，　The　molecular　size　of　circulating　immune　complexes　examined

　using　sucrose　density　g，radient　ultra－centrifugation　was　characterized

　as　a　molecule　as　large　as，　or　larg．er　than　19s　and　another　as　7s　molecule，

　Our　last　experiment　is　determination　of　the　antiq．ens　of　circulating
　immune　complexes，　The　precipitates　prepared　using　125i一一clq　binding　test

　were　r（］dio－iodlnGted　ond　dissociGted　in　isotonic　citrGte　buffer　PH　3。2／

　then　the　preparative　SDS・一PAGE　was　followed，　SDS－PAGE　showed　the　four
　radio－active　peaks，　The　fourth　of　them　was　detected　as　free　1251，　and

　the　third　as　lgG，　The　first　peak　was　assoclated　with　hepatitis　virus，

　e，g，　HBsAg，　in　comparison　with　the　pattern　of　SDS－PAGE　of　purified　HBsAg

（adr），

．
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6．cエRcuLATエNG　IMMuNE　co“IPLExEs　AND　cOMPLEMENT　AcTlvATエoNエN

　　　GLOMERULONEPHR工丁工S　AND　SYSTEM．工C　LUPUS　ERYTHErV／iA［1］CiSUS．

＿，　Tetsushi　Sakurai，　Hikaru　Koide，　Johゴi　Ohno，

Noboru　Tamura．

Div．　Nephrol，．　Dept．　lnt．　Med．，　Juntendo　Univ．　School　of

Med．r　Tokyo．，　Di▽．　Allergy，　Dept．　工nt．　Med。r　Tsukuba　Univ．

School　of　Med．，　工baraqi．

　　　工㎜une　complexes　are　thouqht　to　exerセapathogenic　role　of

many　of　the　glomerulonephrit±s，　but．　only　lirr．ited　data　concerni，ng

their　profile　and　the　relation　to　complernent　system　in　those

diseases　is　available．　The　purpose　of　this　studies　is　to　inves－

tigate　the　relationship　between　immune　coTrtplexest　complernent

components　and　clinical　activity．

　　　Sera　were　obtained　from　ll　patients　with　minimal　changes

（MC），　13　patients　with　acute　glornerulonephritis（AGN）i　17　patients

with　membranous　nephropathy（MN），　15　patients　with　rnernbrano－

proliferative　glomerulonephritis（bEPGN），　18　patients　with　systemic

lupus　erythematosus（S工」E）　and　l4　patients　with　sarcoidosis．

　　　Purified　human　Clq　was　preFared　according　to　the　method　of
Y。ne・・asu　et・ユ．　Immune　c。mplex。・w・・e爬・・ured　by　125エーClq

deviation　test　of　Sobel　et　al．　Complement　concentration　was

determined　by　sing］．e　radial　imrnunodiffusien．

　　　：mrnune　cornplexes　were　detected　in　72S　of　patients　with　SLE，

53g　of　MPGN，　50g　of　AGN　and　29g　MN　on　the　initial　sample．　The

levels　of　immune　cornplexes　were　significantly　increased　in　patj．ents

with　those　diseases．　　工n　many　patients　with　MPGN　and　active

SLE　t　serial　immune　complexes　levels　correlated　well　with

changes　in　cornplement　profile，　clinical　status　and　biological

results．　Marked　reduction　of　immune　cornplexes　was　observed

after　prednisolone　therapy　in　some　patients　with　MPGN　and　active

SLE．　Regression　analysis　revealed　a　significantly　negative

correlation　between　immune　cornplexes　and　C4，　C3　in　MPGN，　and

between　immune　complexes　and　Clq，　C4，　C3，　properdin　in　SLE．

　　　The　present　observations　suggests　that　the　detection　of

immune　complexes　are　available　for　clinical　evaluation，　and

that　complement　system　is　rnainly　activated　through　the　classical

pathway　by　immune　cornplexes　in　SLE，　while　it　is　secondarily

activated　by　C3b　feedback　cycle　by　C3b　generated　through　the

classical　pathway　in　MPGN．
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7．DETEcTIoN　oF　clRcuLATIoN　INNuNE　co凹PLExEs　lN　PATHoLoGIcAL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

　　　Masayuki　Yclsudo♂　凹，D，　，　Ichiko　Ezqk1，　Ph。D，，　Kouko　SGkG1，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むむ

　　　Ivlosqshi　NObunaga，Pl．D，，　TOshiyuki　Oto，　凹、Dり　KGzUO　OkOchi’

HU岡AN　SERA

M，D，，

　　　キむ
M，D，

“　Department　of　Internal　Medicine，　Institute　of　Bdlneotherapeutics，

Kyushu　University，　Beppu　874，　Japan，

““　Department　of　Clinical　Laboratory．　Kyushu　Unlversity　Hospital，

Kyushu　Universtty．　Fukuoka　812，　Japan，

丁he　results　of　GttemPts　to　detect　circuloting　i㎜une　qOmplexes（CIC）in

pathological　sera　by　different　four　methods　are　described，　The　methods　employed

here　are　（1）」　Clq　precipitation，　（2）」　the　lnhibition　of　Clq　binding　to　sensitized

erythrocytes．　（5）」　polyethylene　glycol（　PEG　）　precipitation，　and　（4）J　the　inhibi－

tion　of　agglutination　of　sensitized　erythrocytes　by　humon　anti－antibody，

（1）：　Positive．　precipitation　reactions　with　Clq　by　gel　diffusion　were　obtained

in　17　of　33　sera　of　sustemic　lupus　erythematodes（　SLE　），　3　of　17　sera　of　malignant

rheumatoid　arthritis（　MRA　）．　and　1　of　47　sera　of　rheumatoid　arthritis（　RA　），

10　of　22　synovial　fluid　of　RA　gave　positive　results，

（2）：　Clq　deviation　test　showed　more　than　5　yg／ml　ln　10　of　15　sera　of　SLE　with・

7　cases　showing　more　than　20　pg／ml．　all　of　which　revealed　positive　Clq　precipita－

tion　reaction　in　gel　diffusion，

（3）：　Immune　complexes　in　sera　of　MRA，　RA　and　Sj’dgren’s　syndrome　were　detected

in　high　percentaq．　e　by　PEG　method，　but　only　limited　anounts　were　in　SLE，

（4）：　High　incidence　of　inhibitory　sera　among　rheumatic　dlseases　were　shown　by　the

　　anti－antibody　’test，　This　included　the　sera　of　7　of　8　patients　with　MRA　and

10　of　17　with　RA，

　The　tests　for　CIC　employed　here　are　restricted　in　that　they　are　based　on　only

one　biological　characteristics　of　immune　complexes，　Efficasy　of　these　methods

to　detect　CIC　were　recgnized　in　that　to　some　extent　relationships　are　found

between　the　immune　complexes　and　complement　levels，
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8． DETECTION　OF　liVIMUNE　COIVIPLEX　IN　LIVER　TISSUES　FROTVI　PATIENTS　WITH　CHRONIC

ACTIVE　LIVER　DISEASES　BY　DIRECT　IiVllVIUNOFLUORESCENT　TECHNIQUE　USED　WITH

FITC－LABELLED　HUMAN　CIq

TSUJI，　T。，　ARAKI’　Kり　 INOUE，　Jり　ONOUE’　K，’　TSUCHIYA’　凹り　　SHINOHARA、　T、、

NAGASHIMA，　H，“　and　NAITO．　K，““　（“First　Department　of　Internal　Medicine，

Okayama　University　Medical　School，　Okayama．　Japan」　““Department　of　Internal

Med　i　c　i　ne．　Kumayama　Hospital．　Okayarna，　Japan）

　　　Immune　comlpex　in　l　iver　specimens　from　10　patients　with　chronic　active　liver

diseases　（　2　cases　of　chronic　persistent　hepatttis：CPH，　3　cases　of　chronic　aggre一一

ssive　hepatitis　with　moderate　activity：CAH　2A，　3　cases　of　chronic　aggressive

hepatitis　with　severe　activity：CAH　2B，　and　2　cases　of　liver　cirrhosis　）　was

detected　by　a　direct　immunofluorescent　technique　used　with　FITC一一labelled　human

purified　Clq　（　FITC－Clq　），　FITC一一Clq　was　bound　to　nuclei　of　all　cells，　e，g，

hepatlc　cells，　infiltrated　cells，　Kupffer　cells　and　fibrocytes，　in　l　iver　tissue，

But，　positlve　nuclei　were　dlsappeared　after　a　DNase　treatment　，　and　a　few　arriounts

of　immune　complex　was　detected　at　ptecemeal　necrosis　in　portal　areas　of　the

spectmens　from　chronlc　hepatitis　patients　wtth　active　form，　It　is　supported

that　1mmune　complex　bound　newly　to　complement　ts　a　few　amounts　ln　l　iver　organ，

and　complernent　has　a1ready　bound　to　tmmune　comp！ex　as　a　phystolog　ical　process

which　enables　raptd　lmmune　clearance，
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9． A　STUDY　OF　AN　ALTERNAT工▽E　CO双【PLEMENT　PATHWAY　ACT工VAT工NG

FACTOR　DETECTED　工N　A　SERIES．OF　RIENAL　D工SEASE　PAT工ENTS

Hiroyuki　Ohi，　Hidenao　Miyaj’i，　1xasato　Seki，　Riichiro　Abe，

Kazutosi　Kanazawa，　Noriyuki　Nawa　and　Michinobu　Hatano

Second　Department　of　工nternal　Medicine，　Nihon　Unive：rsity　School

of　Medicine　and　Hamamatsu　Medical　Center

　　　　　Six　hundred　serum　sarnples　cQllected　from　200　patients　were　tes＃ed　by

the　rnethod　proposed　by　C．A．　Alper　et　al．　using　guinea　pigs　and　also　by　the

method　of　Vallota．

　　　　　A　re＄ult　of　these　tests　was　the　detection　of　a　factor　activating　the

alternative　compユement　pathway　in　the　serum　samples　of　7　patients．、　Table　工

The　factor　as　detected　in　3　patients　with　bN？GN　was　identified　as　being

thermostabiles，　with　persistent　hypocomplernentemia　observed　in　these　3　pa－

tients　during　the　course　of　their　progress．　The　factor　as　detected　in　2

patients　with　AGN　and　2　patients　with　SLE　was　identified　as　being　thermo－

labile，　and　was　observed　to　transiently　emerge　when　the　patients　were　affe－

cted　by　serious　renal　symptorn白　along　with　hypocomplementemia．　工七was　found

that　the　factor　was　not　absorbed　w，hen　placed　in　2　mg／rn1　of　zyrnosan　at　15－

170C　or　370C．（Fig　1）

　　　　　An　immunoadsorption　test　was　carried　out　with，　respectively，　the　ther－

mostabile　factor　and　the　thermolabile　factor，　using　the　sucrose　gradient

study　and　anti－lqG　sephrose　4B．　　The　results　indicated　that　both　the　rヒher－

rnolabile　and　thermostabile　factor　registered　an　alrnost　similar　sucrose

gradient　of　7s，　could　be　absorbed　by　lgG　sepharose，　and　also　could　be　sepa－

rated　out　as　an　eluate　with　acids．（Fig　2．3）

Abstract

　　　　　1．　The　results　obtained　with　Alper’s　rnethod　utilizing　the　blood　celis

of　guinea　pigs　did　not　always　coincide　with　those　as　determined　by　Vallota’s

method，　but　there　was　coincidence　in　ehe　severity　of　symptoms　regarding　the

stage　at　which　botb　the　therrnolabile　and　thermostabile　factor　were　detected．

The　serum　sarnp1es　demonstratin’〟@this　correlation　between　the　two　methods

were　used　，for　th±s　study．

　　　　　2．　The　thermostabile　factor　was　detected　oniy　in　those　serum　samples

taken　from　patients　with　MPGN，　which　therefore　implies　a　sPecificity　as　to

the　type　of　disease．　Data　on　the　factor　further　coincided　with　those　of

other　reports，　irnplying　the　possibility　that　it　was　工gG．

　　　　　3．　The　therrnolabile　factor　was　detected　transiently　at　the　stage　of

hypocomplementemia　in　such　diseases　as　AGN　and　SLE．

　　　　　Further　investigation　is　necessary　to　deterntne　the　exact　identity

of　the　detec・ヒed　factor．
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10 　　　　　　　　　　　　CO蝕PLE且ENT　ABNOR逆AL工TIE．S　工N　PART工AL　L工PODYSTROPHY　（PLD）
．

　　　　　　　　　　　　　工sao　Nakanishi，　Yoゴi　Akaqaki，　Yoshihiro　Fuゴiwara，’Naohiko　Ueda，

　　　　　　　　　　　　　Akio　Ando，　Hiroshi　Abe，　Yoshimasa　Orita＊，　Shinya　lnai＊rk，

　　　　　　　　　　　　　1〈azuyoshi　N．agaki＊＊．

　　　　　　　　　　　　　lst　Dept．　工nt．　Med．，Osaka　Univ．　Medical　Schoo．工，　Osaka．

　　　　　　　　　　　　　＊3rd　Dept．　lnt．　Med．，　Shiga　Univ．　b！edical　Science，　Shiga．

　　　　　　　　　　　　　＊＊The　Center　for　Adult　Disease，　Osaka．

　　　　　The　present　study　was　airned　to　investigate　the　complerrLent　abnormalities　in

the　serum　of　PLD　（iO一一year－old　girl，　no　evidence　of　renal　disease），　and　to　know

the　reaction　mechanisms　of　nephritic　factor　（NeF）　in　the　complement　systern　in

vitro　using　partially　purified　Ne？　from　her　serum．

　　　　　The　hernolytic　activities　o　f　the　complernent　cornponents　were　measured　using

intermediate　cells．　Alternative　pathway　C3／C5　convertase　on　the　ceU　surface

was　generated　on　EAC43b　by　the　addition　of　factor　B　and　D．

1）　The　corrtplemeht　components　pro　fi　les　in　her　serurn　is　shown　in　Table　1．　The

　　　serum　had　markedly　reduced　CH50　and　C3　activity，　but　other　comr）lemen’ヒ

　　　components　were　normal　or　slightly　depressed．

2）　After　incubating　the　rnixture　of　NeF　positive　serum　and　norrnal　human　serum

　　　　（NHS），　only　C3　activity　was　markedly　depressed　and　factor　B　conversion

　　　partially　occured，　but　C4，　C2　and　C5　activities　were　not　depressed　（Fig　1）．

3）　Partially　purified　NeF，　as　weli　as　activated　properdin　（P），　dose－dependently

　　　stabilized　C3／C5　convertase　（Fig　2）．　But　P－stabilized　C3／C5　convertase　was

　　　easily　decayed　by　purified　，alH　globulin，　while　NeF－stabilized　C3／Cs

　　　convertase　was　resistant　to　BIH　globulin　（Table　3）．

　　　　　　　　rn　conclus　ion，　it　was　suggested　that　the　stable　C3／C5　convertase　may

　　　be　generated　when　NeF　binds　to　the　cell　surface　C3bB　complex，　while　in　the

　　　fluid　phase　NeF　generateds　only　C3　convertase，　but　not　C5　convertase，　and

　　　this　rnay　be　one　of　the　mechanisms　why　only　C　3　and　CH50，　but　not　C5，　are

　　　depressed　in　her　serum．
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11 　Fractionat　ion　of　the　components　of　human　comDlement　with　polyethylene　glYco1．
．

　Shinobu　Tanaka，　Kimie　Madarame，　Fuj　iko　Kitarnura，　Takakazu　Suzuki，

　Kookichi　Shimada　and　Kusuva　Nishioka．

　（　Division　of　Complementology，　Tokyo　Metropolitan　lnstitute　of　Medical　Science　）

　　　　　　　　　Recently，　the　fractionation．　using，Dolvethylen　glycol　（PEG）　have　beep

　performed　to　prepare　complement　components．　The　method　of　fractionation　with
　PEG　have　not，　however，　been　established．

　　　　　　　　　　In　this　meeting．　we　analyse　effects　of　pH，　salt　concentration　and

　moleculer　weight　of　PEG　on　the　fractionation　of　eomplement　components．

　Materials　and　Methods．
　Each　50g　of　PEG　with　different　moleculer　weight　（400　一　7500）　was　dissolved　in

　Dhosphate　buffer　（PB）　and　filled　up　to　100ml　（507．　PEG）　in　O．Ol　一　O．20M　PB　with

　pH　4．0　一　8．0．　Sequential　fraetionation　was　emploved　and　Drecipitate　obtained

　at　each　step　was　refered　as　5．　7，　10．．．．30P．　respectively．　The　preeipitates

　were　dissolved　in　O．IM　PB，　pH　7．0，　and　the　amounts　of　the　components　were

estimated　by　hemolytic　activity　as　well　as　gel　diffusion　and　immuno　electrophoresis・
　Results．

　1．　Effect　of　moleculer　weight　of　PEG．

　　　　　　　　　As　shown　in　Fi91a．　pEG　with　low　moleculer　weight　made　much　amoun亡s　of

　complement　components　precipitate　at　higher　concentration，　but　，　in　the　cases
　of　high　moleculer　weight　PEG，　the　cornponents’　were　precipitated　at　lower．　concentrar　・

　tion．　However，　PEG　fractionation　failed　to　separate　the　eomponents　of　complement
each　other　except　C2．　Because　of　teehnieal　reasons，　PEG　4000　is　recomTnended　for　the

　preparation．
　2．　Effect　of　salt　concentration．

　　　　　　　　　Salt　coneentration　of　the　buffer　showed　marked　influences　on　the　activities

　an．d　the　fraetionation　of　the　eomponents．　ln　O．Ol　and　O．05M　PB，　pH　7．0，　the　／　．．

　activities　were　reduced　during　dialysis．　On　the　other　hand．　at　the　higher　concen－

　tration，　the　larger　amounts　of　PEG　needed　to　Precipita亡e　the　same　quantities

　of　the　eomponents．　The　results　indicated　that　O．1　一　O．15M　PB　are　suitable　for

　the　PEG　fractionation．
　3．　Effect　of　pH・

　　　　　　　　　As　shown　in　Fig．lc，　the　components　were　precipitated　bv　lower　PEG　concentra－

　tion　in　acidic　condition　but，　in　alkalin　condition，　亡hev　distributed　in　the
　fractions　by　higher　PEG　concentration．　ln　the　fraction　obtained　at　pH　4．0　and　5，

　larger　amounts　of　serum　proteins　were　conta皿inated　and，　at　pH　8・O．　th：e　amounts

　were　yielded　in　more　broad　fractions．　It　was，　therefore，　concluded　that　the
　optimum　pH　for　the　fractionation　was　6．0　一　7．0．

　Conclusion
　　　　　　　　　For　high　recovery　of　complement　eornponents，　PEG　4000　in　O，10　一　O．15M

PB　with　pH　6　一　7　are　recommended．

　　　　　　　　　For　the　separation　of　each　complement　components，　The　fractionation　with

　PEG　by　i’tself　is　not　suitable．
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12． Limited　proteolysis　of　C4b　；　Zsolation　of　a　new　C4b　derivative

Shigeharu　Nagasawa　and　Chikako　工chihara　（Hokkaido　University）

Robert　M．　Stroud　（University　of　Alabama　in　Birmingham，　U．S．A一）

　　　　工t　is　well　known　that　C4b　is　cleaved　into　C4c　and　C4d　by　a　plasma　protease，

　C4b　inactivator　（C4b工NA），　We　have　reported　that　a　macromolecular　weight　cofactor

　is　essential　for　the　cleavaq．　e　of　C4b　by　C4blNA．

　　　　工n　the　present　investigations，　we　re・一examined　in　detail　the　proc．ess　of

　cleavage　of　C4b　S．nto　C4c　and　C4d．

　　　　It　was　found　that　the　or　chain　of　C4b　disappeared　rapidly　prior　to　the

　formation　of　C4c　and　C4d　fragments．　　This　suqgested　’s二he　formation　of　a　nicked

　form　of　C4b，　as　in　the　case　of　cleavage　of　C3b　and　Csb．

　　　　The　nicked　C4b，　tentatively　termed　C4b’，　was　isolated　by　a　preparative　Disc－

　polyacrylamide　ge1　electrophoresis　（PAGE）．　C4b’　is　consisted　of　disulfide－linked

　　）（9　and　）IN　chains　and　two　fragrnents　of　（＞C　chain．　The　apparent　molecular　weight

　and　the　mobility　on　Disc－PAGE　of　C4b’　were　the　sarne　as　those　of　C4b．　C4b’　was

　cleaved　by　C4brNA　in　the　presence　of　a　rnacrornolecular　weight　cofactor　into　C4c

　and　C4d．

　　　　　C4c　and　C4d　were　separated　by　isoelectric　focusing．　C4c　gave　a　single　band

　on　Disc一　and　SDS－PAGE．　Although　C4d　was　found　to　be　single　polypeptide　chain　of

　50，000　daltons，　it　gave　multiple　bands　on　Disc－PAGE，　suggesting　the　microhetero－

　genei’ty　of　C4d．　The　reported　genetic　polymorphisrn　of　C4　would　be　due　to　the

　microheterogeneity　of　C4d　dornain　portion．

　　　　　rn　addition，　we　established　a　s±mple　and　reproducible　raethod　for　isolation

　of　a　macromolecular　weight　cofactor　of　C4b工NA　and　investigated　its　physico－

　chentcal　properties．　The　rnolecular　weight　of　cofactor　was　estimated　to　be　4SO，OOO

　by　SDS－PAGE　and　1，000，000　by　gel　filtration　on　Biogel　A－15rn．　The　cofactor　was

found　to　be　composed　of　disulfide－linked　six　polypeptide　chains　of　molecular

weight　of　75，000．　The　cofactor　was　a　glycoprotein，　of　isoelectric　point　of　6．7．
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13 　　　　　　　　Purification　of　rnouse　serurn　protein　with　binding　aetivity
．

　　　　　　　　for　human　C4b

　　　　Several　regulators　of　the　complement　cascade　have　been　recently　purified

and　characterized，　and　it　has　been　cleared　that　characteristics　of　C4－binding

protein　（C4－bp）　are　distinct　from　other　those　complement　components．

　　　We　tried　to　purify　mouse　seru；n　protein　with　binding　aqtivity　for　human

C4b　in　order　to　contribute　to　the　understanding　of　the　decay　of　human　C4b

molecule．

　　　AKR／J　rniee　（Ss－low　strain）　sera　were　precipitated　and　concentrated　by

PEG　and　separated　with　ion－exehangers；　QAE－Sephadex　A－50，　CM一・Sephadex　C－50，

and　Sepharose　4B　coupled　with　heparin　column　chromatographies．　Rocket

i㎜unoelectrophoresis（R工E）was　performed　f。r　m。nitori且g。f皿ouse　C4－bp．

From　91　ul　of　sera，　O．54　mg　of　purified　C4－bp　were　obtained．　lrhe　yield

was　47．．and　purificatton　index　about　500．

　　　The　molecu；Lar　weight　of　this皿at；erial　is　about　77，000　0r　70，000　daltons

ehecked　by　SDS－polyacrylamide　gel　electrophoresis　or　immunoprecipitation

method．　工n　EDTA－p1．as皿a，　C4・一bp　is　about　960，000　daltons．　From　these　data

it　is　indicated　that　C4一一bp　consists　of　several　disulfide　bounded　protomers

of　77，000　or　70，000　daltons．

　　　The　binding　activity　of　this　material　for　human　C4b　was　proved　in　fluid

phase　and　solid　phase　（for　cell－bound　C4b）．
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14．　cieavage　of　cen－bound　c3b
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kyoko　1；da，　Kazuyoshi　Nagaki　an’d　Shinya　l　na　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁he　Center　for　Adu．1　t　Diseases，　Osaka

　　　　　　　　　　lt　has　been　considered　that　the　cell－bound　C3b　is　cleaved　by　C3blNA　into　two　small　fragrnents，

　　　　　C3c　and　C3d，　and　that　C3d　remaining　on　cell　does　not　ha’ve　hernolyt；c　activity．　but　has　conglutin－

　　　　　ability・　　Recently，　N：agasawa　≦≧三巴・　reported　the　mo．．de　of　C3　cleavage　i’n　fluId　phase　in　de．teil．．

　　　　　丁hey　demonstrated　that　C3b　was　cleaved　th．rough　two　step．　reactions，　first　step　with　．C3blNA　arld　　　’

　　　　　high　molecular　weight　cofactor　and　second　step　with　plasmin．　On　the　other　hand，　Linscott　et　al．

　　　　　suggested　the　existence　of　transitional　form　of　cel）一boun．d　C3　having　cen，　glutinabili’ty．　We　studied

　　　　　the　release　of　C3　molecules　form　cell　by　isolated　SIH，　C3btNA　and　plesmin，　end　the　herrK）lytic．

　　　　　immune　adhering　（1．A．）　and　conglutinating　activities　of　the　cell．

　　　　　Results

　　　　　1）　Table　1　shows　the　conglutinabllity　of　i’nterrnediate　cells．　Only　EACI‘一3k　cell，　made　fron］　EACI－3b

　　　　　　　　by　the　incubation　with　bothPIH　and　C3blNA，　revealed　the　activity．

　　　　　2）V・・i・g・h・d・…fFIH　and　C3btNA・・一d・・eve・al　l・t・・舳・・EACト3k・e11・and・t・d　；．・d・h・

　　　　　　　　conglutinating，　hemolytic　and　1．A．　activities．　lncreasing　the　doses　ofelH　and　C3blNA，　the

　　　　　　　　conglutinating　activity　was　enhanced　and　the　hernolytic　and　1．A．　activities　were　dimin’ished．

　　　　　3）　By　the　reaction　with　plasmin，　EACI－3k　cell　lost　its　eonglutinability．

　　　　　4）T。bl。2、h。．、　th。，elea，e。f　l25トC3　f，。。　the　ce11．1。　th。　fi，st、t。p，111。f，h。　C3。。、

　　　　　　　　released　by　the　action　ofOIH　and　C3btNA．　Only　506　was　released　from　control　cell．　ln　the

　　　　　　　　second　step，　679．　of　C3　was　released　by　the　ection　of　plasmin　to　PIH　and　C3blNA　treated　ce11，

　　　　　　　　wh；le　IS＊　of　C3　remained　on　ce11．

　　　　　S）　Fig　1　shows　the　，kinetic　study　of　C3　cleavage　by　plasmin．　The　release　of　C3　from　EACI－3k　celT

　　　　　　　　was　73＊　at　10’，　and　reached　the　plateau　at　85e4．　EACI－3b　cell　slowly　released　the　C3　molecules

　　　　　　　　by　plasmi　n．　None　of　these　；nterfnediate　cells　but　EACI－3k　showed　conglutinab’i　l　ity．

　　　　　Discussion

　　　　　　　　　　By　the　acti。・。f　elH　a”d　C3blNA・ce1卜b。und　C3b；s　cleaved　t。　C3k・C3k　has　c。ng1“tinabi1ity

　　　　　but　has　no　hemolyticactivity．　On　the　other　hand，　C3k　has　no　receptor　forGIH　（Nagaki　g．t　g－1！．．，

　　　　　IAAAI，　1978）．　From　these　results，　the　conformat；on　of　C3k　may　be　completely　different　from　that

　　　　　of　C3b，　although　the　two　peptide　chains，orand　e，　of　the　C3k　were　st；11　held　together　by　the

　　　　　interchain　S－S　l　inkages．　Plasmin　cleaves　cell－bound　C3b．　C3k　may　have　adequate　conformation

　　　　　…h・・c・・。・。f　pl・・而・…d・。　i・cleaved・apidly・Af…t・ea・me・・。f　ce11－b・und　C3b・i・hβIH・

　　　　　C3b）NA　and　plasmin，　15e6　of　C3　rnolecules　remained　on　the　cell．　Calculating　from　the　M．W．　of　C3b

　　　　　as　180，000　daltons，　the　M．W．　of　remaining　C3　molecule　is　27，000　daltons，　and　this　shows　the

　　　　　good　agreement　with　the　M．W．　of　C3d．
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15．　The　isolation　of　a　low　molecular　weight　inactivator　of　the　elternative

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pathway　from　urine　and　i　ts　reaction　mechanisms

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kazuyoshi　Nagaki，　Misako　Matsumoto，　Etsuko　Kitano　and　Shinya　l　nai

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Center　for　Adult　Diseases，　Osaka

　　　　　　We　isolated　a　low’molecular　weight　inactivator　（LMW一一INA）　of　the　alternative　pathway　from　human　serum

　and　reported　some　of　i　ts　characteristlcs　at　the　15th　Complement　Workshop　i　n　August，　1978．　Because　of　the

　　difficulty　of　its　isolation　from　serum　and　of　its　low　rrolecular　weight　nature，　we　tried　to　lsolate　LMW－INA

from　uri．ne．　This　time，　we　will　report　the　isolation　rriethod　of　LMW－INA　from　urin〟@and　the　studies　on　its

　　reaction　mechanisms．

　　Res　ul　ts

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一．　t　　　l　　　．　t　　　　　r　t　　　t　一　　　　t　　　　　　l　一　　L

2．

lsolation　of　LMW－INA　from　urine．　Two　l　iters　of　freshly　voided’urine　were　collected　from　10　healthy　rnen．

After　addition　of　sod．　azide　（to　O．050！o），　PMSF　（to　O．5mM），　EDTA　（to　10mM）　and　EACA　（to　O．2M），　urine　was

filtered　through　glass　fiber　f；1ter　to　remove　cellular　constituents．　Filtered　urine　was　then　ultra－

filtered　us　i　ng　Amicon　YM　20　membrane　and　the　filtrate　was　concentrated　uS　ing　UM　2　membrane．　LMNI－INA

was　purlfied　from　the　concentrate　by　the　following　procedures．　Sephadex　G－25　（Fig　1；　active　fraction，

between　700／e　and　800io　of　bed　volume），　DEAE　（Fig　2；　active　fraction，　between　RSC　O．045　and　O．08），

Sephadex　G－15　（Fig　3；　active　fraction，　between　500／．　and　550／o　of　bed　volume）and　QAE　Sephadex　A－25　（Fig　4；

active　fraction，　between　Rsc　o．lg　and　o．22）．　Extinction　coefflcient　（EIOAc’m）　of　LMw－INA　was　o．os　at

280　nm　and　13　at　230　nm．　On　amino　acid　analysis，　only　asparagine　was　dernonstrated　in　an　amount　less

than　100io　of　weight．　Carbohydrate　was　not　dernonstrated　by　phenol－sulfuric　acid　react；on．　The　MW　of

LMW－INA　was　between　1，000　and　1，400．

The　reaction　mechanism

Fig．　5：　Presence　of　LMW’1NA　during　formation　of　EAC4’撃撃奄狽T’BB　（“）　inhibited　formation　of　C3bB　and

enhanced　i　ts　decay．

Fig．　6：　LMW－INA　inhibited　generation　of　C3　convertase　on　zymosan　particle　（ZX）．　I　t　also　i’nhibited

regeneration　of　zx　from　decayed　zx　（zxd）．

Fig．　7：　／31H　was　unable　to　i　nh；bit　formation　of　i－lti－ii一：一iiF’B　and　to　enhance　i　ts　decay　（Nagaki　gt　gl　．，　1’nt．

Archs　Allergy　appl．　Immunol．，　57：221，　1978）．　When　LMW・一INA　was　reacted　with　C3，　D，　B　or　CVF，　it

showed　no　effect　on　the　activities　of　these　substances．　I　t　also　had　no　effect　on　CVF’B　formation　and

on　preformed　CVF’B．　But　addition　of　LMW－INA　at　the　activation　step　of　CVF・B　to　CVF・B　or　to　preformed

MtF’B　made　inhibition　of　EVt－F’：lii’F・B　activity．　l　n　this　figure，　／／　ind；cates　the　incubation　at　370C　for　30　min

anci　／　at　370C　for　15　min．　The　amounts　of　protein　used　were　C3：100ng，　D：17ng，　B：2．4L，，ag，　CVF：5．4；／Kg　and

L闇NA：30ツζ9・

Fig．　8：　LMW－INA　showed　the　same　dose一一response　effects　on　the　formation　of　EAC43bB　us；ng　EAC43b　prepared

with　40／ce11　（◎一一◎），　200／ce11　（○・…つ）　and　1，500／ce11　（A’勧み）　of　C3　inputs．　The　number　of　hemolytic

sites　per　cell　were　O．66，　O．64　and　O．62，　respect；vely．　This　result　indicates　that　LMW－INA　has　．no　effect

on　the　B　receptor　of　C3b．
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16．　Effect　of　sugar　on　the　iysis　of　EAci－s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Haj’tme　Kitamura　and　Shinya　lnai　（The　Center　for　Adul　t　Diseases，　Osaka）

　　　　　Whole　complement　titer　（CH50）　of　the　serum　from　C9　deficient　woman　（CgD）　was　f6und　to　depend　greatly　on

　　　　　the　buffer　used　for　the　assay．　Further　study　was　carr．red　out　and　it　was　reveaTed　that　spontaneous

　　　　　lysis　of　EACI－8　；n　the　absence　of　C9　was　’inhibited　by　the　action　of　sugar　in　the　buffer．

　　　　　M・thgd・B・ff…；G・1・・i・ve・。nal　b・ff・・（GVB，　i・・ic　stre・g・h（i，・．）・。．14ア），’・uc…eg．・1・・i・v・・…1

　　　　　buffer　（SGVB，　i．s．＝O．07S）　and　glucose　geratin　veronal　buffer　（GGVB，　i．s．＝O．075）　were　prepared　as　usual．

　　　　　Various　kinds　of　buffers　containing　sugars　or　other　reagents　with　various　i．s．　were　also　prepared．　All

　　　　　ef　these　buffers　were　isoton　ic　and　pH　were　7．3－7．5，

　　　　　Res　ul　ts

　　　　　1．　CH50　titer　of　CgD　serum．　As　shown　in　Table　1，　CH50　of　CgD　serum　was　much　lower　when　assayed　in

　　　　　　　　SGVB　or　GGVB　than　i　n　GVB．

　　　　　2．　Number　of　C8　sites　on　EA　by　CgD　serum．　CgD　serum　was　found　to　form　C8　sites　rnore　effectively　on　EA

　　　　　　　　in　GGVB　or　SGVB　than　in　GVB　（Fig．　1）．

　　　　　　　　　　　　　Further　study　was　carrred　out　us　ing　EAC1－70r　EACト8，　prepare．d　by　isolated　human　comp1e．ment

　　　　　　　　components，　and　purified　C8　and　C9，　as　follows．

　　　　　3．　Lysis　of　EACI－8　in　GVB，　GGVB　or　SGVB．　Flg．　2　clearly　showed　that　the　degree　of　lysis　of　EACI－8　was

　　　　　　　　the　function　of　the　amount　of　C8　on　the　celJ　and　highly　dependent　on　the　constituents　of　the　buffer．

　　　　　4．　Buffers　for　the　preparati．on　of　EACI－8．　Lysis　of　EACI－8　was　dependent　not　on　the　buffer　for　the

　　　　　　　　generation　of　EACI－8　but　on　the　buffer　for　the　suspension　of　the　cell　（Table　2）．

　　　　　5．　Lysis　of　EACl－8　in　various　sしlgar　buffers．　　16　kinds　of　isotoh；c　and　low　　盲．s。　（i．s・＝0・10）　buffers

　　　　　　　　containing　various　sugars　were　prepared．　EACI－8　were　i　ncubated　in　each　of　these　buffers　and　the

　　　　　　　　degrees　of　the　lysis　were　estimated．　As　shown　Tn　Fig．　3，　any　of　these　sugars　was　found　to　inhibit

　　　　　　　　lysis　of　EACI－8．　Di－or　tri－saccharides　inhibited　rnore　effectively　than　monosaccharides．　Another

　　　　　　　　experiment　revealed　that　sugar　had　the　dose　dependent　effect　on　the　inhibition　（not　shown）．

　　　　　6．　Other　low　i．s．　buffers．　Low　i．s．　buffers　（i．s．＝O．10）　containing　urea，　ethylene－glycol　（EG）　or

　　　　　　　　tr；ethyleneglycol　（TEG）　；nstead　of　sugar　were　prepared　and　used　for　the　experiment．　l　n　any　of

　　　　　　　　these　buffers　lysis　of　EACI－8　was　not　inhibited　（Fig．　3），　indicat；ng　that　the　lysis　of　EACI－8　was

　　　　　　　　inhibited　not　by　the　action　of　low　i．s，　of　the　buffer　but　by　that　of　sugar　i・n　the　buffer．

　　　　　Concl　us　i　on

　　　　　i）　When　CH50　was　assayed　i　n　GGVB　or　SGVB，　serum　CH50　of　CgD　was　much　lower　than　that　i’n　GVB．
　　　　　．疋

　　　　　ii）　This　was　because　of　the　i　nhibit；on　of　lysis　of　EACI一・・8　whlch　was　formed　by　EA　and　CgD　serum．

　　　　　iii）Lysis　of　EACI一一8　was　inhibited　by　the　action　of，　sugar　in　GGVB　or　SGVB．

　　　　　iv）　All　sugars　tested　in　thrs　study　inh｛bited　the　lysis　of　EACI－8．　Di一　or　trisaccharides　i’nh／ibited

　　　　　　　　mo．re　effectlvely　than　rnonosa／ccharides．
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17　．　cg　hemolytic　activity　of　the　soluble　csb－g　cornplex　of　guinea　pig　cornplement，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　analogous　to　human　SCsb－9

　　　　　　　　　　　　　　　TAROH　KINOSH工TA，　KYONGSU　HONG　and　KOZO　工NOUE

Department　of　Bacteriology，　Osaka　University　Medical　School，　Suita，　Osaka

　　　　　Vlhen　guinea　pig　serum　was　treated　with　zymosan，　hemolytic　activity　of　Cg

appeared　in　a　macromolecular　complex　with　a　molecular　weight　of　about　1，000，000

daltons　as　well　as　free　C9．　The　comple”x　was　isolated　by　sequential　gel　filtra－

tions　and　sucrose　density　gradient　centrifugation．　On　immunodiffusion　analysis

the　C5　and　C9　incorporated　into　the　cornplex　showed　loss　of　some　antigenic　deter－

minants　of　the　respective　precursor　proteins．工㎜Unoelectrophoretic　analysis

revealed　that　the　complex　moved　faster　than　free　C9．　Preliminary　estimation　of

the　subunit　coposition　of　the　complex　by　sodium　dodecyl　sulfate　polyacrylamide

gel　electrophoresis　＄howed　that　it　contained　similar　proteins　to　those　found　in

the　human　SCsb－9　complex．　The　complex　seemed　to　cDntain　one　rnolecule　each　of

Csb，　C6，　C7，　C　8　and　protein　corresponding　to　human　S　protein　and　three　molecules

of　C9．

　　　　　The　C9　hemolyt．ic　activity　of　the　complex　was　found　to　be　very　sirnilar　to

that　of　free　C9　both　dose－dependently　and　kinetically．　lt　was　neutralized　with

antibody　to　free　C9　in　a　first　order　fashion，　but　the　antibody　to　C5　did　not

neutralize　the　hemolytic　activity　in　spite　of　its　ability　to　precipitate　the

complex．　　The　complex　shQwed　Cg　hemoly七ic　activity　and　a］．＄o　slight：C7　activity・

However，　no　other　hemolytic　activity　was　found　when　assayed　with　all　the　inter一一

mediate　cells　along　the　classical　pathway　or　when　assayed　as　any　other　of　the

cornponents　of　cornplernent．　On　the　other　hand，　the　hurnan　counterpart．，　SC　sb－9，

showed　no　C9　hemolytic　activity　but　competitively　inhibited　the　hemolytic　activity

of　free　C9　as　reported　previously　by　Kolb　and　Mliller－Eberhard　（J．　Exp．　Med．　138：

438，　1972）．
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18． 工NH工B工丁工ON　OF　ACT工VATION　OF　Cls

Masaya　Yoshida

Akikazu　Takada

Maruzen　PharmaceuticaユCo。，L七d．

Department　of　Physiology，Hamamatsu　University

Sehool　of　Medicine

　　　工nhibition　of　activa七ion　of　σ1s　by　vari　ous　subs七ances　was　s七udied　by　us・一

ing　七he　ac七iva七ion　of　Cl　in　dilu七ed　solu七ion．

1）　Among：L－Lysine　o：r　i七s　reユa七ed　subs七ances，L－Lysine，Arginine　and　O：rni七hine

had　inhibitory　ac七ivi七ies，bu七ω・一Amino　acids　such　as　EAσA　o：r七一A麗CHA　did　not

haVe　SUCh　aC七iVi七ieS●

2）　Amon．g　G：lycyrrhizin　or　i七s　rela七ed　subs七ances，Glycyrrhe七ic　acid，Dipotass一．

ium　glyeyrrhizinate，Glycyrrhetie　acid　hydrogen　suceinate　and　Testosterone

had　in．hibi七〇ry　ac七ivi七ies．S七e：roid　s七ruc七ure　seems　to　「be　required　for　七he　i－

niiibi七ion　of　七he　ac七iva七ion　of　Cl．
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19．　　EFFEcT　oF　BcG’oK－432（Pエ。エBANエL）’Ps－K（KREsTエN）AND　LE▽AMIso二LE　oN　GulNEA

　　　P工G　COMPLEMENT　SYSTEM　IN　V工VO．＝　HARUK工　K：ATO，　H工DETSUGU　N工SH工HOR工，　YOSH工KAZU

　　　WAKAMATSU，　YASU岨SA　FURUKAWA，　N・BUY。SHエY・K。E，　KEエMEエHOSOKAWA，　and＃MOTOHARU

　　　KONDO，　Third　Department　and　＃First　Department　of　Medicine，　Kyoto　Prefectural

　　　University　of　Medicine，　1くyoto．

　　　　　So－called　immunopotentiators，　BCG，　OK－432　（Picibanil），　PS－K　（Krestin）　and

Levamisole　were　investigated　’for　their　abilities　to　increase　serum　complernent

levels　in　guinea　pigs．

　　　　　Three　different　concentrations，　10　mg／kg，　2mg／kg　and　1　rng／kg　of　BCG　and

O．2　mg／kg，　O．02　mg／kg　and　O．002　mg／kg　of　OK－432　were　subcutaneously　injected

every　day　for　30　days．　2000　mg／kg，　600　rng／kg　and　60　mg／kg　of　PS－K　and　100　rng／kg，

30　rng／kg　and　3　mg／kg　of　Levamisole　were　orally　administered　for　the　same　period．

CH50　was　determined　by　a　standard　assay　method　employing　sensitized　sheep　ery一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　ACH50　employing　unsensitized　rabbit　erythrocytes　（RaE）throcytes　（EA）　and　GVB

was　deterrnined　by　assaying　hemolysis　in　the　presence　of　O．03M　EGTA－GVB－Mg＋＋　as

a　rnedium　for　selective　activity　of　the　alternative　pathway．　The　detection　of

concentration　of　complement　component二s　was　measured　by　a　SR工D　using　specific

anti－sera　against　guinea　pig　C4　and　C3．　Sera　were　collected　before　and　every　1O

days　during　the　administration　of　these　immunopotentiators　by　cardiac　puncture．

　　　　　By　the　administration　of　O．2　rng／kg　of　OK－432，　and　2000　mg／kg　or　600　mg／kg

of　PS－K，　CH50　and　ACH50　in　guinea　pigs　revealed　marked　elevation，　while　O．02　mg／

kg　or　O．002　mg／kg　of　OK－432　and　60　mg／kg　of　PS－K　showed　depression．　Subcutaneous

inゴection　of　lO　mg／kg　or　2　mg／kg　of　BCG　also　showed　elevation　of　CH50　and　ACH50，

while　1　mg／kg　of　BCG　did　not　show　significant　increase　of　complement．　Oral　use

of　Levamisole　of　30　mg／kg　revealed　marked　increase　of　CH50　and　ACH50，　while　3　rng／

kg　wcas　not　effective　on　serum　complement．　100　mg／kg　was　lethally　toxic．　C4　protein

revealed　no　specific　tendency　by　the　use　of　these　four　immunopotentiators，　while

C3　almost　paralleled　with　the　changes　of　CH50　and　ACH50　during　the　observation．

　　　　　The　evidence　that　a　certain　dosage　of　these　agents　can　increase　CH50，　ACH50，

C4　and　C3　protein　concentrations，　suggests　that　the　elevat，ion　of　hernolytic　cornple－

ment　activity　rnay　be　due　to　the　increase　of　C3，　and　so－called　immunopotentiators

might　have　an　additional　function　in　potentiating　the　host－mediated　immune　re－

sponse　against　malignant　tumor　via　the　complem’ent　system．　The　precise　inechanism

of　the　increase　of　CH50，　ACH50　and　complement　components　by　the　use　of　these

four　immunopotentiators　is　not　known．
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20．EFFEcT・F　ssM（sPEcエFエ。　suBsTANcE　MARuYAMA）・N　Hul！LAN　c・MPLEMENT　s・sTEM

　　　　IN　VITRO　AND　工N　V工VO．

　　　　　　　　　　　　　　　　Nobuyoshi　YOKOE，　Yasumasa　FURUKAWA，　Yoshikazu・WAKAMATSU，　Haruki　KATO，

　　　　　　　　　　　　　　　　Minoru　IKEZAK工t　Keimei　HOSOKAWA　and　★Motoharu　KONDO．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（3rd　and　＊lst　Dept．　of　Med．，　Kyoto　Pref．　Univ．　of　Med．）

　　　The　mode・of　action　of　immunopotentiato：rs　has　been　explained　by　restorinq

impaired　i㎜une　response　of　the　host，　mainly　its　cellular　i㎜unity．工n　this

experiment，　so－called”Maruyama　Vaccine”（SSM）extracted　from　human　type　tuber－

cule　bacillir　was　investigated　for　its　influence　up◎n　human　serum　cornplernent

either　in　vitro　or　in　vivo．

　　　Twelve　aqed　patients　without　maliqnancy　reveaユing　negative　response　against

intraderma］．　injection　of　PPD　and　PHA，　were　selected　as　providing　impaired

cellular　immune　response．　They　received　intramuscular　injection　of　two　different

concentrations　of　SSM，　2　pg　（SSM－A）　or　O．2　pg　（SSM－B）　e▽ery　two　days，　and　the

blood　samples　were　venously　obtained　before　and　every　other　month　during　the

treatment．　The　sera　were　stored　at　－700C　until　used．

　　　Hemolytic　assay　of　CH50　was　rneasured　by　a　standard　meヒhod　using　sensitized

sheep　erythrocytes　（EA）　and　ACH50　using　unsensiti2ed　rabbit　erythrocytes　（RaE）．

The　protein　concentration　of　complement　c◎mponents　and　immunoglobulins　was　mea－

sured　by　a　8ingle　radial　immunodiffusi◎n　method（SRID）using　specific　anti－sera

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロagainst　hurnan　Clq，　C4，　C3，　C5，　C9，　C3A，　C1一工NH　and　properdin．

　　　For　the　in　vitro　activation　of　complement　by　SSM，　two　aliquots　of　fresh　human

serum　were　mixed　with　an　equal　volume　of　different　concentrations　of　SSM　diluted

。ne　in　GVB＋＋and　th。。ther　in　O．03M　EGTA－GVB－Mg＋＋，　and　incub・t・d　at　37・C　f・r　l

hr．　The　rnixtures　were　further　diluted　in　GVB＋＋　for　the　rneasurernent　of　the　classi一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　for　the　assay　of　the　alternative　pathway　of　thecal　pathway　and／or　EGTA－GVB－Mg

complement．

　　　工twas　concluded　that　SSM　restored　host－immune　response　in　aged　subjects　during

the　administration　by　measuring　diameters　of　PPD　and　PHA　skin　tests　（Fig．1）．

工twas　also　found　that　hemolytic　complement　activity　CH50　and　ACH50　was　increased

both　in　SSM－A　and　SSM－B　qroups　to　the　same　extent　（Fiq。2）・　Complement　components

C4，　C3，　C5，　C9，　Cl一工NH　and　Clq　were　also　increased　in　SSM－B　group，　while　not　zn

SSM－A　gr。up　exρept　f。r　Cユq（Fig・3）・N。　in　vitr・actエvati。n・f　c・mplem・nt　was。b－

served．　The　p：resent　e▽idence　that　SSM　increases　the．serum　complement　level　leads

us　to　conclude　that　this　druq　miqht　have　an　additional　function　in　potentiatinq

the　host－mediated　immune　response　through　the　complement　system．
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21 　Effect　of　SLE　serum　on　02一　generatiOn　by　human　polymorphonuclear　l　eukocytes．
．

　　　　Possible　role　of　complement　receptors．

　　　　　　　　　　Masao　Shingu，　K6ko　Sakai　and　Masashi　Nobunaga，

　　　　　　　　　　Institute　of　Balneo－therapy，　Kyu－shu　University，　Beppu，　Japan．

　　Fc　receptor（FcR）　or　complement（C4，　C3）　receptors（C4R・C3R）　of　polymorphonuclear　leukocytes　have

　important　rol　es　on　mediating　phagocytosis　of　opsonized　particles．　There　are　few　reports　of

　receptor　abnormalities　of　circulating　lymphocytes　in　patients　with　connective　tissue　diseases

　and　blood　diseases．　PMNs，　when　exposed　to　appropriate　stimuli，　generate　significant’amounts　of

O2一　radicals（02一）　which　are　highly　reactive．　Non一一phagocytosable　stimul　i　such　as　immunoglobul－

　ins　or　complement　also　stimulate　PMN　to　generate　02h．　We　studied　the　effect　of　SLE　serum　on

　PMN　functions　in　relation　to　02一　generation　and　surface　receptors．　PMNs　were　isolated　from

　hepari　nized　venous　blood　of　patients　with　connective　tissue　diseases，　blood　di　seases　and　normal

　persons．　FcR，　C4R　and　C3R　of　PMNs　were　investigated　according　to　rosette　technique　using

antibody　or　complement　coated　sheep　red　bl　ood　cel　ls．　PMNs　were　preincubated　with　SLE　or

　normal　serum，　followed　by　rosette　technique．　SLE　serum　was　fractionated　by　Sephadex　G－200，　and

　serum　fractiens　were　collected．　PMNs　were　preincubated　with　serum　fractions，　and　rosette

　technique　were　performed．　SLE　serum　was　treated　with　polyethpl　eneglycol（PEG），　and　PMNs　were

　preincubated　with　the　pellet　or　the　supernatant．

　　In　patient　with　SLE，　FcR一，　C4R一，C3R－positive　PMNs　were　40．3±11．9　％，　23．9±11．6010，　26．3±12．2e／，

　respectively，　which　were　significantly　low　compared　to　those　of　normal　persons．

　　C4R　and　C3R　were　inhibited’by　preincubation　with　SLE　serum　but　not　with　normal　serum．

　The　serum　factor　inhibi　ting　C4R　and　C3R　were　found　to　be　mainly　in　the　first　fraction　by

　sephadex　G－200　fractionation．　The　smaller　molecular　fractions　of　SLE　serum　also　inhibited　C4R

and　C3R，　but　this　was　less　degree　’than　l　arger　fractio．　n．　02’　genaration　was　assayed　as　follows

　．　PMNs，　nitrobl　ue　tetrazol　ium（NBT），　Con　A，　Cytochal　asin　E　and　serum，　with　or　without

　superoxide　dismutase（SOD）　in　Krebs　Ringer’s　phosphate　buffer（KRP）　were　incubated　at　370C，　for

　30　minutes，　centrifuged　and　NBT　reduction　of　supernatant　was　assayed　at　O．D540．　NBT　reduction

was　seen　by　SLE　serum　stimulated－PMN　but　not　by　normal　SerUM・　Serum　factors

　stimul’ating　PMN　to　generate　02’　was　mostly　in　the　first　fractions　of　SLE　serum　fractionated　by

　sephadex　G－200．　These　results　suggest　that　immune　complex　plays　a　major　role　on　infl　uencing

　PMN　functions，　both　in　02一　generation　and　surface　receptor　occupancies．

　　Thus，　immune　complex－PMN　i　nteraction　leading　to　release　of　02一　and　lysosomal　enzyme　were

discussed　on　the　basis　of　its　pathogenetical　importance　in　immune　cornplex　di　seases．
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，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Effect　of　Phagoeytosis　on　the　Production　of　Faetor　B
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　Mouse　Peritoneal　Macrophages

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yasuko　Kawamo　to，　Hidetaka　lchikawa　and　Akto　Miyama

　　　　　　　　　　　　　　Departrpent　of　MicrobtQlogy，　Fuj　i．ta一一Gakuen　University　Sehool　of　Medicine，

　　　　　　　　　　　　’　Toyoake，　Aichi

　　　We　f．ound　that．the　production　of　Factor　B　by　／meuse　peritoneal　maerophages　（　Mb　）　was

enhanced　when　they　were　stirnulated　in　vivo　wtth　LPS　before　harvesting　or　stirnulated　in

vitro’after　harvesting．

　　　　Considering　that　Faetor　B　probably　played，　some，’roles　in　reeognitiQn　of　foreign

　substances’and　tn　immune　response，　we　examined　the　effects　of　phagoeytosis　by　M￠　on

　the　produetion　of　Factor　B，　ac±d’phosphatase　（　AcP　），　lysozyme　and　lactic　dehydrogenase

　（　LDH　）．　Zymosan　sensitized　with　heated　rnouse　serum　（　Z　）　and　zymosan　sensitized　with

fresh　ntouse　serurn　（　ZC　）　were　employed　as　phagocytizing　partteles．　Z－phagocytized

macrophages　（　Z－Mφ　）　and　ZC－phagocy亡ized　macrophages　（　ZC－M中　）　produced　apProxima亡ely

　twtce　amounts　of　Factor　B　as　that　of　non－phagoeyttzed　macrophages．　Comparison　of　B

　productlon　by　Z－Me　with　that　by　ZC－M￠　revealed　that　the　intttal　rate　of　FactOr　B　production

by　ZC－MI　was　slightly　less　than　that　of　Z－M“　but　the　amount　of　Factor　B　outdid　that　of

　Z－M“　on　4th　to　5th　day　after　phagocytosis．

　　　　Intra一　and　extracellular　activtties　of　AcP，　LDH　and　lysozyme　were　compared　wtth　each

　other8　0n　both　Z－Mφ　and　ZC－Mφ．　　　工ntracellular　AcP　and　LDH　increased　remarkably　after

　phagocytosts　e　f　Z　or　ZC，　but　Z－Maj　produeed　mueh　more　enzyrnes　than　ZC－N“　unttl　3rd　day．

　Thereafter，　ZC－M￠　outdid　Z－M￠　in　regard　to　the　productton　of　intr，acellular　enzynes．

　The　release　of　lysozyrne　was　depressed　up　to　3rd　day　by　phagoeytosis　of　ZC　and　then

greatly　accelerated，　so　that　the　final　amount　in　the　culture　supernatant　outdid　that

of　Z－Mφ．　　　工ntracellular　lysozyme　remainded　at　a　constant　leve1．　　工n　general，

　phagocytosis　of　ZC　caused　an　initial　tnhibition　and　then　an　enhancement　of　the　produc－

　tion　of　Faetor　B　and　other　enzynes．　These　effects　may　be　explained　by　the　faet

　that　ZC　was　more　effectively　trapped　than　Z　by　Mtl　，　but　oヒher　explana亡ion　would　be

　that　complement　proteins　on　zymosan　particles　control　the　activation　of　maerophages．

．

．
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23． Correlation　between　the　Activation　of　Alternative　Pathway　of　Cornplernent

and　the　工nduction　of　Tumor　Cytotoxic　Macrophages　by　Lentinan

J．　Halnuro　r　N．　1くashima，　K．　Mitsugi

　　（Central　Res．　Laboratories　r　Aj　inoinoto　CoりInc．）

H。U．　Schorlemmer，　U．　Hadding，　D．　Bitter－Suermann
　　　　　　　　　　　じロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らミ
　　（　工nst．　fur　Medizinische　Mikrobiologie　der　Universitat　Mainz　）

　　　　　Lentinan　is　well　known　to　have　inhibitory　effects　against　some　transplantab：Le

ヒumors　in　murine　sys．tem，　and　as　a　T－oriented　immunopotentiator．　From　the　previous

work　it　is　known　that　lentinan　stimulates　o．r　resto．res　T－helper　cells　in　antibody

synthesis　and　augments　both　in　vitro　as　well　as　in　vi▽o．　the　induction　of　cytotoxic

T　：Lymphocytes　against二alloantigens　and　hapten　conjugated　syngeneic　lymphocytes．

　　　　　To　：Lnvestigate　the　correlation　between　the　act：tvation　of　APC　by　lentinan　and

its　effects　on　macrophage　ac冒ヒivation，　the　detailed　functions　of　acti▽ated　macrophages

by　lentinan　and　C3b　was　studied．　Lentinan　and　the　other　7　anOdogous　Polysac．charides
　　　　　　　　　　　　　　　ら
　（PS）　were　found　to　be　potent　acti▽at．ors　of　APC，．　r．egardless　of　the　potency　of

inhibition　of　Sl．80　growth　in　mice．　The　七urnover　of　C3，　C5　and　factor　B　showed　no

difference　among　these　eiqht　PS。　　The　par七icles，　iso：Lated　after　ヒhe　treatment　of

lentinan　with　C4dGPS　for　2　to　4　1nin　　at　37。C，　showed　prominent　C3　consuming　activity．

C3　consuming　activity　of　these　partiqulate　enzyme　（PX　）　disappeared　during　prolonged

incubation．　　From　this　it　follows　that　solid　phase　activation　of　APC　may　be　rele▽ant

for　七he　．antitumor　　activity　of　len七inan．

　　　　　We　also　investigated　the　effects　of　PS　on　the　nonspecific　cytotoxic　activity

。f　perit。neal　exudate　cells（ゆ）and　f・und　that　macr。phages。f　mice　treated　with

PS　were　highly　cytotoxic　to　a　variety　of　tumoユr　cells．　The　cytoセoxicity　ernerged

orl　day　3　after　PS　　adrninistration，　and　persisted　for　more　than　25　days．　None　of

th・PS　inve・tig・ted　c◎uld　activat・PEC　Mφin　vitr。，　while　al皿。・七・ll・f　th・。ther

immunomodulators　could．

　　　　　Since　lentinan　possessing　APC　　activating　potency　could　generate　in　vivo　active

complement　componen・ヒs　such　as　C3b，　and　since　C3b　in　turn　is　capable　of　r．endering

macr・phages　cyt・t・xic，　the　activati。n・f　Mφby　lentinan　might　be　explained　by

their　APC　activating　effect。　■t　was　found　that二aneut：ra］一PS　ientinan　under　in　vi’ヒro

conditions　are　incapable　the　Mφdependent　secretion　of　lysosoma工　enzymes　which　are

required　t。・mplify　the　activati。n・f　MJ6　via　C3b　in　vitr。．　Thi・c。nditi。n　c・uld

・xplain　why　1・ntinan　are　incapable・f　rendering　PEC　Mφin　vitr。・yt。t。xi・・

Th・fact・that　PECψinduced　by　inゴecti・n。f　lentinan・h・w・d　increa・ed・・nten七

〇f　lysosomal　enzymes　and　raised　level　of　lysosomal　enzymes　secretion　lead　us　to

the　concept　C3b　generated　in　vivo　in　the　vicinal　region　of　tumor　mass’by　activation

of　APC　plays　a　relevant　：role　in　the　reゴection　by　lentinan　of　transplantable　tumors
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

工nmur■ne　system・

　　　　　Th・differenti・ti。・。f　activat・dψby　lymph。kine・p・。d・ced　by・Tce11・pecifi・

i㎜une　adゴuvant　lentinan　and　by　C3b　is　now　in　progress．
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24．　incorporation　of　［14c　］一1－leucine　into　complernent　in　experirnental

　　　　　　　　　　infection　of　rats　in　various　nutritional　stages

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Motoko　Sakamoto　〈Wayo　Women’s　University）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kusuya　Nishioka，　Kohkichi　Shimada　（Tokyo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Metropolitan　lnstitute’of　Medical　Sciences）

　　　　　　　　　Thd　complernent　biosynthesis　was　examined　in　the　first　complement

　　　　response，　that　is　elevation　of　cornplernent　level　three　days・　after

　　　　staphylococcus　aureus　infection，　since　this　elevation　is　corisidered　to

　　　　ha’ve　a　role　in　host　defense　mechanism＄　before　antibody　response．

　　　　　　　　　［14c　］．一1eucine　was　used　as　a　labeled　amino　acid　to　examine　the

　　　　de　novo　synthesis　of　cornplernent．

　　　　　　　　　エnth・fir・t・。mpエement　resp・n・6，　the　rat・in　the　O．Sg　pr。t・in

　　　　group，　both　infeqted　and　non－infected　group，　showed　significantly　higher

　　　　spiedific　activity　of　newly　synthesized　cornplement　activity　than　did　the

　　　　rat．s，in．the　18g　protein　group．　Cornpared　with　the　non－infected　group，

　　　　the・　infected　rats　also　showed　higher　specific　activity　of　de　novo

　　　　synthesized　cornplement．

　　　　　　　　　．The　infec，ted　rats　showed　rnuch　higher　rates　of　synthesis　of　comple－

　　　　ment　and　this　effect　was　more　predominant　in　the　low　protein　group．
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25 　　　　　　DETECTION　OF　TISSUE　Clq　AND　EXISTENCE　OF　LIVER　HB　SURFACE　ANTIGEN
．

　　　　　　IN　PATIENTS　WITH　VARIOUS　LIVER　DISEASES　BY　DIRECT　IiVllVIUNOFLUORESCENT

　　　　　　DOUBLE　STAINING　TECHNIQUE

　　　　　　INOUE，　J，．　TSUJI，　T，，　ARAKI，　S，，　SHINOHARA，　T，，　ONOUE，　K，，　TSUCHIYA，　iVl，，，

　　　　　　NAGASHIMA．　H，ee　and　NAITO，　K，ce“　（　“　The　First　Department　of　Internal　Medicine．

　　　　　　Okayama　Universlty　“ledical　School．　Okayama，　JapanJ““　Department　of　Internal

　　　　　　Medicine，　Kumayama　Hospital．　Okayama．　Japan　）

　　　　　　Tissue　localizations　of　a　subcomponent　of　the　first　component　of　complement

　（　Clq　）　were　examlned　in　40　1’iver　biopsy　specimens　（　acute　hepatitis　2　cases，

chronic　Persistent　hePGtitis　4　cGses／　chronic　G99ressive　hePGtltis（　2A　）　3　c（】ses，

chronic　aggressive　hepatitis（　2B　）　15　cases．　Ilver　cirrhosis　5　cases．　lupoid　hepa－

titis　3　cases．　hepatocellular　carcinoma　6　cases　and　other　type　2　cases　），

The　direct　immunofluorescent　technique　was　used　after　fixation　with　2　％　paraform－

aldehyde　in　saturated　ammonium　sulphate　or　acetone　fixation，　For　HB　surface　antigen

（　HBs　Ag　）　positive　specimens，　double　stanlng　was　carried　out　used　with　tetra－

methyl　rhodamine　labelled－anti　HBs　Ag　and　FITC－anti　Clq，　Clq　on　acute　hepatitis

and　chronic　persistent　hepatitis　specimens　was　found　slightly　in　collagen　fibers

antti　the　cytoplasna　of　fibroblasts　in　the　connective　tissues，　on　the　contrary，

an　amount　of　Clq　was　detected　as　immune　depos　it－like　substances　in　piecemeal

necrosis　of　liver　specimens　from　chronic　hepatitis　patients　with　active　form，　ln

these　immune　deposit－like　parts．　Ig　G　was　localized，　Positive　Clq　on　the　l　iver　ce！1

membrane　was　observed　in　6　（　26，0　％　）　of　23　cases　of　HBs　Ag　positlve　l　iver　diseases

and　in　3　（　17，0　％　）　of　17　cases　of　HBs　Ag　negative　l　iver　diseases，　P4embranous　Clq

localization　was　not　related　to　localizations　of　HBs　Ag　in　the　hepatocytes，　ln　the

mer：ibranous　Clq　positive　cases，　Ig　G　was　identifled　concomltantly　ln　2　of　5　cases

of　HBs　Ag　positive　l　iver　diseases，　1　of　3　cases　of　HBs　Ag　negative　l　iver　diseases，

but　lg　A，　lg　M　，　C5　and　C4　were　not　detected，　lt　was　supported　that　detectlon　of

Clq　bearing　to　liver　cell　membrane　was　appeared　in　the　abnormal　cQnditions　of　liver

cells　in　hepati・tis　patients　with　clinically　active　stages．　and　as　one　of　the　major

mechanisms　responsible　for　immunologic　liver　tissue　injury，
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26． INHIBITOtrY’”・　EFFECT　iOF’̀ ’　NTI－FCOMPLEMENTARY　AGENT（’ja’76）　：N’　EXPERIMENTAL

ENDOTOXI．N’DJNDUCED　’iLIVER　INJURY

　　　　　　ONOUE，　K．，　TSUJI，　T．，　ARAKI，　K．，　SHINOHARA，　T．，　TSUCHIYA，　M．，

　　　　　　IN，，9UF．1　．J．・，？．　，Nl！．GA5HI．1“Vl，　“，lf，．　and　NAITO，　K．”“’，（“Firfit　Department　of　lnter．nal

”　，　．．　1141，ee，161．ne，．pi．a）c，am9．，uh，ivg“sit’　y　Me／dicai，　schooi，　okaYama，　Japan；　＊“Department

　　　　　　6f　internal　Me’dici’ne，　Kumayama　Hospital，　Okayama，　Japan）

　　Endotoxin　appears　as　one　of　the　major　mechanisms　responsi’ble’　for　l　iver　tissue

　　injuvッ　in　fulminant　hepatitis．　In　the　pγ・esent　experimen．tal　study，　relationship－

　sHtve，twe‘en　’the　functi’on　ef：　reticuloendbthelial　system　（RES），　e．g．　Kupffer；　cel　l　s

　and　macrophages，’and’endotoxin　peritoneally　injected　was　examined．　Furthermore，

　　functio’n　of　RES．to　an－ariti’icomplernentary　agent　（K－76）　wa’s　studied　used　with

　・rcrts’wt’th，’endotoxin・一in，　duced・hepatiti　s．　A　series　of　120　rats　w’as　investigated．

　The　histological／　’diagnoses，　l　iver　function　tests　for　sera　and　detection　of　tis－

sue’endotoxin　LPS’used　with　direct　immunofl　uorescent　tech’nique　were　peri’ormed．

　　LPS’antigen　in　survivaT　Vats　with　endotoxin－induced　hepatitis　was　detected　mai－

　　nly　in・　Kupffer　Cel　lsi’　on　the　contrary　in　mortal　rats，　mainly　in　sinusoidal　spa－

　　ces　and　in　hepatic　cells．　Serum　GOT　levels　of　experimental　rat　groups　were　ele－

　　vated．　and　its　of　．rats　peritoneally　adninistered　K－76　（5mg／body）　wev－e　remained

　within　normal　l　imits．　Furthermore，　LPS　antigen　・in　the　rats　administered　K－76

　was　not　detected　，in　hepatic　cel　l　s，　but　detected　in　cytoplasma　of　Kupffer　cells．

　　　It　is　supported　that　decrease　of　function　of　Kupffer　cel　l　s　in　experimental

　　rats　lead　an　outbreak　of　endotoxin－induced　hepatitis，　and　administration　of　K一

’　76　as　an　anti－complernentary　agent　inhibits　its　outbreak．

’
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27． COMPLEMENT　工N　PR工MARY　HEPATOMA

H工ROKI　TAGAMI，　KO工CH工　WATANABE，　TOSH工KAZU　YOSH工KAWA，　MOTOHARU　KONDO，　★NAOYUK■

MATSUMURA，★KO工CHI　N工SH工DA　and　★KE工ME工　HOSOKAWA

First　Depart二ment　and　★Third　Department　of　Medicine，　Kyoto　Prefectural　University

of　Medicine，　Kyoto，　602．

　　　　　Nun‘Lerous　data　have　shown　that　serum　complement　level　increases　in　patients

with　malignancy　following　the　growth　of　neoplasm，　low　complement　level　has　been

reported　in　hepatoma．　This　decreased　serum　cornplernent　has　been　explained　by

impaired　synthesis　of　complement　protein　by　the　！iver，　and　partly　possible

partieipation　of　immune　reaction　in　hepatoma　patients．　However，　in　these　obser－

vations　”cold　acbivation　of　cornplement”，　that　in　some　patients　with　liver　diseases

serurn　hemolyt±c　complement　decreases　during　the　storage　of　the　sample　in　the　cold，

have　not　been　taken　in　account．

　　　　　Eighteen　patients　with　primary　hepatoma　were　investigated　for　the±r　serum

complement　level　using　sensitized　sheep　erythrocytes　（EA）　for　the　classical

complement　pathway　act二i▽ity　（CH50）　and　unsen’sitized　rabbit　erythrocytes　（RaE）　for

七he　alternati▽e　pathWay　act二ivity　（ACH50），　and　complement　componen七s　by　sinrJle

radial　immunodiffusion．　Their　serum　samp1es　obtained　in　the　usual　rnanner　revealed

drcreased　CH50　in　all　cases，　while　normal　in　ACH50．　When　sera　were　separated　at

370C　and　stored　by　the　increasing　ionic　＄trength　to　v＝O．53，　all　these　patients

maint二ained　hiqh　CH50　and　ACH50，　indicating　t二hat　patients　sera　provided　hiqh

complement　level　when　cold　activation　of　complement　was　prevented．　Analysis　of

complement　componenセs　revealed　hiqh　Clq　and　C5，　and　relatively　high　Cl工NH　and　C9・

　　　　　工t　is　concluded　that　serum　complement　levels　in　hepa七〇ma　patients　showed

high　serum　complement　levels　as　seen　in　other　rnalignant　tumors．
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28． Quantitative　changes　in　the　protein　of　complernent　cornponents

in　patients　with　malignant　tumors　treated　with　immunopotentiator，

OIく一432　（Picibanil）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　2

Shuゴi　Funahashi，MD，　Junzo　Kodama，MD，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Akira　Okazaki，MD，　Tutomu　KawaharaJMD，

Norio　NumataヲMD，　Mituru　Qzawa？MD，　Hiroaki　TamuraラMD　and　shoゴi　shimoef，MD．

Osaka　National　Hospital，　Department　of　Cli．nical　Laboratory，’Dep．　of
surgery2C　Dep．　of　obsterics　and　Gynecoiogy3，’　Dep．　of　uroiogyf

National　Cardiovascular　Center，　Dep．　of　Clinical　Laboratory　and
　　　　　　　　　　　　　1　　　　’

エnvestigation

　　　Previously　we　have　studied　the　changes　in　immunological　Parameters，　such　as

skin　test，　lymphocyte　population，　M工F，　i㎜unoqlobulins　and　CH50　titer　in　40

patients　with　malignant　tumors　treated　with　non－specific　immunopotentiator，

OK－432　（P工C）．　工t　is　assumed　that　P工C　administration　could　enhance　the　functions

of　not　only　cellular　but　also　humofal　immunity　as．well　as　complernent　systern　in

those　patients．

　　　［Materials　and　methods］

　　　工n　those　patients，　quantitative　analysis　was　performed　in　the　complement

components　t　such　as　Clq，　Clsr　C4，　C3c，　C5，　C9，　C：L　一・　1NH　，　C3b一工NH，　properdin　and　C3－

activator．　Of　these　40　patients，　10　had　had　stomach・一，　8　uterine一，　4　lunq一，4　bladder一，

4　kidney一，　2　breast－r　2　ovary一，　2　oesophageal　carcinorna　as　well　as　2　leukernia，

1　lymphosarcoma　and　1　immunodefficiency．　Nine　of　thern　were　treated　with　only

P工C．　　Other8　were　treated　with　chemotherapy　and　radiation　therapy　together　with

PrC．　PIC　was　adrninistered　principally　s．c．　with　an　initiating　dosage　of　O．2　KE

foユ10wed　by　gradual　increase　to　the　maintenance　dosage　of　2　KE．

　　　Quantitative　measurements　of　proteins　of　the　cornplement　components　were

perforrned　by　means　of　the　single　radial　immunodiffusion　rnethod　using　anti　sera

to　Clg，　Cls，　C5，　C9　（Behring　werke），　anti　sera　to　properdinr　C3b一：NH　｛Kent　Lab．）．

C3c，　C3－activator　and　C4　were　measured　using　M　Partigeh　plate　（Behring　werke）．

The　results　were　represented　as　percentage　of　the　values　obtained　using　QS　・

standard　serum　as　100　percent．

　　　［Results］

　　　1）　The　proteins　in　the　cornplernent　components　of　these　patients　with　cancer

increased　definitely　in　comparison　with　the　those　of　healthy　adults，　with

excepsion　of　properdin．　High　values　of　protiens　were　observed　in　C9，　C5，　Cls，

C4，　Cl－INH　and　C3一一activator　．tn　this　sequence．　However，the　properdin　rernained

in　the　normal　range　or　rather　decreased．

　　　2）　Following　P工C　administration，　proteins　in　the　complement　components

increased　generaily．　The　rate　of　increase　was　rnarked　in　properdin　but　not

significant　in　C1一工NH．

　　　3）　Comparison　of　complement　components　between　patients　with　decreased　en．50

titer　and　those　with　increased　CH50　titer，　proteins　in　the　cornponet）ts　increased

more　rnarkedly　in　the　group　with　increased　CH50　titer．　Properdin　in　the　group

with　decreased　CH50　titer　remarkably　decreased　in　comparison　with　those　with

increased　CH50　titer．

　　　4）　Changes　of　Cl一工NH　correlated　relatively　well　with　the　changes　in　C4　and　C9．

The　same　correlation　was　observed　between　properdin　and　C3b一工NH　as　well　as

C3一一activator　and　C9．
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29．　Dependence　of　C4　activi　ty　in　molecular　states　on　different　hemolytic

　　　　　　　　　　　　assays

　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshihiro　Fukuoka，　Tomoko　Okuda　and　Takehiko　Tachibana

　　　　　　　　　　　　　　　　　Res．　lnst．　Tuberculosis　and　Cancer，　Tohoku　Univ．

　　　　　　　There　are　two　methods　for　hemolytic　titratio，　n　of　C4．　Th’e　one　using　EACIgP，

　　　　0XYc2hU　and　EDTA－cgP　（E－c　method）　was　reported　by　u’s　in　this　symposium　in　1977

　　　　and　the　other　using　EACIgP，　OXYC2hU　and　C4DgP　（’C4D　method）　was　recently　reported

　　　　by　Nussenzwig，　et　al．　We　obtained　the　different　results　on　C4　hemolytic　activ’ity

　　　　measured　by　the　two　methods．　This　discrepancy　does　not　come　from　the　difference

　　　　in　the　se　nsi　ti　vi　ty　of　bo　th　me　thods．

　　　　　　　As　for　BALB／c　and　DDI　（Ssh　C5＋），　C4　activity　was　higher　in　serum　than　plasma

　　　　by　the　E・一C　method，　while　the　opposite　results　was　obtained　by　the　C4D　method．

　　　　But　BIO．D2／0　and　DDD　（Ssh　C5一）　show’ed　neither　hemolytic　activi’ty　in　plasma　by

　　　　both　methods　nor　in　serum　by　the　C4D　methods．　The　DDI　serum　was　gel－filtered　on

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十十

　　　　Sephadex　G－200　with　VBS’一　and　C4　activity　of　each　fracti’on　was　measured　by　the

　　　　two　methods．　C4　activity　appeared　in　the　first　and　the　second　protein　peak　by

　　　　the　E－C　methods，　while　it　was　only　detected　in　the　second　protein　peak　by　the

　　　　C4D　method．　This　difference　does　not　depend　on　the　participation　of　guinea　pig

　　　　C2　supplied　from　C4D　serum．
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30．SiEt11gli11：11IS；．一．！lll！！11IIS1g－S11！1一11：11！il一！lrgS21Ed！29！111：！191t1tl！1！1SLSI！11｝Yg：！：11！！E1t－Yl！SY1！！！：119！！E一一9E！1！！1！1U11NET：C　MAPP：NG　OF　THE　LOCVS　CONTROLL：NG　STRUCTURAL　VARrATIONS　OF　MURrNE

C3　rN　THE　CHROMOSOME　i7．

Shunnosuke　NatsuUtrie－Sakai，　Jun一：chiro　Hayakawa，Shigetoyo　Amano　and　Morinobu

Takahashi．　The　Departrnent　of　1mmunobiolegy，Cancer　Research　Institute，Kana－

zawa　University　and　the　rnstitute　of　Experimental　AnimalstKanazawa　University

School　of　Medicine．

　　　Backcross　progeny，（NC　x　TF／GnLe）Fl　x　TFIGnLe，was．tested　for　the　C3　allotype

control　led　by’C．tZ　locus　and　the　expression　of　mutant　gene　1Lf，repeated　loss

and　regrowth　of　hair．　The　recombination　frequency　between　these　two　loci　both

located　in　chrornosome　17　of　the　mouse　was　24．0　g．　Taken　together　with　our　pre

vious　linkage　data，C3一ユ　is　now　localized　to　a　position　ll　centirnorgans　more

distal　than　the　S　region　of　H－2　on　the　chromosorne　17．
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31 　The　Primate　Complements，　II．　Immune　Adherence　Receptors　on　Erythrocytes
．

　　and　Platelets．

　　　　　　　　　　　　　　Tomoko　okudal，　Kenji　Takahashi2　and　Takehiko　Tachibanal

　　　　　　　　　　　　　　1’Res．　lnst．　Tubeculosis　＆　Cancer，　Tohoku　Univ．

　　　　　　　　　　　　　　2．

　　　　　　　　　　　　　　　　Primate　Res．　lnst．，　Kyoto　Univ．

　　　　　Immune　adherence　（rA）　receptors　are　said　to　be　found　on　primate　erythro－

cytes　and　non・一primate　platelets．　To　know　if　it　is　true，　we　examined　the

IA　receptors　on　erythrocytes　and　platelets　from　11　non－human　primates　in

various　staaes　of　evolution．

　　　　The　IA　receptors　were　detected　by　rosette　formation　with　EAC（　E：　sheep

e　ry　th　ro　cy　tes，　A：　1　gM　fract　fi　on　of　rabbit　an　ti　一sheep　e　ry　th　ro　cy　tes　an　ti　se　rum，

C：　complements　of　various　species　）．

　　　　Using　EAC1423gP　or　EAC1423hU　the　IA　receptors　we・re　detected　on　the

erythrocytes　from　the　Old　World　monteys　but　not　f’rom　the　New　Worl　d　monkeys

or　the　Pro　simiaes．　丁he　IA　receptors　on　the　erythro．cytes　from　the．　New

World　monkeys　were　detected　using　EAC　made　from　the　rnonkey　complements．

But　we　co　ul　d　no　t　de　tect　IA　recep　to　rs　on　the　e　ry　th　ro　cy　tes　from　the　Prosimiaes

even　though　many　species　complements　were　used．　From　these　results　it　is

clear　that　the　detection　of　IA　receptors　on　erythrocytes　is　strongly

affected　by　the　sort　of　complements　used．

　　　　The　IA　receptors　on　platelets　were　found　only　in　’the　case　of　grand

galago　and　squirrel　monkey．

　　　　Rabbits　and　guinea　pigs　have　IA　receptors　on　their　platelets　and　also

on　thei　r　e　ry　th　ro　cy　te　s’　to　some　ex　ten　t．
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32． Genetics　and　Some　Characterization　of．C6　Deficiency　in　Rabbits

　　　Tsuneo　Abe　i），Masanori　Kornatsui），Ken－ichi　yamamoto2），　and　shunsuke　Migita

l）　Dept　of　Animal　Gdnetics，iNational　工nstit亡te　of　Animal　Indust：ビy，Chiba　280

2）Dept　of　Molecular工mmunology，　Cancer　Research工nstitute，　Kanazawa
　　　University　，　Kanazawa，Japan　920

　　Since　RoYher　et，　al．，（1961，1966）　disq．overed’　C6　de，ficiency　in　a　strain　of

rabbits　in　Germany，　two　other　strains　of　C6－deficient　rabbits　have　been

descrived，’drie　originating　in　Mexico，the　other　in　Cambridge．　We　have　also

found　another　C6一　defieiency　in　a　strai’n　of　Angora　rabbits　reared　in　Japan．

　　The　farnily　data　were　consistent　with　an　autosomal　recesslve　forrn　of　inheri－

tance．　This　and　the　previous　reports　indicate　that　C6　deficiency　must　be

fairly　w’idespread　in　rabbits　reared　under　normal　conditions　and　thus　the

total　lack　ef　hemolytic　compleTnent　activity　cannot　be　any　serious　survival

importance．　Certainly　these　deticient　rabbits　appeared　healthy　and　had

normal　fertility．

　　Alloimmunization　of　C6　deficient　rabbit　with　a　normal　rabbit　serum　pro－

duced　a　specif・ic　antibody，　which　gave　a　clear　precipitin　line　to　norrnal

rabbit　sera，but　not　to　C6　deficient　rabbit　sera．　The　data　of　inhibition

tests　using　with　this　alloantiserum　indicate　that　the　antibody　inhibits

specificallY　C6　activity　bf　not　only　rabbit　serum　but　also　other　animal

sera．　This　result　rnay　proved　the　antibody　to　be　C6　protein　specific．

　　This　antibody　also　cross－reacted　against　other　animal　sera　：　human，

cattle　，　sheep，　goat，　pig，　dog，　guinea　pig　and　mouse　serumt　but　not　to　horse，

hamster　and　chicken．　This　fact　suggests　the　an’tiserum　rnay　be　useful’for

the　measurrnent　of　C6　protein　in　some　other　arnimals　including　human　and　for．

detecting　the　a］ユotypes　of　C6　protein・

　　The　distribution　of　C6　level　，　rneasured　by　single　radial　immunodiffusion

method　using　with　the　alloant±serum，　in　the　sera　of　Angora　rabbits　were

divided　into　three　groups；　normal，　about　a　half　and　null　level．　The　C6

1evel　in　th　sera　of　Fl　rabbits（　N／d　）　of　cross　between　C6　deficient　Angora

rabbit　（　d／d　）　and　normal　New　Zealand　White　rabbit　（　N／N　）　were　about

a　half　of　norrnal　level．　These　results　suggested　that　the　level　of　C6　in

the　sera　of　the　rabbits　were　under　the　dosage　effect　of　the　recessive　gene

（d）　or　the　dominant　gene　（N）．

一　186　一



33．　　st・dy・n　c3　P・lym・rphi・m　i・th・J・p・・e・e　p。P…ti。・

　　　　　　H。Nishimukai，　K．Sakata，　K．Yamasawa，　Y・Hyodo＊r　K．Kosuge★，　T・Yazaki葵，　ahd

　　　　　　H・Kitamu「a：★（Ky。t。　Pref．U。iv．M。d．rK。。・g。w。　Childre。・M。dical　Center・，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fuj　ita　Gakuen　Univ．Med．糞，　The　Center　of　Adult　Dis．　Osaka奏★）

　　　　　　　Over　twenty　genetic　variants　of　C3　in　no：tmal　human　sera　have　been　detected　by

　　　the　techniques　of　high　voltage　starch　or　aqarose　gel　electrophoresis　and　antibody
　　　fixati。。．　Th。　m。。t。。㎜。。　C3　i。　d。。ignat。d　C3－S（。。nt。。ユ1。d　by　C3S　g。。e）and　th・

　　　1。。。c。㎜。。。f　th。　tw。m。。tp。ev。1。nt　f。。m。　i。　C3－F（。。nt。。11。dby　C3F）．B。・id。・

　　　the　homozygous　C3　deficiency　（genotype　C3　／C3　，　C3　　is　the　si：Lent　gene　on　the　C3
　　　1。。u。）。。d　hyp。m。rphi。　vari。。t（phen。typ。　C3・一・fS・；ff。rm－w。。　c。。t。。・1。d　by　C3f

　　　which　synthesizes　the　de．creased　C3－F　protein　（Alper　et　a1．　1971，　McLean　et　al．

　　　1978））　were　described．　The　purpose　of　the　pre．sent　study　was　to　investigate　the　C3

　　　polymorphism　in　the　Japanese　population。

　　　　　　（1）　Popuユation　study

　　　　　　C3　typing　was　carried　out　by　the　high　voltage　aqarose　gel　electropho：resis　（Tei－

　　　sberg　1970；　the　pattern　is　shown　in　Fig。1）　and　antigen　antibody　crossed　eユectropho－

　　　resis．　The　sera　of　unrelated　healthy　l，092　individuals　were　examined，　1，082　0f　SS，
　　　　…　F…d。ne　SS。、。w・・h・g・・e　freque・cy。f　C・S　w・…995，　whi・h　vaエ・・i・ex・re一

　　　皿ely　higher　than　that　of　Caucasians　（0．75，　by　Alper　＆　Propp　1968）．

　　　　　　（2）　C3　deficiency

　　　　　　Genetic　analysis　of　a　family　with　C3　deficiency　was　perfor皿ed　after　the　measure－

　　　ment　of　C3　protein，　functional　hernolytic　assay　of　C3　and　CH50　titration　in　a：tl　sera

　　　were　carried　out　（．see　another　subject）．　The　propositus　（工V－22）　and　his　niece　（工V一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　21）　with　no　C3　p：rotein　were　genetic　homozyqous　C3　defici．encies　（C3　／C3　）；　father
　　　。nd　m。ther。f。．ach　h。d　h。lf－n。rm。ユ1。▽el。f　C3．一S（C3S／C3一）．N。。th。．　variant，。．9．

　　　C3－Fr　could　not　b．e　detected。　Partial　pedigree　of　the　kindred　with　C3　deficiency

　　　is　shown　in　Fig．2．

　　　　　　Another　family　with　a　child　who　had　no　C3　protein　was　discovered．　As　his　father，

　　　mother　and　a　sibling　had　half－normal　level　of　C3－SS，　he　seemed　to　be　the　genetic

　　　controlled　C3　deficiency．　But　he　was　suffering　from　MPG∬r　and　it　was　suggested　that

　　　C3－NeF　was　contained　in　hiS　serum　experimentaZly，　the　qenotype　could　not　be　affir・一

　　　med　the　homozygous　C3　　（Fiq．3）．

　　　　　　（3）　Hypomorphic　variant　of　C3

　　　　　　AJapanese　female（52　y．）with　hypomo：rphic　variant　of　C3　was　discovered．　She　was

　　　apParentユy　in　good　health　and　had　no　history　of　serious　iユ1ness．　C3　1evel　and　CH50

　　　in　her　serum　were　69。5暑　of　NHS　and　32u　（NHS＝41u），　respectively．　C3　phenotype　was

　　　tentatively　designated　f＊S　because　a）　the　S　portion　contained　about　half－le▽e：L　of

　　　normal　C3－SS　and　the　ft　contained　more　decreased　C3　protein　（about　l／2　0f　her　S

　　　po：r七ion）．，b）　the　f★　had　C3　hemolytic　activity，　but　工ower　than　the　S，　c）　the　elect：ro－

　　　phoretie　mobiJitY　of　f★was　not　corresponded　to　the　normal　Japanese　C3qF　（situa七ed

　　　between　F　and　S）．This　patte：rn　was　observed：repeatedly　in　her　fresh　serum．

　　　There　are　few　variants　of　C3　in　the　Japanese　population．　Although　some　authors
rep・・t・d　the　as・◎・i。ti・n　b。tween　th。　C3F　gene　a。d　di。ea。e。（。ther。。ci。r。ti。　v。scuエar

diseases　by　Sφrensen　＆　Dissing　l975，　cyc・ヒic　fibrosis　by　Schiφtz　et　al．　1978），　it

is　difficult　to　study　on　this　theme　in　Japan；　i’n　fact，　when　we　performed　the　C3　ty－

ping　in　400　0f　Japanese　athrosclerotic　vascular　diseases，　no　gene’ヒic　variant　was

det；ecセed．
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34　．　Hereditary　Angioedema

　　　　　　　　A　case　report　and　stud　ies　of　the　mechanism　of　ep　isod　ic　edema

　　　　　　　　　　　　　　　Michifumi　Kohno，　Takehisa　（thimoto，　Atsushi　linj　i＄．aku，　Hideyuki　Himerniya，　and

　　　　　　　　　　　　　　　Akio　Mikami＊　．　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2nd　Deptirtment　o　f　Internal　Medicine，　Hokkaido　University

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊Department　o　f　Internal　rvledicine，　Sapporo　Hospita　l　of　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　National　Railways

　　　　　　，　A　16　year－bld　girl　was　acimi　tted　because　o’f　sWelling　of　forearms　and　colicky　abdominal

　　　　　pain　recurrent　since　rhe　age　of　6　years．

　　　　　　　　　She　was　found　to　have　low　total　complement　level．　Of　the　complement　component　s，

　　　　　　C4　was　markedly　decreased，　and　C2　to　a　mild　degree．　The　l　eve　ls　of　CH50，　C　4，　and　C2

　　　　　　showed　no　differences　between　at　the　attack　and　in　remi　ssion．　Other　complement

　　　　　　components，　Cl，　C3，　and　C5　were　al　l　norrnal．

　　　　　　　　　Of　the　faJni　ly　members　her　mother　showed　l　ow　l　eve　ls　of　C4　and　CI　INH，　but　she　had

　　　　　no　clinical　syinptoms．

　　　　　　　　The　protein　arnount　of　cr　INH　was　low，　32％．　at　the　attack　and　36．5g　in　remission．

　　　　　　By　fしmctional　assay，　CIINH　activity　was　14。2告　in　remission．　　At　the　attack　the　activity

　　　　　　was　not　detected．

　　　　　　This　may　correlate　to　the　henideficiency　hypothesis　of　Weiller．　In　our　study，　CI　INH

　　　　　　act　ivity　was　rernaining　in　remissicm．　By　some　unknown　cause　i　t　was　used　up，　which

　　　　　　led　to　the　attack．

，
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35 　　　　　　　　　　　　　　　　　Hereditary　C3　Deficiency　in　a　Patient　with　S工、E
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yukio　Hyodo，　Keiji，　Kosuge，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hajirne　Kitamura＊，　Kazuyoshi　Nagaki＊，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Shinya　工nai★

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kanagawa　Childlen’s　Medical　Center，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　The　Center　for　Adult　Diseases，　Osaka

A　14－year－old　female　patient　with　SLE　was　found　to　lack　C3　by　lmmunochemical

and　hemq：Lytic　assays。　　Pedigree　study　revealed　another　C3　deficient　subゴect，

15－year－old　healthy　boy，　and　many　individuals　with　C3　levels　approximetely

half－normal．　　工t　seems　that　these　2　subjecセs　are　he　mo　zygo　tis　fo：r　C3　deficiency．

Studies　were　carried　out　on　hemolytic　activities　and　immunochemical　protein

concentrations　of　complernent　components，　immune　adherence　and　bactericidal

activities　in　their　sera，　etc．
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36． Hereditary　defi．　cienqy　of　the　ninth　component　of　compl　ement　（C9）

Y．　Yukiyama，　T．　Chihara，　K．　Tanimoto，　S．　Hirose　and　Y．　Horiuchi

bepartment　of　Inter．nql　Medicing　gnd　Physical　Therapy
　　　　　　　　　　　　　　　　Uni　ve　rs　i　ty　of　To　kyo

　　　　The　disco　ve　ry　of　comple爬nt　deficient　state　will　much　cont　ri　bute　to　un　cte　rs　tand　the

pathophysiolocy　ofcomplement　function　in　vi　vo．　Here　we　descri　be　a　case　of　the　ninth　component
of　compl　ement　（C9）　defi　ciency，　which　is　the　second　case　in　Japan．

　　　　Case　su㎜7ツ：H。0．，　a　52－year－01dmale，　was　admitted　to　Tokyo　University　Hospita1，Depart爬nt

of　Internal　ttedi　cine　and　Physical　Therapy　with　i　ntermi　ttent　fever　up　to　400C．　At　22　years　of　age，

he　had　gartroduodenectorTzy　because　of　duodenal　ul　cer．　A　week　l　ater　i　ntestinal　obstructi　on

developed　and　he　was　reoperated　three　times　in　order　to　detach　adhesion　and　爬sect　the　fiste1・
After　that　he　had　been　healthy　i　n　twenty　years．　I　n　1971，　he　experi　enced　high　fever　up　to　400C

with　chill，　which　l　asted　for　one　or　two　days　and　developed　ence　a　rnonth．　He　had　s　uffered　from　this

attack　fo学6months　and　was　admlnfste爬d　with　antibiotics　in　successive　6　months．　After●anti－
biotic　treatment，　he　had　no　fever　for　another　four　years，．　rn　1975・．　tntermittent　fever　again

developed．　An　attending　physician　administered　10　to　15　mg　of　predbnisol　one　per　day　for　over　two

years．　Febri　le　attack，　however，　continued　which　was　s　uccessfully　treated　wt　th　anti　biotics．　ln　1979，

he　vi　sited　to　our　hospital　because　of　fever　and　withdrawal　syndrome　of　steroi　d．　On　admission

he　was　well　nourished　and　had　no　lymphadenopathy．　Lungs　and　heart　are　intact　and　l　iver　and　spleen

lT8．δnε爵18鵯251280朧8尾ff瀦需．s囎鎚t臨。翻lm縦寵ell濃認瓢．t「縦，，　t．。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　Labo　ra　tovツ　findings　showed　white　blood　cellweeks　he　readmitted　with　high　fever　and　nausea
18200　with　neutruphilia，　mi　id　anemia，　C　reacti　ve　protein　2（＋）　and　vhoderately　elevated　erythro－

sedi　mentation　rate．　Pl　ain　X－P　of　abdemen．revealed　incompl．ete　in－tpttinal　obs　truCti　on，　which

di　sappeared　i　n　two　days　wi　th　conservative　treatment．　Hemolyti　c　complement　titer　again　showed

low　level　and　the　cornplete　absence　of　C9　was　found．

　　　　Methods：　Total　hemolyti　c　compl　ement　ti　tration　（CH50）　was　done　by　using　4　x　10’　EA　cel　l　i　n

one－fi　fth　reaction　volL”ne’盾@Mayer’s　ori　ginal　method．　Human　Cl，　C4　and　C2　were　f．uncti　onally

9911f’呈ld宇瓢n塁。乱111誕，竪ell瀦毛囎モi。fi3i、95a。ll・b17G、91tga2d、C？。写e露認a畿4f器甲11。￥1’s

one　ml．　reaction　vol　Ume．　C4　and　C6　were　assiryed　by　C4　defi　cient　guinea　pi　g　sera　and　C6　de　fici　ent

rabbi　t　sera．　One　of　anti－sera　to　C9　was　purchased　from　Hoechst　Co．　and　another　was　the　gi　ft

from　Dr．　M．　Takahashi，　Cancer　Insti　tute　of　Kanazawa　Universit“f．

　　　　les　ults：　Complement　ti　tratign　（control　or　norm．　al　range）；　C　50，　72　（90－320）；　Cl，　4．85　x．10k

9；11憂1610（蓉7｝811111：1：酬ll騰舞：26，xi6gll；C11・，l171　l120？ΣllOl）1。gll器？02．8110？81

（312　x　10“」；　C9　〈　250’〈7．3　x　10“）；　C3－C9　total　activity　96　（357－610）；　C9　ti　ter　of　H．O．　showed

less　than　one－three　hundredth　of　control　sample．
　　　　1㎜unochemical　analysis：The　re　were　no　precipitin　line　between　H．0．　s帥a　and　ant1－Cg　sera

from　either　Hoechst　Co．　or　Dr．　M．　Takahashi　in　Ouehterloney　analysis．　In　contrast，　control
sample　applied　to　the　well　adjacent　to　H．O．　straightly．　r’each．ed　t．h’e．Y．P．　well．　一1．r！！！nun．ochemi．cal

detbrminh’tion　of　C9　by　Mancini　method　showed　no　pr’ecipitin　ring　in　H．O．　sera，　while　in　control

S”MPieeSC．；？SiY，：：2eedThf”，，OM，　，53ibeii？・aggg（1？16．，　s．o．，　M．o．）　showed　iow　compiement　titer　but　c4　and　．C6

1evels　were　within　normal，　range：　Ouchterloney　analysis　disclosed　that　all　of　1．O．，　S．Q．．gnd　M．O．

made　no　preci　pitin　l　ine　agai　nSt　anti－C9　sera，　which　suggested　all　four　brothers　．　had　一C9．

deficien’曹凵D　C9　levels　of’1．O．，　S．O．　and　M．O．　were　all　undetectable　by　MancinS　method．　Therefore，

朧臨謝y繍1諮t艦、鰭111婁1曾d畑1粧f’c’ency　ls　aut。somal　dom’nant「athe「

　　　　Discussiqn　and　concl　usion：　It　i　s　uncertain　whether　pyrexia　mi　ght　be　due　to　the　defect　of

complement　system　or　not．　At　least　bacteri　ci　clial　acti　vi　ty　in　H．O．　sera　should　decrease

because　of　the　absence　of　C9．

　　　　Heredity　of　C9　resembles　that　of　Cl　inhibitor　in　autosomal　dominant　trait．　However，　it

produces　detectable　protei旧n　the　case　of　latterg　which　differs　fr㎝this　case　of　C9　defi　ci　en（ッ．

　　　　ln　conclusion，　a　case　of　52－year－old　Japanese　male　proved　to　be　the　complete　absence　of

C9　in　the　cri　teri　a　of　hemolyti　c　assay　and　preci　pitati　on　reaction　in　gel．
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37．　coNcENTRATIoNs　oF　coMPLEMENT　coMPoNENTs　oF　clq　AND　c3エN　sERA

　　　　　AND　SYNO▽工AL　FLUIDS　OF　PAT工ENTS　W工TH　BONE　AND　JO工NT　D工SEASES

　　tMASANAGA　UEDA，　TAKAKO　SASAKI，　KUN工O　YONEMASU，　SHUZO　KASHIBA

　＊＊TAKAHIRO　OCHI

　　＊Department　of　Bacteriology，　Nara　Medical　University

　＊＊Departrpent　of　Orthopaedics，　Osaka　University　School　of　Medicine

　　　　The　amount　of　complernent　components　（Clq　and　C3）　were　measured

immunochemically　in　sera　and　synovial　fluids　from　patients　with

▽arious　bone　and　ゴoint　diseases．　Clq　levels　were　conspicuously

elevated　in　rheurnatoid　arthritis，　but　the　fluctuations　of　C3　levei

were　not　conspicuous．　Values　of　Clq　and　C3　in　synovial　fluids　were

also　expressed　as　ratios　to　that　of　albumin　in　the　sarne　speeimens

and　such　appeared　to　be　rnore　reliable　index　for　reflecting　patholo－

gical　conditions．
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38． clq　in　x　arious　・diseaset，　sera．

　H．　yoshid．．，　t．“iosoKawa，　．K．　’iiatanabe　t　ti．　tiuzujci，　iv’i，　．）ab）ti，　T．　“aorito

　an（乙　　よく。　」Kasuムawa●

’「he　Sec。nd　Depa「tment。f■n．t・鎖m・・1“’leCticine・・F眺・shima　i・・edicai　C．・・↓ege

　（　Fukushirna　）．

　　　　　　　clq　in　sera　of　patients　with　various　diseases　was　estimated　by　iueans

　　of　a　singie　radial　irnmunndiffusion，　4，　nd　the　correl．ation　with　i：s，mune　corpplexes

　　in　some　．oeret　was　discussed，．

　　　　　　　　sera　were　obta．ined　from　patients　in　our　clinic　and　we’re　stgred　at　一　700c

　　untii　used．　rthe　amount　of　CJ．q　m　various　sera　were　compi’rg・d　with　tnat　ot　p．　ooLed

　　heaLthy　serum　of　100　tb．

　　　　　　　　Ri」S　UL　trs　＆　DltiCJSS工QNj　：　C⊥q　concentrati」n　was　the　highe8t　of　：L68．3幽40　鎚

　　in　sere．　of　patients　with　！iver　cirrhoi・is　eAd　nigher　in　je　era　ot　paticnts　with

　　iiver　disueses　ii）ciuding　acute　nep“titis，　cjironic　hepatitis，　ne．）atom“　and

　　intraAepaLic　choiestasise　chronic　nephritis　anu／or　ure：h，ia　and　egophacjeal　canceys．

　　　　　　　lt　seemed　obvious　that　CLq　w“s　produced　in　some　・．’：，rgand　other　than　the

　liver，　as　the　ni（jher　leve．Ls　of　Ciq　and　the　marKedly　iov，’er　ievel　ot　cTI50，　C3

a‘id　c4　were　ootained　in　sera　」・f　pintienta；　with　iiver　cirrhosis　and　fuirninant　hepatitis
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　tvhe　signitic“nce　of　liighLr　concentration　of　Clq　in　sera　of　patients　with

　advanced　liver　diseases　was　st“1　unKnown，　and　ti）e　POSSibiiitY　of　either　tne

　acceieration　of　production　or　the　deceierati．n　of　decayi“・Lj　was　su，一，gc；sted．

　　　　　　1n　s。meエLJq，1。wer⊥eve⊥5。土Clq　were。b・erved・a・憲d　ne6t　］．　ng　tnem　a七
　　　　　　　　　　　　　　　　th1－e　foma　sera

　　450c　or　500c　induced　decreases　of　uiq　siynlficantiy．　Xncreased　anticoL：：pie－

mentary　i”ctivity　ot　sucn　sera　Dy　tieating　indicated　thint　tne　hc・at－kbile

　　tuonoclonai　：g　G　caused　the　increased　binaing　ot’　Clq　or　activation　ot　compiement

　　SYStel11．

　　　　　　　Zn　the　end，　the　arnount　or　immune　couipiexes　were　detected　py　rne・ans　of　a

　　soiid　phase　radioin｝tviunoassay　iiYesera　of　patients　with　」．ti，，　tnalignant　KA　and

　　liver　cirrhosis，　and　tne　correiation　with　serum　Ciq　leveis　was　discussed．

　　posbibie　countLr－correldtion　between　the　a’vnount　一〇i’　imrnune　c，．，mplexes　and　Clq

　　sucJgestecYEhe　ditferent　signitic“nce　of　Clq　between　」L’　ri　and　Lc　sera．
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39． Elevated　level　of　serum　C5　and　manif’estation　o￡　atopic　dermatitis　symptoms

Dermatologic　department　of　Okubo　Metropolitan　Hospttal　：　Toshio　Kawashima，

Michiyuki’　Koga，　Yoshihiro　Yasuki，　Kayoko　Horiuchi．　Tokyo　Metropolitan　clinical

Ls．boratory　：　Kohkichi　Shimad．q．，　Kusuya　｝1’ishioka．

Increaseg　of　lg　E　level　and　eosinophi］．ia　as　well　as　lecal　infiltration　of　eosino－

pl．ils　in　lichenificated　areas　are　considered　to　be　characteristic　pattern　of　tn’　e

atopic　derrt：atitis．　Serum　levels　of　v，rhole　complement　ac’tivity　and　components　of

compユement　were　measured　in　various　stages　of　this’disease　and　the　relatioぬ　with

manifestat二；on　of　the　charac七eristic　patterns　of　this　di．sea8e　as　de8cribed　above

was　aロa＝Lysed●　工t　i”as　found　that　serum　complement　七iter　and　complenent　components

quantities　correspond　with　the　progress　of　the　skin　lesions．　Changes　of　serum　leveX

of　compユ．ement　system　observod　in　these　patients　in　various　stages　of　the　disease

were　analysp．d　to　see　the　relationship　zvith　c］．inical　manifestation　such　as　increased

lg　E　leveユ，　eosino．philia　and　degree　of　skin　lesions・

This　もう，me，　we　studied　5g　cases　about　七he　seru囮　CH50　and　七he　quantities　of　Clq，　C4，

C5，　C5，　C9　and　CsPA　and　relation　with　their　skin　Zesions，　progresses，　serum　immuno－

910buユins　and　periphero＝L　WBC　coun’ヒs　was　anaユysed。

The　consequences　foilow．

（1）　The　Cl’150　titer　were　40．2±4．8　unit／ml，　and　were　hitth・，h　in　severe　skz’n　lesion　cases．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

The　levels　of　compZement　components　also　disYributed　in　broad，　and　varied　in　disease

processes．　Especially　the　mean　C5　quantity　was　high，　and　paralleZed　with　progress　of

the　sl〈in　leston　and　its　variation　vias　wide．

（2）　Among　imrnunoglobulins，　lg　E　w．as　high　and　paralleied　wi　th　skin　lesion　progress　in

many　cases．　Other　immunoglobulins　v．rere　not　recogn±zed　to　have　any　relatibnship．　The

eosinophilia，on　the　otherhand，　vras　recognti．zed　in　rnost　peripheral　blood　study，　espe－

cially　in　severe　skin　lesions　cases．

（5）　Vle　studied　the　relationship　among　C5，　lg　F．，　eosinoplilia　and　slcin　lesions．　As

shown　in　七he　table，　in　ll　cases　with　severel　wide　spread　skin　lesions，　all　shoved

high　lg　E　level，　10　high　C5　level　and　6　eosinophilia．

In　10　cases　with　severe　skin　lesions，　6　high　lg　E，　7　high　C5　level　and　5　eosinophilia
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

工n　ユ？7　cases　with　rnoderate　sldn　lesions，　9　high　＝Lg　E，　6　high　Cラ　and　7　eosinophj－1ia●

工n　IO　cas．e8　with　miユd　lesionsg　8　high　lg　E，　与　high　Cs　and　l　eosinophi］，i：a。　エn　1’5　con曙

valescent　cases，　only　5　high　lg　E　and　5　high　C5．　To　suinmarize，　prevalence　of　high

level　of　lg　E　and　C5　corresponds　wel　l　to　the　degree　of　shin　lesions，　however　in　some

cases　with　moderate　or　mild　lestons　lg　E　level　still　shovied　high　level　even　when

level　of　C5　returned　to　novrnal　level．

（L＋）　C：一inical　fo］．low　up　studies，　on　the　level　of　C5，　lg　E，　eostn’｝．philia　and　sk：’Ln

lesion8　were　carried　c）ut。　It　is　noteworthy　七hat　：Level　of　Cラ　retUrnGd　to　normaユ　1evel

i．n　the　course　of　convalescence　preceding　to　the　healing　of　clinical　symp．　toms　and

「e職t。tn’　e　n。「mal　1・v・1。f　lg　E・The・・f・r・…a・一・・t。f・。・P・・㈹・t・。。。・espe－

cia］．ly　C5　va’11　give　an　appropriate　mar］，g．er　to　determine　t4e　prog．nosis　of　clinical　sym－

ptoms　of　a’topic　dermatitis．

1
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40．The　different　c。mplement　pr。file　in　both　attack　and　remission　of　urticaria・

　　　　Dept．　of　Int　e　Med。　School　of　Med．t　Showa　Uni▽・

　　　　Keiゴi　Kan，　Noriaki　Nakaゴima，　Tetsuzo　Sugisaki・

　　　　　　　　　The　pathogenesis　of　urticaria　have　been　qenerally　believed　七hat　atopic

　　　　mechanism　could　play　嬢maゴor　role．　In　the　last　symposium　of　this　congresst

　　　　we　reported　that　sera　from　patients　suffering　from　attack　of　urticaria　demonst－

　　　　rated　significant　low　levels　of　C3　and　C5，　but　not　in　remission，　suggesting

　　　　complement　system　also　involve　for　i「he　development　of　urticaria・　工n　this

　　　　syrnposium　r　in　order　to　elucidate　this　problem，　more　various　components　of

　　　　complements　and　the　associated　factors　were　investigated．　For　quantification

　　　　of　these　complements，　including　Clq，　Cls，　C4，　C3，　C5，　C9，　C3a，　Factor　B，　C3bINAr’

　　　　C1工NH　and　properdin，・laser　immunoassay　was　perforrned　by　using　specific　antisera

　　　　against　each　component　in　Laser　nepherorneter　（Hyland　Comp・）・　　工n　addition　of

　　　　this，　the　presence　of　conversion　reaction　of　C3　and　Factor　B　was　determined　by

　　　　crossed　immunoelectrophoresis．

　　　　Resu］．ts

　　　　　　　　　Fifteen　of　21　patients　with　attac1く　of　urticaria　showed　lower　serum　levels

　　　　of　C3，　C5　and　properdin　and　rise　of　C3a　and　Factor　B　levels．　　The　conversion

　　　　reaction　of　C3　to　C3c，　not　of　Factor　B　were　also　demonstrated．　No　changes　of

　　　　Clq，　Cls，　C4　and　C3blNA　were　observed。　No　patients　showed　decreased　levels　of

　　　　C1工NH．

　　　　　　　　　Two　patients　who　developed　urticaria　after　injection　of　contrast　medium

　　　　　（urographine）　showed　decreased　levels　of　C5，　C9，　pr◎perdin　and　rise　of　Factor　B

　　　　：Level．’　It　was　also　observed　positive　conversion　reaction　in　C3，　bu七　not　in

　　　　Factor　B．　　Sera　from　patients　with　urticaria　in　remission　reacted　in　vitro　with

　　　　the　contrast　mediurn　showed　the　conversion　of　C3，　but　not　of　Factor　B．

　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　D：LSCUSSion

　　　　　　　　　We　found　that　about　709　0f　patients　with　urticaria　in　attack，　not　in　remission，

　　　　showed　the　activation　of　C3　and　low　le▽el　of　C5．　　The　activation　could　resu：Lt

　　　　increase　of　C3a　and　C5a　anaphylatoxins。　　Simultaneouslyr　the　sera　also　showed　decreased

　　　　　level　of　properdin　and　no　evidence　of　activation　of　Clq，　Cls，　C4　and　Factor　B・

　　　　These　two　e▽idences　suqqested　that　activation　of　C3　could　iniciated　by　alternative

　　　　pathway。

　　　　　　　　　Therefore，　further　investigation　is　required　for　search　of　iniciatinq　facto七（s）

　　　　of　properdin　in　the　patien止s　with　at七ack　of　urticaria・
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41　．The　complement　profile　in　systemic　lupus　erythematosus．

　　　　Dept．　of　工nt．　Med・　Schoo］．　of　Med・，　Showa　Univ・

　　　　Keiゴi　Kan，　Noriaki　Nakaj　irna　r　Tetsuzo　Sugisaki・

　　　　　▽a：tious　componenセs　of　complelnen’ヒ　and　the　associated　facto：rs　in　sera　from

patients　with　SLE　were　investigated．　Pathway　of　compZement　activation　was

also　studied．

MATER工A：L　AND　METHODS

　　　　　Fourty一一six　sera　from　24　patients　with　SLE　which　satisfied　more　than　4

criterj　a　of　ARA　were　investigated．　The　cornplernents　and　the　associated　factors，

including　Clq，　Clsr　C4，　C5，　Cgt　C3a，　Factor　B，　C3b工NH，　Cl工NH　and　properdin

were　quantified　by　specific　antisera　against　each　components　in　Laser　nephero一・

meter　（Hyland　Comp．〉．　9S　serum　（Hoechst　Comp．）　was　used　as　a　standard　serum

and　scored　as　lOO巷　for　each　sarnple．　工n　addition　of　this，　presence　of　C3　and

factor　B　convertion　reaction　in　fresh　serum　was　investigated　by　using　crossed

immunoeiectrophoresis．

RESULTS

　　　　　In　21　out　of　24　cases　with　SLE，　all　components　of　the　complements　were

proportionally　depressed，　whereas　in　the　remained　3’cases，　the　early　eomponents

were　not　depressed，　but　the　terminal　cornponents　including　C3　were　depressed．

The　serum　levels　of　properdin，　Factor　B　and　C3blNA　which　were　known　as　the

associated　factors　in　alternative　pathway　amplification　loop　were　highly　corre－

lated　with　ei『ヒhe：r　C4　0r　C3　（be七ween　C4　and　P＝　：r＝0．699，　and　B：r＝O。707，　and

C3b工NA：　r＝0．734r　between　C3　and　P：　r＝．0．809，　and　B：　r＝0．688，　and　C3bINA：　r＝0．795）．

The　cases　which　showed　depressed　level　in　bo’ヒh　C3　and　the　terminal　components

also　showed　depressed　level　of　properdin，　Facto：r　B　and　C3b工NA．　Cases　with

depressed　level　of　Cls　showed　increase　of　C1工NA．　Reversed　correlatien　between

Cls　and　Cl工NH　was　observed　（r＝一〇。569），whereas　the　case　with　no　change　of　Cls

remained　within　normal　ranqe　of　Cl工NH．　The　level　of　C3　were　significantly

correlated　with　the　level　of　C3a　（r＝O．815）．　Presence　of　the　positive　conversion

reaction　of　C3　and　Factor　B　was　confirmed　by　crossed　immunoelectrophoresis．

CONCLUSION

　　　　　Activation　by　classical　pathway　were　observed　in　21　out　of　24　patients

with　SLE，　interestingly　the　rernained　3　patients　showed　alternative　pathway．

工twas　also　shown　that　amplification　loop　also　involve　in　the　classical　pathway・

The　low　level　of　C3　and　C3a　was　observed　and　c1osely　correiated，　which　was

particularly　seen　in　active　stage　of　SLE．
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42 　　　　COLD　ACT工VATION　OF　COMPLEMENT　　　　Usefulness　of　NaCl　in　its　inhibition
．

Tadahiro　HOTTA，　Shuhei　TAIくEMURA，　Mot◎haru　KONDO，　★Hidetsugu　N工SH工HOR工t　★Naoyuki

IYLAT　SUMU　RA　，　＊　Ko　ichi　N工SHIDA，★Minoru　工KEZAK工　and　tKeiMe　i　HOSOKAWA．

　にst　and　＊3rd　Dept。　of　Med．，　Kyoto　Pref・　Uni▽．　of　Med．，　Kyoto，　602》

　　　　　Clinical　investigations　on　the　complement　have　provided　valuable　inforrnations

in　the　analysis　of　several　diseases．　However，　since　一the　report　that　the　aera　with

some　patients　showed　decreased　hernolytic　complement　titer　while　normal　in　EDTA－

treated　or　heparinized　plasma，　attention　has　been　focused　on　the　activation　of　the

complement　system　in　vitro．　Kondo　et　al　reported　the　similar　incidences　in　patient

with　chronic　liver　diseases，　in・which　the　reduction　of　the　serum　complernent　was

ternperature　dependent　and　they　cailed　this　phenomenon　”Cold　activation　of　cornple－

ment”．　The　causes　of　cold　activation　of　complement　are　not　known　yet．　Cryoglobulin

has　been　thought　to　be　one　of　the　possible　factors．　The　present　data　demonstrate

that　the　increasing　ionic　strength　prevents　either　the　cold　activation　of　the　corn－

plernent　or　the　formation　of　cryoprecipitates　in　vitro．

　1）　Effect　of　ionic　strength　on　the　cold　activation　of　complement

　　　　　Aliquots　of　O．5　mZ　of　patient’s　serum　separated　at　370C　were　mixed　with　O．l

ml　of　different　concentrations　of　NaClt　to　bring　the　final　ionic　strength　of　the

ntxture　frorn　p＝O．33　to　1．13，　and　with　physiological　saiine　as　a　controi，　and　were

incubated　at　40C．　At　the　time　intervals，　the　sarnples　were　rernoved　and　the　hernoly－

tic　cornplement　activity　（CH50）　was　titered　immediately．　The　ionic　strength　above

p＝O．53　showed　a　complete　inhibition　of　the　cold　aetivation　of　complement　for　24hr．

　2）　Effect　of　the　addition　of　NaCl　for　the　storage　of　norrnal　human　serurn　on　CH50

　　　　　As　shown　in　table　1，　addition　of　NaCl　had　no　influence　on　the　measurement　of

the　hemolytic　activity．

　3）　Effect　of　ionic　strenq．　th　on　the　forrnation　of　cryoprecipitates

　　　　　Fig．　2　dernonstrates　that　the　higher　the　ionic　strength，　the　less　cryoprecipi－

tation．　When　the　ionic　strength　of　the　mixture　was　brought　above　p＝O．73，　no　cryo－

precipitation　was　observed　in　all　cases．

　　　　　As　mentioned　above　increase　of　the　ionic　strength　in　patients　sera　completeiy

prevented　both　the　cold　activation　of　complernent　and　cryoprecipitation．　工t　might

be　concluded　that　the　cryoglobulin　is　proposed　to　be　a　possible　factor　for　the

cold　activation　of　complement．　Prevention　of　the　cold　activation　of　complernent　by

the　increase　of　ionic　strength　seerns　to　be　due　to　inability　of　the　formation　of

the　proposed　factor　in　a　cold　environrnent．　Addition　of　NaCl　to　serum　at　a　final

concentration　above　p＝O．53　is　recommended　for　the　measurement　of　complement　titer，

so　as　to　avoid　the　cold　activation　of　complement．
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43 　　　　　　　　Cold　Aetivation　of　Complement　and　its　Responsible　Factors
．

　　　　　　　　　　　　　　　Shuhei　TAKEMURA，　Hiroki　TAGAM工，　Koichi　WATANABE，　T’adahiro　HOTTA，

　　　　　　　　　　　　　　　Toshikazu　YOSH工KAWA，　★Keimei　HOSOKAWA　and　Motoharu　IくONDO．

　　　　　　　　　　　　　　　（lst　and　＊3rd　Dept．　of　Med．，　Kyoto　Pref．　Univ．　of　Med．）

★★＊INTRODUCT工ON★★「k　　　　11Cold　activation　of　complement”（CAC）　has　been　reported　to　be

a　phenomenon　that　the　cornplement　titer　of　the　serum　decreased　rapidly　when　serum

was　kept　at　the　eold　ternperature．　The　factors　for　CAC　are　unknown．　Cryoglobu1in　is

supposed　to　be　one　of　the　factors，　but　only　recognized　in　about　50g　of　the　sera

with　CAC・　工n　this　report，　anti－immunoglobulins　reactive　with　human　工qG　were　irlvesti－

gated．

★　de　＊MATER工ALS　＆　METHODS★＊＊　　　　Four　sera　with　CAC　were　obtained　from　the　patien’ヒs

with　liver　diseases．　Three　of　them　contained　cryoglobulin．

　　　　　Serum　anti6immunoglobulin　assay；cross－1inked　i㎜unoadsorbents　of　human工gG

gained　by　DEAE　ion　exchange　chromatography　were　mixed　with　serum　sarnpie　and　kept　at

370C　for　1　hour　then　at　40C　for　20　hours．　The　immunoadsorbents　were　spun　down　and

anti－immunoqユobulins　adsorbed　to　the　immunoadsorbents　were　eluted　with　glycine－HCl

buffer，　pH　2．5．　The　anti－immunoglobulin　concentration　was　measured　by　single　radial

i㎜un◎diffusion　using工CLpartiqen（Behrinq－Werke）for　the　3　maゴor　immunoglobulin

classes．

　　　　　Anticornplernentary　assay　of　anti－immunoglobu工ih－adsorbed　serum　with　CAC；serum

with　CAC　was　heat　inactivated，　one　part　was　used　as　unadsorbed　serurn，　and　the　other

was　mixed　wi・ヒh　cross－linked　human　工gG．　The　mixture　was　kept　at　370C　for　l　hour

followed　by　the　centrifugation　to　remove　immunoadsorbents．　The　supernatant　was　used

a’刀@an　adsorbed　serum．　Adsorbed　or　unadsorbed　serum　was　mixed　with　norrnal　human

serum　and　the　mixture　was　kept　at　40C．　After　different　tirne　intervals　the　serum

was　picked　up　to　determine　complernent　hemolytic　activity．

＊＊＊RESULTS＊＊＊　Serum　ant±一immunoglobulin　levelsr　all　the　sera　with　CAC　showed

high　anti－immunoglobulin　levels　even　in　the　serum　without　cryoglobulin．　Three　out

of　the　four　sera　contained工gG　anti－immunoqlobulins（Table　1）．

　　　　　Anticomplernentary　assay　of　anti－immunoglobulin　adsorbed　and　unadsorbed　serurn；

the　unadsorbed　serum　showed　higher　anticomplementary　activity　than　that　of　the

adsorbed　serum　at　40C（Table　2）．

＊＊＊SUunRY＊＊＊　All　the　sera　with　CAC　showed　high　anti－immunoglobulin　levels．

Furthermore，　the　removal　of　anti－immunoglobulins　from　the　serum　with　CAC　clearly

．decreased　the　anticomplementary　activity　at　40C．　エt　could　be　concluded　that　the

anti－immunoglobulins　are　the　possible　factors　for　CAC．
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44．COMPLEMENT－DEPENDENT　SOLUBIL：ZATION　OF　IMMUNE　PRECrPrTATES　FORMED　FROM

HUMAN　ANN　BOD工ES．

Morinobu　Takahashi，Mayumi　Nonaka　and　Shunichi　Hirose．

The　Departraent　of　：mmunobiology，Cancer　Research　rnstitute，Kanazawa　Univer

sity　and　the　Department　of　rnternal　Medicine　and　Physieai　Therapy，Tokyo

University　School　of　Medieine．

　　　rmmune　cornplexes　were　forrned　frora　th．ree　different　human　antibodies　and

tested　for　solubilization　by　incubating　with　fresh　human　serum．　Antigen－

antibody　complexes　used　were；1）Tetanus　toxoid－human　rgG，2）Blood　type　A　sub

stance－Hutttan　lgM　，　and　3）Blood　type　A　substance－Hurttan　：gA．　：mmune　precipita

tes　were　formed　at　the　equivalence　using　131r－labelled　antibody　globulins

and　the　corresponding　soluble　antigens．　When　srnall　arnounts　of　the　immune

precipitates（up　to　1　microgram）　were　incubated　with　low　dilutions　of　human

serum（up　to　1：16　dilution），they　were　readiiy　soiubilized．　The　solubilization

reaction　was　dependent　on　the　presence　of　the　components　of　the　alternative

pathway．　：n　contrast，early　components　of　the　classical　pathway　was　not　essen

tial　for　the　reaction　but　they　were　required　for　efficient　solubilization．

Late　complement　cotuponents　were　not　invo　lved　in　the　reaction．　These　comple
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　for　the

tuent　requirementg　are　essentially　the　same　as　the　requireTttents　1　solubili

zation　reaction　in　general．　After　solubilization　irnrnune　cornplexes　forrned

from　human　ahtibodies　eompletely　lost　the　affinity　for　the　rnembrane　of

human　erythrocytes（immune　adherence　activity）．
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45． Effects　of　rheumatoid　factor　on　interaction

　　between　工mm　une　Complexes　and　Compユement

　　S．　Hirose，　Y．　Ohama，　Y．　Yukiyama　and　M．　TakahashiX

Depar七men七　〇f　工n七ernal　Medicin“and　i）hysica：l　Therapy，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Immunobiology，Uhiversity　of　Tokyo，　＋Departlp－ent　of
　　Cancer　Research　工ns七i七ute，　University　of　Kanazawa

　　　　　Effec七s　of　rhe　umato　id　fac七〇rs　（RF）　on　complement－dependen七　solubiliza七ion

．of　immune　complex　a．　nd　production　o．f　anaphylatoxin　by　irnmune　comp］．ex　were

studied．
　　　　　工mmune　Corllplexes　were　prepared　from　DN：F48－BSA　ユa’beled　with　I125　and

an七i－DNP　rabbit　lgG　antibody　a七the　equivalen七・

　　　　　Mix七ure　of　O．025　ml　of　imrnune　complex　susperlsion　con七aining　5　γ　of　an七i－

body　and　O．05　m］．　of　inact工va㌻ed　rhe　utn　ao七〇id　ar’thritis　（RA）　serum　or　normal

human　se’rutn　（NHt’”）　was　incubcLted　at　’570C　fo／t’　2　hr．　Af’t．，e．r　cei］trj．fugation，

the　g．）rec．i．p」．ta－te　wa．s　wraophed　onee　wi，th　GIE’B　（gel．atine　phosphate　buffe　r），　ancl

then　ha］t［f’　tfil　c）f　normal　human　ser’u，fn　as　complement，　source　wus　added．　Afte．r

60　rnin．　a’t　370C，　it　was　eentrirfrugedi　Coun’ting　b．y　autogamma　counter，　per一・

cen七age　of　radioac七iv工ty　工n　s　uppe　．rna．t；e　to　totaユ．　radioac七ivi七y　was　caユ．cu⊥ated，

which　expressed　as　CRA　（Complex　reユ．ease　activity）．　　工nh．1bi七ion　by　inac七iva七ed

RA　se・ra　orユ　the　solubiliza七ion　of　imrn　une　comPlex　was　significan七ユy　high　in

com．垂≠窒奄唐盾氏@wi七h　it　by　con七rQl　sera，　and　degree　of　’しhe　inhibitory　activi七y

was　corre＝La七ed　wi七h　R：F　七iter　in　se　rum．　　Dose　respOnse　eurve　be七ween　diluted

RA　serum　and　the　inhibitory　activity　was　shown．

　　　　　When　a　reduced　and　alkyla七ed　anti－rabbit　IgG　goa七　antibody　was　used

ins七ead　of　RF，　・this　an七ibody　inhibited　the　soユubilization　of　immune　complex。

An　immune　comp］一ex，　which　is　unable　to　activate　complemen七　system，　was　pre－

pared　with　a　redueed　and　alkylated　anti－1）NP　rabbit　lgG　antibody　and　DNP4s－
BSAI125．　S・ch　immune　c。・Pユ・x。h・w・d…ylit七1e　s・1・bili七y　by・。・pl・men七．

However，　when　such　im・rn・une　compユex　reacts　with　RF，　the　solubilization　of

i七　t）ecame　higher　than　i七　〇f　the　immune　complex　itself．　　This　resu：Lt　indica七es

七ha七　RF　can　accelara七e　七he　solしし．bi］一iza七ion　of　such　i．mm・une　complex．

　　　　　Generation　of　anaphylatoxin　resul七ing　from　irnmurle　comPlex　wi七h　ra七

serum　was　inhibited　by　pretreatrnent　of　iTninune　complex　with　RA　sera．　When

immune　complex　was　prepared　with　a　reduced　and　a］．tkylated　antibody　and　DNI’4s
BsAli25，　RF　on　such　imrnune　eomplex　j．s　able　to　enhance　a　production　of　ana－

phy’］．・a七〇xin　by　sueh　irrllnune　compユex　and　rat　ser1ユm・

　　　　　Ir／．　corLc〕uslj　on，　RF　h．as　七wo　diffe　rent　effec七s　on　comp＝Lement－dependen七

solubilization　of　．imimune　cornp］．ex．

（ユ）　R：F　can　inhi　bi　te　七he　solub⊥⊥ization　of　imrn　une　comp］．ex　which　can　re　ac七

with　complemenic．

（2）　RF　ean　enhance　the　solubi’］．　izat．ton　of　immune　eomplex　which　is　prepared

w工’th　reduced　and　alkylated　IgG　an七i’body．

　　　　　Similar　effec七s　were　shown　in　the　produc七ion　of　anaphyla七〇xin　by　the

immune　complexes．

一　199　一



9

－
帽
唱
1
－
－
」
■
■
■
1
」
■
1
」
1
」
閣
1
．
ー
ー

～
．

け
」
』
羽
」

，

＾

．壷

O

、
・

㌔
．



’J

一

脂

一　一

デ

　1

rLl一一

　1一　囑

」

　　　　　　　1
　　　　　　　一一1　一　　　

一

　　　11

－1”一　，rlf．．，

　一　　　　　1

　　A－
　　I　　l
　　　　　　　1
　　　　711　1

　　　　　　：一
　　　　　　　一iT・

　　　　　　一　　　　　　鳳　1
　　　　　　　11　1
　　　　　　　11

」
一

±

　．11

－1
　1

　よ

i

1
一

辱，’F－」

　膚

1

11

一

1一　　　　一

　　　　11
　　　　＝

IL

一1

in
　一　　一　　II一．
　唱‘．1」

　　　　一：

」

IL

Hl

一

一

．
．
」

ごAI置

1凸JI，

1

・一一　一
　一　J－
　　　　J
　　　　1

　．　，↓バ
ー

　　　　H　l　　　　　　　　lJ　 一一

　　一　　　　　　　1一　　一　　　1

　　　　　H　711

一

r

1一

F

Jl

　　　I－　　　　11

1　111HH@L　　　一一

　　　　　　11
　　　．．一1　Ll

　　－

　　　　　　　　　　r
　　　1　一　　　　一
　　“

　　　1　　　　1－

　　1　　　1
　　●・層
　　　11

H

一

II

「　
　
I

　
　
　
I

II

　　　：

L　t

］
「

　　　一1b一，

一一

“

II

」

，

IL j

1

哺1

r

■

　
　
叩

■
■
■

1

一Ll
　　－1
　r．

e一．

u

T

L

　　1

　　－
ri　一

1

II

1

1

．
I

　
I

LH

1

．墨

1［

111

“

“

　11　一　　一1

　　　　　’
　　・．　一　L一
’　／r　11　一
　　　一1　　　　1

　　　　　餉

隔　Il　t

■
■

．
．

1

・－ 堰f

1

　．L　一

一1　：

N
－　　 1

一

一　．一

1
■

1

　　L
r

Hl

1

Li　’

H

～

■
一

．

、
－
∴
．
∫

ゴ
一
　

－
－■

■

■」
■

．
r1

　　　　11一覧

　　　1

II

」
II

鮭1

　　1
L一一i

H

“

輔

、

1一
．J

J

斗‘

1　－　L
一　　　一．
　　　　．

N

」
■

II

一

「
【
「

一1

一

ワ

ρ、

占

1
「

IL

111

H　　　　 HI

　11
11　i

　　　“1

　　　　1

1

III

L

i　’ P

　1LI

　’

　　　　　1　　　11
　　　　：11－

　11　一・11
11　’ P　lt　一．1

　　　　－　　　
1

　　　　－　　J　　　l
　　　－　　　11

L

11

k．1　11
11｛
1

一．L

1
1

±

IL

　　11

11　11

一
「

一
一

．N

1

　1
Ll　“

　lr

11

　　’11

　　　　　　　－1
　　　11
　　’tr
　　　1　　　　－
　　1

±11　Hd　1
　　1　11　11
一　1一　T

II

II

H

」

1

1

L

」

［
一

［

，　i

h

脂

一

・　ri

1
■
　
■

　
．
F

　
T
■
1

11

一　　 1

1

1

鼎簿
■　　1　マ
　　　　　　1

　　　11
1

　　1H
　－1　1
1－

ill

ir一

一

II

」

1　
’
．

1

　
’

■
I
　
I

－
．
」
’

D
嗣

　
I
I
一

11

1

1暉

1

　
’

一

ヤ’一

一旨

　ie1

　1－

L

1
」

’
“

、
■

一1

F
1

1－

1一

T

，　11

1

〒
1

1

一1

±

H　　L

卜

11

　　11
fi　1，　1

1

1

1

卍

l
i

．
．

占

．

う

L

l
11

一

⊥1
一
」
」

i亀

一一

1

II

E
11

1

rl

，

一

L
一

1

L





必
、
．

粛器鑑畿
　
ヲ

　
・
　
一
4
．

僻
4
・

‘　T

養峡
’　’S　L
　　　　　　’”
・1脅　　t，　t・

　　　、．洩
　　　　．墨・．セ

　　　　　，
揮，

●．謡’L

　　h

L“’

　　　
　　覧

ら　ξ．；

購

　
　
　
ロ
ロ
　
　
　
　
　

　
　
．
、
．
．
∴
、
、
．

．
筆
』
ご
、
、
．

・、

宦
A
寝
．
，
．
馬

塾
㍗
，
腫

レ
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　

、
　
t
．
、
－

　
　
　
　
　
、
　
　
．
1

　
　
．
ず
　
．
、
噛
・
宵
亀

（
　
　
「
　
　
・
、
．
｛
．
　
．
　
　
　
　
　
　
■
　
四

コ
　
　
も
　
コ
ロ
　
コ
　
　
ロ

航
司
－
点
、
・
．
－
、
誉
㌔

　
　
．
」
・
　
．
　
．
～

　
　
　
外
・
昂
．
■
も
一
く

　
　
　
　
．
　
　
t
　
．
　
息
ω
訓
’
－

　
　
．
び
昌
、
胸
～
t
志
　

㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

E
（
「
，
∴
㍉
．
財
‘
巨
か
　
　
．

　　

@
早
．
い
魑
触
、
．
「
｝
塾
蓼
．
＼

　
　
　
　
▼
し
．
、
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
－
，
．
・
導
1
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
噛
．

　
　
　
　
轟
、
　
　
．
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
聡
5
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

玉
璽
や
贈
．
・
鳶
脈
．
．
マ
・

　
　
　
　
　
　
ニ
　
ゆ
　
　
　
　

　　

@　

d
義
．
演
，
斗

　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
寵

　
　
　
　
　
　
一
　
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　

　
　
・
ヤ
，
「
」
　
　
蔚
．

、
　

畠
脅
亨
▼
’
亀

p
伊
．
．
ρ
　
．
ド

㌔
二
　
，
．
．
　
一
．

　
　
　
．
．
1
・
’

｝
拍
㌃
」
」

「

・
．
－
一

・
「

ず
．

糞
1

L
．

、

－
嘉
7

　
．
ゐ
・
㊥
」
．
聴

，
．
．
』
，
・
｝
．
　
・

－
！
ギ
」
爺
’

，
笥
　
一
毒
鴛

　
　
　
　
　
㌧
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
千
．
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
．
惑

占
穽
忌
∴
げ
－
．

，
㌶
話
～

　
　
　
、
㍉
軸
、
．
‘
」
㍗

一
－
．
．
噛
蜜
．
．
粛
・

　
　
　
　
」
「
、
馬
．
」
「
ド
黛

　　

@
輻
転
、
唇
や

4
・
．
巴
、
ト
ろ
気
　
　
－

～
凸

＾
．

・
’「

労　 コ，

2r協P　
・
・

鮮1〆1．珂

　　　　　．デ　　　
‘’

P

縞∫》・
　㌧’パ♂！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
．
男
ゲ
．
・
σ
．
・

一
一
回
避
．
婚
」
．
妻

　
　
ず
マ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ロ
　
　
　
ト

y
ゴ
．
訟
．
．
，
』
　
㌔
。
．
昌

．
％
．
「
階
一
亮
．
・
　
～
’
．

　
　
　
サ
　
ウ

‘
ゼ
ー
ら
蜜
導
．
｝
ρ
’
淵
∵

　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
．
▲
塁
．

　
　
　
▼
F
　
　
　
　
　
　
ご

轟
．
滴
・
．
・
為
ず

　
　
7
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
．
袖
．
φ

’
・
．
’
．
ザ
　
　
・
叫
り
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
｝
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
℃
笠
旧
F

　
　
　
　
ヤ
ヘ
　
　
　
　
　
　
ド
　
ボ
　
　
げ

　
　
　
、
」
！
「
、
　
ノ

・
耀
．
∵
墾
寺

　
　
　
　
　
　
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
，
睾
’

　
　
　
　
　
　
・
　
、
膏
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ぬ

寸
訊
．
．
　
　
　
典
、
■
－
．

・．

C
ぺ
，
　
　
　
　
　
」

嫁
画
　
　
　
．
刃
「
．
一
　
聡

．
・
ひ
　
　
，
　
　
　
　
　
－

“
4
．
斗

．
．
碑

｝
“

　
ゆ
「
｝
．
製

曜

　
　
　轄

　
　
　
　
　

・
ト
L
義
箭

、亀

、
■
凶
㌧

季
ギ
．
”

章
．
ら
｝
㌧
窮
◎
・
，
・
・
9

　
　
q
戸

　　

@
義
．

　
　
　
∴
．
童
．

　
　
　
ニ
ど
　
　
し

一
、
，
，
凸
．

　
　
　
’
、
6
r

　
t
門
￡
．

、
轟
　
t

　
　
　
　
．
｛
毫
．
n

　
●
叶
鑑

lt避編語
∫肩　、．㌧きン圏　　　　　　　　　　　通

暮㌃一．臥盗思し．濤
　1悔臨・．．・　鱒　　、．印・葛

！三：配管　、　㌣．一・．　・1・

’．’ﾊ1．1ヂ哩　．「㌧一」．．，L

」

ヤ
■

．
”

掃
、

γ

8
．

萱
　
，

’

、

1
尾

　
～
．

・
⇒
　

ぜ
．
亀

＋
X
．
を
．

咀
・
．
亡
．

　
　
　
　
　
マ
」

　
　
　
　
ぺ
ふ
　

触
．
．
、
噺
．
駕
趣
．
議

院
一一，！

動」

　　・一’4’

’曳1醒

　‘「“．曳

　
　
　一

詩
・
・

　
　
　
　
　
　
　
“
．
，
臨
℃
‘
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
．

　
　
　
ア

嬰
，
∴
～
か
U
．
ウ

　
　
．
i
㌧
．
》
　
、
　
　
ド

≠
．
、
》
．
、
．
‘

．
ぐ
ノ
・
　
鳴

ノ
7
｝
浮
麟
孔
、

　
　
　
　
　
　
ロ
　
び
　
　
ぜ

　　

S
馬
．
Ψ
．
告
ゆ
’
－

h
、
　
「
ぶ
．
’
一
．
・
・
、
．
圖
U
∴

　
　
　
．
マ
．
．
・
「
　
　
・
『
．
げ

　
　
　
　
・
㌔
ち
：
・
P
　
　
　
顧

、
篤

」

　ら畠

vq1，ル

　　　i“T．

「孝

？一．

「

諏
　
弄

　
　
　
い
・

　
　
．
毒
→
’
　
．

　
　
　
’
』
’

4
’
．
、
武
，
．
～

　　

D
t
〆
．

　　

@
　
¶
転
．
㍗
．

曹
「
机
、

へ
．
「

・

r

↑

｛
鉱
レ
．
．
－
昌
．
恥

　卜’1
隔

　1

　．乱圏’
1　1　’ G一

　『一1イ』　’

馳、‘　層即　▼

　　

@　

@　

@　

m

　　

f
～
、
．
＝
逃
竪
、

　　

@　

@　

@－

戟
n
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
「
．

　
　
　
ぴ
　

　
　
曳
．
評
　
・
膏
口

　
　
　
　
旨
，
・
・
．
』
、
早

　
　
　
　
　
　
　
　
鞠
▼
、
輌
告
、
，

　
　
　
㌔
覧
．
幌
．
』
．

　　

@　

@
　
．
・
麟
巳

　
　
　
　
　
　
　
・
押

」・

掾
D
　
　
　
‘
t
御

’
皇
．
　
　
　
．
・
．
　
7

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
」

レ

F

♪
し
．
し

∴
、

　
　
　
　
「
　
　
と
．
＝
幽

　
　
　
　
　
　
　
r
　
恥
．
，

　
　
　
イ
．
可
．
　
　
　
「

甑
～
へ
些
黙
序
㍗
、

　
　
　
　
，
論
ら
廿
，
．
主
・

　
　
・
■
ヤ
4
：

　　

e
．
，
埼
』
滋
一

》
善
圃
や
’

　　

@　

@　
@．

嚔
o
．

9

「
や

，
「
、

■

『
．
、
亀

〔
．
［
「

．
塩
7

　
鰍ぬ

ノ
、
ノ
　

甘

喫
．
．

r

H
一
」
層

t’

1

’

（

げ
，
甑

’

甲

1

「
馬
　
　
　
．
，
　
■
　
　
」

1

v．

t

　　一S”一

．　e　：’，

　　　へ’；「、、c

tL．．

　　十

　零

．p

　
　
　
，
　
．
．
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
’

！
　
　
　
　
　
．
一
　
　
ド

イ

一一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
．
し
．
．
℃
　
　
　
L
．
り
　
，
』
・
、
貯

ゼ
・
．
毎
脇
　
・
ゴ
、
，
，
．
．
，

　
　
図
　
層
　
　
　
　
　
　
　
・
｝

　
　
一
　
　
き
・
野
伽
■
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
㌧
　
ー

ド
　
コ

謎
・

‘
．
．
ぜ

．
ノ
剥

．
炉
『
「
－

　
、
　
　
辱
．
■

・

」

の
　
ロ

ギ
鉾
．

　
覧
、
－

．
1
覧
　
凸

碧
7
一
戸
一

　
｝
属
r
l

漉

〉
’

．
、
，
、
．

＾

▼
．
，
．
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　　

@　
@　
@　
@　

I
翫

・，

y
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
’
・
へ
．
～
に
7
層
　
　
　
μ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
ジ
　
　
　
　
　
ロ

　　
@．

v
職
．
鋲
鰍
喜
三
．
腎
”
■
．

♂
雪
3
凱
『
蓑
q
．
配
・
．
、
　
．
寮
・

・
、
寄
藻
沸
シ
肇
髪

～
搾
謡
乳
協

　　

@　

@　m
，
遵
畠
・
寵
・
プ
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
チ
　
　
ノ

　　

@　

@　

@　

@　

@
∵
㌶
．
ζ
オ

’

　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
ゾ
ゴ
　
　
　
ロ

・
・
－
山
’
『
、
．
日
野

　
　
　
　
　
　
」

，

ず

．
．
．
．

　
　
　
　
●

　
．
撃
；
乱
．

」
■

5
　
、

，

◆

L

“4

き建・．

　　　｛

イ

’

駄
，
・
ξ
－

　
　
　
　
9
『
O

　
　
　
ト
・
藁

　
　
　
　
　
、
．

∵
．

　
　
　
　
　
　
　
ゴ
．
F
濫

　
　
　
　
　
　
　
　
F
，
　
’

　
　
　
　
　
　
¶
〆
．

　　

@　

@　

h
㌧
仰
▲
ド

「
　
　
・
∵
瓦

’
，
’
・
ム
ら
該
」
画
．

　
　
　
　
ノ
．

　
　
　
　
　
．
声
3
　
　
ゴ
　
一

　
　
　
　
　
　
ノ
ー
～
・
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
曳
、
　
　
　
．

・
門
剃

ギ．

．．

A
㌔

’
冨

7，　一

・鞭・

　一t　t ．
ρ
』
－
　
、
♪
、
．

．
．
嘘
や
．

　
　
ナ
ご
　
　
　
ら

　
　
　
餉
i
．

　
　
㌔
へ

　
　
　
、

　
　
’
、

　
　
」
y

　
　
　
㌔
噛
・
・

『
、
し
壬
亨
　
・
層
r

1

チ
～

’
　
一
　
　
・
占

τ
　
・
　
　
’

一J

‘
ゆ
，
司

噺

’
　
　
　
　
¶

匁

　
　
・
．
　
㌔
～
」

　
『
　
　
　
■
．
．
4
貰
・

　
．
で
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・

、
、
㌔
L
颪
・

　　

@　
D
瞭
、
嚇

臨
－
　
　
　
　
　
　
」
9
　
層
’

　
　
　
　
　
　
1
「

．
　
’

　
　
　
　
亀
　
．

　
　
、

　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
コ

．
㌔
．
」
緕
飛
・
・
輸
．
」

　
　
　
・
応
　
」
七

　
　
　
　
　
　
・
曹
齢
、
レ

、

－
、
　
　
　
「
、

　
　
一
．
、
」

、

‘

τ

．
　
　
」
卜
－

國
¶

．
’

3

」
ゴ
，
　
、

”

1”r

”tp

t　’

奄

　　　　　fd
　　　　　馬－．u．．
　　　．．一一t　ll

：　．．　一一一　”@．）

1．曳．　　　7’J

　1±’

　タi㌔

　　ff

　ゴ1ト
lr’一．

　　ヒ
｝　　7　剛巳

　｝　一

1

」
p

ら

、
．

　　線

、ぎ」

　　r）’

　噸

t　一［t

ケ
．轟

凸
．
し
　
．
．
　
．
－
　
覧
」

　
　
　
　
舗
’
　
、

，

，‘

V
畢

一
・
昌

L

1

－
雪

亀

11．　．

哩・
ゆ　ロ

、
「 調 ．

bX一

　一，

藩爵㍉惑
；il・　’　L）1
・：

．
・
劉
糞
篤

∵
黛
パ
「
孝

詩’

　
ρ
‘

．
論
・

7

一

」

引

　
イ
㍉
丁

　
黄
．

劃
勺
r
　
，

”
yi

儀
囁

戸
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・
　
r
　
　
　
　
．

　　

@　

@　

@　

D’．

_

　　

@　
@
∴
h
、
＼
一
画
・
ヤ
・
．
・

　
　
・
．
．
．
－
∴
ザ
　
　
㌃
り

　　

@’

v、
f．

A
．
蛍
▼
．

　
　
　
　
　
．
1
　
「
・
　
巳

　
　
　
・
　
・
咲
　
　
　
■

　
　
　
　
「
■
』
．
，
・
、
㌻
．
馬

　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
ロ
　
　

　　

f
．
㌢
一
声
．
・
．
因

　
　
　
凸
－
r
．
↓
　
㌔
・
、
天
，
．
・

．
‘

　
ぜ
　

“
ρ
一
驚
．
，

　
、

1
↑
1

「L　　　　　　　腫
’N　’r

D，　．，：．／

∴鳶・、ﾉ蘭．．
　　　　　、　　　　　曜
・．　　．㌦、　杭

　　　　　　bへ層’

詞馨：

5　。　ギ，
　　　　　　“

1

昌
、

吋b
、
い

←
．

「
　
　
「
ド
　

←
，

．
・
ぐ
」
　
　
　
　
　
　
　
一

、
・
薬
・
、
，
・
賭
漏

，

’
　
　
、

、
．
ド
、
♂
魑
「
」

　
、
、
詐

　
　
　
　
　
　
．
　
p

7
9

1
」

9

，
｛

－
、

㌧

　“
嚇，

幽
．
8
℃

’
㌦
．

’

．，繍・

し．

　Tl．

t

e
戸

戸P　暫

s層’レ

醍ノ
」dド

、

♪

㌻
　
．
・
　
．
．
∩

．
．
ぜ

←
　
．
，

．
餌
■
摘
．
U

．
、
メ

靭
も
・
鱒

　
　
　
　
・
｝
．
ψ

㌦．R
「
・
馳

ロ
ニ
ユ
ノ
や

弩
‘
・
・
．
、
・

　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
f

　
　
　
　
　
ぽ
艦

●
占
ワ
γ
’

　
り
　
　
　
　
．
、
《
f

　
　
ニ
ぐ

　
　
ト
皆
4
詞

　
　
　
　
　
・
．
1
碗
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
へ
＾

．
遭
壷

7
三
一
・
7

㍉
幽

　
へ
幽

F

　．　t　　　　イL

鷲疑
鹸
■
・
（

　」A畠

一t　tt　T一一：．

．

・

ρ．
・
　
1

艮

、

一
，
日’

窪
」

　
桟

　
　
一
ト
㌔
　
・

　
‘
　
丸
－
P

　
　
．
．
．
’

　
　
・
．
．
～
・
．

，
・

，
fLt

．
’

－
志
ビ

　
　
　
，
」

‘

●

’it

L
阪
弾

’
、
－
層
　
「

昌
圃
に
．

．
直
「
、
・

∩

。
　
」
ゆ

「

　　

@　

|
、
．
．

■
訟
マ
巳
予
て
ル
．

　
　
一
．
－
」
サ

　
　
一
　
1
　
　
　
　
　
　
　
」
■

　
　
　
も
　
　
　
　
ヒ

’
歩

、
．
喧
－
’

　
　
　
、
旨
　
．

ノ

『
，
．
9
，
郭
娯
．
ジ

　
．
乎
一
．
～
噌
．
’
，

㌔
．
，
含
丁
’

　
　
　
　
　
‘
　
’

　
　
・
噸
＝

　
　
6
，
（

　
　
コ
せ

」
ボ
、
う

　　円じ
　　望　鯛
　　ぞ♂」’

　樋1・
1，’ず

｛
“一

‘

’
壷
β
、

　
　
　
」
’
．

雰
』
、
．

　
一
じ
・
’

　
　
　
　
　
ら

γ
，
　
　
、

∵
詐
」
ン

‘
鰯

一一」

．
η
’
．

：
F
、

、
ゾ

雲
，

、

ふ
．

「
、
、
評

・
轟

　
一
戸

　
　
，
ナ

　
　
「
｛
●
斉
・

O

’f，

～
、

ぜ
　
・

　
＝
．
．
、

聲
．
讐
・

声
、
．

　
　
．
’
【
F
う
　
　
　
5

　
　
　
　
ψ
　
「
　
　
　
　
’
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

㍉
ゾ
F
目
な
ハ
∵
，
「
」
．
．

　
　
リ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ド
ロ

　
　
　
r
　
　
　
　
艦
ρ
ボ

　
　
　
　
，
脚
．
　
　
．
　
　
．
’
・
．

　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
ゴ

7
　
。
．
　
　
　
　
　
．
∂
p

脚
響

脚
．
弓

馬へ

C

　
　
　
　
　
ト

【

書
ロ
虐
此

｝
・．

盗

曳

隔

　
漫
－

ー
ド
、
．

p
・
．
p
一
’
．
’
「
．
’
．

ITL　凸　‘’．’わ
　・＝ーガ　　　　　　　　　tl卜■・

与…㌔’．” @ ，ノ・1

”r　　　．，ぞ．　・
　　　　　　ず‘．㌣．
　　　　　　げ

、、、こ曽
レ

　　s　　　　t

　
　
．
、
　
　
・
．

」
．
・

　
、
．
L
、

　
．
㌔
　
、

．
、

魑

．
、

、＿る

dレ

　　　凸＼．

■・
C

　’

　　t　　．

党外
　　イ虹

　　　T

継
1

1－

1

－蝋
　　　　t　．一

　　　　　ゴ　LI｝
　　　　盆　　　　｝

　
　
　
　
．
」
　
　
　
　
　
　
L
　
＝

　
　
も
　
　
　
ロ
　
ゆ
　
　
　
　
　
　

’
・
・
、
．
「
」
→
停
．
｝

　　

@　

@
い
”
・

　
　
　
　
　
、
F
．
－
，

竜
　
　
　
　
　
瓢
　
、
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
『
、
．
・
鑑
．

冒

　
‘
．
「

「
P
、

　
　
　
　
一

　
．
」
．
》
、
一
望

《
ψ

N・

i

　ピ　　　　　　　　覧

’∵・》，幽
　　　　　cv

　　　　7’　　，ゆ
　　　　t’

鴫　　　唱

曳ト

粛蒐樹1

て．

r．・

一t

1一；一一　t．　一　．

　　1：g・
s　tl”　・　’

．鴫

野磨・ゲ撃
　　　　v－i
　　　　・＝ヒで’駈をlv

　　　　　，　　脚　・～

詮ll贈艶

晃

悔
　　一1’

・遇痢’声

　　　　1乙

烹・

　　　　　　，
　　　　　v．）庸d　．・　’　L’L’G
　　　　　　　，～　即

・A　一丁”k．　．＝：　；　e．，1

沁、
　　・け　、

募？一　‘i

、、型．’．

鴇罫’

｝　し　1
幽　　

し

sの・　　s

　　：一　“

　　i’　，f　；　，‘s

　・　t　　．イ圃，諸
　　　　　　　一　　　　　　　一　r・　・一　i

　　　層　ii，

仏！
　　　　　雛、i琶F

　
　
　
よ

．
・
　
、
　
脳

　
　
．
軸

　
　
．
恥
喉

サ
　
　
ほ
か
コ

β
．
馴
．

　
　
・
憩
、

’
．
ド
昌
．
尋
．

．
叫
．
ピ

　
．
鵡
馬
’

‘
．
叶

tl　．．一N・　．

｡．卜

　　　　　．イ　　「【

　　　　，．　　7歴．

　　　　　　r’

．噛

↓
．

、

偶

P

凶昌’

1
．
1

tlv

「

ド
モ
　
　
　
　
ヒ

．
．
ド
ん
ノ

　
　
’

匠

　
　
←

’
』
．
．
．
曾
雫

、
「
．

、

」

・寸ノ



ド

r

　　　　一三備民団副

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和54年8月24日　発行

錦集代表者　第16回　補体シンポジウム　世話人・酒井好古’・

発行所〒113東京都文京区本駒込3丁目18番22号
　　　　　　　　　東京都臨床医学総合研究所内
　　　　　　　　　補体シンポジウム事務局皿（03）823－2101

印刷所〒874大分県別府市富士見町10番20号
　　　　　　　　　合資会社興三社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　頒布価格　3，000円



”Tf

、

t

’

．
L
■
瞑

　　　　第16回　補体シンポジウム講演集1・

　　　　　　　　　　　　　　　昭和54年8月11日
　　　　　　　　　　　　　　　昭和54年8月24日　発行

，編集代表者　第16回　補体シンポジウム　世諸人・酒井好古

発行所〒1131東京都文京区本駒込3丁目18番22号
　　　　　　　　東京都臨床医学総合研究所内　　1

「
　

　　　　　　　　補体シンポジウム事務局皿（03）823－2101

印刷所〒874大分県別府市富士見町1幡20号
　　　　　　　　　合資会歓　興　栄　社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　頒布価格　3，000円




